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　二学期終しゆう業ぎよう式しきからの帰り道、

「あー、やっと冬休みだな。シャナちゃん、明後日あさつてのこと知ってるか？」

　田た中なかの小こ馬ば鹿かにするような問いに、

「宗しゆう教きよう主しゆ催さい者しやの生たん誕じよう日びを祝う『クリスマス』のことなら、中なか村むら公きみ子こに聞いた」

　シャナが見返すように答えて、

「また変なこと吹き込まれたんじゃ……」

『　』は心配から思わず口にして、

「今度、この皆で集まるのは三十日ですね」

　吉よし田ださんが少し寂しげに言って、

「それだけどさ、なんでクリスマスじゃなくて晦日みそかにパーティーなんだ？」

　佐さ藤とうが妙みように鋭いところを見せて、

「ク、クリスマスはそれぞれ予定とか、あるかもしれないでしょ」

　緒お方がたさんが慌あわてて誤ご魔ま化かして、

「ふうん。なるほど、ね──っうわ!?」

　池いけが含みのある言い方で結んだ、そのとき、

　緒お方がたさんが、ハンカチを風に攫さらわれた。

　冴さえ渡った青い空の中に、その白いハンカチは吸い込まれるように、飛んでいった。

　強く冷たい冬の風を受け、どこまでも遠くに、軽やかに飛んでいって、なくなった。

　目の前の信号は、赤だった。

　だから、みんなは動かず、その飛び行く様さまを見送っていた。

　大通りに、車は疎まばらだった。

　シャナもみんなと同じように、ただ、それを見送っていた。

　異い能のうの力を、使うことなく。

　彼女なら造ぞう作さもない些さ事じだったはずの行為を、しなかった。

　彼女はそこに留まっていた……自分自じ身しんの意志で、そこに。










　　　　プロローグ







　二月、日本の御み崎さき市しは、分ぶ厚あつく重たげな、密みつ度どを感じさせる白はく雲うんの下にある。

　空港での混乱を経、ようやく辿たどり着いた御崎市駅えきのホームで坂さか井い貫かん太た郎ろうが安あん堵どした、

（コネを使った特とく別べつ便びんで来て良かった……帰国早々、千ち草ぐささんに心配かけちゃ本ほん末まつ転てん倒とうだ）

　その日、

　創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟による、全ぜん世界へと向けた　二度目の宣せん布ぷが堂どう々どう、発せられていた。

（こっちに来てもらうわけにはいかない、ってのが、この仕事の一番の難なん点てんだな）

　世の表おもてに在る者には聞こえず、世の裏うらで人を食らう〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟と、それを追う異い能のうの討うち手フレイムヘイズだけに届く、遠く、深い、男の声は、

（まあ今回は、久しぶり、というほど間は空あけていないつもりだけど）

　断だん固ことした響ひびきながら、肝かん心じんな部分を伏せた、なんとも奇き妙みようなものだった。少なくとも、真ま逆ぎやくの意味で次なる情報を欲していた〝徒ともがら〟とフレイムヘイズらは、そう思った。

（いや、いかんいかん……それは単たん身しん赴ふ任にん者しやの身み勝がつ手てな言いぐさってもんだ）

　曰いわく──「発はつ動どうの地は……『日本』。楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』を求む心のまま、ただ来よ。なお、その地において人を喰らってはならぬ。均きん衡こうに対する干かん渉しようは、儀ぎ式しきへの障さわりなれば」──。

（身み重おもの千ち草ぐささんを一人で家に残しているんだ、家を空あけた時間の長ちよう短たんは関係ない）

　今すぐにでも駆かけ付けんと身み構がまえていた彼らに示されたのは、楽園へと至るための詳しよう細さいな集合地ち点てんと時間ではなく、大まかな国こく名めいと、簡かん潔けつな禁止事じ項こうだけだったのである。

（親しかったカルメル女じよ史しやシャナちゃんも、今は街を離れてしまってるというからな）

　ともあれ、この宣せん布ぷを受けた直後、日本におけるフレイムヘイズ防ぼう衛えい拠きよ点てんの中ちゆう核かくたる外界宿アウトロー東京総そう本部は、司し令れい・副ふく司令合ごう意いの元、同国構こう成せい員いんに施し設せつの全面放ほう棄きと国こく外がい退たい去きよを命じた。

（今度の休きゆう暇かは少し長めに取ったことだし、まずはゆっくり女によう房ぼう孝こう行こうするとしよう）

　彼らの決断を、遠くチューリヒの外界宿アウトロー指し導どう部ぶが糾きゆう弾だんする前に、現実がその妥だ当とう性せいを証明した。宣布に惹ひかれ、全ぜん世界の〝徒ともがら〟が続々と、日本への上陸を開始したのである。

（以前の轍てつを踏まないよう、今度こそ、ちゃんと見ていてあげなければ）

　対たい処しよを決めるための猶ゆう予よさえ与えられない、それは即そく日じつどころか、即そく時じの早さだった。

　もはや、戦争にもならなかった。一つの終しゆう結けつへと向かって、ただ事じ態たいは加速してゆく。

　世の人の、表おもてに見えない、陰かげ裏うらで。










　　　　１　誰たが為ために







　開かい港こうしたばかりという、とある日本の地方空くう港こうが、無む惨ざんな戦せん火かに見み舞まわれている。

　やや首しゆ都と圏けんに近い、という辛かろうじての取り柄えがあるくらいで、国際どころか国内の定期便びんすら片手の指に足りなかったはずの空港駐機場エプロンは、この日、開港以い来らい最多の、大型機きによる臨りん時じ便びんを迎えるという活かつ況きようを呈ていしていた。

　それらが今、全て爆ばく発はつ、炎えん上じようしている。

　駐機場エプロンの各所、航空燃ねん料りようの爆ばく圧あつで弾はじけ、高熱を撒まき散らして立ち上る猛もう火かの中に、割れ朽くちた管くだとも、地に伏す獣じゆう骨こつとも見えるシルエットが、黒々と不ぶ気き味みに揺れていた。

　その片かた隅すみ、爆発で吹き飛ばされ、壁のように地面に刺さった尾び翼よくの陰で、

「ちっ、この期ごに及んでサカりやがって、馬ば鹿かが！」

　落とされた機の乗客だった数十人が固まって、口くち々ぐちに罵ば声せいを上げている。

「最後の、着陸しかけてた便の連れん中ちゆうは？」

「さあな。逃げ出した奴やつもそれなりにいたようだが、半分はあのまま死んだろうよ」

「くそっ、フレイムヘイズ……討とう滅めつの道具どもが！」

　言った〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟は、破は片へんの端はしから辺りを注意深ぶかく見回した。

　空港一いつ帯たいは、巨きよ大だいな陽炎かげろうのドームに包まれ、内部の地面には火か線せんの紋もん様ようが描かれている。内部の事じ象しようを隔かく離り・隠いん蔽ぺいする因いん果が孤こ立りつ空間『封ふう絶ぜつ』が、展開されているのだった。

　その閉ざされた戦せん場じようには、巨大な残ざん骸がいが砕くだけて燃え上がり、巻き込まれた人間も幾いくらか散らばり燻くすぶっている。吹き荒れる熱ねつ風ぷうと舞い上がる火ひの粉この中に、燃料と肉の焼け焦こげる刺し激げき臭が混じり合って、光景はまさに壮そう絶ぜつの一ひと言ことに尽きた。

　誰だれかが呟つぶやいて、

「まるで地じ獄ごくだな」

「その感想は、気が早いんじゃない？　奴やつら、すぐこっちにも仕掛けてくるはずよ」

　誰かが返した。

　言葉を証明するかのように、遠く離れた場所にある残骸──着ちやく陸りく寸すん前ぜんに封ふう絶ぜつを張られ、滑かつ走そう路ろ上じようで撃げき墜ついされた──の周囲では、既すでに交こう戦せんが始まっている。程ほどなく彼らの潜ひそむ、残骸を数多燃やす駐機場エプロンの方にも、本ほん格かく的てきな攻こう勢せいをかけてくるだろう。

　また、誰かが呟く。

「なんで先に降りてたこっちからやらなかったのか、おかしいと思っていたが……さては奴ら、離り発はつ着ちやくが一番集しゆう中ちゆうする時間を狙ねらって仕掛けてきたんだな？」

「なるほど、できるだけ多く獲え物ものを下ろしてから片付けるつもりだった、と。道具どもは、その手の情報を外界宿アウトロー経けい由ゆでやりとりしてるからね。羨うらやま──」

「ッ伏せろ!!」

　声を切らせるように、彼らの頭上を色とりどりの炎えん弾だんが通り過ぎていった。そのまま背後の真新しいターミナルに命めい中ちゆうし、中で動かず静せい止ししていた人間たち諸もろ共ともに吹き飛ばす。

　同時に、空港の各所から、怒ど号ごうが上がっていた。フレイムヘイズらの本格的な襲しゆう撃げきに、他の場所で伏せていた〝徒ともがら〟らが、呼吸を合わせ反はん撃げきを開始したものらしい。

　新たな爆ばく音おんや足音に、咆ほう吼こうや切り結ぶ刃やいばの響ひびきが加わって、地獄は戦場に変わる。

　一人が誘われるように、体の輪りん郭かくを揺らし始めた。

「今の炎弾からすると、案あん外がい実じつ数すうは少ないな……人じん化かを解いて、一気に叩たたき潰つぶすか」

「ああ。だが、ちょっと追い詰められたからって、そこいらの人間を喰らうなよ。我らが創そう造ぞう神しんからの命令、俺おれたちが楽らく園えんに行くための担たん保ぽなんだからな」

「分かってるわよ……んなことより、その楽園に行くってんで、めかし込んできたのが全部パアだわ。見てよこれ！」

　言い合う間に、彼らは皆、様々な形による本ほん性しようを現している。

「無ぶ粋すいの文もん句くは道具共どもに言え……よし、行くぞ、楽園へ！」

「おう、行くぞ、楽園『無ザ何ナ有ド鏡ウ』へ!!」

　欲よく得とくを燃やし、楽らく園えんを目め指ざし、まさに猛もう然ぜんと、〝徒ともがら〟らは走り出した。







　アメリカはニューヨーク。

　マンハッタン島と、イースト・リバーを挟んで東に位置するクイーンズ区の南岸に、広大な敷しき地ちを持つジョン・Ｆ・ケネディ国際空くう港こうはある。ニューヨークを囲む三大空港の一つにして、国際線・国内線せん併あわせて一日に軽く一千便びんを超える、世界有ゆう数すうのハブ空港である。

　この大だい空港の一角、無む数すうに人の行き交う荷物受うけ取とり所じよの外で、二人の少女が残された貴き重ちような時間を使い、立ちん坊ぼうで人を待っていた。

　一人は、十代半なかばと見える、ブラウンの髪かみを二つにまとめた西洋人の少女。氷ひよう点てん下かも珍めずらしくない真ま冬ふゆのニューヨークに相応ふさわしい、分ぶ厚あついオーバーコートの襟えりに首を埋めている。

「へえ。シャナさん、ニューヨークは初めてだったんですか」

　言って少女は、手にあるフルーツカップを隣となりへと差し出した。

　焦あせっても早まったりはしない、旅りよ客きやく便びん到着までの暇ひま潰つぶしとして、付近の売店で買い求めた物である。底の浅いプラスチック容よう器きに一ひと口くちサイズのベリーフルーツが盛られている。

　そこからラズベリーを一つ摘つまんだもう一人の少女は、

「うん。アメリカには何度か来たけど、『四し神しん』のいる都市には足を向ける機会がなかった」

　やや年ねん齢れいの低い、年の頃ころ十一、二歳さいほどの、長い黒くろ髪かみをした東とう洋よう人じんの少女。薄うす手での黒いロングコートを纏まとい、鮮あざやかな赤いマフラーを軽く首に巻いている。

　その赤から零こぼれるように首から下がった、黒い宝ほう石せきに交差する金の輪を意い匠しようしたペンダントが、うむ、と低い声を漏もらした。

「我らは、外界宿アウトローを極きよく力りよく使わぬようにしていた。ある程てい度ど、世せ事じに慣れた後でなくば、便利使づかいするどころか、逆に便利使いされてしまうことになる、と判はん断だんしたゆえな」

　黒髪の少女は、彼の台詞せりふが数年前まえにジェノヴァで出会った外界宿アウトローの主しゆ催さい者しやたる──まさに世事に慣れ切った──男の助じよ言げんそのままであると気付いたが、口にはしなかった。

　また答えて、

「ああそれ、大だい正解。最近の外界宿アウトローってばミョーに計算高だかくなっちゃってさあ」

「そうそう、こっちがちょっと協力求もとめる度たびに取引チラつかせて、面めん倒どうったらないのよねー」

　艶つやっぽく脱だつ力りよくした、軽くはしゃいだ、二つの声があがる。これは、ブラウンのお下げ左右に一つずつ結わえられた鏃やじり型がたの髪かみ飾かざりからのもの。

　彼女ら、間かん断だんなく行き交う人ひと混ごみの中にあっても吞まれず、確とした存在感かんを以て佇たたずむ二人は、人間ではない。異い世界〝紅ぐ世ぜ〟より渡り来た〝紅ぐ世ぜの王〟と契けい約やくすることで異い能のうの力を得た討とう滅めつの追っ手、フレイムヘイズだった。

　黒髪の少女は『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナ。ペンダント型の神じん器ぎ〝コキュートス〟に意い志しを表ひよう出しゆつさせる〝天てん壌じようの劫ごう火か〟アラストールの契けい約やく者しやである。

「必要な情報を得るためには、一いつ定ていの代だい償しようは払うべきだと思う。以前の私は……そういうものが特になかったから、寄らず頼らず済んでいただけ」

　言う途と中ちゆうで僅わずか、謹きん直ちよくな声の調子を鈍らせたが、強ごう引いんに言い切った。

　そんな彼女の揺れにブラウンの髪かみの少女、『極きよつ光こうの射い手て』キアラ・トスカナは気付いたが、あえて追及はしない。それよりも、彼女と契約し鏃やじり型がたの神じん器ぎに意志を表出させる〝破は暁ぎようの先せん駆く〟ウートレンニャヤと〝夕せき暮ぼの後こう塵じん〟ヴェチェールニャヤに余よ計けいな口を挟ませないよう、素す早ばやく続ける。

「でしょうね。契約して数年なら、まだ囚とらわれるほどのしがらみもないでしょうし」

　が、その先回りは、あっさりと二人に押しのけられた。

「これが百年ほどのベテランだと、色々無む茶ちやさせたりさせられたり、貸し借りも複雑に入り組んじゃうものねえ」

「一度サーレが行ゆく方え不明になった時なんか、もう、なんでもしますってな剣けん幕まくでフゴッ」

　キアラは結局、実じつ力りよく行使として両のお下げの先を握りしめることで黙だまらせる。この百年で覚えた、最も効果的な二人への逆ぎやく襲しゆう法ほうだった。

「余計なことばっかり言うんだから」

　言って、我ながら情なさけない、取り繕つくろった笑顔を傍かたわらに向けたが、向けられた側の少女はどこまでも素直に率そつ直ちよくに、そういうものか、と頷うなずいている。

（シャナさんって、契約して数年って言うけど、まるで数すう千年を経た調ちよう律りつ師しみたい）

　話に聞いた、極めて特とく殊しゆな生おい立ちの実じつ証しようとでもいうべき反応である。

　中国奥おく地ちの戦せん場じようで合流して以来、キアラはこの、天てん罰ばつ神しんの契約者として名高い……正確には、あの負け戦いくさにおける活かつ躍やくで名を知らしめたフレイムヘイズと、近しく話す機会を持っていなかった。お互い使命を果たすための同どう行こう、強いて友達になる必要もないが、

（──「あー、今後の共きよう闘とうをとりあえずの方針にしている我々としては、だな。主しゆ導どう者しやの、ある程てい度どの人格と性せい向こうの把は握あくは必要と考えるわけだ」──）

　そんな、師し匠しようにして恋人たる男からの勧めもあり、この地において自分に課せられた、とある重じゆう要よう人物らの出迎えに彼女を誘ったのだった。彼の相あい棒ぼうたる〝王〟の、

（──「君らは自じ在ざい法ほうの操そう作さに疎うといし、ただ待ってるのも苦く痛つうだろうから、一いつ緒しよに行っておいでよ。傍そばに退たい屈くつを香らす壁の花よりは、道行く人の目を楽しませる野の花が良い」──）

　遠とお回まわしに雑ざつ用ようを押しつける風ふうな言いぐさには大いに不満だったが、発言の前半部ぶは全くその通りなので、提案については甘かん受じゆするしかなかった。そして、

（──「分かった」──）

　という一ひと言ことだけで同行を承しよう服ふくした、自分と数すう歳さい違ちがいとしか見えない少女、その横よこ顔がおに、

（それにしても）

　改めてキアラは視線を流した。

（会話が続かないなあ）

　年とし相そう応おうの少女としての可愛かわいらしさを表しつつも、核かくとする強きよう靱じんな意志力りよくの方をこそ、より宿す……フレイムヘイズの精せい鋭えいに散さん見けんされるタイプである。

　ただ、その表情は、どこか堅くて重い。

（待ち合わせで時間を削けずられてイライラしてる、ってわけでもなさそうだし）

　戦せん場じようをともに脱だつ出しゆつして香港ホンコンへと、そこから特別便びんを仕立てて空くう路ろ、このニューヨークへと辿たどり着いた半日ほどの間も、少女の雰ふん囲い気きはずっと同じだった。

（必要最さい低てい限げんな返事をして、契けい約やくした〝王〟もそれを補ほ足そくするだけ、だなんて）

　例え面めん識しきが浅くとも、大たい抵ていの相手ならキアラと二人の〝王〟の会話には、正負なんらかの感情的なリアクションを示すのだが、傍かたわらに在る『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』は、その辺りが皆かい無むである。観客の沸わかないショーマンになったような気がして（望んでそうしているわけでは決してないが）、理り不ふ尽じんな失しつ望ぼうまで感じてしまいそうだった。

（まさか、フレイムヘイズが人ひと見み知しりってわけでもないよね）

　戦場で合流した途と端たん、初しよ対面の彼女に指し示じを下した、確信と覇は気きに燃え上がっていた激しさは、今はなりを潜ひそめている。衰おとろえたのではなく秘ひめただけ、ということは考えるまでもなかったが、今その殻からとなっている全体が、どこか表情同どう様ように堅く重く──それこそ、苛いら立だちの軽けい躁そうさなどとは真ま逆ぎやくであるように──感じられるのだった。

（一体、この態度はなんなんだろう？）

　二人だけの会話を機に、全くの親切心しん、あるいはお節せつ介かいから、キアラは考え始めた。そうする必要はない、と理解していながら、まるで悩む友達を気き遣づかうように。

　これは、せっかく知り合ったフレイムヘイズの少女と、もっと親しく話したい、という素そ朴ぼくな欲求と、師し匠しようが言ったとおりの、とりあえずの方針に沿って動くためにその存在の形を把は握あくすべき、と考える生せい来らいの真ま面じ目めさ、双そう方ほうの理由による。

　当のシャナは、自分が変わっているということに無む頓とん着ちやく、というより無む自覚なまま、必要な返答をして会話が終了した、と言わんばかりに手て元もと、勧められて摘つまんだラズベリーを、しげしげと眺ながめている。

「……」

　フレイムヘイズとしての活動を始めた最さい初期、見知らぬ野菜（今では勿もち論ろん、それがなんであったのか理解しているが）を囓かじって酷ひどい目にあって以来、加か工こうされていない生の食べ物を買い食いすることを控ひかえてきた、それゆえの警けい戒かいだったが、一人ではなくなった後の経験が、ほんの軽い一ひと押おしを、彼女に与えた。パクリとひと思いに食べる。

「……！」

　途と端たん、口に広がった新しん鮮せんな甘あま酸ずっぱさが、満まん面めんの笑えみを弾はじけさせた。戦いに臨のぞんで以降、感じることのなかった、その生物としての喜びが、堅く重い殻からを破ったかのように。

「美お味いしい」

「よかった」

　なにに対してか、キアラは心しん底そこからの安あん堵どである声を漏もらしていた。

　この尻しり馬うまに乗って、ウートレンニャヤとヴェチェールニャヤが囃はやし立てる。

「あーらあら、ラズベリー一つで可愛かわいらしい変へん身しんを見せてくれるものねえ」

「ホントホント、天てん罰ばつ神しんじゃなく天使の契けい約やく者しやの方がしっくり来そう！」

　シャナは答えず、ちょっと困ったような、微かすか笑ったような、曖あい昧まいな表情を見せた。

　と、その様さまを見たキアラは、

（ああ、そうか）

　今までの彼女の雰ふん囲い気きについて、ようやくの理解を得る。

（苛いら立だつどころじゃない……緊きん張ちよう、してたんだ）

　あまりに落ち着き払っていたため、また貫かん禄ろくと存在感かんによる押し出しが強すぎて、一いつ旦たん解きほぐされなければ、そうと認にん識しきできなかったのである。

　これまでを経て、これから行うことへの、緊張を。

　決して大おお袈げ裟さな表現ではない、世界の命めい運うんを賭かける戦いに挑いどもうとしていることに緊張しない人間などいない。キアラ自身もその一角に在るが、彼女はあくまで参加する側である。

　シャナは違う。

　戦いを呼びかけ先せん頭とうに立つ、主しゆ導どう者しやなのだった。

　今、世界各かく地ちで起こっている、まさに土ど壇たん場ばの大だい混乱で示されているように、創そう造ぞう神しんの掲かかげた条件に挑む行為は、決して単純な正義感かんや心こころ意い気きによる応おう諾だくを得られるものではない。むしろ、条件を支持する側からの妨ぼう害がいを受けるものですらあった。真しん意いを隠かくして、ただ戦うことだけを標ひよう榜ぼうしていればなおさらである。

（なにより、彼女にとっては敵……戦う相手が、相手だし）

　思って、キアラは少女から目を転じる。

（無理もない、か……あっちの方も）

　ロビー出口の端はし、チェックインカウンターの陰、シャトルバスの停てい留りゆう所じよに、どちらともいえない者たち、旅りよ客きやくを装った外界宿アウトローの構こう成せい員いんが複数、屯たむろしていた。ニューヨークに到着して以来、彼女ら一いつ行こうにつきまとっている監かん視しである。

（交こう代たい時間は十五分くらいかな、もう違う顔ぶれになってる）

　あくまで常じよう人じん、フレイムヘイズ相手に隠れ果おおせるわけもないが、その存そん在ざい自体が『外界宿アウトローの指し導どう部ぶが、彼女らを危き険けん人物としてマークしている』という意い思し表ひよう示じになっている。

（どうせバレてるんだから、もっとノンビリすればいいのに）

　そう、師の教えに則のっとり、状況を不ふ用よう意いに深しん刻こくなものと受け取らないよう努めているキアラと違って、使命感が強く謹きん直ちよくな性格の（短い同どう行こうでもそれはハッキリと伝わる）少女には、外界宿アウトローの指し導どう部ぶ、その一部からにせよ危険視しされているという事実は、さぞかし心を重くしているに違いない。

（ただでさえ、いろいろ負ふ担たんがあるんだし、今一いつ緒しよにいる私がフォローしなくちゃ）

　この点に関しては勢い込んで、キアラは強く笑い、もう一度フルーツカップを勧める。

「ブルーベリーも美お味いしいですよ」

「うん。これかな」

　監かん視しの存在を暗あん黙もくの了りよう解かいとしているシャナの方も、ようやく浮かんだ笑えみを守るように尋たずねていた。知識としては知っているのか、容よう器きから正答の青い粒つぶを拾い上げる。

　ただそれだけの、しかしどこか意い地じましい姿すがたに、キアラは思わず抱きしめたいほどの愛らしさを覚えた。彼女にそうさせている戦う相手に対する怒りも、同時に。

「ええ。底の方にパイナップルもあります」

　その後者の方を助じよ長ちようするように、空港内ないに昨日きのうの宣せん布ぷ以降、延えん々えん流れ続けているアナウンスが、常ならば決して出ることのない、世の陰における戦いの実じつ害がいを、また新たに報じた。

　日本行きの航空機き、全ぜん便びんの欠けつ航こうを。

　二人は、掲かかげられた電光掲けい示じ板ばんに流れる、欠航と再開の未定を記した文字列れつを見上げ、

「世界中の地方空港襲しゆう撃げきも一いち段だん落らくした、って出がけに聞きましたけど……国内線せんを使うお二ふた方かたの到着便に遅れが出なければいいですね」

「速いとはいえ、空路の安あん易いな使用が危険だってことを、ようやく〝徒ともがら〟も認にん識しきしたんだろうし、元々サンフランシスコは襲おそわれてなかったから、大だい丈じよう夫ぶだと思う」

　いつしか自然に、声を交わしていた。

　既すでに見み慣なれた光景として無む視ししているが、そこここで日本人じんを始めとする数多くの旅りよ客きやくが係員に詰め寄り、説明を求めている。ニュースとして聞いても、実際にその目で空港の様よう子すを確かめなければ納なつ得とくできないほどの異常事じ態たいなのだから、これは仕方がない。

　ニューヨーク発の便だけではなく、世界から日本へ向けての航空便びんが、全面運うん航こう停止に追い込まれている。極きよく東とうの島しま国ぐには今、空路を完全に封ふう鎖さされていた。







　先せんだっての主要港こう湾わん連続テロに続く、より大きな事件が日本を襲っていた。

　公式には『日本全国の空港において同時多た発はつ的てきに発生したテロ事件』と見なされている現状は無む論ろん、創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟の宣布によって引き起こされたものである。

　が、現実のなんという複雑さか、その発生の実情は外界宿アウトロー指導部の予測から外れたものとなっている。即すなわち、混乱を引き起こしているのはフレイムヘイズの側なのだった。

　あるいは、当然の結果と言えなくもない。

　ほんの半日ほど前に発せられた、宣せん布ぷ。

「発はつ動どうの地は……『日本』。楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』を求む心のまま、ただ来よ」

　大たい命めいの成じよう就じゆする正確な場所も時間も示されないまま、それでも〝徒ともがら〟らは、この呼びかけに応じた。自分たちのために作られる楽園で己おのが願がん望ぼうを充じゆう足そくさせる、その燃え盛る欲望を原げん動どう力りよくとして、彼らは遮しや二に無む二に、日本への上陸を始めたのである。

　この第一波は、人間が全ぜん世界にネットワークを張り巡らせた交通機き関かん、速さでは並ぶ物のない航空機きを使っていた。彼らも近代以い降こうは、このような文明の利り器きに頼ることへの抵てい抗こうをなくしている。どころか、日々の生活の中で大いに活用すらしている。

　よって、特別のチャーター便びんからプライベートジェットまで、膨ぼう大だいな数の航空機が、その内に数十から数百もの〝徒ともがら〟を満まん載さいして日本に飛び立つこととなった。楽園創そう造ぞうを阻そ害がいする、と宣布で禁じられていなければ、どれだけの人間が喰われていたか、想そう像ぞうするだに身の毛のよだつ無む茶ちや苦く茶ちやな数が、ほとんど文字通りに押し寄せたのである。

　そして、その尻しつ尾ぽへと食いつくように、まるで〝徒ともがら〟の博はく覧らん会かいの如ごとき異常の活かつ況きようを呈ていし始めた日本各かく地ちの空港を、単独、または少数の徒と党とうを組んだフレイムヘイズらが襲しゆう撃げきしていた。

　この無む謀ぼう極まる速そつ攻こうは無む論ろん、外界宿アウトロー指し導どう部ぶの指し示じによるものではない。日本における司し令れい塔とうである東京総そう本部は、この予想された上陸には抗し切れないと判はん断だんして、大命宣布の直後、構こう成せい員いんらに国外退たい去きよを命じている。にもかかわらず各地の空港で交こう戦せんが開始されたのは、まさにフレイムヘイズという存在の根こん幹かんがなさしめた業わざ、業ごうと言えた。

　彼らの、世界のバランスを守る異い能のうの討うち手、という認にん識しきは、客きやつ観かん的てきには正しいが、主しゆ観かん的には誤っている。何な故ぜなら、彼ら個こ々こ人じんがフレイムヘイズとして契約した理由の大たい半はんは、自分や周囲の人間に危き害がいを加えた〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟への復ふく讐しゆうだったからである。

　なにより、そのために彼らは戦う。

　世界のバランスが保たれるのは、あくまで結果に過ぎない。

　そのような仕組みの中で生み出されてきた彼らである、創造神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟が唱となえた、誰だれにとっても素晴らしい恵みをもたらすという楽園創造に、無む条件の賛さん同どうなど、できようはずもなかった。世界のバランスを守る異能の討ち手である前に、彼らは復讐者だったのだから。

　外界宿アウトロー指導部が想そう定ていしたほど、また期待したほど、フレイムヘイズは一枚岩いわの結けつ束そくで進しん退たいを決める組織人じんでもなければ、使命感かんで自身の欲求を殺すような聖せい者じやでもなかったのである。

　賛同するにしても、まずは己が復讐を果たしてからの話。

　それが襲撃に加わった者らの、偽いつわらざる本ほん音ねなのだった。

　世界のバランスなどよりもっと重要な、仇かたきたる〝徒ともがら〟を、この日本へと集まる流れの中で捉とらえ得る可能性は、漫まん然ぜんと世界を流離さすらうことで遭そう遇ぐうし得るそれより遙かに高い。しかも、新しん世界の創造が成されてしまえば、集つどった全ての〝徒ともがら〟らは彼方かなたへと渡り行き、おそらくは二度と帰って来ない。つまり、復ふつ仇きゆうの機会を永えい遠えんに失ってしまう。

　この『食い逃げ』を座して見送ることができず、無む茶ちやと知りつつも圧あつ倒とう的てき多数との戦いに走る者が続ぞく出しゆつしたのは、まったく無む理りからぬことなのだった。大たい命めいとやらがいつ始まるとも知れない情じよう勢せい下か、拙せつ速そくだろうとなんだろうと、まず飛びかからずにはいられなかったのである。

　一方の、今さらの攻こう撃げきを受けた〝徒ともがら〟の側は、大いに迷めい惑わくしている。

　元がん来らい、ごく希まれな例外を除いて、彼らはフレイムヘイズとの戦いに価か値ちなど認めていない。己おのれの欲よく望ぼうを充じゆう足そくさせることが目的なのだから当然だった。彼らにとって戦いとは、降りかかる火ひの粉こを払う、というだけの行為に過ぎない。常からそうであり、この時は特に、そうだった。ゆえに彼らは、感かん慨がいを抱くでもなく、陶とう酔すいに浸ひたるでもなく、ただ無む造ぞう作さに数で圧あつ殺さつする方法で迷惑な攻撃に対している。

　結果、両りよう陣じん営えいとも無む秩ちつ序じよな揉もみ合いが日本各かく地ちで一いつ斉せいに勃ぼつ発ぱつし、幾いくらかの被害と騒そう動どうは、封ふう絶ぜつをはみ出して残った。テロと認にん識しきされたのは、この部分である。

　外界宿アウトローは、表おもてに出る情報を最さい小しよう限げんに止めようと各かく方面への手当てを行う一方、航空機き関かんの混乱を知って、自らの力で極きよく東とうの島しま国ぐにを目め指ざす〝徒ともがら〟らによる第二派は、本ほん命めいとなるだろう大だい侵しん攻こうの動どう向こうを、未いまだ統とう制せい下かにあるフレイムヘイズらに探らせている。その実じつ行こう段階における具体的な行動は、指し導どう部ぶの大だい方針が未み決けつであるため、各かく人じんの判はん断だんに委ゆだねられた。

　とにかくなにより、物もの事ごとを考えるための時間がない。外界宿アウトローにとっては、自身たる組織も相あい対たいする世界も大きすぎて、咄とつ嗟さに取り得る行動はこの程てい度どになってしまうのだった。

　不幸中ちゆうの幸いと言うべきか、現在のところ、復ふく讐しゆう心しんに駆かられ暴ぼう走そうする者は主流派はではない。フレイムヘイズの多くは、組織としての最さい大だい限げんの妥だ協きようと譲じよう歩ほである、この監かん視し命令に──先の負け戦いくさによる萎い縮しゆくもあって──服している。従しよう容ようと、とは決して言えなかったが。

　その中で、感情的な激げき発はつをせず、懊おう悩のうで時を潰つぶさず、黙もく々もくと戦いの準備を続けているのが、彼女ら『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』一いつ派ぱだった。

　一派と言っても、直接連つれ立っている者は、フレイムヘイズ数人と人間一人ひとり、総そう勢ぜいで十にも満たない小しよう勢せい力りよくである。総そう司し令れい官ゾフィー・サバリッシュ承しよう認にんの元、彼女らは今、なにより貴き重ちような時間を削けずり、ニューヨークを訪れている。

　この小勢力が挑いどもうとしている決戦に必要不ふ可か欠けつな、彼女らに協力してくれる可能性を見出した、最大の戦せん力りよくたる三人のフレイムヘイズを加えるために。

　一人は元から当地に在るため、既すでに合流済ずみ。残る二人も、程ほどなくこのジョン・Ｆ・ケネディ国こく際さい空港に現れる予定である。ただしいずれも、合流したとして合ごう力りきが得られるかは、まだ分からない。その話し合いをするための三人……否いな、『三さん神しん』の集しゆう結けつだった。







「美お味いしいですね」

「うん」

　シャナとキアラが交こう互ごに一つずつフルーツを摘つまんで、容よう器きの中身を空にした頃、入国審しん査さを終えた新たな旅りよ客きやくが、荷物を受け取るためロビーに出てきた。

　キアラは壁に掛かった時計を確かく認にんし、傍かたわらに促うながす。

「あれが、指し定ていの便びんかな……そろそろ、来られるはずです」

「分かった」

　シャナは頷うなずくと、手を軽く振って清きよめの炎ほのおを薄く纏まとわせ、汚よごれを払った。

　今から会う二人は、絶対的に戦せん力りよくの不足している彼女らの戦いに不ふ可か欠けつな存在であり、また戦いそのものの意味を問うことにも繫つながっている。並々ならぬ覚かく悟ごを以てぶつかり、その同どう道どうを取り付けねばならなかった。

　先とは別べつ個この緊きん張ちように、頰ほおの線を硬くするシャナは、まさに臨りん戦せん態たい勢せいの気き迫はくで、溢あふれてくる人並みを見つめた。通りかかる幾いく人にんかが、その姿すがたを認めてぎょっとする。

　キアラが、それを宥なだめるべきか思し案あんする内に、

（うーん……これじゃ、初しよっ端ぱなから挑ちよう戦せんするみたいに取られかねないな……でも、あのお二人なら、どうせケンカにはならないだろうし……）

「っ？」

　シャナの目が、妙みような集団が審査のゲートを潜くぐってくるのを捉とらえた。

　というより、集団を伴う、異常に大きな気け配はいが近づいてくるのを、全ぜん感覚で得ていた。

　集団は一見して、著ちよ名めい人じんに群がる記者、あるいは愛あい好こう家かの群れと見えたが、全体の空気は、前者にしては無ぶ遠えん慮りよな熱気が足らず、後者にしても空くう虚きよな喧けん噪そうがない。

　といって、グループを組んだ旅客でもなく、構こう成せいは老ろう若にやく男なん女によ様々、ただ誰だれかを囲んで、漫まん然ぜんと進んでくる。なにより奇き妙みようなことに、全員が悲しげな顔で、囲んだ誰かに向かって気き遣づかいの声を各おの々おのかけているのだった。

「さ、着きましたよ」「お姉ねえちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」「道、分かりますか」「ほら、元気出だして」「足、ふらついてませんか？」「休きゆう憩けいしなくてもいい？」「あ、私が荷物を取ってきましょう」

　一人が集団から離れ、小さな革かわ製せいのトランクを受取所じよから持ってくる。それを、中央にある一人の女性へと、恭うやうやしく、ではなく、恐きよう懼くして、でもなく、ただ優しく、手渡した。

「ありがとうございます、本当に……」

　受け取った女性は、こちらの方が恭しく、また恐懼して頭を下げる。

　年ねん齢れいの摑つかめない麗れい容ように憂うれいを漂わせる女性で、纏まとめた豊かな黒くろ髪かみを一ひと房ふさ、野や暮ぼったく後ろに垂らしている。丈たけ長ながなワンピースの上から、不ふ思し議ぎな模も様ようで埋め尽くされた上うわ掛がけを羽は織おっていた。世よ慣なれぬ旅行者丸まる出だしの風ふう体ていが、麗容と大きな存在感かんに、まるで釣つり合っていない。

　と、その肩が縮こまり、潤うるんだ声が漏もれる。

「道どう中ちゆうでも、よくして頂いて……うう」

「そんな、とんでもない」「お姉ちゃん、どこか痛いの？」「ああ、どうか涙を拭ふいて」

　周りの人々も応こたえて宥なだめに入る、という奇き妙みような流れを、

「まったく、キリがない。旅の道みち連づれども、ここでお開きだ、散れ！」

　対たい照しよう的てきにカラッとした、中ちゆう性せい的てきな声が断ち切った。声だけでなく、実際に掌てのひらをしっしと振って女性の周りに集まっていた人々を、まるで羽は虫むしのように追い払う。言われて渋しぶ々しぶ、挨あい拶さつとともに散ってゆく人ひと垣がきの中央、女性の傍かたわらで、一人の少年が笑っていた。

「ははははは！　『波は濤とうの先に踊る女』よ。おまえと旅をすると、すぐこのザマだ。幾いくら百ひやく余よ年ねんぶりとは言え、扱い切れない行ぎよう列れつの整理も、流石さすがに二度は多い」

　二十に届かない年とし頃ごろの、細く尖とがった体格と容よう貌ぼうを、近所へのお出かけのように山やま高たか帽ぼうとポンチョで装っている。深い皺しわから成る笑顔が影を生んで、逆に得え体たいの知れなさを見る者に印いん象しようづけていた。カツン、と簡かん素そな棒ぼうによる左の義ぎ足そくで軽く地を打って、また笑う。

「ほんの半日くらい、人に構うのを止めて綺き麗れいな人形でいることが、何な故ぜできない。ロスで合流した時点で、有う象ぞう無む象ぞうの群れに面した私が帰らなかったのは、まったくの奇き跡せきだぞ」

「ごめんなさい、『死し者しやの道を指す男』……でも、私……」

　一ひと回まわり下と見える相手に、まるで詰きつ問もんされたように女性は涙ぐんだ。
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　少年は言いい訳わけには取り合わす、辺りを見回す。

「フン、こっちにも倉の端はしを這はい回るネズミがいるな。チューリヒでふんぞり返って人間の代表者面づらする増ぞう上じよう慢まんども、そんなに私たちが動いたのが気に食わんか」

「そんな言い方しなくても……」

　女性の声をまた無む視しして、少年は笑えみの中に、まるで牙きばを剝むくように白い歯を覗のぞかせた。

「邪じや魔まだ、追い払え」

　そう、誰だれにか命じた瞬しゆん間かん、

（なっ──）

（ぅわっ!?）

　シャナとキアラは、唐とう突とつに一いつ帯たいで湧わき上がった驚きよう異い的てきな密みつ度どを持つ力を、その発はつ現げんのほんの端はし、ひび割れたダムから迸ほとばしる飛沫しぶきのように感じて、全身を総そう毛け立たせた。

　同どう様ように、得え体たいの知れない力に当てられた空くう港こうの旅りよ客きやくたちが、背せ筋すじをびくんと跳ね上がらせている。また同時に、空港の各所に張り込んでいた外界宿アウトローの監かん視しの前に、

「ぎゃあっ!?」

「ひい！」

　黄おう金ごんの面めんを付けた褐かつ色しよくのなにかが床から伸び上がり、抱きついていた。それらは一いつ瞬しゆん、当とう人にんのみならず周囲までも驚きよう愕がくさせて、すぐ抱きついた相手に溶け込むように、消える。

「な、なんだ今の──」

「あ、足が!?」

　理解が追いつかない監視たちを、さらに怪かい現げん象しようが襲おそう。

　いつしか強きよう靱じんな力に満ちていた彼らの下か半身が、急きゆう激げきな方向転てん換かんに振り回される上じよう半身を連れて、勝かつ手てに動き始めたのである。スプリンターのような猛もうダッシュで、人ひと混ごみも構わず突き飛ばして乱らん暴ぼうに、空くう港こうターミナル最も寄よりの出口に向かって。

　傍はた目めにはジョークとしか見えないその排はい除じよを、心しん底そこから可お笑かしげに見送った少年は、

「ははははは！　さて、不ぶ躾しつけな覗のぞきも失うせた」

　目の前に歩み出ていた二人のフレイムヘイズに向き合うと、ポンチョの前を華か麗れいに捲まくり上げて、マントのように背後へと羽は織おり直した。現れたスーツの腰に下がる尖とがった石のメダル、神じん器ぎ〝テオトル〟が、野の太ぶとい怒ど鳴なり声を張り上げる。

「息そく災さいかあ!?　翻ひるがえる双そう面めん!!　閃ひらめく矢!!」

　周りで驚く人々を強いて無む視ししてキアラたちが答え、

「はい。皆さんも、お元気そうで何よりです」

「あんたたち、相変わらず時と場合お構いなしで無む茶ちや苦く茶ちやするわねえ」

「そりゃあ、久しぶりの遠とお出でで騒ぎたくなる気持ちも分かるけどさー」

　少年は牙を剝くような笑えみを、もう一人へと向けた。

「こちらのお嬢じようさんは、初めまして、だな。私は〝憚たん懾しようの筦かん〟テスカトリポカの神しん官かん『死し者しやの道を指す男』。フレイムヘイズとしての名乗りは『群ぐん魔まの召めし手て』サウスバレイだ」

　自己紹しよう介かいにシャナが答える前に、女性が泣き崩くずれるように歩み寄って、その手を取る。

「貴女あなたが……貴女が〝殊しゆ寵ちようの鼓つづみ〟と『雨と渡り行く男』に、後こう事じを託たくされた御お子こですね？　私は〝清せい漂ひようの鈴すず〟チャルチウィトリクエの神しん官かん『波は濤とうの先に踊る女』、またの名を『滄そう波はの振ふり手て』ウェストショアと申します」

「摂せつ理り神しん格かくにして審しん判ぱん断だん罪ざいの化け現げん、偉い大だいなる〝天てん壌じようの劫ごう火か〟──お会いできて光こう栄えいです」

　その腰に同じく下がる、波状輪りん郭かくをした石のメダルから、穏おだやかな女性の声が上がった。

　アラストールが、改めて告げられた自身の責せき務むを背負うように、重く返す。

「うむ……我らこそ、即そつ急きゆうなる集しゆう合ごうに感謝する。だが」

　末まつ尾びに加えられた逆ぎやく接せつの言葉を、その契けい約やく者しやが継いだ。

「まだ託された、とは決まっていない」

　世界屈くつ指しの強大なるフレイムヘイズ二人を、覚かく悟ごに燃える眼差まなざしで見み据すえて、言う。

「私は、壊こわす側かもしれないんだから」







　昨さく日じつ来らい、この世に起きている大だい混乱を、戦い以外で最も色いろ濃こく反はん映えいしている場所がある。

　スイスのチューリヒ、風ふう光こう明めい媚びなる湖こ岸がんの丘きゆう陵りように居きよを構える、外界宿アウトロー総そう本ほん部ぶである。

　今、そこでは奇き妙みような形式での会合が執とり行われていた。

「空港での暴ぼう挙きよは全て、フレイムヘイズが起こしているんだぞ、分かっているのか!?」

「世界のバランスを守る使命とやらはどこへいったのだ！　これでは戦うべきではない時を弁わきまえているだけ〝徒ともがら〟の方がマシというものだ!!」

　世界中から急きゆう遽きよ集つどった百ひやく余よ人にんは、いずれも有力な外界宿アウトロー主しゆ催さい者しやで、人間とフレイムヘイズの比ひ率りつは大よそ半はん々はんというところ。男女とも年ねん齢れいは、外がい見けんだけに限っても老ろう若にやく様々である。

「言っていいことと悪いことがあろう！　弁えるというならば、そのフレイムヘイズに守られてきた世界に生きている身を弁えたらどうだ!?」

「そうよ、フレイムヘイズが何な故ぜそうしているのか、分からないわけでもないでしょう？」

　論ろん戦せん、というには些いささか感情の占める割合が多い。激げつ高こうして叫ぶ者も、温おん厚こうに語る者も、互いにありったけの理り性せいを動どう員いんして、なお声こわ色いろに心の傾けい斜しやが透すけている。

「守られてきたことは、恩おん着きせがましく言われるまでもない、よく知っている！　しかし、だからといって、個人の感情をこのように微び妙みような情じよう勢せい下かでぶちまけて良い法があるか！」

「たしかに。今まで守られてきたのだから黙だまれ、というのは傲ごう慢まんな論ろん法ぽうと言えよう」

「その決めつけも、また傲慢だろう。このように微妙な情勢下だから、彼らがあのような行動に出ている……とは考えないのかね？」

　彼らは、大おお机づくえを挟んで向かい合っていない。

　全員が同じ向きに、段だん差さを付けて座っている。

　この奇妙な位置取どりも当然、会かい合ごうが行われているのは、総本部を地下に隠かくした大だい邸てい宅たくの並びにある歌か劇げき場じようなのだった。わざとらしいほどに荘そう厳ごんなネオバロック様よう式しきの、そこそこ年を経た石いし造づくりの奧に、最新の工こう法ほうによって改かい修しゆうされた優ゆう雅がな内ない装そうが広がっている。

「同どう感かんですが、無む謀ぼうな戦せん闘とうを仕掛けている者たちを、なんとか説せつ得とくして押しとどめられませんか。このままでは、なんら戦せん局きよくに寄き与よしない損そん耗もうが増すばかりです」

「まったく、これでは犬いぬ死じにだ。年とし経た古ふる強つわ者ものも混ざっていながら、冷静な判はん断だん力りよくを失っている。フレイムヘイズなら誰だれもが、創そう造ぞう神しんの提てい案あんを聞いていただろうに」

「親おや兄弟か妻さい子し、恋人か友達、最悪その全てを喰らった仇かたきが、手の届かない場所に逃げようとしてる横から『身み勝がつ手てな感情で動くな。失った者のいない俺おれたちの、より安全で幸福な世界のために、おまえの数百年ねん来らいの復ふく讐しゆうを諦あきらめろ』なんて言うのかよ、冗じよう談だんじゃねえ」

「……言い方がアンフェアではありませんか？」

「できるだけ率そつ直ちよくに、本ほん音ねを言葉にしたつもりなんだがな」

　その客席に、百ひやく余よ人にんが疎まばらに陣じん取どって、ある者は据すえ付けられたマイクを通して、またある者は素すの声で、切せつ迫ぱくした事じ態たいに対する各おの々おのの所しよ感かんを述べている。

「他の絶対多た数すうに害が及んでも、自分の復讐を押し通そうっていうの？　奴やつらは、震しん源げん地ちの日本で人間を喰うな、って厳げん命めいまでしてるのに、ナンセンスだわ！」

「及んでも、押し通すよ。ナンセンスでもなんでも、僕らはそうするために人間としての未来も繫つながりも捧ささげて、討とう滅めつの追っ手たるの存在と力を得たんだから。少なくとも、今いま仕掛けている連れん中ちゆうは、そう思っているだろうね」

　歌劇場の特とく徴ちようである、客席と舞台の間に設けられたオーケストラ・ピットには、楽がく団だんの代わりに情報機き器きが据すえ付けられ、舞台上にある複数のスクリーンに映えい像ぞうを写し出している。

　映像の内容は言うまでもない、刻こく々こくと変わり続ける世界情じよう勢せい。

　これを最さい前ぜん列れつで、場にそぐう歌劇の鑑かん賞しようでもしているかのように背せ筋すじを伸ばし、顔を隠かくす黒いベール越しに見上げている喪も服ふくの女性がいる。

　先の戦いで西部防ぼう衛えい戦せんの司し令れい官かんを務めた『昏こん鴉あの御ぎよし手て』ヒルデガルドである。

（困りましたわね……大だい方針が纏まとまらないことは覚かく悟ごしていましたけれど、ここまで話が嚙かみ合わないとは思いませんでしたわ）

（怯きよう懦だの安あん寧ねいに誘ゆう惑わくされ、震しん慄りつの狂きよう騒そうに傾けい倒とうする、いずれも人たるの性さが──）

　その左胸むねにある、真まっ赤かな宝ほう石せきをあしらったブローチ型神じん器ぎ〝フリズスキャルヴ〟から、彼女と契けい約やくし異い能のうの力を与える〝鬼き道どうの魁かい主しゆ〟ヴォーダンが、厳おごそかに返した。

　パートナーの声なき声に含まれる諦てい念ねんの響ひびきに、ヒルダは苦く笑しようし、

（お互い摑つかみ合いになりかねないから、狭いテーブル越しで対たい面めんするのではなく、この席の離れる歌劇場で顔を同じ向きに揃そろえてみた試みも、要いらぬお節せつ介かいでしたね）

　ヴェールも動かない、微かすかな溜ため息いきを吐つく。

　眼がん前ぜんの舞台上じようで大おお写うつしになっている映像の内に、フレイムヘイズにとっての好こう状況は、何なに一ひとつない。ただただ、各かく地ちで暴ぼう走そうする討うち手らの上げる被ひ害がい報告だけが増え続けている。

　その中での最大の項こう目もく、世界各地の空くう港こうに対するフレイムヘイズの襲しゆう撃げきは、ようやくの終しゆう息そくに向かいつつあったが、それは〝徒ともがら〟の方が、空くう路ろの利用を避け始めたからに過ぎない。現に、〝徒ともがら〟の目的地ちである日本でのそれは、未いまだ変わらず続いている。

（そう、問題は日本……創そう造ぞう神しんは今この時にも、事を始めかねない）

　ヒルダは世界地ち図ずの東とう端たんに位置し、様々な矢や印じるしが指し、また周囲に記された数すう値ちが増加し続けている島とう嶼しよ国家を見つめる。

（戦うのなら、この国に戦せん力りよくを投とう入にゆうして創造神の企き図とを阻はばむ……そうでないなら、周辺諸しよ国こくでの被ひ害がいを食い止める……どちらを選ぶにせよ、早そう急きゆうな手当てが求められるというのに）

　指し示された〝徒ともがら〟の目的地たるこの国が、さらなる騒そう乱らんの巷ちまたとなることは、既すでに避け得ない情勢となっている。上じよう陸りく第二波の前ぜん兆ちようとして捉とらえるべき動きも近きん隣りん諸しよ国こくで発生していた。

（彼かの宣せん布ぷが、末の枝まで割り裂いた──）

（それは、もはや一つの樹きとしては機き能のうしない、ということですの？）

　ヴォーダンの迂う遠えんな所しよ感かんを、ヒルダは否定できなかった。

　この危き急きゆう存そん亡ぼうの折に、議ぎ論ろんを主しゆ導どうする、人も流れも出てこない。

　誰だれも彼かれもが、決め手を持たないまま、大だい異い変へんの中で右う往おう左さ往おうしている。

「まあ、待て。起こってしまった襲撃は我々の今後の作さく戦せん行動に障さわるものである、という点では一致を見ている。ここは我々の方の大だい方ほう針しんを、まず定めるべきではないか？」

「その提てい案あんも既すでに聞き飽きたけどな。なんだい、順じゆん番ばんから言えば、今度は融ゆう和わ策さくかな？」

「意い地じの悪い物もの言いいで茶ちや化かすものではない。ただ、かの神の主張を冷れい静せいに検討してみてはどうだ、と言っているのだ」

「奴やつの、得とく意い満まん面めんのプロパガンダを鵜う吞のみにして戦いを止めろと？」

「あれこそ甘かん言げんというものではないか。奴は確かに〝紅ぐ世ぜ〟真しん正せいの創造神。有う象ぞう無む象ぞうの願いを束たばねて、言った通りのことは実現するかもしれん。だが、それ以外のことはどうだ？」

「それ以外？　人を喰らわずとも済む世界が新たに作られ、我々の世界と〝紅ぐ世ぜ〟の間における壁ともなり、ほぼ全ての〝徒ともがら〟は去る……それ以外に、なにか不安要よう素そでも？」

「ハハハ！　アンタとも在ろう者が、随ずい分ぶんと能のう天てん気きな未来像ぞうを描くもんだ。人を喰らわずに済む世界？　そいつは結けつ構こうなことだが、ただそれだけのことでしかない。奴の言った通りの〝存在の力〟に満ちた世界ってのが、どれほど危険なシロモノか、少しでも想そう像ぞうしてみたか？」

「……いや」

「使える力が無限にあるってことは、今、この世界で行われている以上の……いや、それとは比べ物にならないレベルで奴らのやりたい放ほう題だいを許す、って予想はできるよな？」

「そう、なるじゃろうな。強きよう大だいな者に限らず……否いな、卑ひ小しような者こそが、今まで抑えてきた身の丈たけに合わぬ欲求に駆かられ、あるいは興きよう味み本ほん位いで気き軽がるに、世界の理ことわりを乱す挙きよに出るじゃろう。無限に生なる木この実みを、一体誰だれが大事に扱おうか」

「でもさあ、無む駄だに浪ろう費ひしまくっちゃったとして、その〝存在の力〟自体が無限なら、世界に与える影えい響きようも最さい小しよう限げんで済むんじゃないの？　人だって喰らう必要なくなるわけでしょ？」

「心の箍たがを外された者らが、最小限で済むほど紳しん士し的てきに振ふる舞まってくれるか、私には甚はなはだ疑問ですね。かの〝棺ひつぎの織おり手て〟や〝瓊けい樹じゆの万まん葉よう〟、果ては〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟のように、世界の構こう造ぞうを弄いじりバランスを左右する暴ぼう挙きよに出る者が、無限の力を得てしまうんですよ？」

「ま、そういう連れん中ちゆうは間違いなく新しん世界を目め指ざすわな」

　老ろう若にやく男なん女によ、上がる声を最さい前ぜん列れつで背中に受けるヒルダは、議ぎ論ろんの混こん迷めい振ぶりに頭を悩ませる。

（互いに纏まとまっていないと、働きかける要よう点てんを見つけることもできませんね）

　先から続く主張の、あるいはこの会かい合ごうそのもののややこしい点は、

　創そう造ぞう神しんの企き図とを断だん固こ阻はばむべし、と主しゆ戦せん論ろんを唱となえるのが必ずしもフレイムヘイズではなく、

　新しん世界誕たん生じようと〝徒ともがら〟の移い住じゆうを静せい観かんすべき、と慎しん重ちよう論ろんを唱えるのが同じく人間に限らない、

　というところにあった。

　フレイムヘイズであっても、復ふく讐しゆうを成し遂とげた後であれば、今いま起こっている事じ態たいを受け入れることに吝やぶさかではなくなっていたし、単に理り性せい的な判はん断だんから（判断が妥だ当とうかどうかは、また別べつ問題だが）不ふ用意な戦せん闘とうを行うべきではない、と考える者もいた。

　対する人間の側も掲かかげる姿し勢せいは一いつ致ちしておらず、フレイムヘイズでないというだけで近きん隣りん縁えん者じやを〝徒ともがら〟に食われた復讐者もいれば、長く外界宿アウトローに奉ほう職しよくして使命感かんの塊かたまりとなっていた者、率そつ直ちよくに友ゆう誼ぎから助じよ力りよくを誓ちかっている者など、様々なケースがあった。

　要するに、フレイムヘイズも人間も、単純に己おのが存在の種類で賛さん成せい反対に色いろ分わけされておらず、個々人の事情によって千せん差さ万ばん別べつの斑まだらになっていたのである。

　創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟が、わざわざ全ぜん世界に向かって情報をばら撒まいたのは、同どう胞ほうたる〝徒ともがら〟らに報しらせる、という常識的な理由からだけでなく、企き図とを果たすまでの僅わずかな時間、外界宿アウトローをこうした立ち往おう生じように追い込むことも目的としているのだろう──恐らくは鬼き謀ぼうの〝王〟による発はつ案あんに違いない──と誰もが薄うす々うす察していた。

「そもそも、人を喰らう必要がないことと、人の喰らわれる心配がないことは、全くの別べつ問題だ。奴やつらは必要なら、まして邪じや魔まなら、幾いくらでも人を喰らい、殺すだろう」

「新世界の人たちは、必要なら殺しもするけど、そうでなくてもどうでもいい、そんな軽い存在になっちゃうわけだ。麦の穂ほと野の草、どっちの立場が上なのかな、ヒヒッ」

「では聞くが、未いまだ現実にはなっていない、先から並べたくられた単なる危き惧ぐだけで予防的に殺そうというのか？　このまま見み過すごせば、奴らは勝かつ手てに出ていくというのに」

「それを見過ごせない者らがいる、と何なん度ど言えば分かる。第一、奴らが犯してきた悪あく行ぎようを見み逃のがせと言うのか？　好き放ほう題だいしたまま、より好き放題できる場所に移るだけなんだぞ」

「そうは言いますがね。こちらの世界の被ひ害がいを、ほぼ完全になくせる……それも現実的に見て一つの利り点てんであり成果ですよ？　大だい災さい厄やくがいずれ起こるとして、それまでの時間を数百、数千年と稼かせげるのですし」

「問題の先さき延のばしに過ぎん。今まで数千年かけたが、喰らい喰らわれの関係、危うく歪ゆがむ世界、なにも革かく新しん的てきな変化はなかったのだぞ？　向こうでも勝かつ手て放ほう題だいやっていれば、いずれは同じ結果となる。そうなれば〝紅ぐ世ぜ〟も、この世も、新しん世界とやらも、みな共とも倒だおれだ」

　遣やり取りを聞きつつ、ヒルダは愛あい惜せきの表情をベールの内にたゆたわせる。

（せめてフォン・クーベリックかピエトロ様が御ご存ぞん命めいなら、取り纏まとめも期待できた……それ以前に、私などがこんな所にしゃしゃり出て来ずとも済んだのですけれど）

　近代以い降こう、組織を合理的な体制に改かい革かくした外界宿アウトローが、このような『なにをもってして決定とするのか』すら分からない大だい混乱に陥おちいっているのには相そう応おうの、そして深しん刻こくな理由があった。

　他でもない、その組織の最高意い思し決定機き関かん『ドレル・パーティ』が、主しゆ催さい者しやたる『愁しゆう夢むの吹ふき手』ドレル・クーベリック諸もろ共とも、先年俄にわかに起たった［仮装舞踏会バル・マスケ］との緒しよ戦せんで殲せん滅めつされてしまっていたのである。その後も、人じん望ぼう厚い交通機き関かんの運営者しや『无むき窮ゆうの聞き手』ピエトロ・モンテヴェルディなど、外界宿アウトローの主要な支部と運営者が次々と攻め滅ほろぼされている。

　つまり、外界宿アウトローは動どう乱らんの最さい初期から頭を潰つぶされた状態にあり、以降も内部の権けん力りよく抗こう争そうが勃ぼつ発ぱつするなどして、時を徒いたずらに過ごすばかりとなっていたのである。

　数ヶ月の後、半はん隠いん居きよ状態からこの収しゆう拾しゆうに駆かり出された『震しん威いの結ゆい手』ゾフィー・サバリッシュは、以上の経けい緯いからガタガタになった組織を、『来たるべき戦いに備える』という一点に集約させることで打だ開かいした。あらゆる組織の部ぶ署しよに、あらゆる外界宿アウトローの支部に、あらゆる種類の構成員いんに、明確な目的を与えることで共同歩ほ調ちようを取らせたのだった。

　彼女自じ身しんの卓たく抜ばつした統とう率そつ力りよくもあって、この方ほう策さくは図に当たり、外界宿アウトローはようやく混乱を脇に置いて一つ組織としての力を取り戻した。幕ばく僚りよう長ちようにして稀け有うな組織操そう縦じゆう者しやである『犀さい渠きよの護もり手』ザムエル・デマンティウスの加か入にゆう後ご、その整備は格かく段だんに進み、程ほどなく勃ぼつ発ぱつした大おお戦いくさには、当時の状況で望み得る、最高の態勢で当たることが叶かなったのである。

　しかし、その進むことで保たれていた安定は、すぐに倒とう壊かいの憂うき目を見る。

　組織の全力を以て編制されたフレイムヘイズ兵へい団だんの大敗、という結果によって。

　仮かり初そめの原げん動どう力りよくが失われ、苦く心しんの成果が朽くち、さらには創そう造ぞう神しんの宣せん布ぷによって、戦いどころか存在の意い義ぎすら揺らがされることとなった彼らは、僅わずか半日しか経たっていない、という条件を措おいても、もはや一つ意い思しの元に纏まとまることなど不ふ可能、と思われるほどに割れていた。

　この会かい合ごうも、誰だれ一人意見を纏めようとしない、相手に主張を認めさせようともしない、虚むなしい演説のすれ違いを続ける、道どう化け芝しば居いの様よう相そうをすら呈ていし始めている。

　ヒルダとヴォーダンも、こんな中で流れを主しゆ導どうするほど無む謀ぼうではない。

（私自じ身しんは、一応敵てき軍ぐんを退しりぞけたとはいえ、単なる前ぜん線せん指し揮き官に過ぎませんからね）

（会議は踊らず、さりとて進まず──）

　それどころか、発言する気すらなかった。

　今は、ただただ、話を聞いている。

「そんな初歩的な講こう釈しやくは受けるまでもない。だがな、そのいずれとやらはいつ来るんだ。今いま言われたように数百年、数千年も先ではないのか」

「遠い未来だから、自分が死んだ後だから知ったことじゃないと？　別べつ世界の話だから、向こうのことは向こうに放り投げてしまえと？　今の自分さえ良ければいいのか？」

「そりゃ人間はすぐ死ぬからいいよな。見み逃のがせば、自分たちの生きてる間は安全だ」

「その未来が怖こわいから、今、現に在る人の喰われる世界を肯こう定ていして、なにも知らない人間に黙だまって喰われ続けろと言うのですか？　私は、そんな非ひ道どうな世界は御ご免めん被こうむりたいですね」

「黙って喰われるなら、なにも知らない他の世界の、赤の他人がいいというわけか」

「それを非道というなら、非道と呼ばれても構わん。儂わしは、そこに生きていてなんの心配もない世界を、家族や友人のために用意してやれるチャンスが来た、と思っておる」

「そうですよ、喰われた側の苦しさを知る貴方あなたがたが、どうして喰われることに怯おびえる側の気持ちを理解しようとしないのです？　数十年という短い怯えは軽いと仰おつしやるのですか？」

「っ……それは……」

「あ、あの〜ですねえ、新しん世界でも我々や新しいフレイムヘイズが戦えば〜、この世と同じように〝徒ともがら〟の跋ばつ扈こを抑えることができるのでは〜？」

「たしかに、新世界の人間も、今までと同じような過程で契けい約やくすることは可能だろうが、必要性は薄いな。かの神の言った通りになるのなら、世界に〝存在の力〟が溢あふれている以上、人間の殻からに閉じこもる必要はない。危き惧ぐを抱いた〝王〟自身で戦える」

「それなら、新世界が危険な物であるかどうか見み極きわめてから、改めて大だい災さく厄やくを憂うれえる〝王〟たちに渡ってもらえば、万ばん事じ解決なのでは？　フレイムヘイズというシステムに不安を抱き躊ちゆう躇ちよしていた多くの〝王〟も、自身で行けるのなら喜んで協力してくれるでしょう」

「楽らく園えんが創そう造ぞうされたと知った大小無む数すうの〝徒ともがら〟も、同時に雪な崩だれ込むだろうが、な」

「あっ……」

「しかも、その両者は、無限の燃料を持って戦い続けるのだ。過か激げきな世情は、過激な打だ開かい策さくを生む。大災厄は、下へ手たをすると我々が想そう定ていしているより遙かに早く訪れるぞ」

「作ってから、危険と分かったので消す、というわけにはいかんのよ。一いつ旦たん作られたら、そこで起きる全てに、誰だれもが責任を負うことになる。問題の大たい半はんも、その時点で終わりさ」

　ふと、ヒルダは考える。

（こっちから新世界には、渡れるのでしょうか……その世界では、フレイムヘイズは、どうなるのでしょう？　その世界ができたら、狭はざ間まの歪ゆがみはどうなるのでしょう？）

（何いずれも憶おく測そく、故ゆえに惑まどいへと転てん化かする──）

　ヴォーダンの言うことは、いちいち尤もつともだった。

　どの主張も、結局は憶おく測そくに基づいた悲ひ観かんと楽らつ観かん。

　双そう方ほうの振れ幅は考える当とう人にんの心こころ根ね次し第だいであり、新しん世界創そう造ぞうが現実のものとならない限り、どちらもが決定的な説せつ得とく力りよくを持ち得ない。もちろん、会かい合ごうの出席者もそれは承しよう知ちの上だったが、彼らの立場が、今の情勢が、議ぎ論ろんの放ほう棄きを許さない。自身は強きよう弁べんを続け、相手の強弁を受け続ける、そんな不ふ毛もう極まる論ろん戦せんしか、現げん下かの条件では成立し得ないのである。

　ただ、

　フレイムヘイズの側は多少、実感による強弁の材料を各おの々おの有している。同席しているどの人間よりも遙かに長く近く『〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟という生き物』に接している、という実感である。

　楽らく園えんを与えられた〝徒ともがら〟が、そこでなにを思い、どう行動するか。

　数千年もの間、世界の危き機きを訴えられ、それを理由に追われ、さらには両りよう界かいの狭はざ間まが大おお嵐あらしになるという現実の障しよう害がいが起こってもなお、行動に歯は止どめをかけなかった彼らが、今さら殊しゆ勝しように世界のバランスなどに気を払ったりするわけがない。

　フレイムヘイズであるがゆえに、その確かく信しんが在った。

　ヒルダも、懸け念ねんする。

（なにより〝徒ともがら〟たちは、新世界が『自分たちのために作られた楽園』だと知っている……それは、彼らの放ほう埒らつに拍はく車しやを掛けはしないでしょうか？）

　今までとは根こん本ぽん的に異なる、世界。

　それは、自分たちのための、楽園。

　神が与あたえ給たもうた、力溢あふれる新しん天てん地ち。

（その事実は、彼らをより傲ごう慢まんにしてしまうのではないでしょうか？）

　新世界の誕たん生じようによる、新たな観かん念ねんの形けい成せいをこそ、ヒルダは懸け念ねんしていた。

　ヴォーダンが端たん的てきに、それを纏まとめる。

（世界の所しよ有ゆう者しやたるの、全ての行為が赦ゆるされるとの認にん識しき──）

　もし、新たな観念が〝紅ぐ世ぜ〟にまで広がり、後発の〝徒ともがら〟までが容易に知り得るまでの常識となった時、新世界は一体どうなってしまうのか。

　ぞくっ、とヒルダの伸ばした背せ筋すじに、不ふ意いな寒さむ気けが走った。

（これも、あくまで憶おく測そく……）

　全てを曖あい昧まいにしていたその前ぜん提ていに、いつしか彼女は縋すがっていた。

「その、今さらだが……交こう渉しようなどはできないのか？」

「交渉？　［仮装舞踏会バル・マスケ］とか!?」

「創造神しんと、だ。彼かの神は、元もと人間の〝ミステス〟を代だい行こう体たいとしていると聞く。事の経けい緯いから見て、その〝ミステス〟は話して分からない相手では決してない、と思うのだが」

「冗じよう談だんではない！　経緯を調べたのなら分かっているだろう、その怪物モンスターは、先の戦いで兵へい団だん主しゆ力りよくに致ち命めい的てきな打だ撃げきを与えた当人なんだぞ!!」

「それは戦せん場じようでのことではないか！　それに彼は、自らの思うところを述べただけに過ぎない。彼の側からの主張としては、大よその事実に違いあるまい!?」

「む、う……！」

「それに、なにも止めろとまで言うつもりはない。ただ、創そう造ぞうに新たな項こう目もくを付け加えるだけだ。人間を喰らえない世界に、いや、いっそ決して歪ゆがむことのない完かん璧ぺきな世界を作っ──」

「残念ながら、それは無む理りです」

「──えっ？」

「彼かの神は、あくまで我々〝徒ともがら〟の神なのですよ。先の『大だい縛ばく鎖さ』も、今度の新しん世界も、実際のところ本ほん人にんの意い思しから思いついたわけではありません。大だい多数の〝徒ともがら〟が抱いている願いの反はん映えい、願いの核かく心しんを集しゆう約やくして決まった、機き能のうによる結果に過ぎないのです」

「ということは、まさか」

「ええ。彼の神は、大だい多数の〝徒ともがら〟が、その完璧な世界なるものを心から望まなければ、なにもできません。目的に沿った行動であれば、それこそ〝存在の力〟の続く限り幾いくらでも可能ですが、都つ合ごうが悪いから修しゆう正せいを、と融ゆう通ずうの利くものではないのです……神たる存在の仕組みとして。もちろん、その代だい行こう体たいに過ぎない〝ミステス〟との折せつ衝しようも、無む意味です」

「そんな……」

「万ばん能のうに見える創造神しんの、それが神としての制せい約やくなのですよ」

「ちぇっ、意い表ひようを突いた名めい案あんだと思ったのにな。やっぱ代行体っていうくらいだし、操あやつり人形なんだな。ま、そうでなきゃ、知り合いの加わってる軍を叩たたき潰つぶしたりできないよね」

　ヒルダは会話の流れから、気き遣づかいの視線を傍かたわらへと送った。

　ホール最さい前ぜん列れつ、真まん中なかの席に、四十過ぎの修しゆう道どう女じよが座っている。先の大おお戦いくさで指し揮きを執とった、また現在も、外界宿アウトローの実じつ質しつ的てきな指し導どう者しやとされるゾフィー・サバリッシュである。

　彼女は今、そのヴェールの額ひたいに刺し繡しゆうされた青い星ほし型がたの神じん器ぎに意い思しを表ひよう出しゆつする〝払ふつの雷らい剣けん〟タケミカヅチともども、沈ちん黙もくを守っている……というより、裁さばきを受けるつもりで、劇場内ないの全員が視線を向ける、最前列中央席に陣じん取どっていた。

　中ちゆう国ごく奥おく地ちにおける決けつ戦せんで、幕ばく僚りよう長ちようザムエル・デマンティウス始め、客きやく員いん『皓こう露ろの請こい手』センターヒル、出しゆつ陣じんした総そう兵力の八割が戦せん死しした。創造神しん復ふつ活かつの阻そ止し、もしくは討とう滅めつ、敵てき策さく源げん地ちたる移動要よう塞さい『星せい黎れい殿でん』の占せん拠きよ、もしくは内部に隠かくされた機き密みつの奪だつ取しゆ、いずれの戦せん略りやく目標も達たつ成せいできなかった。言うまでもないことながら、兵へい団だんは再さい起き不能である。

　生なま中なかな表現もし難がたい、大だい敗北だった。

　その総そう指揮を執った彼女は、戦せん場じようからの離り脱だつを果たして即そく、この地に帰き還かんしている。

　日本への反はん攻こう作戦を図るには、もはや権けん威いは失しつ墜ついしてしまっており、周囲の協力も許きよ可かも得られないことが分かり切っていた。現実問もん題だい、今のフレイムヘイズ側にそれが叶かなう余よ力りよくがあるかどうかも疑わしい。が、それでも世界規き模ぼでの統とう制せいと情報を司つかさどるのはここを措おいてない。

　彼女が、シャナらとの同どう行こうという無む責任で安あん楽らくな道を選ばず、単たん騎きで日本に向かうという匹ひつ夫ぷの勇ゆうも振るわず、粛しゆく然ぜんとチューリヒに戻り、解かい任にん動どう議ぎは無む論ろん、感情のはけ口としての吊つるし上げも覚かく悟ごで今の席に着いているのは、己おのれの立場でできることを改めて探すためだった。

　が、しかし、会かい合ごうが始まって幾いくらか時間が経たった今もなお、そんな彼女の覚悟、あるいは熱く煮え滾たぎっている空気とは裏うら腹はらに、会場から非ひ難なんの声は一いつ切さい上がらず、解任動議にも未いまだ触れる者がない。まるで彼女がそこにいることに気付いていないかのような態度である。

　これは、他の参加者が特別慈じ悲ひ深かったから……では、当然ない。戦せん況きようの詳しよう報ほうに目を通した全員が、あの有う為い転てん変ぺん激しい戦せん火かの下で、誰だれが彼女以上に上う手まく立ち回れるものか、と恐れたためである。采さい配はいへの異い論ろんを唱となえるには、発言者しやにも相そう応おうの力と格が求められるのだった。

　それでも、会合に踊っている感情的な声が、聞いた通りのものであれば、なんらかの糾きゆう弾だんを行う者も出たかもしれなかったが、やはり、同じく誰一人ひとり、そうする者はない。

　なんのことはない、彼らは怒ど鳴なり合っていても、精神の根こん幹かんでは理り性せいを失っていなかったのだった。大おお戦いくさと同どう等とう以上の、どうすればよいのか分からない窮きゆう状じようを最終的に纏まとめ得るのは、この肝っ玉母さんムツタークラージエしかいない、と判はん断だんしていたのである。

　動どう乱らんの当初から組織の主しゆ導どう権けんを巡って争っていた者たち、大戦における尽じん力りよくを功こう績せきとして勢せい力りよくを拡大しようとする者たち、今いま現在の混こん乱らんに乗じて発言力りよくを得ようとしている者たち、それら人間・フレイムヘイズ問わないいずれもが打だ算さんの矛ほこを置いて、ゾフィーの総そう司し令れい官かん職しよく留りゆう任にんという暗あん黙もくの合意の元、遠えん慮りよなく自分たちの本ほん音ねを虚きよ心しん坦たん懐かい、ぶつけ合っているのだった。

　なにもかも、まずは当面の事じ態たいが終しゆう息そくしてから考えよう。

　だから、終息するまでは存ぞん分ぶんに慌あわてふためき話し合おう。

　もっとも、互いに歩み寄らない以上、なにも決まるまい。

　代わりに、己おのが持てる思いを全て吐き出し、ぶつけよう。

　その奇き妙みような掣せい肘ちゆう……情じよう念ねんや思し想そうに引かれて右う往おう左さ往おうしつつも、現実に体制を動かす一いつ線せんを決して超えない『理り性せいの奇き観かん』に、ヒルダは心しん底そこ、呆あきれ返っていた。

（まったく、こんな大真面目の茶番に振り回される実じつ戦せん部ぶ隊たいは、いい迷めい惑わく……いえ、いいツラノカワ、という表現だったかしら？　やはり、ダンに代わって頂くべきでしたわ）

（論ろん決けつに思いを遣やらぬ百ひやつ家か争そう鳴めいなれば、ただ縺もつれ行くのみ──）

　返すヴォーダンの声にも、どこか投げ遣りな成分が含まれている。

（まあ、あちらのように、全てを真まに受けて悄しよう然ぜんとしてしまうよりは、私たちは不ふ真ま面じ目めな分だけ幾いくらか救われている、と考えるべきでしょうね）

　ゾフィーを挟んで、自分と反対側を、ヒルダは軽く見やった。

　その最さい前ぜん列れつ端はしの席に、〝布ふ置ちの霊れい泉せん〟グローガッハの意い思しを表ひよう出しゆつさせる壺つぼ型がたの神じん器ぎ〝スプレット〟を抱えた『姿し影えいの派はし手』フランソワ・オーリックが、縮こまるように座っている。彼も至急戦場から戻り、ゾフィーの副ふく官かんとしてお供ともをしているのだった。

　会議の前、彼から聞かされた友人たちの近きん況きようにヒルダは思いを遣やり、

（今、友の愛いとし子はニューヨークで緊きん急きゆう会談中……外界宿アウトロー指し導どう部ぶでは幸い、各かつ個こに動く討うち手には不ふ干かん渉しようの構えを取っていますし、もう一人の便べん宜ぎも図ることができますわね）

　また、憂うれえる。

（だとしても、組織として纏まとまった戦せん力りよくを正規の手段で用意して差し上げられない、というのは、それを決定できる場に居合わせている友人として不ふ甲が斐いなくはありますけれど）

　彼女の背後では変わらず、

「撤てつ退たい中ちゆうのフリーダーやオルメスは分かるけど、なんでミカロユスまで通信途と絶ぜつなんだ？」

「もし新しん世界が完成したらさあ、私たちも残ざん党とう狩がりくらいしかやることなくなるの？」

「バカを言え！　奴やつらの暴ぼう挙きよを阻はばむためなら、核かくでもなんでもぶち込んでや──」

「冷れい戦せん時代、全て徒と労ろうと結けつ論ろん付づけたはずだが？　北ほつ極きよく海かいの二に隻せきでまだ不足か」

　不ふ毛もうな論ろん戦せんが、無む駄だに大きな火ひ花ばなを散らし続けていた。













　数あるフレイムヘイズの中に、『大だい地ちの四し神しん』という、強大にして特とく異いな四人がいた。

　彼らは古こ来らいより大地と、そこに暮らす人間を、悪あく霊りようたる〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟の魔ま手しゆから守るという使し命めいの元、戦い続けてきた。神たる〝紅ぐ世ぜの王〟から力を授さずかった神しん官かん、と自らを任じる彼らの規き定ていでは、大地とは南なん北ぼくアメリカ大たい陸りくを、人間とは同どう地ちの先せん住じゆう民みんたちを指す。それ以外は、彼らの概がい念ねんにはないことだった。

　しかし、ほんの五百年ほど昔、そこに規定外がいの人間たちが規定外の世界から現れ、彼らの大地を発見したと言い、勝かつ手てに名前を付け、開かい拓たくや所しよ有ゆうという不ぶ気き味みな真ま似ねを始めた。

　彼らは、その前ぜん例れいのない異常事じ態たいが発生した当とう初しよ、彼らを神官として鍛きたえ上げた先せん師しよりの教え──「神の戦せん士したるは、世を乱す悪霊の退たい治じこそが本ほん務むであり、人間の行いに関わってはならない」──に従い、変わらず悪霊を倒すことだけに専せん念ねんしていた。

　しかしやがて、規定外の人間たちは、彼らの大地に暮らす人間、本来守まもるべきだった者たちを圧あつ殺さつし始めた。治ち乱らん興こう亡ぼうは元よりこの大地にもあったが、規定外の人間たちが巻き起こした災さい禍かは、かつてのそれらとは比べものにならない大だい規き模ぼ、かつ容よう赦しやのないものだった。

　規定外の人間たちの齎もたらした病やまい、戦争、略りやく奪だつによる席せつ巻けんは、まさに根こそぎという規模で、かつてそこに在った物を轢ひき潰つぶし続け、その後に規定外の人間たちの世界が建けん造ぞうされていった。

　それでも『大地の四神』たちは、使命を外れることはなかった。

　彼らの愛した大地と人間を殺してゆく者らを守る結果となっても、なお。

　使命を守る志し操そうの堅さは元より、従来から僅わずか交流のあった異い境きように在る神の戦士たちから、念ねん入いりな道どう理りの説明と情じようによる説せつ得とくを受けていたからでもある。

　超ちよう然ぜんとしていなければならない。

　人の行いに干かん渉しようしてはならない。

　神の戦せん士しとして三百年以い上じよう、懊おう悩のうの中で、彼らはこれを頑かたくなに守り続けた。

　そうする間に、本来守まもるべきだった物はどんどん形を変え、部分的には消しよう滅めつさえした。異い境きようの神の戦士による懸けん命めいな制せい止しの元、不ふ本ほん意いな隠いん忍にん自じ重ちように努めていた彼らは、餓が狼ろうの如ごとき北部の一団が俄にわかに収しゆう奪だつの苛か烈れつさを激しくした一九世紀後こう期き──激げき発はつした。

　たった一人の祈りを火ひ種だねとして。

　彼ら『大だい地ちの四し神しん』は、その時眼がん前ぜんで作られつつあった世界を守るために戦っていたわけでも、懊悩してたわけでも、耐たい忍にんしていたわけでも、断じてなかった。

　既すでに失われつつある、座して死を見み届とどけつつあった世界への愛あい惜せきから、

　今や生まれつつある、もはや人間には止めようのない新しい世界へと、

　ゆえに、だから、全てを叩たたき壊こわすという、神の戦士にあるまじき反はん攻こうを挑いどんだのである。

　こうして、人間社会と国家の破は壊かいを目指して起こった戦いは、

　しかし、なんの成果も得られないまま、曖あい昧まい唐とう突とつに、終わる。

　異境の神の戦士たちが、彼らを制止せんと力を注そそいだ結果、他た地域に在る悪あく霊りようたちの蠢しゆん動どうが激げき化かしてしまったのだった。南北アメリカ大陸という一部にかまけたツケが、これを遙かに超えた広い世界に害を与えてしまったことを、『大地の四神』は知らされた。神の戦士の在り様ように背そむいた彼らは、その報むくいとして世界の摂せつ理りから背を向けられたのである。

　そして彼らは、悟さとった。

　守ってきた世界が、自分たちの愛していた形と、異なっていたことを。

　世界が、自分たちの愛した大地と人間を、守ってなどくれないことを。

　悟さとらざるを得なかった。

　そんな絶望、あるいは失しつ望ぼうに苛さいなまれた彼らは、神の戦士としての矛ほこを、置いた。

　彼らはもう、なんのために戦い、なにをすればいのか、分からなくなっていた。

　一人の調ちよう律りつ師しが、外界宿アウトロー支部の世せ話わ役やくになってはどうか、と提案し、彼らもそれを唯い々い諾だく々だくと吞んだのは、自分たちが守れなかった世界と人間が、全く認め難い同じ人間に喰われてゆく様さまを見ることに耐えられなかった、逃とう避ひでもあった。

　この、誰だれも批ひ判はんし得ない感情からの蜂ほう起きは、人間社会に対し直接行われた前ぜん代だい未み聞もんの規き模ぼを持つ災さい禍かとして、それを抑えんと戦った異境の神の戦士たちも語りたがらない『内ない乱らん』の名で、外界宿アウトローの奥おく深ふかくにのみ、癒いえない深い傷きず跡あとたるの記録を残している。

　その彼らが今、一人の死によって誘いざなわれ、集つどった。







　現在、ニューヨーク外界宿アウトロー総そう本部はマンハッタン島の南なん端たん、ロウアー・マンハッタンの摩ま天てん楼ろう群に紛まぎれる高層ビルとして存在する。最さい新しん鋭えいの設備と膨ぼう大だいな人じん員いんを備えたこの施設は、支部以上の、地ち域いき総そう本ほん部ぶたる格かくを、世の陰に厳げん然ぜんと示しそそり立っていた。

　しかし、その世せ話わ役やく……非常時じには司し令れい官ともなる外界宿アウトローの長おさは、滅めつ多たにここへは寄りつかない。東へほんの一キロほど離れた、かつてのニューヨーク支部、己おのれの名を冠かんした古い一いち商店を、未いまだ本ほん拠きよとして住み着いているのだった。

　発展に伴い様よう式しきの新しん旧きゆうを混こん在ざいさせるようになった街並みの中、寂さびれたＳエス探たん偵てい事務所と瀟しよう洒しやなビルに入るＫケー法ほう律りつ相談所とに挟まれた、小ぶりな低層長屋ロウハウスの一階。数カ国語ご・横よこ書がき・縦たて並ならびに文字の連なる古い古い看かん板ばんを掲かかげた、その店の名を『イーストエッジ外がい信しん』という。

　店てん舗ぽの半分をかつて占めていた外国新しん聞ぶんの販売所は、現在、輸ゆ入にゆう雑ざつ貨かを幅広く扱う事務所へと様さま変がわりしており、人間の従じゆう業ぎよう員いんが、ごく普通に立ち働いている。今では『イーストエッジ外信』の名は、一部重じゆう度どなマニアに知られるなんでも屋やとして通っていた。

　一方、もう半分は、設立以い来らいほとんど模も様よう替がえされていない、旧きゆう来らいの外界宿アウトローとしての形けい態たいを保っている。気け配はいを遮しや断だんする宝ほう具ぐ、ガラスの十二面めん体たい『テッセラ』が天てん井じように薄うす暗ぐらく光る、古ふる酒さか場ばと見える内ない装そう。大きな変化は、無む数すうの地図と海かい図ずが一台の通信機き器きになった程てい度どである。

　そこから伸びた受話器きで話す少年、当地で合流して十分と経たっていない佐さ藤とう啓けい作さくが、

「はい、ええ……ちょっ、そんな、だからそういう話じゃなくて！」

　とある試みのため、別べつ行動を取っているフレイムヘイズと通つう話わしていた。

「はぁ……あっ、そうなんですか!?　ありがとうございます！　それじゃ……はい」

　律りち儀ぎに頭を下げて受話器を置くと、店の奥のテーブルへと声をかける。

「マージョリーさん、兵へい団だんの残りはウーハンってとこに足止め食ってるそうです。チューリヒが、せっついてもまともな返事を返さないんで、どこも動けない、とかなんとか」

「あっそ。んなことだろうと思った」

　奧のテーブルに着いて、その卓たく上じようで超ちよう高密みつ度どの自じ在ざい式しきを指ゆび先さきで軽く、しかし真剣に弄いじっている『弔ちよう詞しの詠よみ手』マージョリー・ドーが、平へい然ぜんと答えた。

「兵団の件は、傀かい輪りん会かいが戦後の主しゆ導どう権けんでも狙ねらってやってんでしょ。このヤバい時に、人間ってのは、全くしぶとい……チューリヒの反応も含めて、大おお方かたの流れは予想通り、ってとこかしらね……っと、サーレ、防ぼう御ぎよ外がい甲こうは剝はがしたから、今いま反応した動どう作さ部をバラしてみて」

　そのテーブル上に置かれた本ほん型がたの神じん器ぎ〝グリモア〟から、〝蹂じゆう躙りんの爪そう牙が〟マルコシアスが、いかにも可お笑かしそうに付け加える。

「ヒヒ、大おお負まけの直後だ、そーりゃドタバタするもんさ。オマケにユージの野や郎ろう、誰だれも彼かれも酩めい酊ていさせる酒をぶち撒まけていきやがったしな。たった半日じゃ、酔よいも覚めねーだろよ」

「ユージ・サカイ……〝祭さい礼れいの蛇へび〟の代だい行こう体たいか。資料は読んだが、ああいう頭の巡りが凶きよう悪あくなタイプは、古こ今こんの討うち手でも滅めつ多たに見ないな。特とく殊しゆな成り立ちが、異常な方向に才さい能のうを開かい花かさせた、ってとこか……よし、開いた。式の組そ成せいは八十二重えほど、か？」

　彼女らと同じテーブル、向かい合う形で、『鬼き功こうの繰くり手』サーレ・ハビヒツブルグが、やはり卓たく上じようの自じ在ざい式しきを、十じゆう字じ操そう具ぐ型がたの神じん器ぎ〝レンゲ〟と〝ザイテ〟で動かしていた。

　そこから〝絢あやの羂けん挂けい〟ギゾーが、何十度目めかという驚きを口にする。

「いやはや、末まつ端たんの一いち部品まで、信じられない精せい緻ちさだね。まるで地球大だいのジグソーパズルじゃないか。虎とらの巻まきがなければ、構成どころか解かい析せきだけで何十年かかっていたことか」

　言葉の通り、常じよう軌きを逸いつした煩はん雑ざつさを持つ自在式が、テーブルの上で文字列れつを踊らせた。

　その、二人が自在師しとして近しく共同の作業をする様さまに──彼らの戦いに必要な秘ひ密みつ兵へい器きを作っている、と理り屈くつでは分かっていても──穏おだやかならぬものを胸に覚える佐さ藤とうは、

（ええい、とにかく俺おれにできる任にん務む、任務だ）

　と己おのれに言い聞かせ、先の電話で得た情報を付け加える。

「で、レベッカさんですが……『ある程てい度ど、分ぶん捕どる目め処どは付いたから、間に合わなくてもやることはやる、そっちもせいぜい派は手でにぶちかましとけ』と」

「ああ、いかにも彼女らしい言いぐさですね。兵へい団だんの残ざん兵ぺいが指し示じも受けられない、実じつ質しつ放ほう置ち状態ということなら、多少は計画も実行しやすいでしょう。とはいえ……」

「ふむ、やはりゾフィー・サバリッシュの威い信しん低下によって、チューリヒは即そく応おう能力を喪そう失しつしたか。初しよ動どう段階で指し導どう部ぶを根こそぎにされたとはいえ、なんとも脆もろいことよの」

　自在式の組み替え作業を別のテーブルから凝ぎよう視ししている『儀ぎ装そうの駆かり手』カムシンと、その手に絡からむ飾り紐ひも型がたの神器〝サービア〟から〝不ふ抜ばつの尖せん嶺れい〟ベヘモットが、各おの々おの表おもてに出すものは最さい低てい限げんながら、深い慨がい嘆たんを漏もらした。

　それに、カウンター席に座るキアラが、抗こう弁べんするように返す。

「西部戦せん線せんも、あの〝祭さい礼れいの蛇へび〟の宣せん布ぷまでは、秩ちつ序じよ立って動いてたんですけど」

　が、即そく座ざに、

「それ以後は歴れき戦せんの勇ゆう士しも浮き足立っちゃったから、私たちだけで突とつ撃げきしたんだもんね」

「遊ゆう撃げき隊たいが敵の撤てつ退たいを鈍らせる間に、防ぼう衛えい各軍が追つい撃げきに転じる計画もお流れになったし！」

　ウートレンニャヤとヴェチェールニャヤがフォローの形でぶち壊こわした。

「もう！」「モガッ」「ちょっ」

　怒ったキアラが、彼女らの神器をぎゅっと握って黙だまらせる。

　店の中央、大き目のテーブルに着いた『万ばん条じようの仕し手て』ヴィルヘルミナ・カルメルが、隣を僅わずか気き遣づかいながら、深々と頭を下げた。

「私どもによる創そう造ぞう神しん復活阻そ止し作戦の失しつ誤ごが、決けつ戦せん場じようにおける敗はい退たいや、現状の世界的惨さん事じを招いたことについては、謝しや罪ざいの仕し様ようもないのであります」

　下げて、しかし彼女は、無む表情を決意でより固めた面おもてを上げる。

「この上は、新たな戦いにおける成果を以て挽ばん回かいさせて頂く所しよ存ぞんであります。『大だい地ちの四し神しん』お三さん方かたには、そのための助じよ勢せいを、どうぞ賜たまわりたく……」

「懇こん望ぼう訴そ願がん」

　その頭上にあるヘッドドレスから〝夢む幻げんの冠かん帯たい〟ティアマトーが言葉を結んだ。

　求めを受けた三人の内、カウンターの中に立つ一人が答える。

「阻そ止しを試みたことの真の価か値ちは、事の終わりに明かされる。歴れき戦せんの勇ゆう士しならば、安易に良りよう否ひを口にすべきではないだろう、嫋たおやかな舞、流れる力よ」

　大きくも安らかな存在感かんを持つその男は、ヴィルヘルミナとティアマトーを独どく特とくのあだ名で呼ぶ傍かたわら、キアラの前に三杯目めとなるオレンジジュース入りのタンブラーを置いた。

「おまえたち不ふ屈くつの挑ちよう戦せん者しやが、我々の手助けを即そつ刻こくにも必要としていること。外界宿アウトローの組織だった反はん撃げきが、ほぼ不ふ可能となったこと。我々は、その二つを前ぜん提ていとして了りよう解かいできればいい」

　岩になめし革かわを被かぶせたような厳いかつい面めん相そうに、頑がん健けんそのものという中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい、

「たしかにニューヨーク総そう本ほん部ぶの方も、この速さこそ肝かん要ような局きよく面めんで、徒いたずらに会議だけを続けている。この私にまで出席を求めているほどだ、よほど方ほう途とに迷っているらしい」

　酒場の支配人にんとして分ぶ厚あつい布のエプロンを付けた、このアメリカ・インディアンこそ『大だい地ちの四し神しん』の一人、『星せい河がの喚よび手』イーストエッジだった。

　その腰のベルトから下がる、浮き彫りを施ほどこした丸い石のメダル型神じん器ぎ〝テオトル〟から、彼と契けい約やくし異い能のうの力を与える〝啓けい導どうの籟ふえ〟ケツアルコアトルが、貫かん禄ろくのある男の声で続ける。

「それが今や、監かん視しを、振り向けている」

　肩かた書がきとしては、ニューヨークにおける外界宿アウトロー総本部の長おさに当たる彼だったが、実のところ殆ほとんど運営には関わっていない。その任を受けた経けい緯いから『大だい地ちの四し神しん』が積極的にフレイムヘイズらの手当てに励はげむはずもないと分かっていたため、常から多くの補ほ佐さ役やく、実じつ質しつは合ごう議ぎによる代だい理り人にんらが、業ぎよう務むにおける万ばん事じを処しよ決けつしていた。

　といって、蔑ないがしろにされていたわけでは勿もち論ろんなく、先の経緯と通つう底ていする蜂ほう起きした理由から、非常な尊そん崇すうの念ねんを以て遇ぐうされている。具体的には、運営の基本方ほう針しんには必ず同意を得ること、補ほ佐さ役やくたちでも容易に判はん断だんしかねる重要案あん件けんの裁さい定ていを求めること、そして、このフレイムヘイズ専用の酒場、および隣となりの商店の経営に専せん念ねんすることへの公こう認にんである。これは、携たずさわる業ぎよう種しゆの違いこそあれ、おおよそ他の三人も同どう様ようだった（ちなみに、ウェストショア以外は皆、経営者しやとしても有ゆう能のうとの評ひよう判ばんを取っている）。

　そんな彼に、総そう本部が会議への直接参さん加かを呼びかけ、また時を置かず、監視を付けるまでに至っている。事じ態たいがいかに差し迫ったものとなっているかの、これは傍ぼう証しようと言えた。

　今日きよう、新たに監視の目を厳きびしくさせてしまった責任者、ヴィルヘルミナの求めを受けた二人目は、しかし全く気にとめた様よう子すもない。

「ははははは！」

　店の中央、大き目のテーブルで書類に目を通していたサウスバレイは大たい笑しようする。

「実じつ体たいのない誰だれぞの敵てき視しなど、今さらどう思うでもない。慣れ親しんでさえいる！　むしろ、面白くもあり、素す敵てきでさえある！　自分が物もの事ごとを動かしている実感、というやつだ」

　読み終わった書類とともに生なま身みと義ぎ足そく、両の足を、テーブル上へと乱らん暴ぼうに放り出した。

　その仕し草ぐさに揺れる石のメダルから、テスカトリポカの怒ど鳴なり声が上がる。

「これまでの情じよう勢せいについては了りよう解かいした!!　では次に、我らの同どう志しがなにを伝え、なにを託たくしたか、眩まばゆき炎ほのお自身の言葉で、改めて聞かせてもらうとしよう!!」

「そう、ですね。時間もない、とのことですし……始めましょうか」

　隣りん席せきで同じく、三人目として書類を置いたウェストショアが、目元を拭ぬぐいながら頷うなずいた。湖こ上じようの薄はく氷ひようを歩いて確かめるように、一つ一つ慎しん重ちように、涙なみだ声ごえを紡つむいでゆく。

「もう一つ……あなたの提てい示じする次なる戦いへの作戦案あんが、なにを目的とするのか……座して変へん容ようを待つ以上の意い義ぎを持っているのか……それも今ここで、確かめさせて下さい」

「我々の道は、既すでに〝殊しゆ寵ちようの鼓つづみ〟と『雨と渡り行く男』の裁さい定ていにより、戦う、と定まっています。ですが、轡くつわを並べ共に戦うかどうかは、その限りではありません」

　テーブル上に置かれた石のメダルから、チャルチウィトリクエが神しん妙みような声こわ色いろで告げた。

　イーストエッジはエプロンを外して居い住ずまいを正し、今度は挑ちよう戦せん者しやに求める。

「この情勢下か、なおも敵の中ちゆう核かくへと戦いを挑いどまんとする気き骨こつには賛さん嘆たんを禁じ得ない。だが、その進む道が我々と重なっているかどうかは、また別の話だ」

「我らも、それを、聞いた上で覚かく悟ごを、決めよう」

　その腰のメダルから、ケツアルコアトルも促うながした。

　彼ら強力なフレイムヘイズ三人による要よう請せいが醸かもし出す、異常に張り詰めた空気の中、

　佐さ藤とうが圧あつ迫ぱく感かんに息を吞み、マージョリーが横よこ目めで作業を続け、サーレが操そう具ぐを片手で繰くりつつ顔を振り向け、カムシンが麦わら帽ぼう子しの下から凝ぎよう視しし、キアラがタンブラーを両の掌しよう中ちゆうで握りしめ、ヴィルヘルミナが自分を試されるように緊きん張ちようする。

　この煮に詰つまった場の注ちゆう視しを一いつ身しんに浴びて、天てん罰ばつ神しん〝天てん壌じようの劫ごう火か〟アラストールのフレイムヘイズたる少女、『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナが、立ち上がった。







　シャナは、迅じん速そくな行動が望まれる状況の中、しかし焦あせらず慌あわてず、自分たちが把は握あくしている全てを説明と説せつ得とくに組み替えて、語り始める。

「私たち、兵へい団だん中ちゆう枢すうの討ち手は、最後の出しゆつ撃げき前まえ、客きやく員いんとして従じゆう軍ぐんしていた〝殊しゆ寵ちようの鼓つづみ〟トラロックと『皓こう露ろの請こい手』センターヒル……『雨と渡り行く男』から、聞かされた」

　彼らは、『大だい地ちの四し神しん』の先せん師したるフレイムヘイズ・宙そらの心しん臓ぞうから密ひそかに伝えられた、とある真実を語った。フレイムヘイズが戦っている理由である、いずれ大だい災さい厄やくを引き起こすであろう世界の歪ゆがみが発生する仕組みについての、真実である。

　それは、これまでフレイムヘイズという存在──即すなわち〝紅ぐ世ぜ〟から渡り来た〝王〟と、契けい約やくし異い能のうを得た人間の双そう方ほう──が認にん識しきしていたものとは違っていた。

（お、俺おれも聞いてていいんだろうか？）

　店の端はしに立つ佐さ藤とうが向ける当とう惑わくの視線を、シャナは保ほ証しようするように見つめ返し、続ける。

「つまり……〝徒ともがら〟が放ほう埒らつを行うため〝存在の力〟を取り込み消しよう費ひすることで、この世に歪ゆがみが発生し、両りよう界かいの狭はざ間まは連れん動どうして荒れ、いずれ破は局きよくが訪れる……という不ふ可か逆ぎやくの流れが、従来のフレイムヘイズたちを生み出した危き機き感の源げん泉せんであり、認にん識しきだった」

　大だい災さい厄やくの到とう来らいこそ無む駄だな杞き憂ゆうと取り合わなかったものの、以上の世界の仕組みについての認識を〝徒ともがら〟はフレイムヘイズらと同じくしていた。しかし実のところ、それは表面上の現げん象しようを繫つなぎ合わせただけの推すい測そくであり、さらに言えば的まと外れな錯さつ覚かくだった。

「実際に『歪む』という形けい容よう通りの有あり様さまを、我々は感じることができましたからね」

　歪みの修しゆう整せいを己おのれに課してきた調ちよう律りつ師しカムシンの意見に、シャナは頷うなずく。

「その場だけを見れば確かに歪んでいたし、歪みが両界の狭間に嵐あらしを起こす原因になっていたことも間違いじゃない。だからこそ、誰だれも気付かなかった」

　真の理ことわりは、その錯覚と根こん本ぽんから異なっていた。

　歪みとは、人や物を〝存在の力〟に変へん換かん・消費したことによる『欠けつ損そん』ではなかった。この世では自然的に発生し得ないエネルギー状態へと変換したことによる『不ふ安定化か』だったのである。跋ばつ扈こする〝徒ともがら〟によって明確な実じつ体たいを失った『世界の揺れと撓たわみ』が、積もり積もって世界の外側にある狭間に波なみ風かぜを、今や大きな嵐を、巻き起こしていたのだった。

「起きてる現象の奧に、もう一つ、隠かくされた真の理が、存在していたんですね」

　自身は百年、他者はその数すう倍ばい数十倍、常識としてきた理論を覆くつがえされることの薄ら寒さを、キアラは声に混ぜる。さらに短い数年の戦せん歴れきながら、シャナも受けた衝しよう撃げきの程ほどは同じだった。

「『星せい河がの喚よび手』によると、先せん師し・宙そらの心しん臓ぞうは三千年前まえの『久く遠おんの陥かん穽せい』発はつ動どう時じに、この世界の仕組みを識しり、秘ひ中ちゆうの秘として隠してきた」

　この世を構成する〝存在の力〟は、使われて消えるものでも、外に持ち出せるものでもなかった。異い世界からの来らい訪ほう者しやである〝徒ともがら〟が『この世に存在するための根こん源げん的てきな力』として、不安定化したまま保ほ持じされているもの、なのだった。

　そして、保持者によって物体や現げん象しようとして再さい構成＝存在させられることで〝存在の力〟はこの世を構成するものとして還かん元げんされ、この世は使われた分だけ安定化する。

「日本で言う放火と鎮火を兼ねるマツチポンプ、か。付き合わされる住民にんげんも警官フレイムヘイズも、いい迷めい惑わくだわ」

　マージョリーの呆あきれ顔に、シャナは同意しつつ、自分の見けん解かいも付け加える。

「鎮ちん火かするまでの過か程ていで住民に被ひ害がいは出てるし、警けい官かんがいなければ、もっと早くに狭間が大おお荒あれになったのも間違いない。ともかく〝徒ともがら〟には絶対知しられてはいけない秘ひ密みつと言える」

　両界の狭間に嵐を起こした原因が、この世の損そん耗もうという不可逆の『欠損』ではない、取り込んだ〝存在の力〟を再び使うことで安定化させ得る『一時的な変へん質しつ』に過ぎない事実は、〝徒ともがら〟らに自じ己こ正当化かの大たい義ぎ名めい分ぶんを与えてしまうことになる。

　嵐あらしが起きているのなら、より多く〝存在の力〟を使って安定化させよう。

　そんな、力を収しゆう奪だつする過か程ていを無む視しした、現げん象しようと結果しか見ていない屁へ理り屈くつが生じてしまう恐れすらあった。そうでなくとも、この世に渡り来る〝徒ともがら〟の多くは、嵐が起きている現実から目を逸そらして己おのが欲望を優ゆう先せんする、文字通りに傍ぼう若じやく無ぶ人じんな性せい向こうの持ち主なのである。

「創そう造ぞう神しんが今度の新しん世界創造とともに、全ての〝徒ともがら〟を連れてゆけば、これまで集めた〝存在の力〟も、何らかの形でこの世に『還かん元げん』され、当面の安定は得られる……が」

　サーレの、一いつ見けん物わかりのいい言葉に秘められた意を汲くんで、シャナは核かく心しんに入る。

「問題は、楽らく園えんだからこそ危険な、新世界。その誕たん生じようの過程と、誕生して後の状況は、この世も〝紅ぐ世ぜ〟も両界の狭はざ間まも合わせた、『世界』に対しての危き機きを生み出す」

　即すなわち、

　この『変へん質しつと還元の真理』が〝徒ともがら〟の側に発はつ覚かくする、という危機を。

　新世界を創造する過か程ていで、両りよう界かいの狭間への道を開くという、かつて宙そらの心しん臓ぞうが遭そう遇ぐうしたものと同じ現象が起こることは確かく定ていしている。しかもそこには今この世に在る、ほぼ全てとなるだろう膨ぼう大だいな数の〝徒ともがら〟が居い合あわせることとなり、さらには自身で体験することにもなる。

　また、そこで気付かずとも、それが真理である以上、体験の意味を悟さとる者が、いずれ出る可能性は低くない。というより、高いと言わざるを得ない。なにせ新世界は、尽きない〝存在の力〟で満ちている。より深く事じ象しようへの干かん渉しようを試みる者が現れることは、まず間違いない。

「快適な新世界の誕生を知れば、〝紅ぐ世ぜ〟に留まっていた〝徒ともがら〟らも大たい挙きよして押し寄せるでありましょう。新たな環かん境きようゆえに、改めて研究や試し行こう錯さく誤ごを始める者も激げき増ぞうするはず」

　ヴィルヘルミナの外れようのない予測を、シャナはさらに進める。

「〝徒ともがら〟が真しん理りに気付いた時、『世界』の惨さん禍かは加か速そく度ど的てきに増す。もう全く、なにをしてもいいという錯さく誤ごを、彼らに与えてしまうから。そして、この欲望の驀ばく進しんを制せい止しするだけの精神的な枷かせは、自分たちのために作られたという事実を知る新世界の中では、まず育たない」

　楽園に放り込まれた生き物は、安あん逸いつ無む為いに日々を潰つぶしたりはしない。

　できる余よ地ちがあるのなら、どこまでも、できる限りを目め指ざし尽くす。

　それが欲望というもの、あるいは生きているということなのだから。

「以上の、新世界で起きるだろう事象への推すい測そくと予想を根こん拠きよに、この世よ以外へと干渉する行為が、果たしてフレイムヘイズ本来の使命なのか、私からは言えない……でも」

　シャナは瞑めい目もくした。戦せん場じようでの記き憶おくを心の底から丁てい寧ねいに掘り起こすと、

「──『無む垢くな、新しい世界を生んでまで行おうとしている……悪あく霊りようたちの再びの、より放ほう埓らつになるだろう跋ばつ扈この実現を、私たち『大だい地ちの四し神しん』は、阻はばもうと思います』──」

　センターヒルの言葉を一いち言ごん一いつ句く、正確になぞってから、顔を上げる。

「フレイムヘイズ兵へい団だんは、この言葉への賛さん同どうと引き替えに得た、彼らの協力で、二割の命を拾った。その兵団自体は、今や瓦が解かい同どう然ぜんだけど、私は、私自じ身しんが敵てき中ちゆう枢すうへの戦いを挑いどむことで、彼らとの誓せい約やくを果たそうと思う。ゾフィー・サバリッシュの許可も、既すでに取ってある」

　前置きしつつ、『大だい地ちの四し神しん』を順じゆん番ばんに、

「ただ──私の立てた作さく戦せんは、先の言葉と志こころざしを違たがえているかもしれない。私は、明らかな私情を交えた上での最善として、収しゆう束そくの未来図ずを描き、そのために戦おうとしている」

　続いて、居い並ならぶ新しん旧きゆうの知ち己きを見回して、

「そう、これは『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナが、辿たどり着いた結けつ論ろんでしかない」

　最後に、己おのが決意を込めて、

　悠ゆう二じと戦う中で、遂ついに思い描けなかった、

　いけない、という漠ばく然ぜんとした否ひ定てい以外の、

　明確な、彼への対たい抗こう措そ置ちを持つ者として、

　強い声で、理解を求める。

「だから、今いま話した、託たくされたものの解かい釈しやく、決けつ起きと行動の立りつ脚きやく点てん、この二つを貴方あなたたちが是ぜとしてくれた場合にのみ、作戦の詳しよう細さいと目的を説明する。もし非ひとされたなら……私たちだけで今すぐ、ここを発たつ」







　対する、今や三人となった『大地の四神』は、

「お嬢じようさん、あんたはどうも勘かん違ちがいをしているようだな」

　まず、サウスバレイの意い外がいな一ひと言ことで返していた。

「？」

　怪け訝げんな顔をするシャナに、

「私たち『大地の四神』は、世せ間けん並なみの、ご立りつ派ぱな、フレイムヘイズじゃあない。大おお仰ぎように使命を説かなくとも、善ぜん悪あくから一歩引ひいて論じなくとも、いいのさ」

　少年と見える神の戦せん士しは、山やま高たか帽ぼうの下から得え体たいの知れない笑顔を向ける。

「御おん憑つき神がみと『雨と渡り行く男』が、真しん理りを知る見けん地ちから創そう造ぞう神しんの行いを阻はばもう……そう思ったのは、全て彼ら自身の考えであって、紋もん切きり型がたの使命に根ざしたものじゃないのだからな。彼らは、相手がフレイムヘイズだから、そうじゃない自分たちへの賛同を求めたのだよ」

　抽ちゆう象しよう的てきな説明の意味するところを計りかねるシャナに、

「私たち『大地の四神』は、こう思っているのです」

　今度は視線を宙ちゆうにたゆたわせるウェストショアが語り始めた。

「神として契けい約やくし、悪あく霊りようとして跋ばつ扈こする〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟……神しん官かんや戦せん士しとして戦い、餌え食じきとして喰われる人間……これらの交こう錯さくは、太たい古こより共に、この世や〝紅ぐ世ぜ〟や両りよう界かいの狭はざ間まという『世界』を形作ってきた摂せつ理りの一部なのだ、と」

　これまでの涙に濡ぬれたものとは打って変わった、ゆったり、しっかり、奧おく底そこに大きな情じよう動どうを秘ひめて、しかし同じく揺れる……まるで底の知れない夜の大たい海かいのような声こわ色いろで。

「喰らい、喰らわれる。殺し、殺される。これら、どこでも当たり前に起こっている『世界』の在あり様よう……創そう造ぞう神しんによる行いも、そのうねりの一つに過ぎないのだ、と」

　そして、いつしか腕を組んでいたイーストエッジが続く。

「だが、思ったからといって、唯い々い諾だく々だくと受け入れるわけでは、ない」

　果ての知れない星空のような、透すき通り凛りんと張った声が、決意を朗ろう々ろう、宣せん言げんしていた。

「我々はかつて、我々の愛した大地を挽ひき潰つぶさんとした『世界』のうねりと、戦ったのだから。今いま起きつつある創造神による大たい乱らんも、同じだ。真しん理りに照らして許せない、と、ここにいる我々が思ったのなら──戦うのだ」

「!!」

　敵の大きさも事の難しさも重々承しよう知ちしていながら、あまりにも平へい然ぜんと、躊ちゆう躇ちよなく言い放って動じない、そんな『四し神しん』たちの姿すがたに、シャナは呆あつ気けに取られる。

　本来の役割からすれば、使命を根こん拠きよに掣せい肘ちゆうするはずの〝紅ぐ世ぜの王おう〟らも、

　ケツアルコアトルは貫かん禄ろくを持って重々しく、

「我ら全て、変わりゆくもの。この大乱においても、我らは我らの、進む道を、選ぶ」

　チャルチウィトリクエは穏おだやかかつ神しん妙みように、

「あの戦いで起たち上がった時、私たちは既すでに、神しん官かんたちと進む道を選んだのです」

　テスカトリポカは耳を叩たたくような大だい音おん声じようで、

「そなたが引け目に感じているらしい、その私し情じようこそが、まさに我らの動どう因いんよ!!」

　各おの々おの、戦いへの同どう調ちようを表ひよう明めいしていた。

　ようやく『大だい地ちの四し神しん』の思し考こう法ほうを理解し始めたシャナは、かつてセンターヒルとトラロックの発した言葉、その真の意味を悟さとっていた。

（──「私たち『大地の四神』は、それでもなお、創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟と戦います」──）

（──「私たちが『世界』と呼んでいるものゆえに、譲ゆずれないのです」──）

　彼らはフレイムヘイズの使命ではない、自らの規き定ていする『大地の四神』という価か値ち基準を以て、取るべき行動を定めるのである。偉い大だいな存在として世に知られる討うち手の殆ほとんどを占める、またそうでなくては偉大とは呼ばれない、使命に純じゆん化かしたタイプと、彼らは根こん本ぽんから異なる存在なのだった。

　と、不ふ意いにサウスバレイが、思い出したように軽く尋たずねる。

「そういえば、急なことで結けつ論ろんの部分しか聞いていなかったが……御おん憑つき神がみ〝殊しゆ寵ちようの鼓つづみ〟と『雨と渡り行く男』は、実際にはどのような形で、戦う、という結論を口にしたんだ？」

「……」

　シャナはセンターヒルらの言葉を他の『四神』に伝える際、心のベクトルを恣し意い的てきに参さん戦せんへと傾けるものになりかねない、と考え、あえてその詳しよう細さいを略していた。が、もはや結論は出、隠かくす意味もなくなった。やはり一いち言ごん一いつ句く、正確に、言葉をなぞる。

「……『我は、我が身を以て汝なんじらを動かす雨の一ひと滴しずくと成った。そして汝ら、友よ……』──」

　声が染しみ込むのを待つかのような、

「──『戦う、という決けつ断だんは』──『そう、きっと間違っていない』──」

　何者も侵おかし得ない、静せい寂じやくがあった。

　同どう志しにして友たる男の言葉を、風ふう韻いんの欠かけ片ら一つ逃さず耳に捉とらえようと目を瞑つぶり、嚙かみ締めようと口を引き結んでいたイーストエッジが、ゆっくり目を開き、自問の声を零こぼす。

「戦う、という決けつ断だん、か」

　言い置いた彼の英えい姿しを思って、再び涙ぐんでいたウェストショアが、

「下したのは、どなた？」

　他者の決断を支し持じする形の、言葉の意味を問いかけた。

　無言で、シャナは自分の胸に手を当て、示した。
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　友の思いを受けたサウスバレイが、笑う。

「決まり、だな……あんたと行こう」

　シャナは小さく確しかと頷うなずいて、

「作戦を説明する」

　次なる段階に入ろうとする、




　コン、コン、




　その区切りを待っていたかのように、音が鳴った。

　誰だれも気け配はいを察さつ知ちできなかった、全くの不ふ意い打うちとしての、恐らくはノックだった。

　フレイムヘイズは全員、在り得ないこの現げん象しように、思わず立ち上がって身み構がまえ、組んでいた式を慌あわてて畳たたみ、また鷹おう揚ように音の源みなもとへと振り返った。

　ノックされたのは、店の酒さか樽だるを貯ちよ蔵ぞうする地ち下か蔵ぐら、その戸と板いたを兼ねる、床の中央部ぶ。

　この場にある中では、酒場の支配人にんであるイーストエッジとケツアルコアトルだけが知っていたが、地下蔵には外部と通じる通路など存在しない。つまりは、何者かがわざわざ地中を掘り抜いて侵しん入にゆうした、ということになる。

（どこであれ、今さら刺し客かくを放つとは考え難がたいが）

　思ってからイーストエッジは、

（いや、待て）

　まったく今さら、気が付いた。

　これだけの手て練だれが揃そろっていながら、その接近を気け取どることのできなかった異常事じ態たいに、思わず反射的に応おう戦せんの体勢を取ってしまったが……侵入者は、わざわざノックをしている。

　そう思う間に、不ふ可か思し議ぎな侵入者からの、

「えー、ごめんください」

　ノックだけではない、おずおずとした挨あい拶さつの声がかかっていた。







　新たな闖ちん入にゆう者しやを加えて、作戦の抜本的な練り直しを終えたフレイムヘイズらは、各おの々おの出しゆつ立たつ準備にかかった。といっても、実際に動いているのは、酒場の片付けをしているイーストエッジのみで、それも十分ほどで完了する。時間はなかったが、この作業を止める愚おろか者も、手伝う不ふ心こころ得え者もいなかった。

（それが終われば、いよいよ……）

　寒さむ気けに凍こごえそうなビルの屋上で、ヴィルヘルミナは平へい穏おんへの名残なごりを惜おしむように、不ふ夜や城じようたる街を眺ながめやった。その、下した町まちにまで余よ光こうを届かせている盛せい大だいながら空そら々ぞらしい街まち明あかりに、屋上の柵さくを前にした、少女の影が浮かんでいる。

（……）

　長く美しい黒くろ髪かみを、夜風に梳とかしているとも見える、シャナだった。

　ヴィルヘルミナとシャナは、出立に先立って、イーストエッジ外がい信しんの隣となりに聳そびえる法ほう律りつ相談所ビルの屋上で、周囲一いつ帯たいの警けい戒かいと逆ぎやく監かん視しに出ている。まったく遺い憾かんなことに、これは［仮装舞踏会バル・マスケ］始めとする〝徒ともがら〟ではなく、同どう輩はいであるはずの外界宿アウトロー構こう成せい員いんに対してのものだった。

（……話しかけるべき、でありましょうか）

　その任にん務むは任務でこなしつつ、ヴィルヘルミナは悩む。

　堂々と、まさに屹きつ立りつする少女の姿すがたに、しかしどこか愁うれいの色がある、と見て取ったつもりなのだが、フレイムヘイズ同どう士し、なにかしてやるべき立場なのか、その判はん断だんが付かない。

　これが単なる知り合いであれば迷いもしないが、相手は自分が完かん璧ぺきなるフレイムヘイズとして育て上げた少女であり、厳きびしく接した自分が少女にそんな態度を取ることは、少女への裏切りになるのではないか云うん々ぬん……要するに、少女の矜きよう持じに配はい慮りよして、勝かつ手てに身動きを封じられたように思っているのだった。実に難なん儀ぎな性格である。

（せめて監かん視しの目がなければ）

　などと、責任転てん嫁かまでしてしまう。

　ビルの屋上からでも、外界宿アウトローの放った監視の目が光っていることは十分に感じられた。

　小さな秘ひ密みつの酒場と、今は閉まった輸入雑ざつ貨か店てんを囲んで、様々な格かつ好こうの人間が辻つじ々つじに多数、気け配はいを極きよく力りよく殺したフレイムヘイズが遠くに若じやつ干かん名めい、というのは、かなりの規き模ぼと言える。

　ニューヨーク外界宿アウトロー総そう本部は、曰いわく言い難い恐きよう怖ふ、あるいは急きゆう転てんする事じ態たいへの焦しよう燥そう、またあるいは単なる任務への惰だ性せいから、シャナらがこの地に現れて以来、一いつ貫かんしてイーストエッジ外信と、そこに出入りする者への監視を続けている。集つどった面めん々めんに手を出すほど考えなしではないが、放置しておくほど怠たい慢まんでもない、その折せつ衷ちゆう案あんとしての監視なのだった。

　現状では特とく段だんの害もないが、出しゆつ立たつに際して遠とお回まわしな対抗措そ置ちを取られたり、目立つ監視を連れたまま歩かされたりしては、迅じん速そく・秘ひ密みつ裏りの遂すい行こうが前ぜん提ていという作戦に障さわる。ゆえに、出立時じにはこの囲みを密ひそかに抜ける工く夫ふう（最悪、実力行こう使しで全て叩たたき伏せるつもりだった）を凝こらす必要があった……のだが、先せん刻こくの闖ちん入にゆう者しやの出現で、これはあっさり解決している。

（なにせ連中は、その囲みを既すでに破って、密かに侵しん入にゆうしているのでありますから）

　つまり、彼女らが外に出たのは、監視は本当になにも気付いていないのか、という確かく認にん作業程てい度どのもの……さらに言えば、出立準じゆん備びができるまでの暇ひま潰つぶしなのだった。

（むむ、そう、これなら）

　ヴィルヘルミナは、今思ったことが会話のきっかけに使える、と思い付いた。できるだけさり気なく近づいて、できるだけ何気なく声をかける。

「ほんの先刻、この厳げん重じゆうな監視を潜くぐり抜けたというのに、交こう代たい以外に一切の動きが見られないとは……連れん中ちゆう、流石さすがでありますな」

「うん。ヴィルヘルミナは、彼らのことを知ってたんだよね？」

　シャナも、こういう話題には澱よどみなく返してきた。

　スムーズに会話が始まったことに内ない心しんで安あん堵どしつつ、ヴィルヘルミナは頷うなずく。

「はい……〝天てん壌じようの劫ごう火か〟ともども、百年単たん位いでの腐くされ縁えんと申しましょうか。先刻証明したとおりの確かな腕を持つ、その筋すじでは有名な者たちであります」

「うむ、なんとも抜け目のない奴やつらでな。以前は一いつ杯ぱい食わされ、まんまと逃げられた」

　同じく機会を求めていたように、アラストールも、

「実績抜ばつ群ぐん」

　さらにティアマトーも加わった。

　シャナは、皆の意い外がいな賞しよう賛さんにクスリと笑ってみせる。

「あの力があれば、当とう初しよ予定してた強ごう引いんな作戦より、よほど上う手まくいくね。正直、使うことへの抵てい抗こうはあるし、真しん意いが不明なのも不ぶ気き味みではあるけど、当面は彼らを送ってくれた〝彩さい飄ひよう〟フィレスに感謝しないと」

「そうであります、な」

　闖ちん入にゆう者しやから聞かされた、驚くべきその名に、ヴィルヘルミナは視線を僅わずか落とす。

　彼女が、味み方かたとして支援する、という単純な思おも惑わくで動くような人物でないことは、直接の面めん識しきがある者なら、すぐに分かる。彼女が、自分の恋人を取り戻すためなら手段を選ばない人物であることも、同じく。シャナ一いつ派ぱが今、最も欲しかった駒こまである、この闖入者らの派は遣けんは、彼女の便利な爆弾である可能性も十分に考えられた。

　考えられた、が、それでも利用せずにはいられない窮きゆう状じように、シャナらは置かれている。

（おそらくはフィレスも、それを見み越こして連れん中ちゆうを派遣したのでありま──）

　と、ヴィルヘルミナは落とした視線の先で、少女が屋上の柵さくを握っている、その奇き妙みような様さまに目を留めた。

　気付かれたと知ったシャナは、話題を逸そらすように言う。

「この世って……『世界』って、色んな人の思いを絡めて、成り立ってるんだね」

　太い鉄パイプの柵を、握り潰つぶしているのではない。力任まかせに握りしめようとする手を、必ひつ死しに押し止める、それは破は裂れつしそうな感情を抑よく止しする姿すがただった。

「私たちから見えない所で〝彩さい飄ひよう〟フィレスはなにか図っていて、その一いつ端たんとして彼らがやって来た。『大だい地ちの四し神しん』は過去の経けい緯いと真しん理りに諮はかって、協力を決けつ断だんしてくれた。ニューヨーク総そう本部は、指し導どう部ぶの戸と惑まどいを中ちゆう途と半はん端ぱな監視として示した。チューリヒ総本部が動けないのも、フレイムヘイズが討とう滅めつに衝つき動かされてるのも、皆それぞれの思いの表れ。それに──」

　自じ制せいが弾はじけそうになって、柵が軋きしみの悲鳴をあげる。

　次の言葉をヴィルヘルミナは分かっていながら、止めることができない。

　それが、まさに少女自じ身しんの背負うものであるが故ゆえに。

　やがてシャナは、柵を握る力を、声を絞しぼり出すことに換えた。

「悠ゆう二じが動いてることも、そう」

　言って夜景を、なにもかもが多すぎて、逆に物事を埋まい没ぼつさせてしまう『世界』を、ぐっと見み据すえ、外に溢あふれんとする奔ほん流りゆうのような内ない心しんを、言葉へと整理してゆく。

「やっと、分かってきた。悠ゆう二じが創そう造ぞう神しんと一いつ緒しよに、この世に在る〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟の膨ぼう大だいな思いを『新しん世界の創造』という目標で纏まとめて、連れ出そうとしている……理り屈くつじゃない、その流れのとてつもなさが、やっと分かってきた」

　戦う惨さん苦くを超え、

　戦う意味を摑つかみ、

　戦う術すべを定めた、

　その少女は、障しよう害がいに脅おびえず、困こん難なんに怯ひるまない。ただ、戦い挑いどむあまりに大きなものを前にして、肌はだ身みを締め、臓ぞう腑ふを刺し、骨こつ髄ずいに徹とおる……『世界』を痛つう感かんしているのだった。

「私はそこに、ただ一つの思いで立ち向かう」

　その痛みを、自身の微笑で僅わずかなりと和やわらげようと試みる。

「今になって初めて、大変だ、って思っちゃった」

　が、周りの方は『世界』と違って、そんないじらしい様さまを放っておけるほど厳きびしくはなかった。というより、放っておけないほど甘かった。

　ティアマトーが、珍めずらしく不満の色も露あらわに口くち火びを切る。

「排はい除じよ心しん外がい」

「その通りであります」

　先を越されたヴィルヘルミナが、慌あわてて続いた。

「その一つに、同どう行こうする我々の分くらい足して頂かなくては、共に戦う甲か斐いもないのであります。人にん数ずう分合わせれば、可能性は微少なりと倍ばい増ぞうするもの……どうぞ、頼りに」

　自分たちの助じよ力りよくがフレイムヘイズの共きよう闘とうという範はん疇ちゆうにあるものなのか。

　今や誰だれもが在あり様ようを探す混こん沌とんの坩る堝つぼへと急きゆう変へんした世界の中、二人で一人の『万ばん条じようの仕し手て』には分からない。ただ、彼女らは、シャナの作戦を是ぜと認めた以上、その成じよう就じゆに命を懸かけよう、と改めて誓ちかっていた。

「私どもが、お守りしましょう。貴女あなたの思いを遂とげるために」

「自じ若じやく邁ばく進しん」

　そして、言った二人へと付け足すように、しかしどこまでも強く深く、シャナと契けい約やくし命めい運うんを共にする〝天てん壌じようの劫ごう火か〟アラストールが、告げていた。

「一人であって、一人ではない。それが、フレイムヘイズだ」

　皆の言葉を心に受け止めたシャナは、くるりと体ごと向き直って、言う。

「ありがとう」

　眩まばゆい夜景を背にした再びの微笑は、影の内にありながら、より眩かった。







　その少女の背中を、下の道路から佐さ藤とうが見上げている。

（なに言ってんだろ、シャナちゃん……必ひつ勝しようとか闘とう志しとか、そんなとこか？）

　彼も、シャナらと同じく監かん視しへの警けい戒かいと逆ぎやく監視に出ているのだが、フレイムヘイズどころか人間の構こう成せい員いんでさえそれと分からない、少年の身である。出しゆつ立たつ準備完かん了りようまでの暇ひま潰つぶし、という度ど合あいはより大きく、ゆえに屋上を見上げるような余よ裕ゆうもあった。

（しかし、坂さか井いほどじゃないけど）

　首の負ふ担たんに耐えかねて、夜の街並みへと目め線せんを転じる。

（俺おれも随ずい分ぶん、遠くまで来たもんだ）

　石いし敷じきの道に古めかしい街がい灯とう、狭い歩道に細い鉄てつ柵さくのようなガードレール、垂すい直ちよくに壁を切り立たせ密みつ集しゆうするビルやマンション……映画の中でしか知らなかった、ここはニューヨーク。

（なんつーか……でっけえなあ、世界は）

　ビルを眺ながめての、感想ではない。ほんの半日前まえまでは中ちゆう国ごくの山やま奥おくに潜ひそんでいて、敵が即そく座ざに消えたので先せん遣けん偵てい察さつ隊たいと共に脱だつ出しゆつして、ヘリや飛行機を乗り継いで、ようやくニューヨークに到着したと思ったら、今からまた次の場所へと飛ぶことになっている……この、速く遠く長くの全てに付いてくる、さらには包み込んでさえいるものへの、感想だった。

（次は、どこに飛ばされるんだっけか）

　もちろん、無む邪じや気きに感かん慨がいに耽ふけっていられるほど、情じよう勢せいも立場も軽くはない。彼の方も、

（あ、今度は空くう港こうに降りた時慌あわてないよう、ちゃんと用意してもらった携けい帯たいを──）

　などと行動の手て順じゆんを自然と確かく認にんするなど、未み熟じゆくは未熟なりに手て慣なれつつあった。

　そんな世界に彼を導いた足音が、背後からやってくる。

「ケーサク、もう店の片付けも終わるから、中に入んなさい」

「はい！」

　しっかり返事した彼が、振り向いたついでにビルの上へと目線をやったことで、呼びかけたマージョリーも同じく見上げた。冬の夜よ風かぜ越ごしに、何事かを語り合う二人の姿すがたが在る。

「あっちも、呼ぶべきかしら」

「なーに、俺たちが引き上げりゃ、向こうさんも気付くさ。わざわざ大おお声ごえ立たてるのも自じ在ざい法ほう使うのもメンドーだ。秘ひ密みつの会話を邪じや魔まされた、って無ぶ粋すいの恨うらみを買うのもな、ヒヒッ！」

　その脇わきに抱えられた〝グリモア〟から上がった、マルコシアスの尤もつともらしい屁へ理り屈くつに笑いかける中、佐さ藤とうはふと、漠ばく然ぜんとした不安に駆かられた。

「中国で大おお負まけして、大だい逆ぎやく転てんの奇き襲しゆうを狙ねらって、あの『三さん神しん』の人たちを味み方かたに付けて、オマケにあのフィレスが手を貸してくれて……坂井の引き連れてる神様と大だい軍ぐん団だん、下へ手たしたらこの世の全ての〝徒ともがら〟と新世界を賭かけて戦う。ここまでやってやってやり尽くして──」

　今まで辿たどったものでも、今から辿るものでもない、さらにその先を、少年は口にする。

「──それで成功したら、俺たち、どうなるんでしょうね」

　数秒だけの間を置いて、

「失敗したら、って言わなかったのは褒ほめたげるわ」

　それだけの答えが返ってきた。

「どーなるか、ってなあ、こっちが訊ききてーくらいだからな。我が曖あい昧まいなる道みち連づれ、マージョリー・ドーも、褒めるくらいしかできねーってわブッ！」

「お黙だまり、バカマルコ」

　掌てのひらで強く〝グリモア〟を叩たたいて、図ず星ぼしを突いた相あい棒ぼうを黙らせると、マージョリーは改めて少年に……若いが故ゆえに危なっかしいことこの上ない恋人に、顔を寄せて睨にらむ。

「漠ばく然ぜんとした心こころ構がまえとか説せつ教きようじゃなく、貴方あなたがやるべきことを今、ハッキリ言っとくわ」

「はい……」

　緊きん張ちようして声を固くする佐さ藤とうに、

「仮にそうする機会があっても、無む理りして戦いに同どう行こうしちゃ絶対に駄だ目めよ。今の私は、役に立つ立たないで貴方を評ひよう価かしていないんだから」

　努めて厳きびしい命令と、努めてそっけないオマケが、ぶつけられた。

　その言葉の意味するところ、自分の存在意い義ぎの評価に、男としての不足と満足、両方を得た少年は、一いつ転てんして大きな声で答える。

「……っはい!!」

「行くわよ！」

　会話を打ち切るべく叫んだマージョリーは、既すでに酒場の入り口に向かって歩き出していた。

　マルコシアスは可お笑かしげに沈ちん黙もくを守り、佐藤は弾はずむ足取りで恋人を追う。

　以上の顚てん末まつを、監かん視し用ようの覗のぞき窓から見ていたキアラ、

「いいなあ。私たちも、ああいう──」

「黙ってろ」

　その口が、サーレの繰くり糸で無む理り矢や理りに閉じられた。










　　　　断だん章しよう　団だん欒らんの光景







　休日でありながら、数日来らいのスッキリしない曇どん天てんの下にある、日本の御み崎さき市し。

　その一いち隅ぐう、常ならば専せん業ぎよう主婦である千ち草ぐさ一人きり、という坂さか井い家けは、家か長ちよう・貫かん太た郎ろうの帰き宅たくという慶けい事じを機に、少年少女ら数人の来らい客きやくを迎えて、俄にわかな賑にぎわいを見せていた。

　応接間まを兼ねている居い間まには、不ふ自然な光景がある。

　食しよく卓たくに山ほど載のせられた料理──ご馳ち走そうというほどでもない、見た目より量と味が優先の簡単な料理──を囲んだ、楽しげな団欒である。少年少女らが遠えん慮りよがちに少しずつ、作った当とう人にんである貫太郎が遠慮なく飲み食いし、紅こう茶ちやだけを淹いれている身み重おもの千草がそれを度たび々たび叱しかる、という、一見すれば全く楽しげな、しかし本質的には明らかに不自然な、光景。

「母かあさんが、必要なものがあったら遠慮なく頼んでくれ、と」

　池いけ速はや人とが、なぜ千草と自分の母が親しい友人であるかを知らず、言った。

「ありがとう、池君。お母さんによろしく言っておいてね」

「お腹なか、まだあまり、目立ってないんですね」

　緒お方がた真ま竹たけが、自分がここにいることに抵てい抗こうを感じず、興きよう味み津しん々しんで尋たずねた。

「ええ。でも、もうそろそろ、服では誤ご魔ま化かせなくなるかも」

「貫太郎さんは当分、家でノンビリされるんですか？」

　田た中なか栄えい太たが、それらの在あり様ようから目を逸そらして、貫太郎へと振り向いた。

「ああ、そのつもりだ。今後も可能な限り、ちょくちょく戻ってこようと思ってる」

「私たちにもできることがあったら、言ってください」

　吉よし田だ一かず美みが、ここから欠けたものを塞ふさごうとするかのように、申し出た。

「ありがとう。君たちの負ふ担たんにならない程てい度どで、頼めるかな」

　皆が卓を囲んで和わ気き藹あい々あいと語らう……しかし、不自然な光景。

　千草も、貫太郎も、覚えていない。

　本当はこの家に、もう一人の家族がいたことを。

　池も、緒方も、気付いていない。

　自分たちが、夫婦と繫つながっていることの理由を。

　田中と、吉田だけが、覚えている。

　この絆きずなを仲立ちしていた、とある少年のことを。

　坂井家の家族構こう成せいは、未いまだ子供が生まれていないため、夫婦二人だけということになっている。それぞれ、近所とは言えない離れた地区に住む高校生たちが、家長が帰宅したからといって訪問するほど親しい間あいだ柄がらになることなど、本来ならば、在り得ないはずだった。

　しかし、現に彼らは、千ち草ぐさのために集まっている。

　夫婦と池いけと緒お方がたが、いなかったことになった少年、この家にかつて暮らしていた坂さか井い家けの長男である少年との絆きずなをなくした結果、千草と顔かお見み知しり、という部分だけが残ったのである。

　欠けてしまったものを埋め合わせる理由を、それでも彼らは自然と組み上げている。いつしか戻っていた、少女の記き憶おくによって。

「シャナちゃんとカルメルさんがいてくれたら、今度こそ同どう居きよをお願いしてみるのにね」

　千草が冗じよう談だん半はん分ぶんに言って、少し寂しげに笑った。

　貫かん太た郎ろうも残念そうに尋たずねる。

「たしか、カルメル女じよ史しの仕事の都つ合ごうで、一いつ緒しよに街を離れているんだったか」

　唐とう突とつに記き憶おくの中へと戻ってきたシャナの立場は、そういうことになっていた。変化した現実を飲み込むため、記憶が状況へと擦すり寄るように改かい竄ざんされたのである。

　そして、彼ら少年少女は、千草と親しいヴィルヘルミナ・カルメルの被ひ保ほ護ご者しや・シャナの友達であり、ゆえに千草とも親しい、というまことに回りくどい関係になっていた。

　田た中なかはせめてと、フォローにならないフォローを試みる。

「ほら、なんせ二人ともクソ真ま面じ目めですから、仕事の期間中は電話もしませんけど」

「仕事が終われば、きっと連れん絡らくも頻ひん繁ぱんになるはずですし、またすぐ帰ってくると思います」

　吉よし田だも、そうなって欲しい、と希望するように言った。

　幸い、記憶の改竄を行った側は、それを当然と信じることができる。

　緒方は、ただ友達として不満を漏もらす。

「そうよね、シャナちゃんも転校したわけじゃないんだし。でも、手紙くらいは欲しいな」

「佐さ藤とうやマージョリーさんの方も……あ、お二人ともマージョリーさんとは面めん識しきないか」

　失しつ言げんに、池は頭をかいて誤ご魔ま化かした。

　夫婦の方は気にしない。

「その皆が戻ってきたら、お食事会でも開きたいわね」

「そりゃいいな。僕がいる時に、ぜひ頼むよ」

「あら、本当にちょくちょく戻ってくるのなら、そんな念ねん押おしは要いらないはずでしょ？」

　明るい笑いが、リビングに湧わく。

　集つどうべき皆の中に、一人の少年を欠けさせたままで。

　どこまでも和なごやかな……しかし、それはあくまで、不ふ自然な光景だった。










　　　　２　約束の地







　四人の少年少女が坂さか井い家けを辞じ去きよしたのは、まだ日も高い昼間だった。雲は変わらず、真まっ白しろな分ぶ厚あつさを以て天を覆おおい、まるで真冬を、鋭い寒風ごと閉じ込める様ようでさえある。

　その凍て付く空の下、坂井家を出てすぐに、吉よし田だ一かず美み、田た中なか栄えい太たと別れ、二人にされた池いけ速はや人とは、主に隣となりの少女のため嘆なげく。

「まったく……吉田さんはともかく、田中まで緒お方がたさんを送りもせず放っぽりだしてくなんて、どういうつもりなんだ」

　一方の緒方真ま竹たけには、気にした風ふうもない。

「今日きようは丁ちよう度ど、家に帰らなきゃいけない用事があったから、別にいいってば」

「浮うわ気きの心配はしなくていいの？」

　池の笑えない冗談に、襟えりに首を埋めつつ反はん撃げきさえしてみせる。

「一美が聞いたら怒るよ。それに田中はそういうの、全ぜん然ぜん信用できるもんね」

「はいはい、ごちそうさま」

　言い合いながら、二人はそのまま外れることなく、日常を歩いて行った。やがて、道を折れる際きわで、ついさっき吉よし田だと田た中なかを呼び止めた少年を、ちらりと振り返る。

　と、

　道に立っているだけで異常な威い圧あつ感かんを放つその少年が、応こたえて軽く、手を振った。

　二人は咄とつ嗟さに、単なる反射からか、最さい低てい限げんの礼れい儀ぎからか、生じた動どう揺ようからか……それとも、それ以外のものからか、手を振って返す。返して、道を外さず、そのまま去っていった。

　手を振る背中を、すぐ傍かたわらで見ていた田中が、辛つらそうに訊きく。

「いいのか、坂さか井い」

「ああ。あの二人はあれでいいんだ」

　創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟の代だい行こう体たい・坂井悠ゆう二じは、微かすかな笑えみの気け配はいとともに、言った。







　移動要よう塞さい『星せい黎れい殿でん』は、既すでに日本に入っていた。

「ベルペオル、俺おれが一ひと眠ねむりしてる間に、盟めい主しゆ殿どのがまた独どく断だん専せん行こうされたというのは本当か？」

「ああ。日本に入ってすぐ、高速鉄てつ道どうで発たたれたよ。なにせ今度は、舞台が舞台だ。ご自身で下した準備をされたいとさ。合流まで数すう時間、最後の自由時間というところだね」

「やれやれ……守る相手にこうも軽々しく出歩かれるようでは、将しよう軍ぐんの存在も形かた無なしだな」

「肝かん心じん要かなめの連れん中ちゆうの動どう向こうは、大よそ摑つかんでいる。特とく段だん、問題はないさね。それより、儀ぎ式しきの方こそ気がかりだよ。今度は二段構がまえとは言え、上う手まくタイミングを合わせられるかどうか」

「特段、問題はないだろう。あの盟主殿、存そん外がい戦せん機きに聡さといからな。儀式というなら、今度も我が儘ままに付き合わされるおまえの方こそ、気を付けることだ」

「ふ……まあ、ままならぬのは、いつものことさ」

　未いまだ〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟・フレイムヘイズ両陣じん営えいに隠かくれて、『星せい黎れい殿でん』は行く。







　坂井家けを出てすぐ、真冬の風の中、全く唐とう突とつに現れた彼に、どういうわけか吉田も田中も、まるでいつかのいつものように接することができていた。

　二人が最後に見た、緋ひ色いろの凱がい甲こうに漆しつ黒こくの竜りゆう尾びという非常の出で立ちではない、コートにマフラーという通常の格かつ好こうをしていることと、なにより彼の表情が、そうさせた。

　シャナを連れ去り、マージョリー・ドーを危うく再さい起き不能にしかけ、フレイムヘイズ兵へい団だんを粉ふん砕さいした敵、今や世界の在あり様ようにまで手を出そうとしている存在に対して、田中は、先から敵てき意いを喚かん起きしようと試みているのだが、どうしても、上手くいかない。

「あいつらはそっちに触れさせたくない、ってことか」

　問いかけにも、詰きつ問もんの響ひびきを持たせることができなかった。

　悠ゆう二じは、やや曖あい昧まいに答える。

「そう、かもな」

　再会すればきっと、激げき情じように駆かられる、恐きよう怖ふに竦すくむ、そのどちらかになるだろう、と田た中なかは考えていたが、実際にそうなると、頭で出した答えに感情は付いてこなかった。

　吉よし田だも同じだった。

　彼女こそ平へい静せいでいられない立場のはずだったが、別れを告げられて以来初はじめてという、今この時に、ぶつけるべき激しい感情を、自分の中に見出せないでいる。

「坂さか井い、君」

　もはや懐なつかしくすらある、その名で呼びかけ、振り返る彼の表情を見てしまったら、不ふ条じよう理りな想いや燻くすぶっていた未み練れん、あるいはそれらの残ざん滓し──理り屈くつで考えた、そうなっているはずだという感情──を、ぶつけることなどできなかった。

「なに？」

　答えた悠二が、今さら寂しげだったり悲しげだったりすれば、反発の怒りも湧わいただろう。

　今まさに勝利しつつある敵の首しゆ領りようとして傲ごう慢まんに接してきたなら、恐怖に戦おののきもしただろう。

　しかし、彼はそのいずれの態度も取らなかった。

　一見して穏おだやかな表情の端はし々ばしに、大おお詰づめを迎えた戦いに対する張り詰めた必ひつ死しさを、漂わせていた。それは、誰だれでも容易に感じ得る、どこまでも真剣に打ち込む者の姿すがただった。

　だから吉田は、自分のことではなく、彼に対する言葉を掛けていた。

「お家うちに帰らなくて、いいんですか？　今ならお父とうさんも……私たちの知り合いってことにすれば、その……覚えてなくても、顔を見せるくらいは──」

「ありがとう」

　寒さの中に立つ悠二は、お礼で言葉を切らせた。

　そして、柔らかに、断だん固ことした、拒きよ絶ぜつを返す。

「でも、入ることは、できないよ」

「──！」

　帰る、と言わなかった彼の姿に、吉田は絶ぜつ句くした。

　曲がればすぐ、という背後の角を、振り返るそぶりすら見せない。

　その様よう子すに、田中は改めて、彼がここに在る意味を感じ取った。気き紛まぐれに立ち寄ったわけでも、ましてや敵てき陣じん営えいを抜けてきたのでもない、坂井悠二は、御み崎さき市しに襲しゆう来らいしたのだと。

（カルメルさんの言った通り、か）

　田中と吉田は昨さく晩ばんの内に、佐さ藤とうから来た緊きん急きゆう連れん絡らくの中で、ヴィルヘルミナから『極ごく秘ひ事じ項こうであります』という念ねん押おしの上で、重大な警けい告こくを受けていた。

（──「［仮装舞踏会バル・マスケ］の最さい終しゆう目的地ちは、御崎市であります」──）

　あまりに衝しよう撃げき的な、その前置きとともに、二人は御崎市に残った最後の協力者として、非常時の対策と通つう報ほうを行うよう、依頼されてもいた。

（やりたい、やりたくないどころじゃ、ないんだもんな）

　動どう揺ようの極きわみにある外界宿アウトローは、今や機き能のう不ふ全ぜんに陥おちいっているが、その外がい郭かくを成す人間の工こう作さく機き関かんの方は、なにも知らず動いている。最大限に乱らん暴ぼうな手段として、不ふ発はつ弾だん騒ぎによる全ぜん市し住人の強きよう制せい避ひ難なんと報道管かん制せいまで、人じん力りきのみで敢かん行こうすることができた。

（指し示じする権けん限げんが俺おれにどうこう言われた時は、いつその大おお騒そう動どうのスイッチ入れるのか、ビクビクしてたもんだけど……幸いって言って、いいのかどうか）

　この非ひ常じよう手段は、現在のところ、実行に移されてはいない。

　創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟による『大たい命めいを遂すい行こうする地、即すなわち日本で、人を喰らってはならない』という奇き妙みような布ふ告こくに、続々集しゆう結けつする〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟が総じて従っていること。その日本で下へ手たに目立つ真ま似ねをして、狂きよう奔ほんするフレイムヘイズを招き寄せるようなことになれば、かえって御み崎さき市しに取り返しの付かない乱らん戦せんを招いてしまうこと。これらが大きな理由だった。

　とはいえ、組織として対策を取らないなら取らないで、そこに住んでいる田た中なか自身は結局、逃げるなりなんなりの対策を取らざるを得ない。そうでなくとも、彼は本来『この世の本当のこと』への恐きよう怖ふから関わることを断だん念ねんした、他に人がいない、というだけの理由で已やむを得ず協力している身なのである。しかし、

（ああもう、なんで俺は、ちくしょう、なんてこった）

　そう心しん中ちゆうで誰だれかを、あるいはなにかを罵ののしり続けてなお、彼はここにいる。

　いかに脅おびえたからといって、大だい多数の御崎市の住人を置いて自分だけ逃げることは、根が純じゆん朴ぼくで善ぜん良りような彼にはできなかったし、そもそも自身の生命を脅おびやかされる以上に、ここに住まう大切な人を、大切な人々を、害されることにこそ脅えていたのだから。

「じゃあ、坂さか井い」

　そんな彼は、なんとか踏みとどまるだけの勇気を振り絞しぼりながら、口を開く。

「家に帰るためじゃないんなら、なにしに来たんだ？」

「……」

　少しだけ、どういう理由からか間を置いた悠ゆう二じは、

「……佐さ藤とうあたりから、聞いてないか？　〝徒ともがら〟の楽らく園えんを作るってこと」

「ええと、たしか『無ザ何ナ有ド鏡ウ』って、奴やつか」

　なんとか答えた田中に、気き軽がるに頷うなずいて見せた。そして、

「そうそう。それを、この御崎市でやろうと思ってね」

「っ！」

　声を失った吉よし田だの方に、かつての言葉を投げかける。

「前に言ったよね、吉田さん。今はまだ、なにも変えられていないけど……って。あれから色んなことを、本当に色んなことをやって、ようやくここまで準備が整った」

　そうして、手を差し出した。

「だから、最後に必要な、君の力を借りに来たんだ」

「!?」

　意味が分からず、手を取るどころか失しつ神しんしそうにふらつく吉よし田だを、田た中なかが咄とつ嗟さに庇かばう。

「シャナちゃんだけじゃなく、吉田さんまで連れてこうってのかよっ!!」

　彼ひ我がの力も思わず、ただ愚ぐ直ちよくに守ろうとするその姿すがたに、元もと友人ゆえの近さ、あるいは善ぜん性せいの発はつ露ろを見出して、悠ゆう二じは張り詰めた表情を微かすか、嬉うれしさで崩くずした。

「坂井悠二の計画には、絶対に吉田さんの協力が必要なんだ。でも……そうだな、たしかに唐とう突とつすぎたかもしれない」

　言って、差し出していた手を、下ろす。

　下ろして、しかし断じて行うことを前ぜん提ていに、言う。

「力任まかせに攫さらっていく、っていうのは嫌いやだし、なにより悪あく趣しゆ味みだ。この寒い中でなんだけど、吉田さんが落ち着いて、申し出を受け入れてくれるまで、少し歩かないか？」

　立ち尽くす吉田に代わる田中の、

「連れて行かない、ってのは、なしなのか」

　彼にできる最大級きゆうの抗こう弁べんも、

「うん」

　その一ひと言ことで退しりぞけ、悠二は先に歩き出した。

「なにか訊ききたいことがあるなら、答えるよ。まだ昼ひる過すぎだし、時間はある。できれば──」

　肩かた越ごしに、まるで請こうように、声を零こぼす。

「──話を、してほしいな」

「……」

　その凝ぎよう縮しゆくされた感情の密みつ度どを、ほとんど肌はだに感じた田中は、後に続いていた。

（どこまでお人ひと好よしなんだよ、俺おれは）

　そう自分を罵ののしっても、先の言葉に感じたものを、彼は無む視しすることができなかった。

（今、坂さか井いの奴やつ）

　言葉になっていないものを、友達として察してしまっていた。

（──最後に──って言わなかったか）

　決して悲しそうにも寂しそうにもしていない坂井悠二の、だからこその真摯な、声にすらできない求めに、自分は応こたえてやるべきなのではないか。他のものを措おいて、なによりも友達として、そう察してしまっていた。

　ただ、それとは別の、同じく友達としての、大きな気がかりがある。

（吉田さんの方は、どうすれば）

　まともに抵てい抗こうすることは、人間には無む理りと決まり切っていた。が、それでも、彼女が計画の中でなんらかの重要な意味を持つのなら、彼女自じ身しんの身の安全のためにも、敵の企き図とを妨ぼう害がいする意味でも、なんとかして逃がすべきだろう。

（せめて……そうだな、話している間に、その機会を窺うかがおう）

　まるで悠ゆう二じと話すことへの言い訳わけのように、田た中なかは強く念じていた。

　当の吉よし田だはどう思っているのか、ただ一いつ緒しよに付いてくる。







　移動要よう塞さい『星せい黎れい殿でん』は、着ちやく々ちやくと約束の地へと近づく。

「マモン様、外部からの定てい時じ報告をお届けに上がりました」

「おや、ストラス殿どの自みずからのお運びとは恐きよう縮しゆくです。散らかっていて申し訳ありませんが、その大だい卓たくの上に置いて下さい。緊きん急きゆうの案あん件けんは……ないようですね」

「は。道具どもは変わらず個々に荒れ狂うばかり、組織だった行動は見られません……」

「なにか？」

「いえ、このような時に、戦いくさの準備以い外がいを任されたこと、心しん中ちゆうお察しします」

「いやいや、牙きばを研とぐだけが、戦の準備ではありませんよ。先の戦いで、本ほん営えいの幕ばく僚りよう団が殲せん滅めつされた以上、情報の精せい査さという重要な任にん務むを、誰だれかが代わってやらねばなりません。私のことなどより……〝嵐らん蹄てい〟様とデカラビア殿を失ったことが……なんとしても、痛い」

「は……」

　悲しみを内うちに隠かくして、『星せい黎れい殿でん』は近づく。







　吉田一かず美みは、寒かん風ぷうに口を凍らされたかのように、声を詰まらせている。

　拒こばまれ、別れて、また必要だから迎えに来た、という身み勝がつ手てさへの不満からではない。そこまで自分本ほん位いに考えるには、彼の立場も言葉も、そこに隠された気持ちも、重すぎた。

　それに、田中栄えい太たのように緊きん張ちようと警けい戒かいを保ちながらでも語り合い、

「訊ききたいことがあるなら、って、なんだか上から目め線せんだな」

「ここしばらくのことで、変な慣れができてたのかな。気に障さわったのなら謝るよ」

「いや、まあ……話してれば、すぐ戻るだろ」

　また友達として気き遣づかうには、二人の関係は、簡単なものではなかった。あるいは簡単なものになっていたのかも知れないが、そうであればなおさら、会話をして分かり合い、互いの関係を整理してしまうことが、怖かった。

（こうなっているんだから、なんの望みもない、と分かっているのに）

　そう、遠くはクリスマスの夜、知らされぬままに。

　近くは一月の別れで、言葉として。

　既すでに決まっていた。

（この辛つらさと苦しさに、なにかを見出そう、と思っていたはずなのに）

　しかし、見出そう、という決心が幾いくら固くとも、

　辛さと苦しさが変わるわけでもなく、

　心と体は締め付けられる。

（私は、まだ想っている）

　彼女は、悠ゆう二じに選ばれなかった。

　だから、その先に行かねばならない、と思った。

（でも、やっぱり、私はまだ、想っているんだ）

　今という時、終えていない心の整理を、現実が強きよう制せいすべくやってきたのだとしたら。

　彼の行いに伴われる、という形は、これ以上ないほどに酷こくなものであり、また……。

（私は──）

　密ひそかな、そしてささやかな、彼女を今の彼女にした強さが、再さい会かいによって動き出す。

　己おのれを核かくに、なにをすべきか、なにができるか、なにをしたいかが、静かに巡り出す。

　それを知らず、

　どちらにともなく、

　悠二は語りかけている。

「変わりは、なかったかい？」

「あるよ、あるに来まってんだろ。佐さ藤とうとマージョリーさんとシャナちゃんとカルメルさんが揃そろっていなくなったんだからな。残された方は皆、寂しがってるよ」

　明らかな当てこすりとして言う田た中なかは、三人で歩く真ま中なかを占めていた。連れ去られようとしている者を、連れ去ろうとする者から守る、壁として。

　遠えん慮りよない口こう撃げきも、悠二は嬉うれしそうに受ける。

「そりゃ、そうか」

「おまえの方は、どうなんだ」

　田中は逆に問いかけた。

　言われて、本気で悠二は首を傾かしげる。

「どう、って？」

「変わりはない、って言うか……あん時の敵の親おや玉だまは、どうなったんだ」

「いるよ、ここに」

　友達の形をしたなにかが、平へい然ぜんと自分の胸を親おや指ゆびで突いた。

　その突いた場所から、波は紋もんの如ごとく大きな力が揺れる様さまに、染しみ入る脅きよう威いを感じつつも、田中は従来の口く調ちようで通す。自分ではどうしようもない相手への、せめての抵てい抗こうとして。

「どっからが坂さか井いで、どっからがそいつなんだ？」

「創そう造ぞう神しんとか〝祭さい礼れいの蛇へび〟って呼んでほしいなあ。これでも、すごい奴やつなんだからさ」

　苦く笑しようして、悠ゆう二じはもう一度胸むねに、掌てのひらを静かに当てた。

「どっから、って感じじゃなくて」

　考えを纏まとめつつ、自分の家から通い慣れた道を自然と辿たどる足を一人、可お笑かしく思う。

「融とけ合ってる、って感覚が近いかな。元々〝祭さい礼れいの蛇へび〟は、自分の存在意い義ぎ以外には無む頓とん着ちやくで、他人の思おも惑わくや行動を拘こう束そくするのは好きじゃないんだ。代だい行こう体たいの身が、こうして他ひ人と事ごとみたいに話せるのが良い証しよう拠こだろ？」

「分かるような、分からんような。俺おれが実際に目で見たのは、偉そうにしてたおまえだし」

　歯に衣きぬ着きせない田た中なかの物もの言いいに、再び苦笑が湧わいた。

「とにかく、いつも誰だれかの望みを叶えたくてウズウズしてて……そうだな、そういう話をする時には、お喋しやべりになる傾向はあるかも。同じ神様でも、アラストールとは随ずい分ぶん違うな」

　大通りに出、歩道を西へ向かっていた足が、

「アラストールさん……シャナちゃんと、やっぱ戦うのか？」

　この質問で不ふ意いに、止まる。

　真まっ昼ぴる間まの大通りで、仲良く連れ立っている風ふうな三人が、ほんの一いつ瞬しゆんだけ。

　努力して、悠二はもう一度、踏み出した。半歩先さきを行く背中越ごしに答える。

「うん。そうなった」

　なおもその背中へと、友達だからこそ厳きびしく、田中は問いかけ、

「それでも、やるのか？」

「うん。それでも、やる」

　追いかける一歩毎ごと、

「それは、シャナちゃんのためか？」

「シャナと、皆のためだと思ってる」

　友達が振り返ることを、

「それは、本当におまえの考えなのか？」

「少なくとも自分では、そう思ってるよ」

　振り返って変へん心しんすることを、

「シャナちゃんを、あんな目に遭あわせてんのにか？」

「いきなり全て、理解して貰もらえるとは思ってないさ」

　望み、願って、声を上げ続けた。

「そのために……今度は吉よし田ださんまで、使おうってのか？」

「……」

　しかし、答えを返せなくなった問もん答どうの最後まで、悠二は決して振り返らなかった。

　絶望的な壁の存在を痛つう感かんした田中も、遂ついに言うべき言葉を失う。

　誰だれともなく、また三人の、足が止まっていた。

　そこに、新たな一歩を踏んで、

「私が、必要なんですか？」

　吉よし田だが、小さく、声をかける。

　横に並んだ少女に、悠ゆう二じは目を向けた。

　シャナのため、とさんざん言っておいて、彼女への同どう行こうを求めることの酷ひどさは、十分承しよう知ちしていた。彼女が『皆』の中に含まれていることも、この際は言い訳わけにならない。

　それでも、彼女が自分の計画にとって不ふ可か欠けつの要素であることは事実だった。これを果たすためにも、自分は断だん固こたる戦いを続けてきたのである。この期ごに及んで、情じように流されることなど、まして撤てつ回かいすることなど、あり得なかった。

「うん」

　分かってくれ、と説せつ得とくする資し格かくが自分にないと、悠二は理解している。だから、説得するのではなく、連れ去りに来た、という事実の確かく認にんだけを行う。

「君が、必要なんだ」

「──」

　吉田の方は、無む理りをしている、と一目で分かる笑顔で返した。

「──分かりました、行きます」

「吉田さん!?」

「いいんです、田た中なか君」

　思わず叫んだ田中に、吉田は首を振ってみせ、

「拒こばめないのは、もう分かっていることですし……それに」

　自分が理解している限りの少年について必ひつ死しに考え、か細い声で尋たずねる。

「私が行くのは、坂井君の計画のため、なんですよね？」

　先の、唐とう突とつな再会と別れでも、彼はあくまで、彼女の知る坂井悠二だった。

　答えずに立ち去ればよかったあの日も、彼は誠実に、想いを拒む答えをくれた。

　以前から、あの別れでも、そして、もしかすると今でも、彼は同じなのではないか。

　吉田一かず美みは、これまで自分が積み重ねてきた日々の中から、その結けつ論ろんを拾い上げていた。

　そして、やはり悠二は、虚きよ偽ぎや糊こ塗とを感じさせない明確さで答える。

「うん。今、具体的てきにどうするかは言えないけど……確かに、坂井悠二の計画だ」

「シャナちゃんと……皆のため、なんですよね？」

　どんな辛つらい答えであっても、誠実に。

「うん。シャナと、皆のためだ」

「……」

　様々な想いが胸の中に溢あふれ返って、吉田は言葉を継げなくなる。堪たまらず、少年から顔を逸そらした──と、その先に、一つの物を見出す。彼の足が、自然と向かっていた場所を。

「……っ」

　溢あふれた想いの中から、喜びだけを無む理り矢や理りに引き出して、彼女は笑いかける。

　察した悠ゆう二じは、敵かなわない、という風ふうに微かすか笑い返して、同じ方を見やった。

　意味の分からない田た中なかは、二人が揃そろえた視線を追って、ようやく気付く。

　三人の視線の先に佇たたずんでいるのは、大通りに面した塀へいの内に在る建物。

　皆が、皆との日々を過ごした──市立御み崎さき高校だった。







　移動要よう塞さい『星せい黎れい殿でん』は、進路の微び調整に入った。

「やれやれ、ようやく到着か。随ずい分ぶんと遠とお回まわりをしたもんだな」

「僕らは特に、ね。リベザルが早々に、混乱に乗じた突とつ破ぱを命じてくれて良かったよ。もしあそこで躊ちゆう躇ちよしていたら、万ばん全ぜんの迎げい撃げき態勢を取る敵てき部ぶ隊たいを前に行ゆく方えを眩くらませる、って無む理り難なん題だいに取り組まなきゃならなかったところだ」

「ヤバい野や郎ろうが陣じん取どってたからな。こっちが消しよう耗もうする前に片付けちまおう、って拙せつ速そく覚かく悟ごで突っ込んだわけだが……まあ、怪け我がの功こう名みようってとこか」

「おかげで首しゆ尾び良く、『星せい黎れい殿でん』とも合流できたし、お祭りには間に合ったね」

「後は、攻め込んでくるだろう連れん中ちゆうを薙なぎ倒すだけだ。抜かるなよ、ピルソイン」

「そのことだけど……マモン様に聞いたとこじゃ、あの化ばけ物ものたちが来る公こう算さん大だいだってさ」

「はっ、それこそ望むところよ!!」

　喜びを内に秘ひめ、『星せい黎れい殿でん』は、徐じよ々じよに速度を落としてゆく。







　御崎高校は、休日ということから、校舎に生徒の姿すがたは見えない。

　部ぶ活動も、曇どん天てん下かに寒かん風ぷう吹き荒すさぶ狭いグラウンドでは行われておらず、体育館の中からボールの跳ねる音と不ふ分ぶん明めいな掛け声が遠く響ひびいてくる程度だった。

「緒お方がたさんは今日きよう、バレー部休やすみだったのかな？」

　悠二の疑問に、無む力りよく感かんから仏ぶつ頂ちよう面づらになった田中が、面白くなさげに答える。

「家の用事があるから休んだんだとさ。だからさっき、皆で一いつ緒しよに行けたんだよ」

「そうか」

　悠二は困った様よう子すで頭を搔かいた。

　私服の三人は、自じ在ざい法ほうを使うまでもなく、校内に入っている。

　賑にぎやかな商店街と隣りん接せつしている立りつ地ちから、御崎高校は元来、人の出入りにルーズなのである。休日だと裏うら門もんは開放されていて、部活の途と中ちゆうでちょっとした買い物や昼夕の食事に出たり、逆に学校に用事があって入っていく御み崎さき高生も多かった。

　それを当然、知っている三人は、だから特とく段だんのスリルを味わうでもない。ここで過ごした者として、いつものように、と一いち々いち感じることすらなく、狭い裏うら庭にわの端はしを歩いている。

　行く手、裏うら門もんから渡り廊下越ごしに、狭いグラウンドが見えた。

　悠ゆう二じはそこで遊んだこと、授業を受けたこと、学園祭さいでのパレードなどを幻げん視しする。

「なぜか、前に来た時は入ろうとさえ思わなかったんだけど……二人と一いつ緒しよだからかな」

　田た中なかの方は、今いま置かれた立場から、気き楽らくに同どう調ちようできない。

「ここを、戦せん場じようにするのか？　あの時みたいに」

「あのとき……清せい秋しゆう祭さい、か」

　自分が先から、知らず傲ごう慢まんな暢のん気きさに浸ひたっていたことを、悠二は恥はじた。

　昨さく年ねん秋、御崎高校の学園祭である清秋祭に、一人の〝紅ぐ世ぜの王〟が襲しゆう来らいするという事件が起きた。田中はそこで──修しゆう復ふくの可能な封ふう絶ぜつの中とはいえ──好こう意いを抱く緒お方がたの砕くだけ散る様さまを目まの当たりにしてしまったがために〝紅ぐ世ぜ〟との関わりから身を引くことを決意したのである。今、彼がこうしているのは、全く他に仕し様ようがないからでしかない。

　悠二は現状が、そんな友人への甘えの元で許してもらっているものと自覚して、それに痛みさえ伴う忸じく怩じたる思いを抱いて、なお残ざん酷こくな謝しや罪ざいをする。

「ごめん。ここだけに限らなくなる」

「っ!!　っ──」

　今度こそ湧わいた心しん底そこからの怒りを、田中はなんとか押し殺して、口を噤つぐんだ。

　あえて見ぬ振りをする悠二は、グラウンドの端を離れ、校こう舎しや中央から中へと踏み入った。

　常の通学であれば、並ぶ靴くつ箱ばこから上うわ靴ぐつを出して履はき替えるところだったが、彼の靴は、既すでにここにない。周りに誰だれもいないのをいいことに、土ど足そくのまま廊下に上がる。

　田中と吉よし田だも、彼の前で、まだここに在る自分の上うわ履きを取り出すことを避け、やはり土足で続いた。

　その気き遣づかいをどう思ったのか、悠二は振り向かず先を行く。

　窓から差す陽光も曇どん天てんに薄く、寒さを和らげる人ひと気けもない校舎内ないは、どこまでも寂しい。非常用ようシャッター以外にドアがないため、誰に断りを入れなくとも出入りは自由にできたが、個々の教室には当然、鍵かぎが掛かっている。

　三人、共に過ごした場所を、同じように廊下から辿たどる。傍かたわら、強い風にガタガタ鳴る窓まど枠わくの音だけが、沈ちん黙もくを埋めていた。人を追い立てるチャイムも、耳を突く雑ざつ多たな話し声も、連れ立って駆かけ抜ける足音も、今日きようは聞こえない。

　やがて悠二は、田中の怒りが収まるまで待っていたかのように、

「御崎市全体を、戦場にする。それも今度は、自ら招く形で」

　改めて、あっさりと、恐ろしい答えを背後に落とした。

「坂さか井い、おまえ──」

　今にも駆かけ寄りそうな剣けん幕まくになった田た中なかの機き先せんを制して、吉よし田だが尋たずねる。

「どうして、そんなことを？」

　フレイムヘイズ『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』と出会ってから、自身が人間・坂井悠ゆう二じの残り滓かすでしかないトーチと知らされてから、彼が今まで、どれだけこの故こ郷きようを守るべく死し力りよくを尽くしてきたか、吉田も田中も、よく知っている。二人には彼の言葉が、その歩みと完全に矛む盾じゆんしているとしか思えなかった。

　しかし、悠二にとっては、そうではない。

　歩きながら、廊下の窓まど越ごしに外を眺ながめ渡す。見み慣なれた囲いの中の風景──彼ら少年少女にとっては十分、大きく深く長い世界──に抱いていた、窮きゆう屈くつな喜びを、凝ぎよう縮しゆくされた倦けん怠たいを、もう一度感じて、囲いの外、より大きな場所を口にする。

「戦いから守るための備えは、可能な限り取ったつもりだ。なにより、被ひ害がいの出るような戦いをするなら、父とうさん母かあさんをそのままにしておいたり、池いけや緒お方がたさんを帰したりしないよ。君らに会ったその時に、全ぜん市民に避ひ難なん指し示じを出すようお願いしているさ」

「!?」

　田中は、自分たちが外界宿アウトローから与えられた権けん限げんを、敵てき対たい者の首しゆ領りようが熟じゆく知ちしていることに衝しよう撃げきを受けた。自分たちはどこまで追い詰められているのか、という動どう揺ようが湧わき上がってくる。

　当の悠二は、なにを気にした様よう子すもない。自分の話を続ける。

「封ふう絶ぜつよりさらに確実な、御み崎さき市全体を保ほ護ごする算さん段だんは付いているし、既すでに下した『日本では人間を喰らうな』って布ふ告こくも、確かく認にんした限りでは守られている……でも」

　その声こわ色いろと雰ふん囲い気きに、とある感情の端はしが過よぎった。

　同時に、一つ扉とびらの前で、足が止まる。

　頭上の表ひよう札さつに掲かかげられた文字は、［一年二組］。

　そこは、彼がかつて過ごした、喜き怒ど哀あい楽らくの天地。

　いつの間にか遠くなってしまった、過去の宝たから箱ばこ。

　静まり返る無む人じんの教室を覗のぞいて、まるで自分、自分の友達、自分の大切な少女、誰だれも彼かれもなにもかもの痕こん跡せきを見出そうとするかのように、目を細める。

「今後も完全に大だい丈じよう夫ぶなまま、という保ほ証しようはできない。その布ふ告こくを出した創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟という存在は、なにより欲よく望ぼうの肯こう定てい者しやだからだ」

（？）

　心を揺らしに揺らしていた田中は、言葉の内容ではなく、教室を見つめている悠二のどこかに、怒りや驚きを覚ますものを、見た気がした。

「悪い言い方をすると、創造神は〝徒ともがら〟に甘く見られている。欲望を肯定するのだから、放ほう埒らつを制するわけがない、無む邪じや気きで楽らつ観かん的な神様だから、きっと許してくれる……これが〝徒ともがら〟の一般的な、創そう造ぞう神しんに対する印いん象しようなんだ」

　過よぎったなにかは、変わらず悠ゆう二じの声の中にたゆたう。

「だから、人を喰らうなって布ふ告こくも、最初は上う手まくいくか不安だった。これが直ちよく属ぞく組織の［仮装舞踏会バル・マスケ］なら背そむかれる心配もないけど、今まで神に一いつ切さい関心を持たなかった〝徒ともがら〟に、果たしてどこまで強きよう制せい力りよくがあるのか……実際にやってみなければ分からなかった」

　そのたゆたうものが、聞く側の中にも、積もってゆく。

　語る悠二は、開けようと思えば造ぞう作さなく開けられるはずの扉とびらに、手を掛けようとしない。ただ棒ぼう立だちになって、触れてはならない水すい槽そうの中を覗のぞくように、見つめ続ける。

「いざという時は［仮装舞踏会バル・マスケ］に取とり締しまりまでさせてやる、と思いつめたりもしたけど、結局それも杞き憂ゆうに終わった。あらゆる〝徒ともがら〟の目に、楽らく園えんは魅み力りよく的てきなものと映ったらしい。その報ほう酬しゆう、あるいは餌えさのおかげで、彼らは大人おとなしくなった」

　積もったものは、理解に至るまでの嵩かさを、心しん中ちゆうで上げてゆく。

　不ふ意いに悠二は、強く目を瞑つぶった。くるりと回って、田た中なかと吉よし田だの傍かたわらを過ぎ、元もと来きた廊下を引き返してゆく。重くはなく、軽くもない、機き械かいのような足取りで。

「でも、楽園創造の成った後は、どうなるか分からない。だから今はとにかく、創造神の威い令れいに全ての〝徒ともがら〟が従ったことを、共通認にん識しきとして持たせることに努めている。違い令れい者しやが無いか監かん視しさせて、いれば殺す、そういう作業だ。幸い、まだ報告はないけどね」

　田中は、傍らを通り過ぎた彼の表情と、未いまだ零こぼす言葉から、

「坂さか井い悠二は、願いを叶かなえつつも厳きびしくなければならない……今在るものと、これから先のためにも。坂井悠二の計画は、楽園創造という巨きよ大だいな歯は車ぐるま仕掛けの隙すき間まで、ほんの僅わずかに生じた余よ禄ろくと、危なっかしい綱つな渡わたり……代だい行こう体たいに通せる程てい度どの、我わが儘ままに過ぎないんだから」

　全く唐とう突とつに、悠二の声にたゆたうものの正しよう体たいを悟さとっていた。

（──あ）

　他でもない、それは自分も今抱いている、無む力りよく感かんなのだと。

（なんて、こった）

　そう悟ってしまったことに後こう悔かいすら感じつつ、確信もする。

（坂井も、戦ってるのか）

　彼の目的は創造神のそれと、完全に一致していないのである。その張り詰めた必ひつ死しさは、敵の中ちゆう核かくにおいて、創造神ではなく坂井悠二として孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしている表れだったのである。引き返してゆく背中に満ちた力は、饒じよう舌ぜつな説せつ明めい以上に、その意い図とを語っていた。

（坂井は、なにかをやろうとしている）

　気付いたところでなにもしてやれない、しかも揺らぐことのない確信に、

（今からぶつかる敵、どころじゃない、親おや玉だまなのに）

　悠二の後に続く田中は、先とは似にて非ひなる、友達であるが故ゆえの無力感に苛さいなまれる。

（坂さか井いは坂井の目的に向かって、シャナちゃんもシャナちゃんの目的に進んで、やっぱり二人は、ぶつかるしかないのか──）

　と、また一つ、確信が連れん鎖さ反応を起こすように繫つながる。

（──そうか、坂井やシャナちゃんのように）

　ようやく分かって、彼は隣となりを歩く、か弱い少女を見た。

（吉よし田ださんも、戦うつもりなんだ）

　その視線で察した吉田は、頑張って強く、笑いかける。







　移動要よう塞さい『星せい黎れい殿でん』は、とうとう停てい泊はく準備に入った。

「へえ……ここがミサキ市？　日本の街って、どこも似たような景け色しきで詰まらないのよね」

「レライエ、なにを遊んでいる。主だった将しよう帥すいには、既すでに集合の命令が出ているんだぞ」

「遊んでるって、随ずい分ぶんと失礼な言い草ぐさね。要塞内ないに出した伝でん令れいが全員帰かえってくるのを確かく認にんするまで、待たい機きしてたんじゃないの」

「オロバス、レライエ、おまえたちで最後か？」

「はっ！　伝令は全員帰っております！」

「なっ、人の報告を横よこ取どりするなんて、信じられない！　──ハボリム様、集合は、展開の準備ですの？　事じ前ぜん演えん習しゆうだと街中ではなく、遮しや蔽へい物ぶつのない開けた場所だったはずですけれど」

「いや、その前に為なすべき任務……儀ぎ式しきとも呼べぬ、出迎えのようなものではあるが、ともあれ参さん謀ぼう閣かつ下かの御ご下か命めいだ。早そう急きゆうに城じよう門もん内ない郭かく、馬うま溜だまりに向かうぞ」

　音もなく、とある空くう域いきに『星せい黎れい殿でん』は停止した。







「異い世界、といっても簡単に想そう像ぞうはできないかな？」

　校こう舎しや中央の階段を、ゆっくりと上りながら、悠ゆう二じは言った。

「創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟は、この世と〝紅ぐ世ぜ〟の狭はざ間ま、両界の間となる概念部に丸ごと一つ、この世と同じ世界を作ろうとしている。同時に二つ、行き来できる範はん囲いに存在するから厳げん密みつには違うんだろうけど、パラレルワールドに似た感じだね」

　御み崎さき高校の教室は、一階が一年生、二階が二年生、三階が三年生、と分かりやすい振り分けになっている。一年生だった悠二たちにとって、ゆえに上じよう層そう階かいは未み踏とうの領りよう域いきで、校舎内ない外がいが様さま変がわりする学園祭さい以外で足を踏み入れることはなかった。

　その例外が、中央の階段から繫がる屋上である。

「基本的な構こう造ぞうも違うから、作った時点で枝えだ分わかれして、以後は全く違う道を進むはずだ」

　踏みしめるように、悠二もそこを目め指ざし、階段を上っている。

「かつて創そう造ぞう神しんは、叶かなえようとした願いを危き険けん視しされて、フレイムヘイズたちの手で両りよう界かいの狭はざ間まに追つい放ほうされた。ただ彷さ徨まようしかなかった当とう初しよは、本当に暇ひま潰つぶしとして、その叶えられなかった願いである『大だい縛ばく鎖さ』の設計図ずを弄いじってるだけだった」

　本来は閉め切られて立ち入り禁止だったそこは、シャナがとある理由で入り口を蹴け破やぶって以来、半なかば黙もく認にんの形で生徒たちに開放されていた。悠ゆう二じたちにとっては、弁べん当とうを広げたり遊んだりと、思い出も多い憩いこいの場である。

「『大だい縛ばく鎖さ』は、当時の〝徒ともがら〟たちの望みの結けつ晶しよう、快適な箱はこ庭にわだった。まだ人間が碌ろくな文明も文化も持たず、玩具おもちやや食料程てい度どに思われてた頃だから、中で幾いくら〝存在の力〟を弄っても総そう量りようを同じくしたまま循じゆん環かんさせる『この世に在る閉じた世界』を、彼らは望んだんだ」

　田た中なかと吉よし田だも、上から降ってくるような声を聞きながら、同じくゆっくりと登る。

「まあ、結局実じつ現げんは阻そ止しされたわけだけど……とにかく創造神の方は、しばらく後の、巫み女ことの交こう信しん成功を機に、ただ漂うのを止めて、帰るための道『詣けい道どう』を作り始めたんだ」

　人っ子一人いない校舎の、三階から先に、薄うす暗ぐらい階段が延びている。

　通い慣れたはずのそこは、先に立つ悠二が放つ威い圧あつ感の影えい響きようか、今の田中と吉田には、どこか異い様ような、語られる通りの、異なる場所へと続く通路のように見えていた。

「それから長い長い間、創造神は巫女をこの世に置いた受信機きとして〝徒ともがら〟たちの願いを再び束たばね、その変化に合わせて『大たい命めい詩し篇へん』を編んでいった。そうして先日、遂ついにこの世への帰き還かんを果たし、新たな楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』の創造に取りかかってる、ってわけだ」

　悠二の脳のう裏りには、数千年と数日の過去が、同どう居きよする記き憶おくとして混じり合っている。

「大おお雑ざつ把ぱには、こんなとこかな」

「最初の『大だい縛ばく鎖さ』と、今度の『無ザ何ナ有ド鏡ウ』は、仕組みが違ってるのか？」

　話が一いち段だん落らくしたらしい結びに応じて、田中が質問した。

　うん、と悠二は背中越ごしに頷うなずいて、答える。

「全く違うよ。まず『大だい縛ばく鎖さ』は、この世に作ろうとしたもので、乱らん暴ぼうな表現をすれば『中でなにをやってもいい、永続的な封ふう絶ぜつ』だ。一方の『無ザ何ナ有ド鏡ウ』は、両界の狭間に作り出されようとしている『この世と同じ世界』ってことになる。規き模ぼが比べ物にならないよ」

「そんな大きな物を作ったことで、狭間って場所は溢あふれたり荒れたり、しないんですか？」

　今度は吉田が尋たずねる。

　悠二はもう一度頷く。

「それは大だい丈じよう夫ぶ。伊だ達てに三千年、『詣けい道どう』を作ってたわけじゃない。そこに物が生み出されることで狭間がどんな影響を受けるかは、下調べが済んでる。あそこは体積や距離なんかの概がい念ねんとは無む縁えんな場所で、宇う宙ちゆうだろうがなんだろうが、現れたところでビクともしないよ」

　言って、踊り場で立ち止まった。

「今、そこが荒れてるのは、この世で〝徒ともがら〟が山ほど人を喰らってるからだ」

　二人と一いつ緒しよに、そこに立って、屋上への入り口である鉄てつ扉ぴを見上げる。

　曇どん天てん下かの淡い陽光が、網あみ入いりガラスから彼らに降り注そそいでいた。

　悠ゆう二じは突然、傍かたわらに向かって、訴えかけるように告げる。

「もう一ひと息いきなんだ」

　今までの冷静さの仮か面めんが破れて、炎ほのおのような熱っぽさが漏もれ出ていた。

「この、楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』という形に願いが集約された、って事実が、それを示している。三千年の時を経て、彼らは世界をそのままの形で欲するようになった。自分たちの他になにもない、空くう虚きよな遊び場じゃなく、共に暮らし物事を形かたち作づくっていく、人間のいる世界を」

　二人に向けられる目が、情じよう熱ねつと野や心しんで熱く燃えている。

　恐らくは……否いな、間違いなく、坂さか井い悠二のものとして。

「この世を知り、人間と在った〝徒ともがら〟が、より望ましい世界を願った結果、この世を模もした世界が創そう造ぞうされる。そこで彼らに、先の長いだろう……でも、確かな一歩を、歩ませる」

　言葉は抽ちゆう象しよう的てきだったが、どこまでも激しく、また切せつ々せつとしていた。

　田た中なかは、彼の望みの輪りん郭かくを見た気がした。

　吉よし田だも、彼の核かく心しんに触れたように思った。

　悠二は、しかし勢いを戦いに伝でん播ばさせる。

「それを阻そ止しするために、もうすぐシャナたちが来る」

　目め線せんが二人から、屋上に続く鉄扉へと、鋭く巡らされる。

「絶対に、させない。彼女を止めて、成し遂とげ、始めてみせる」

「坂さか井い、今言ったことをシャナちゃんにも詳しく話せばどうなんだ!?　もしかしたら──」

　友達が結局は友達のままだったと知った田中は、泣きそうな思いで今さらの説せつ得とくを試みた。

　が、悠二はにべもなく拒こばむ。

「いや、無む理りだ」

「どうして!?」

「シャナは、希望的観かん測そくに基づく不ふ確実な試みを、決して是ぜとしないからだ。坂井悠二の計画で得られるものを、坂井悠二が楽園でやろうとしていることを、みんな知ったとしても……彼女は決して流されたりはしない」

　これこそ確信、という言葉だった。

「だから、勝負して勝った方が我がを通す。それしか、お互いに道はない」

「おまえら、って、本当に……」

　自分が感かん嘆たんしたのか呆あきれ返ったのか、もう田中には分からない。

　悠二は目線を動かさず、稚ち気きを混ぜた意い地じの悪い笑えみを浮かべた。

「彼女らは、もうアメリカから姿すがたを消している。今夜と言わず、あと数すう時間でここに急きゆう襲しゆうをかけてくる……そうだろ？　うちの連れん中ちゆうも儀ぎ式しき発はつ動どうに備えて、もうそこに来ているし──」

　屋上の鉄てつ扉ぴから、目め線せんを動かさずに、言う。

「──流石さすがに今度ばかりは、早く逃げた方がいい」

「坂さか井い、やっぱり、分かってたんだな」

　外界宿アウトローの情報が、もしかしたら、ほんの少し前にシャナと連絡を取り合ったことまで、全て筒つつ抜ぬけになっている……その事実に田た中なかは脅きよう威いを感じつつも、どういうわけか悲しいほどに笑いたくなっていた。怒りはもう感じない。ただ、無む力りよくが辛つらい。

　悠二は感情の方には言げん及きゆうせず、ただ指し摘てきに返す。

「うちの参さん謀ぼうは優ゆう秀しゆうだからね」

　無む論ろん、情報の提てい供きよう者しや──明確な内ない通つう者がいたわけではなく、長い年月と膨ぼう大だいな接せつ触しよくの末、今回の件で初めて天てん秤びんが密ひそかな漏ろう洩えいに傾いただけ──についても、詳しくは言わない。

　ふん、と田中は仕返しのように鼻で笑う。

「俺おれは、逃げないぞ」

「えっ？」

　ようやく悠二が目を向けた、その様さまを小さな戦せん果かと受け取りつつ、田中は自分をこちら側に立たせる道具を手に、強い調子で一気にまくし立てる。

「俺は今から家に帰って、ここであったことを洗い浚ざらい佐さ藤とうに伝えて、後はこの栞しおりを手放して飯めし食って寝てやる。おまえも言うほどの覚かく悟ごがあるんなら、俺や皆を守って見せろ」

「……」

　悠二は揺れを抑えるため、一いつ瞬しゆん、声を詰まらせた。

「……分かった」

　場を誤ご魔ま化かすように田中はもう一人の、自分なりの戦いを始めると決めた友達に尋たずねる。

「吉よし田ださん、本当に行くのか？」

　先ほどまでの暗さはない、しかし真剣な問いに、吉田も頷うなずいて返した。

「はい、行きます」

　お互い、それ以上のことが言えない。

　ただ、それで十分なようにも思えた。

「分かった、じゃあ」

「はい」

　簡潔に言い合うと、田中はもう一度、友達を正面から見み据すえて、訊きく。

「なあ、坂井」

「ん？」

「皆との──たった一年弱じやくだったけど、楽しかったか？　俺は、すごく楽しかったぜ」

　大おお真ま面じ目めな友達に、悠二は躊ちゆう躇ちよなく、頷いた。

「ああ」

　言葉の不自由さを思い知りながら、精せい一いつ杯ぱいの表現で返す。

「ああ、本当に、なにもかも夢のように楽しかった」

「本当は、会ったらぶん殴なぐろう、って思ってたはずなんだけどな」

　差し出されたのは、握り拳こぶしではなく、握り合うための掌てのひら。
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　悠ゆう二じは、これを握った。握って、心からの礼を、言った。

「ありがとう」

「じゃあな」

　一ひと言ことを置いて、田た中なか栄えい太たは階段を一人、降りていく。

　そうして、振り返らずに、去った。







　移動要よう塞さい『星せい黎れい殿でん』が、入り口たる宮きゆう橋きようを下ろしていく。

「んぬえぁああぁぁあああ──っぜ、本来の最終停てい泊はく地ちぃー点を目もく前ぜんに、こぉーんなところで停とまったりすぅぅーっるんですかぁ、ドォーミノォー!?」

「盟めい主しゆ様さまの御ご命令でございますです。それより、我々も早く所しよ定ていの位置に付かないと」

「ん盟主だぁーろうと代だい行こう体たいだぁーろうと！　私の実験の集しゆぅーっ大たいっ成せい!!　の邪じやぁー魔まはさせてなぁーるかならずかならぬかなるか！」

「決けつ行こうの時間までは、まだ半日ある。それに『天てん梯てい』敷ふ設せつ機き関かんの展開も、仮か想そう演えん習しゆうでは十分を切っていたはず。なにも今から焦あせることはあるまい」

「そうそう、〝屍しかばね拾ひろい〟様の言うとほおひりはたはたはた!?」

「おぉーまえは一体！　どぉーっちの助じよぉー手しゆなんですか、ドォーミノォー!?」

「これで、最後のゲストが揃そろうことになるか。さて、どう出るか……」

　重い駆く動どう音が途と切ぎれ、宮きゆう橋きようが所定の地点に下ろされた。







　友達の気け配はいが完全に消えるまで、惜おしむように待っていた悠ゆう二じは、

「行きましょう、坂さか井い君」

　彼が行く気になるまで待っていた吉よし田だに、逆に促うながされた。その、一生懸けん命めいに気を張る少女の姿すがたに、言わでもの問いを口にしてしまう。

「いいのかい？」

　少し、力を溜ためてから、吉田は微笑ほほえむ。

「はい。正直、最初は無む理りもしてました。でも、坂井君が、坂井君のままだったことが分かったから、少しだけ安心できました」

「それは、買いかぶりかも知れないけど……噓うそも吐つかないつもりだよ」

　悠ゆう二じは言葉を選んで返し、階段を上り始めた。

「じゃあ」

「はい」

　答えた吉田も、その背中を追う。

　屋上の鉄てつ扉ぴから差す光には眩まぶしさが足りず、淡い灰色で塗り潰つぶされたように薄うす暗ぐらかった。

　そこに一歩ごと、黒い影のように上り行く悠二の歩みが、ずしりと重さを増してゆく。

　後に続く吉田は、ふと、さっきまで鳴っていた風の音が止んでいることに気付いた。

　どこか、光景への予よ感かんがあった。

　やがて、屋上の踊り場まで上がった悠二は、屋上の鉄扉に手を掛ける。拉ひしやげた扉とびら丸まるごとの修しゆう理り費ひ用よう節せつ約やくのためか、ドアノブと傍かたわらの手て摺すりが、鎖くさりでグルグル巻きにされていた。

　悠二はそれを引き千ち切ぎる。というより、鎖の拘こう束そくなど意に介かいさず、鉄扉を開ける。

　軋きしんで弾はじけた鎖、開け放たれた鉄扉の向こう、白い上にも白い光景が広がっていた。

（あっ……）

　吉田は思わず、息を吞んでいた。

　雪が──

　遠くを霞かすませるほどに、しんしんと降っていた。

　まるで、いつかの別れを、やり直すかのように。

　そして、鎖くさりを引き千ち切ぎり鉄てつ扉ぴを開けた屋おく上じようには、二人の〝王〟が並んで待っていた。

「お迎えに参さん上じよういたしました、我らが盟めい主しゆ」

　右に、鎖を巻いた三さん眼がんの美女、三柱臣トリニテイの参さん謀ぼう〝逆ぎやく理りの裁さい者しや〟ベルペオル、

「今や大たい命めいの最さい終しゆう段階は準備万ばん端たん。どうぞ、お進みあれ」

　左に、長い槍やりを肩に担かついだ偉い丈じよう夫ふ、三柱臣トリニテイの将しよう軍ぐん〝千せん変ぺん〟シュドナイが。

　二人の間には、細い漆しつ黒こくの絨じゆう毯たんが敷しかれて、雪の中に瞭りよう然ぜんと一本、道を延ばしている。

　さらに二人の後ろ、同じくこれを挟んで、多数の〝徒ともがら〟──吉よし田だには分かるはずもなかったが、［仮装舞踏会バル・マスケ］の誇る、名のある将しよう帥すいや部ぶ隊たい長ちようら──が、創そう造ぞう神しんおよび最後の客を出迎えんと、二列に居い並ならんでいた。静かに、だが迫る大命成じよう就じゆと激しい戦いに沸わき立つ熱気を、内に隠かくし切れていない。誰だれも彼かれも、各おの々おのの形や挙きよ措そで胸むね破やぶるほどの興こう奮ふんを表していた。

　彼らの間を一いつ直線に導かれた漆黒の道の先には、雪ゆき舞まう空から忽こつ然ぜんと降ろされているように見える、長ちよう大だいな宮きゆう橋きようが在る。その上には、砕くだけた球きゆう形けいの天てん頂ちよう部ぶらしき輪りん郭かくの内に、塔とうの先せん端たんが覗のぞいていた。吉田も、話としては聞いた覚えのある［仮装舞踏会バル・マスケ］本ほん拠きよ地ちたる移動要よう塞さい『星せい黎れい殿でん』が、今……彼女の街の、彼女の学校の、この頭の上に、やってきたのだった。

　これら驚きよう異いの光景と、強きよう圧あつの熱気と、恐きよう怖ふの事実に圧あつ倒とうされ、

「──」

　魂たましいを消し飛ばされそうになる少女の前で、最後の縁よすがたる少年が、言う。

「行こう。大だい丈じよう夫ぶ、なにもさせない」

　声は同じでも、そこには少し、異なる彼が混ざっていた。

　雪の粒つぶが微わずか幽かすかに隠かくす一歩ごと、形も変わって行く。マフラーは後こう頭とうから伸びる漆黒の竜りゆう尾びに、纏まとうコートは緋ひ色いろの衣ころもと凱がい甲こうに。道を空あけるように向き合うベルペオルとシュドナイの間を通り抜けた時には、既すでに彼は盟主〝祭さい礼れいの蛇へび〟の代だい行こう体たいとなっていた。

　吉よし田だは、激しい動どう悸きと眩め暈まいの中、竦すくんで縺もつれる足をなんとか引きずって、変わった少年の後を必ひつ死しに追いかける。盟主の招いた少女を、同じく間に通したベルペオルとシュドナイは、とりあえずは、なにも言わない。五つの目で、興きよう深ぶかげに眺ながめるだけである。

（この子を使って、ねえ……まあ、できる省しよう力りよく化かはしておくに如しくはない）

（明らかに戦せん場じように伴うべきではない類たぐいの人間だが、これも盟主殿どのの容よう赦しやのなさ、か）

　それら視線の交差を抜け、

「──」

　ようやく、か細い息を吐いた吉田に、

「──っふ、ぅ……」

「吉田さんには、一つの作業を手伝ってもらう」

　無む人じんの黒い道を進む悠ゆう二じが、平へい然ぜんと言った。両りよう脇わきに立つ将帥らに隠かくす素そ振ぶりもない。もはや彼は［仮装舞踏会バル・マスケ］の盟主として振ふる舞まっているのだった。

　痛いほどの動どう悸きを掌てのひらで押さえて、吉よし田だはおずおずと尋たずねる。

「私に、できることなんですか？」

「できることなのか、というより、君にしか、できないことなんだ。でなければ、こんなところに君のような人を呼んだりできない」

　悠ゆう二じは笑いを欠かけ片らも交えず、大おお真ま面じ目めに答えた。

　降りかかる雪に目を細める吉田は、背後の二人が、道を閉ざすように自分たちに向き直った気け配はいを感じて、心持ち、震える足を速める。少年との繫つながりで身を保つように、声を吐く。

「でも、私はただの人間です」

「ただの人間だから、だよ」

　悠二は断だん言げんして、宮きゆう橋きようの端はしに足を乗せ、登り始めた。

「正確には、調ちよう律りつ師しの修しゆう復ふくに協力して、この街の歪ゆがみを修復した人間だから、かな」

「!!」

　言われて初めて、吉田は思い出す。

　自分がかつて、この散さん々ざん〝徒ともがら〟に食い荒らされた故こ郷きようの歪みを修しゆう正せいするため、調律師たるフレイムヘイズ『儀ぎ装そうの駆かり手』カムシンの作業に協力したことを。この世から欠けつ落らくした人々が心ならず──あるいは未み練れんの爪つめ痕あととして──堆たい積せきさせていた『そうだったろうか』という違い和わ感かんを、この街で育った自分のイメージに沿って矯きよう正せいしたことを。

　驚き戸と惑まどう中、一つの感情が湧わいたことに彼女は気付いた。が、今は傾けい斜しやの緩い宮橋を、少年の後を追って上りながら、当面の疑問をぶつける。

「それが、今度の創そう造ぞうと、関係が？」

「詳しい説明は省くけど、君という生きた記録を使って、調律と逆のことを一時的に行う」

「それは──」

「大だい丈じよう夫ぶ、住んでる人たちに害はないし、全てが終わった後で、ちゃんと元もと通どおりになるよ」

　危き機き感かんと抗こう議ぎの声を、悠二は安全の保ほ障しようで封じた。

「なにせ、今度の創造は世界丸まるごと一つ……今まで〝祭さい礼れいの蛇へび〟でも経けい験けんしたことのない、大だい規き模ぼなものになる。それを行うための、両りよう界かいの狭はざ間まへと開ける力の出口は、数日前まえに中ちゆう国ごく奥おく地ちで作った『神しん門もん』のレベルでは、到とう底てい受け止め切れない」

　分からない言葉を混ぜたか、と少し反省して、言いなおす。

「要するに、楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』を創造するには、この世の側に大きな穴を開けて、力を両界の狭間へと通す必要があるんだ。その分には当然、規模相そう応おうの手て間まと力がかかる」

「大きな、穴……？」

　感覚として飲み込めていないらしい吉田に説明すべく、竜りゆう尾びと衣ころもを翻ひるがえして振り返り、宮橋からの眺ながめを一いち望ぼうした。風と雪が、その髪かみを攫さらう。

「うん。この数百年で、御み崎さき市しほど酷ひどく荒らされ、大きく歪ゆがんだ土地はないらしい。あの〝狩かり人うど〟フリアグネの一いつ党とうが『都みやこ喰くらい』のため行った大量捕ほ食しよくが原因なんだって」

「……」

　人間・坂さか井い悠ゆう二じが、その犠ぎ牲せい者しやだったことを知る吉よし田だは、彼を見ていられなくなり、俄にわかな雪に煙けぶる故こ郷きようを、共に初めての高さから見渡した。

　嬉うれしさと切なさを合わせたような安らぎが、雪の中を朧おぼろに漂う、彼女たちの街。

　と、風景の中、多くの人が啞あ然ぜんと見上げていることに……そして今さら、この移動要よう塞さいが封ふう絶ぜつを張らないまま堂どう々どうと滞たい空くうしていることに、吉田は気が付いた。慌あわてて振り返る。

「坂さか井い君!?」

「殻からを壊こわされて、隠いん蔽ぺいの力が弱まってるからね。そうでなくても、他にも大きな隠さなきゃいけない物を連れてるし……まあ、下の方は放っておこう。どうせすぐに移動して封ふう絶ぜつを張るから。この雪も相当激はげしいし、碌ろくに見えはしないよ。それより」

　先の話題を忘れたかのように、悠二は明るく笑った。

「格かつ好こう付けて別れたばかりの田た中なかも、どこかで驚いて見上げてるんだろうな。報告ついでに実じつ況きようするかどうか、迷ってるかも」

「そういえば……」

　言われて、馬ば鹿か正直に田中の姿すがたを探す少女を、悠二は可愛かわいらしく思った。思って、それには触れず、宮きゆう橋きようの下で彼の入にゆう城じようを待つ三柱臣トリニテイの二人や将しよう帥すいらを見下ろしつつ、話を戻す。

「ええと、どこまで話したかな。そう、街の歪みが大きい、か」

　彼だった少年を喰らった一党については、飛ばした。

「御崎市は、膨ぼう大だいな欠けつ落らくによって生じた隙すき間まだらけで、非常に不ふ安定になっていた。これを、吉田さんという、ここで生まれ育った人間のイメージに沿って整せい合ごう・収しゆう縮しゆくさせたのが、いわゆる調ちよう律りつだ。我々はそこに、逆転印章アンチシールからなる同どう種しゆの自じ在ざい法ほうを上うわ掛がけして、隙間を再度、一時的に肥ひ大だい化かさせるつもりだ。そうすると、どうなるか……分かるかい？」

　吉田は、戦おののきに声を硬くする。

「不安定だった場所が、裂さける？」

「だいたい、当たり。隙間が広がりすぎると、この世の存在は互いの結びつきを見失って、ないも同どう然ぜんの状態になるんだ。編あみ目めも見えなかった一枚の絹きぬが、目の粗あらい網あみになる、って言えば分かりやすいかな？」

「そこに、さっき言っていた大きな力を通すんですね」

　正答に、悠二は頷うなずいて見せ、

「うん。前まえ準備としてこの作業を終えていれば、創そう造ぞうは二に段だん階かいから一いち段階に減って、楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』だけに専せん念ねんできる、というわけ。そうでなくても、今度の儀ぎ式しきはタイミングが厳きびしいからね。負ふ担たんを軽けい減げんするための提てい案あんは、簡単に受け入れてもらえたよ」

　再び踵きびすを返して、宮きゆう橋きようが宙ちゆうで途と切ぎれる先へと、入っていった。

　吉よし田だも取り残される心こころ細ぼそさから後を追いかけ、彼女には見えない、要よう塞さいを覆おおう隠いん蔽ぺいの殻から『秘ク匿リのユ聖プ室タ』の中へと踏み入る。特に感かん触しよくらしいものもなく通り抜けた先、

「それじゃ、［仮装舞踏会バル・マスケ］を御み崎さき市しに呼び寄せたのは……」

　言う途と中ちゆうで、声を失った。

　眼がん前ぜんに突とつ如じよとして現れたのは、永遠の星ほし空ぞらを映す殻からに包まれた、聳そびえ立つ偉い構こう。

　宮橋を吞み込んでゆく双そう塔とうの城じよう門もんを中心に、上うえ半分を複雑に入り組んだ城じよう壁へきと尖せん塔とうで、下した半分を堅けん固ごな掩えん体たい道どうを張り巡らせた岩がん塊かいで、それぞれ形作る［仮装舞踏会バル・マスケ］の本ほん拠きよ地ち。

　巨きよ大だい壮そう麗れいな移動要よう塞さい『星せい黎れい殿でん』の全ぜん容ようだった。

　悠ゆう二じはこの、異い界かいの情じよう景けいに向かって歩を進めながら、平へい淡たんに言う。

「うん。言っただろう、これは坂さか井い悠二の計画だ、って」

「……」

　自分を使う計画を立てた少年に、しかし吉田はついて行った。自分の知っている彼なら、そんな酷ひどいことはしない……という駄だ々だも誤ご解かいも、湧わかなかったからである。それどころか、そんな行動を取るしかない、という奇き妙みような納なつ得とくが、自然と胸にあった。

　近づいた双塔城門を軽く見上げ、悠二は続ける。

「こっちに来てからの短い間も、別にふんぞり返って神かみ棚だなに座ってたわけじゃないよ。組織の運営と大たい命めいの進行は今まで通り参さん謀ぼうに任せて、代わりに不ふ眠みん不ふ休きゆうで動けるこの体を生かして、自じ在ざい法ほうや戦せん闘とう実じつ技ぎを学んで、山ほどある蔵ぞう書しよに目を通して、行き交う書類の内容について講こう義ぎを受けて……計画は、その苦く心しんの成果ってところ。そうそう、成果と言えば『達たつ意いの言げん』を覚えられたのは、大きな成果だったな」

　冗じよう談だんめかした苦く労ろう譚たんが語られる間に、二人は、宮橋から城門の内ない郭かくへと入っていた。

　そこは外がい見けん同どう様よう、石組みによる質しつ実じつ堅固な造りで、飾り気というものが一切ない。出しゆつ撃げきする部ぶ隊たいを待たい機きさせておく部ぶ位いなのだから、当然の仕し様ようではあるのだが、それでも吉田には、恐ろしい〝徒ともがら〟の住すみ処か、という印いん象しようを具ぐ現げん化かさせた場所と見えた。

　と、その中央、

「お帰りなさいませ、我らが盟めい主しゆ。そして、ようこそお越し下さいました、お客きやく人じん」

　松たい明まつを手にした一人の男が、色いろ気けに粘ねばる声で出迎えた。

　古ふる写真から抜け出た紳しん士し、という表現がピッタリ来る、暗あん灰かい色しよくのテールコートで装った、老ろう若にやく判はん別べつの付かない白はく皙せきの美び男なん子し……〝冀き求きゆうの金きん掌しよう〟マモンである。松明を掲かかげるのと反対側がわの手に、トップハットを隠かくすように持つ挙きよ措そも、芝しば居いのように洗せん練れんされていた。

　もちろん、これが普通の人間であるわけがない──偉い〝徒ともがら〟なんだろう、と雰ふん囲い気きから見当も付く──と分かっている吉田は数秒、応おう対たいに惑まどい、結局ぺこりと一いち礼れいする。

「こ、こんにちは」

「はい、こんにちは」

　その初うい々ういしい様さまに、穏おだやかかつ胡う散さん臭くさい笑えみで返す〝紅ぐ世ぜの王〟へと、

「道を、通してくれ。準備はできているな？」

　やりとり自体にばつの悪さを感じた悠ゆう二じは、早々に命めいを下した。

　同じ笑えみに、ややの神しん妙みようさを加えて答えつつ、手にした松たい明まつで宙ちゆうにクルリと輪を描く。

「は、それは無む論ろん」

　描かれた輪の中央から銀ぎん色いろの煙、あるいは滴しずくが、粒つぶとなって零こぼれた。粒は次つぎ々つぎ零れて流れを作り、流れは速くなって渦うずを巻く。渦は数秒で縦たてに薄い渦となり、またすぐ中ちゆう空くうを広げて、人を通す入り口の枠わくとなった。その中には、渦の背後にないはずの通路が延びている。要よう塞さい内ないの空間を組み替え、望む場所へと通路を繫つなぐ装そう置ち、『銀ぎん沙さ回かい廊ろう』だった。

　悠二は振り向き、改めて誘う。

「さあ、行こう」

　吉よし田だは回廊の奥行きに、僅わずか不安の色を過よぎらせて、しかし頷うなずいた。

「はい」

　深々と一いち礼れいするマモンをその場に残し、二人は目的の場所へと進む。







　移動要塞『星せい黎れい殿でん』が、短い滞たい空くうを経て、再び動き出す。

「数千年に、今いま暫しばしの時を、お加え下さい」

　他の尖せん塔とうを抜いて聳そびえる、要塞内ないで最も高い碑いしぶみ。

　その天てん突つく穂ほ先さきからやや下がって三さん方ぽうに突き出した、優ゆう美びな踏み台の上に、舞い込む雪に溶け込むような、大きな帽ぼう子しとマントが見える。手にある三角の頭と遊ゆう環かんを備えた錫しやく杖じようも、砕くだけた殻からから先を望む視線も、微び動どうだにさせない、その少女。

　三柱臣トリニテイの巫み女こ〝頂いただきの座くら〟ヘカテーが、唇くちびるから微かすかに、言葉を零す。

「そう、半日にも満たない──今夜、零れい時じを」

　雪降る天に在る、今は見えない物が、重く鈍く、震えた。







　短い廊下を越えて、悠二と吉田が出た先は、不ふ可か思し議ぎな空間だった。

　頭上に果てしなく広がる星ほし空ぞら、立つ者を正せい反対に映す漆しつ黒こくの床、大きな円形に立てられた柱ちゆう列れつ、そして、暗夜の海に浮かぶ氷ひよう海かいのように競せり上がる、純じゆん白ぱくの石からなる祭さい壇だん。

　静せい謐ひつで清せい浄じような、神しん秘ぴの空気に満ちた、そこは『星せい黎れい殿でん』の中ちゆう枢すうたる一いつ郭かくだった。

　なにも知らない吉田でも、

「神しん殿でん……？」

　一ひと目めでそう、悟さとっていた。

　悠ゆう二じは頷うなずき、臆おくせず進む。

「そのとおり、名前は『星せい辰しん楼ろう』──まあ、どうでもいことかな」

　祭さい壇だんの正面、簡かん素そな様よう式しきの階段前まえに、柱に囲われた、やや広い空間がある。

　この中心に悠二は立ち、おずおずと吉よし田だが追いついてくると、

「起き動どうせよ」

　一ひと言こと、足あし下もとに力を注そそぎ込んだ。

「あっ!?」

　驚く吉田の足下で、黒い床面が唐とう突とつに平面を崩くずし、激しく波なみ打うち始める。波は程ほどなく形を崩し、不ふ規則に個々の高さを変えて、また唐突に静まった。

　後に残されたものは、祭壇の前を占める、黒々と輝く複雑な凹おう凸とつ。

　どういうわけか、吉田は、

「……」

　それらに既き視し感かんを覚え、自分たちを囲むものの全ぜん景けいを、グルリと見回した。

　そして、気付く。

「……御み崎さき市し！」

　細かな凹凸は、彼女もよく知る、地形の起き伏ふくや建けん造ぞう物。

　ミニチュアの御崎市が、そこに形けい成せいされていたのである。

「坂さか井い君、これって、まさか」

　既き視し感かんを覚えることができたのは、街並みを熟じゆく知ちしての実感からではない。ほぼ同じ物、御崎市のミニチュアを何度なく見て、その中に立ち入り、また利用もしてきたためだった。

　悠二は、吉田の問いかけを首しゆ肯こうする。

「うん、この床の下には、『玻は璃り壇だん』が在る」

　御崎市を襲おそった〝狩かり人うど〟フリアグネによってシャナらの許もとに齎もたらされた銅どう鏡きよう『玻は璃り壇だん』は、その後何なん度どとなく、襲おそい来る〝徒ともがら〟と対する彼女らにとっての、自じ在ざい法ほうを監かん視しする装そう置ち、あるいは単純にモニターする地図として、重要な役割を負ってきた宝ほう具ぐだった。

　悠二は、代だい行こう体たいとしてシャナを迎えに（実じつ質しつは捕らえに）戻ってきた際にこれを、まさに使用していた田た中なかや吉田の眼がん前ぜんで取り上げている。彼の言うには、『玻は璃り壇だん』は元々創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟の持ち物で、ゆえに返してもらっただけであるらしいが……。

　いずれにせよ、宝具は本来の持ち主の許もとで、その機能を十じゆう全ぜんに発はつ揮きしているらしい。

　縮しゆく尺しやくに寸すん分ぶんの狂いもなく、御崎市の光景を再現している黒い起伏は、吉田にはまるで、闇やみの中で街が凍り付いているようにも見えた。そうして彼女は、

「!!」

　とある異い物ぶつが、平へい然ぜんとそこに混じっていると気付いて、ぎょっとなる。

　今立っている、ミニチュアにおける河か川せん敷しきの位置からほど近く。

　見み紛まごうはずのない街の象しよう徴ちよう、市の中央を流れる大たい河が・真ま南な川がわに架かかる御み崎さき大おお橋はしの傍かたわらに、在り得ない異い物ぶつとして、巨きよ大だいな球きゆう体たいが浮かんでいた。どこまでも精せい巧こうなそれは、割れ砕くだけた天てん頂ちよう部ぶから内部に覗のぞく尖せん塔とう群ぐんまでを、忠ちゆう実じつに再さい現げんしている。

「これが……『星せい黎れい殿でん』？」

「その通り。本来なら映らないはずなんだけど、殻からが壊こわされてるからね。隠いん蔽ぺいの力も、とある物に大たい半はん使ってるし、まあ仕し様ようがないよ」

　悠ゆう二じは困った風ふうに肩を竦すくめて見せた。

　敵てき大だい組織の本ほん拠きよ地ちが街のど真まん中なかに居い座すわっていることを、吉よし田だは地図上じように表された視し覚かくから理解して、密ひそかに怖おぞ気けを走らせる。

「この『玻は璃り壇だん』を使って、調ちよう律りつの逆を？」

「うん。君が施ほどこした修しゆう復ふくの形を捉とらえることになっている」

　何気なく、という形で隠かくすこともない、当然のこととして、悠二は吉田から離れた。

「そこが、君を連れてきたかった場所。そして──」

　反射的に後を追おうとした彼女に、拒きよ絶ぜつの掌てのひらを軽く、できるだけショックを受けないような形で向けて、一人、競せり上がる純じゆん白ぱくの祭さい壇だんの方へと向かい、深く遠い、男の声で言う。

「こっちが余の、在るべき場所だ」

　石段を上がり、祭壇の中央に立ち、頭上の星せい天てんへと吸い込まれるように、舞い上がる。

　分かっていた立場、役割、場所、それらを納なつ得とくしていてなお、吉田は張り裂さけるような別べつ離りの痛みを、この僅わずかな距離の中で感じる。感じて、黒い御崎市しの中で、彼を見上げる。

　と、その見上げる星天が、悠二の頭上で割れた。

　砕けるのではなく、プラネタリウムの天てん井じようが開くように、複ふく雑ざつながら規則的に分ぶん割かつされてゆく。広いドーム状だったらしい、星空も消えて床同どう様ようの黒くろ一色となった壁の外は、意い外がいなことに機き械かいの塊かたまり。噴ふき出す蒸じよう気きと駆く動どう音おんが、神しん秘ぴの空間を一気に現実へと引き戻す。

　いつしか悠二は、その中空に浮かんだ石いし造づくりの玉ぎよく座ざに着いている。

　まさに、彼自じ身しんが言う通りの、在るべき場所に在る者の姿すがたとして。

　そこに突然、

《っこぉ──ちら中央制せい御ぎよ室しつ!!》

「ひゃあっ!?」

　吉田を思わず飛び上がらせる、機械の奏かなでる騒そう音おんに負けない……というより、その分だけボリュームを上げた素すっ頓とん狂きような声が、一いつ帯たいに響ひびき渡った。

《展開予よ備び起き動どう中の『星せい辰しん楼ろう』、音声は通じていぃーますかぁー!?》

　悠二は包み隠かくさない苦にが笑わらいとともに、盟めい主しゆの声で答える。

「通じている。もう少し、音は小さくとも良いぞ」

《ほーら、やっぱり。だから音量が大きすぎるって言ったのひにひいはたはたはたはた》

　妙みような声が割って入ってから、

《そぉーんなどぉーっでも！　いいことより！　早さつ速そく今すぐ速そつ攻こうで!!　『星せい黎れい殿でん』の全んー機き構こうを『真しん宰さい社しや』形けい態たいに切ぃーり替えますが、よぉーっろしいでぇーすねぇー!?》

　ややボリュームの下がった声が続けた。

　俄にわかに騒がしくなった神しん殿でんの宙ちゆうで、悠ゆう二じは大きくない、しかしよく通る声で、許きよ可かを出す。

「拒こばむわけがあるまい……存ぞん分ぶんに、やれ」

《了りようぅ──っ解かい!!　ぃいーっきますよぉー!?　私の作り上ぁーげた！　究きゆう極きよく完全変へん形けい超ちよう合ごう金きんＤデェーッＸラツクス!!　『我が学がくの結けつ晶しようエェ──ックセレント─２５２５７０　宰さい祝しゆくの社しや壇だん』っ展開ぃーっ開始!!　ポチッとな！》

　絶ぜつ叫きように小こ声ごえを付け足す珍ちん妙みような叫びの最後に、スイッチらしき音が重なった。

　と同時に、遠く深くで鳴めい動どうが始まり、やがてその音は駆く動どうの震えと共に二人の周囲へと伝わってくる。ズズズ、とも、ゴゴゴ、とも聞こえる巨きよ大だいな溜ためを数秒置おいて──いきなり、

「!?」

　吉よし田だが堪たまらず身を竦すくめるほどの、エレベーター上昇に数すう倍ばいする体感が、足あし下もとから全身に伝わってきた。咄とつ嗟さに見上げた、機き械かいで埋め尽くされた天井が八はつ方ぽう、花のように開いて、彼女らのいる『星せい辰しん楼ろう』が区画ごと、平らな丸まる盆ぼんのような形で、中ちゆう空くうへと伸び上がる。

　外に飛び出たことで見やれば、要よう塞さい上じよう部ぶの光景も、劇的に変わっていた。

　周囲に聳そびえている尖せん塔とうが、次々と揺れ動き、折れ曲がって、大きさ相そう応おうの緩やかな動きを以て四し散さん崩ほう壊かいしてゆく。単なる崩壊ではない。崩くずれた中から金属製せいの巨きよ大だいなアームが何十と飛び出しては伸しん張ちようし、崩れた後には金属の壁や床が張り出しては接せつ合ごうし、蒸じよう気きの噴ふん射しやと火ひ花ばなの飛ひ散さんを伴う、誕たん生じようの金かな切きり声ごえを喚わめき立てていた。

　濛もう々もうたる粉ふん塵じんが降りしきる雪に交じり、

　殷いん々いんたる轟ごう音おんが吹き荒れる寒かん風ぷうを貫つらぬき、

　いつ果てるともない混こん沌とんを一いつ帯たいに振り撒まいてゆく。

「────ッ!!」

　その、まさに中心部に在った吉田は、高きから全ての変へん貌ぼうを体感した。

　彼女からさらに高く、祭さい壇だん上に浮かぶ玉ぎよく座ざに在った悠二も、変貌した要塞、彼らが目め指ざし、今いま完成した野や望ぼうの牙が城じように向けて、高こう揚よう感かんで張り裂さけんばかりに、声を震わす。

「く、くくく……はははははははははは!!」

　彼らの下には、かつて『星せい黎れい殿でん』を形かたち作づくっていた瓦が礫れきが河か川せん敷しきを埋め尽くすほどに積み上がり、卵の殻からを脱ぎ捨てた雛ひなが、早くも翼つばさを広げるように、己おのが真新しい威い容ようを誇っていた。

「こうでなくてはならぬ!!」

　現れたのは、

　鈍にび色いろと銀ぎん色いろを織り交ぜ、天に向かって捻ひねり上がる鋭えい角かくと見える、金属の巨きよ塔とう。

　秘ひめられた神しん殿でんだった『星せい辰しん楼ろう』は、今や高きに掲かかげられる舞台、あるいは捧ささげられる器うつわとして頂いただきに配されていた。その縁ふちを、尖せん塔とうに混じり立っていた碑いしぶみが、生いけ垣がきのように曲がりくねって取り囲み、三さん方ぽうから内うち向むきに突き出した踏み台の上に、三柱臣トリニテイが端たん然ぜんと佇ちよ立りつしている。

　重じゆう厚こうさを光こう沢たくと宿す壁を下って、

　真ま南な川がわへと沈み込んだ基き部ぶから、太くも高く聳そびえ立つ巨大感、

　金きん城じよう鉄てつ壁ぺきの例たとえそのままという、堅けん牢ろうさを見せる建築様式、

　複雑に絡み合い、全体を支え合う、機械としての完成度、

　造ぞう作さくの規き模ぼ、与える威い圧あつ感かん、技術の水準、全てが三千年前まえとは格かく段だんに違う、それは現代に蘇よみがえった創そう造ぞう神しんの祭さい祀し場じようだった。古こ画がに描かれた混乱の塔、あるいは神しん話わに伝えられる宇う宙ちゆう樹じゆとも見えたが、それらには決して付ふ随ずいしないとある物が、この塔には在る。

　真南川周しゆう辺へんは無む論ろん、

「な、なんだあれは!?」「うわっ!?」「きゃああああーっ!!」

　近きん隣りんの橋きよう上じようや道どう路ろ、

「さっきの騒そう音おん、一体なんだったんだ」「お、おい、見ろ!!」「へ、──っ？」

　市街の方々からも、

「ちょっ、冗じよう談だんでしょ？」「雪の中に、なにか……浮いて、る？」

　それは──見えた。

　雪の舞い降る空に、黒く、どこまでも黒く、のたうち遊ゆう弋よくする──蛇へび。

　あまりな巨きよ大だいさが現実感かんを喪そう失しつさせ、畏い怖ふと崇すう敬けいを湧わかしめる──神。

　創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟の、蛇じや身しんだった。

　全体を覆おおっていた隠いん蔽ぺいの力が、その根こん源げんたる要よう塞さいの崩ほう壊かいによって消え去り、彼は別れを告げる人の世に、姿すがたを現していた。そうして、新たに向かう始点から、雪の舞いに波打つ航こう跡せきを残すほど絶ぜつ大だいな、歓かん喜きと昂こう揚ようからなる咆ほう哮こうを発する。




「──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ──ッ!!」




　見た者も、見ぬ者も、全てを捕らえて叩たたく音の津つ波なみを追って、地面を一つの、金きん色いろの火か線せんからなる紋もん様ようが、波は紋もんのように追っていった。それは、音の威い力りよくが雪の中に搔かき消える頃ころ合あい、御み崎さき市しの全ぜん域いきへと広がってから、一いつ挙きよに炎ほのおとなって吹き上がる。

　後に残されたものは、地面に残り、奇き怪かいな紋もん様ようを描く金色の火線と、御崎市全域を覆おおい尽くすほど広大な、炎を時とき折おり過よぎらせる陽炎かげろうのドーム。

　出現した黒い蛇を中心に、なにもかもが静せい止ししている。内部を世界の流れと断だん絶ぜつさせ、外部から隔かく離り・隠蔽する因いん果が孤こ立りつ空間──自じ在ざい法ほう『封ふう絶ぜつ』発はつ動どうの光景だった。

　その使用者たるベルペオルが、踏み台の上から我わが儘まま放ほう題だいな盟めい主しゆへと言ごん上じようする。

「我ら、これより大たい命めい最終段だん階かいの備えを始めたく」

「うむ」

　巨きよ大だいな蛇じや身しんの下か方ほう、宙ちゆうにある玉ぎよく座ざから、その代だい行こう体たいが答えた。蛇身同どう様よう、歓かん喜きと昂こう揚ように打ち震えながら、そこに在るもう一つの意い思しが、それ以外の感情と、声で、付け加える。

「だが、その前に」

「は。ではまず、そちらから」

　恭うやうやしく一いち礼れいしたベルペオルは、巨大な封ふう絶ぜつを張る以上に大きな力を、身しん中ちゆうに練る。

　玉座から悠ゆう二じが、同どう心しん円えん上に対する踏み台からヘカテーとシュドナイが、そして黒く御み崎さき市しを形かたち作づくる『玻は璃り壇だん』の中から吉よし田だが、それそれ見つめる先で、目を一いつ旦たん閉じた彼女は、ゆっくりと右目から、開ける。

「──『タルタロス』──」

　声に応じて、その身を飾っていた鎖くさりが、ゆるりと宙ちゆうを漂い始めた。神の眷けん属ぞくたる彼女が持つ特別な宝ほう具ぐ、鉤こう鎖さ『タルタロス』である。僅わずかな静せい寂じやくの内に、いつしか彼女を中心とした大きな輪を作っていたそれは、内から圧力を受けているかのように張り詰める。

「──封ふう絶ぜつに同どう調ちようせよ──」

　声と共に左目が開くや、鎖の輪は、環わの一いつ片ぺんとなって弾はじけ、全ぜん方ほう位いへと、金きん色いろの光を引く流りゆう星せいのように飛び去った。それが、封ふう絶ぜつの効果範はん囲い外周へと達した瞬間、彼女は最後の一いち眼がん、額ひたいの目を強く見開き、命じる。

「──内なるを捕らえ──」

　封ふう絶ぜつ外がい周しゆうに浮かんだ数百という鎖の環が突然、外周の円に沿って、一いち方向への疾しつ走そうを始めた。その後には、まるで残ざん像ぞうのように鎖の環が生み出されてゆき、長い長い鎖が全ぜん方向で形けい成せいされてゆく。ほんの数十秒で、それらは外周をなぞる一つの輪を形成し、一気に連れん結けつした。

「──干かん渉しようを遮しや断だんせよ──」

　最後の命令を受け、鎖は内に囲んだ御崎市に在る全てを防ぼう護ごする力となる。そうして数秒、御崎市を囲む輪となった鎖は、搔かき消すように消えた。

　深い吐と息いき一つ、ベルペオルは報告する。

「終わりました、我らが盟主」

「よし」

　彼女本来の盟主が命めいじたものではない、その遂すい行こうを報告する声に、悠二は皮ひ肉にくの響ひびきが混じっているように感じたが、もちろん表おもてには出さない。代わりに、驚き戸と惑まどう吉田を安心させるため、玉座から説明を、坂さか井い悠二の声で落とす。

「吉田さん。これで、封ふう絶ぜつの中にいる全ての人は、どんな戦いに巻き込まれても、喰われることはなくなった。これから無む数すうの〝徒ともがら〟が押し寄せるけど、皆、誰だれも、大だい丈じよう夫ぶだ」

「そう、ですか……良かった」

　吉よし田だは安あん堵どのあまり、脱だつ力りよくが微笑に変わるのを感じていた。

「皆、鉄みたいに固くなったんですか？」

「いや、少し違うな」

　馬ば鹿か正直に答えるべきか、少しだけ迷って、やはり隠かくさずに伝える。

「いかに我が参さん諜ぼうでも、全ての物を完全に防ぼう御ぎよするのは流石さすがに無む理りだ。壊される時は、壊される。ただ、喰われるのを防ぐ……つまり〝存在の力〟への変へん換かんを妨さまたげるんだよ」

「……それは、後で？」

「うん、修しゆう復ふくができる」

　今度は良かったとは返せない吉田に、せめてもの保ほ証しようをした。そうして、さらなる命令を、全く簡単に、付け加える。

「ベルペオル、彼女にも」

「は」

　先より遥かに小さな力を集中させたベルペオルは、鎖くさりの環わを一つ、飛ばした。

　それは驚く間もない吉田の胸に当たって弾はじけ、

「あっ!?」

　首に掛かる、細い鎖のネックレスになる。

　それを、悠ゆう二じは軽く、指で差した。同じく保証と、新たな確かく認にんをする。

「一応、より厳げん重じゆうに守るためのものだよ。ただ、そこに隠かくしてる物の、封ふう絶ぜつ内ないで動ける以外の機き能のうは封じさせてもらう。呼べるんだろう、彼女を？」

「!!」

　反射的に、吉田は服の内に隠していた物を上から押さえていた。指し摘てきされて初めて気付かされたが、こうして封ふう絶ぜつ内ないで動けているのだから、これを持っていることは──まったく間の抜けた話だったが──傍はた目めには明めい々めい白はく々はくだったのである。ただ、

「この状況で〝紅ぐ世ぜの王〟一人を呼んでどうなるとも思えないけど、念のために、ね。今さら中ちゆう枢すう部ぶで引っ搔かき回されるのも面めん倒どうだし……できれば、大人おとなしくしててほしい」

　気き遣づかう形で行動を封じようとしている悠二が、彼女の姿すがたの内に想そう像ぞうしていた『図ず星ぼしを突かれた焦あせり』と、実際に彼女の内ない心しんを満たしていたものは、実は全く違っていた。

（私は……）

　彼女は逆に、こう、思っていた。

（私は今、ホッとしたんだろうか）

　押さえた胸に、密ひそかにかかっている物は、縦たて横よこの長さが同じ、ギリシャ十じゆう字じの形をしたペンダント。一人の〝紅ぐ世ぜの王〟から託たくされた、その宝ほう具ぐの名を『ヒラルダ』という。

　後ろめたい戸と惑まどいの中、思いは巡る。

（坂さか井い君のやり方を見み届とどけて、私がどう使われるかを見み極きわめて、もし受け入れられなければ、これを使うつもりで来て……そのはずが、こうして封じられてしまったことに）

　冷静に自身の行動を考え直してみれば、迂う闊かつすぎる結果と言うしかない。先から自うぬ惚ぼれていたように、彼を理解しているというのなら、なおさら救い難い、作さく為いの失敗とすら言えた。

（そう、相手は坂井君なのに）

　坂井悠ゆう二じが、彼女の持つ唯ただ一ひとつの抵てい抗こう手段（と思える物）を見落とすわけがない。分かっていて見み逃のがすなど論ろん外がいだったし、なにより先の封ふう絶ぜつ云うん々ぬんの言葉から察するに、余よ計けいな真ま似ねをさせないよう無む警けい戒かいな振りでここまで誘い、最後の最後で発はつ動どうを封じた可能性も高かった。

　代だい行こう体たいたる少年は、吉よし田だ一かず美みを利用するとなった以上は、真剣に、本ほん気きで、接している。

　対する自分の不ふ甲が斐いなさ、覚かく悟ごの温ぬるさに、吉田は身も縮こまる思いだった。

（私は、止めてもらえる可能性に目を瞑つぶって、坂井君にもう一度会あえた想いの高まりに身を任せた、だけだった……私は結局、まだ想っている自分にさえ、甘えてたんだ）

　彼女は、自分がそうして過か誤ごや失敗を一歩一歩、積み重ねて前に進んでゆくことが、自分の強さの本ほん質しつであることを、まだ理解していない。

（ちゃんと、考えなきゃいけない……ここまで、来たんだもの）

　理解せぬままに、また一歩。

（考えよう、私が、ここにいることの意味──ううん、価値を）
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　押さえていただけの『ヒラルダ』を、服の上から強く握り締める。

　数ヶ月前まえ、御み崎さき市しへと襲しゆう来らいした〝彩さい飄ひよう〟フィレスが、悠ゆう二じの宿す永久機き関かん『零れい時じ迷まい子ご』に囚とらわれている（と吉よし田だは思っている）『永遠の恋人』ヨーハンを救うための力……と称し、託たくした宝ほう具ぐ。その機き能のうは、強大な〝紅ぐ世ぜの王〟たるフィレスを召しよう還かんすることである。

　ただし、その代だい償しようは、とてつもなく大きなものだった。

　即すなわち、宝具を使用する者の〝存在の力〟。

　使えば、存在の痕こん跡せきや他た者しやの記き憶おく、人として在った証あかしの全てを失い、この世から消える。

　そして、この代償と結果は、吉田が使う場合は、より酷こくな形となる。

　彼女が己おのれを捨ててまで使う場合、それは悠二の関係する危き機きであろう。そうして救われた彼は、彼女の消えた世界で、シャナと共にこの世に在り続ける。まだ想っているとは言え、彼は既すでにシャナを選んでいるのである。そうさせるには、あまりに条件が厳きびしすぎた。

（そういえば、シャナちゃんも鎖くさりで力を封じられてた、って言ってたっけ）

　我ながら滑こつ稽けいな対たい抗こう意識が、湧わいてくる。

　それが弾はずみとなって、もう一つ、考えることを増やす。

（シャナちゃんたちは、もうカムシンさんやベヘモットさんから聞いてるのかな？　お二人は必要なら話すんだろうな……でも、田た中なか君から捕まったことも聞いただろうし、どっちみち戦せん力りよく外がいだと思われてるかもしれない）

　この発はつ動どう条件を知っているのが、吉田とフィレスという当とう事じ者しや二人、それに吉田が相談した調ちよう律りつ師したるフレイムヘイズだけ、ということを。知らなければ『ヒラルダ』は先の悠二のように、強大な〝紅ぐ世ぜの王〟を召還する便利な宝具としか見えない。

（どのみち、封じられてはしまったんだけど）

　やっぱり、その場の感情に任せず、もっと慎しん重ちように動くべきだったのだろうか、と僅わずか後こう悔かいしつつも、なお彼女は考え続ける。

（そう、ここは、そのための全てが揃そろった場所なのかもしれない）

　フィレスがどういうつもりで、この使い難い宝具を、自分の最さい愛あいの人を救うための切り札として託したのか、吉田は今こそが、逃げずに見み据すえる時だと感じていた。

　そうする間にも、状況は彼女を置いて、先に進んでゆく。

　ベルペオルと同じく、神しん殿でんを囲む踏み台の上から、

「盟めい主しゆ殿どの、『真しん宰さい社しや』の設せつ営えいも完了した様よう子す。早々に、封ふう絶ぜつ内ないへの哨しよう戒かい網もう整備と河か川せん敷しきへの防ぼう衛えい線せん敷ふ設せつを行いたいと存じますが」

　シュドナイが軍ぐん団だんの指し揮き官かんとして、次なる許きよ可かを求めていた。

　玉ぎよく座ざにある悠二は、盟主の声で明確に指し示じする。

「よし、配置は事前演えん習しゆう通りだ。最悪、既すでに市内へと潜せん伏ぷくしている可能性も考こう慮りよに入れて、先せん発ぱつ隊たいを出せ。おっつけ、無む関係のフレイムヘイズや同どう胞ほうも、ここに気付くだろう……戦いくさのみならぬ混乱を覚かく悟ごせよ、と諸しよ将しようにも念を押しておけ」

「は」

　言うや、シュドナイは銀色の粒つぶに巻かれて消えた。

　巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』中ちゆう腹ふくの城じよう塞さい部ぶが、慌あわただしい喧けん噪そうに満ち始める。

　程ほどなく軍ぐん団だんが押し出してゆくだろう、それら熱気を下か方ほうに望んで、

「では……今度こそ、本当に始めよう」

　自身も歓かん喜きに打ち震える悠ゆう二じは、再び玉ぎよく座ざから宙ちゆうへと舞い上がった。

　呼こ応おうして、上空至し近きんを遊ゆう弋よくしていた漆しつ黒こくの蛇じや身しんが、鎌かま首くびをもたげる。

「……っ!!」

　息を吞む吉よし田だを背に、一切の気を払わず、悠二はその額ひたいへと立った。野や心しんに黒く燃え滾たぎる瞳ひとみを神しん殿でんの一角、踏み台に目を閉じて佇たたずむヘカテーへと差し向ける。

「我が巫み女こよ、最後の宣せん布ぷだ」

「はい」

　命めいを受けた創そう造ぞう神しんの巫女は目を開き、手にある錫しやく杖じよう『トライゴン』の石いし突づきで一いち撃げき、踏み台を打った。三角形の錫杖頭とうに嵌はまった、同じく三角形の遊ゆう環かんが、シャーン、と透すき通った音を一いつ帯たいに響ひびき渡らせる。その中に混じって、

「──〝頂いただきの座くら〟ヘカテーの、いと近きに在る御おん身みより──」

　音おん吐と朗ろう々ろうの声が、

「──此方こなたが大だい杖じよう『トライゴン』なる、彼方かなたへの他た心しん通つうあれ──」

　続いて、明るすぎる水色の三角形が無む数すう、零こぼれ落ちていた。

　大小無数の三角形は、舞ってはぶつかり、ぶつかっては砕くだけて、三角形の数をどこまでも増やしてゆく。声の余よ韻いんが消える頃には、目に眩まばゆい水色の三角形は、新たな吹雪ふぶきとして神殿どころか巨塔全ぜん体たい、漆黒の蛇身までをも覆おおい尽くしていた。

　これを操あやつっていたヘカテーは、忘ぼう我がの表情を覚まして、準備の完了を告げる。

「お声を」

　創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟の代だい行こう体たいたる坂さか井い悠二は、ゆるりと頷うなずいて、創造神としての声で、三角形の吹雪の中に、それを介かいして全ぜん世界津つ々つ浦うら々うらへと、語りかけていった。

「──仰ぎ、見よ」

　声は三角形に反射して、封ふう絶ぜつによる断だん絶ぜつをも抜けて、渡ってゆく。

「余よこそ神さぶ、奇くしき業わざなり」

　御み崎さき市しへと全てを引き寄せる、まさしき力たる、神の声を。










　　　　断だん章しよう　生いき様ざまの姿すがた







　エンジンの轟ごう音おんに震える小窓から下方一面、海が夕暮ぐれ後の薄うす闇やみに侵おかされつつある。

　既すでに日本近きん海かいと分かっていても、ヴィルヘルミナ・カルメルは落ち着けなかった。

（使命のために戦うのがフレイムヘイズ）

　彼女らは当然、時間的な余よ裕ゆうを計算した上で移動しているが、世界を変えてしまう事じ変へんが今以もつて進行中という状況である。無意味と分かっても焦しよう燥そうを感じずにはいられない。

（そう彼女に教え、諭さとしてきた）

　ここに至るまでの数時間・空港付近でもない空域で、彼女らの乗機が数回もの異ニ常ア接ミ近スを起こしているとなれば、なおさら。こちらが気け配はいと姿を消しているにしても多すぎた。

（そんな私が今、彼女個人のために戦おうとしている）

　幸いパイロットの腕は確かで、急場で調達した小型旅客機を巧たくみに操あやつり、数度の危き機きを回かい避ひしている。焦燥が、辛かろうじて危機感へと変じずに済んでいるのは、彼の功こう績せきと言えた。

（彼女と再会した時に、もう私の役割は終わっていた、と知ったはずだった）

　異ニ常ア接ミ近スの頻ひん発ぱつという事実は、空路で日本に向かう〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟の激増を示している。空港にフレイムヘイズが待ち構えていると知った上でなお、彼らをそうさせる理由は一つ。

（なのに、私は勝かつ手てに肩かた肘ひじを張って、今まで自分が進んできた道に固こ執しつしていた）

　三度目の、そしておそらくは最後となるだろう、創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟による大たい命めい宣せん布ぷ。

　遂ついに、楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』を創造する、時刻と場所の詳しよう細さいが、明かされたのだった。

（それは使命感ではなく、使命に殉じゆんじた友への誠まことという、私自身の思い……私し情じようだった）

　時刻は、日本時間で午前零れい時じ。

　場所は、同じく日本の御み崎さき市し。

（私は、それを大切にしたい一心で、彼女自身の意思を、在あり様ようを、侮ぶ辱じよくしていた）

　これを聞いた〝徒ともがら〟の、おそらくほぼ全てが、日本へと向かうはずである。彼女らは、その中心部へと殴なぐり込みをかけている。にもかかわらず、恐きよう怖ふではなく、ただ焦燥があった。

（でも、それも、もう──）

　焦燥を紛まぎらせるための、しかし真剣な再確かく認にんを終え、ヴィルヘルミナは決然と前を向く。

　バスほどの広さしかない客室内に在るのは、ともに殴り込みをかける面々の、後ろ姿。

（なにより、使命の方が、この新たな局面の中で揺ゆらいでしまっている）

　誰だれ一人として口を開かず、静かに到着と開戦の時を待っている。その、各おの々おののやりかたで時を潰つぶしている様さまを、一番後ろの席から眺ながめることができた。

（それでも、彼らはそれぞれの戦う理由から）

　一番前の席にあるのは『大だい地ちの三さん神しん』たち。

　彼らは一いつ旦たん決断を下してからは、余よ計けいなことは何も言わない。イーストエッジは岩のようにどっしりと座り、その隣となりでウェストショアがうつらうつらしている。通路を挟んだ反対側の席を占めて寝ね転ころぶサウスバレイは、通路に足と義ぎ足そくの端はしを投げ出していた。

（今……ここに在って、ここで生きている）

　そこから数列開けた席に、

（──「生み出された側としちゃ、今以上に酷ひどくなる親おや父じ殿どのの狼ろう藉ぜきを止めなきゃな」──）

　気き負おうでもなく言ったサーレ・ハビヒツブルグが、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶって椅い子すにかけ、

（──「私たちは、シャナさんの提案が皆のためになる、と判はん断だんしました」──）

　逆に、大いに気負って言ったキアラ・トスカナは、その肩にもたれかかってている。

（それまでの自分を堅けん持じしようとする者も）

　さらに後ろ、席に立てかけた布ぬの巻まきの鉄てつ棒ぼうしか見えないが、傍かたわらには、

（──「ああ、最さい良りよう解かいへのアプローチがあるというのなら、試みるべきでしょう」──）

　一言で協力を約やくしたカムシンが、常の如ごとく端たん然ぜんと座っているのだろう。

（そうでない者も、命を賭かけて進んでいる）

　すぐ前の席で、

（──「ここまで関わってんのに、今さら戦わないなんて言えないわよ」──）

　いつもの調子で同行を決めたマージョリー・ドーが、ぼんやりと窓の外を眺ながめ、

（──「シャナちゃんがやれるって踏んだんなら、やれるでしょう……たぶん」──）

　彼女に続いた佐さ藤とう啓けい作さくは、その隣りん席せきで背せ筋すじを伸ばし、しかし落ち着きなく座っている。

（今……ここになく、既すでに去った者たちも）

　ヴィルヘルミナの胸の内に、戦いの中で果てた顔が、次々と過よぎっていった。

　たった数日の内というものから、数年、数百年も昔というものまで、次々と。

（使命、それ自体のため、それ以外のため……誰だれもが、ただ生いき様ざまを示し、駆かけ抜けただけ）

　瞬しゆん間かん、面おも影かげが一つ、




（──「とっくに、私は、全力で生きてる」──）




　新たに、過ぎった。

（そう、でありますな……マティルダ・サントメール）

　全く自然な微笑ほほえみが、その顔に浮かぶ。

　隣、彼女と手を繫つなぎ、無防備に体を預け眠っている少女を、見た。

（私は、私たちの育てたこの子が、自分で定めた道を進む、そのためにこそ、戦おう）

　誓ちかいは、心だけに響ひびく。










　　　　３　闘とう争そうの渦うず







「行こう」

　世界中から一点を目め指ざして、

「ミサキ市へ」

　無数の〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟が集まってくる。

「日本」「そうだ、そこに行けば」

　人間と〝徒ともがら〟、両種しゆ族ぞくの歴史においても、

「零れい時じに」「俺おれたちのための」「楽らく園えんが!!」

　全く前ぜん例れいのない規き模ぼで。

「速く、速く！」「楽園だ！」「あははは!!」「遅れるな！」

　空を飛び、海を渡り、自ら走って、

「行こう!!」「ああ、楽園へ!!」「楽園『無ザ何ナ有ド鏡ウ』へ!!」「走れ!!」

　彼らは一いち路ろ、日本の御み崎さき市しへと、集まってくる。

　そして、

「逃がすな」

　もう一方に在る者、

「奴やつらを逃がすな」「人ひと喰くいどもめ」

　フレイムヘイズが、〝徒ともがら〟を追う。

「許さない、絶対に」「仇かたきだ」「殺してやる」

　底そこ抜ぬけに明るい〝徒ともがら〟らとは反対に、

「このまま楽らく園えんに!?」「させるか」「殺してやる！」

　フレイムヘイズらの声は、憎ぞう悪おに満ちている。

「行かせない」「次の餌えさ場ばを作るだと」「殺してやる!!」

　ただ殺すため、使命と諮はかることもなく、

「なにが楽園だ」「行くぞ！」「ああ、日本へ！」「ミサキ市へ!!」

　彼らも一いち路ろ、日本の御み崎さき市しへと、集まってくる。

　決けつ戦せんが、始まろうとしていた。







　世界を、一点へと巻き込む動きがある。

　フレイムヘイズと〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟を巻き込んで、騒そう動どうを引き寄せ、波は乱らんの因いん果がを招き、激げき突とつへと収しゆう束そくさせる、それ。片側が意い図と的に狙ねらいでもしない限り、遭そう遇ぐうの頻ひん度ども少ないはずの両者が、ごく短たん期間で断だん続ぞく的に衝しよう突とつした末に、それは現れるという。

　世の人の称しようして──『闘とう争そうの渦うず』。

　今、誰だれからもそれだと見なされている場所、封ふう絶ぜつの内に静せい止しする日本の御崎市には、誰の目にもそうだと示そうとするかのような、者と物が在る。

　創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟の黒い蛇じや身しんと、その額ひたいで瞑めい目もくして立つ代だい行こう体たい・坂さか井い悠ゆう二じ、そして隷れい下かにある大だい組織［仮装舞踏会バル・マスケ］の組み上げた巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』である。

　黒い蛇身も代行体も、宣せん布ぷを終えて以降、巨塔の上空で身じろぎ一つせず固まっている。まるで双そう方ほう、動くべき時のため、力を微み塵じんも浪ろう費ひすまいと努めているかのように見えた。

　そんな彼らの下、威い容ようを聳そびえさせる『真しん宰さい社しや』の頂いただきで、人間・吉よし田だ一かず美みは、感じる。

（なにもしていなくても、分かる）

　頭上の二人も、それ以外も、焼け付くような意い欲よくを纏まとっていることを。そう感じ得るだけの平へい静せいさが、彼女にはあった。それ以外の方に目を落として、また感じる。

（なんて賑にぎやかで、忙せわしそうで……楽しげなんだろう）

　これは無む論ろん、彼女が剛ごう胆たんさを身に付けたからでも、諦あきらめの境きよう地ちに至ったからでもない。そこに立たされて数すう時間を経てなお、未いまだ疲ひ労ろうも空くう腹ふくも感じておらず、またその間になすべきことが、ただ見ることしかなかったため、という単なる慣れの結果だった。ちなみに、空くう腹ふくと疲ひ労ろうを感じないのは、首に掛けられた宝ほう具ぐ『タルタロス』の欠かけ片らたる鎖くさりの効果である。

（ずっと待ってて、今こそと頑がん張ばって）

　見み慣なれた街の見慣れた場所に、人ひと喰くいの異い界かい人じんである〝徒ともがら〟らが異い形ぎようを繰り出し、数百・千と陣じん取どっていく。目め印じるしなのかそういう決まりなのか（事実としては後者である）、彼らが各おの々おの頭上、武ぶ器きの先せん端たん、掲かかげた手の上に点ともす色とりどりの炎ほのおは、まるで松たい明まつの群れのよう。

　街の中心たる御み崎さき大おお橋はし、堤てい防ぼう、河か川せん敷しきに、

　低い家か屋おくやマンションの多い、西側の住宅地ち、

　自分や池いけの家がある、市し西側の住宅地に、

　さっきまで自分もいた、市立御崎高校に、

　貫かん太た郎ろうや千ち草ぐさがいるはずの坂さか井い家けの方に、

　高いビル群や繁はん華か街がいからなる、東側の市街地、

　田た中なかや緒お方がた、佐さ藤とう家のある、旧きゆう住宅地に、

　真新しい御崎市駅えき、バスのロータリーに、

　歩ほ行こう者しや天国にもなった、中央の大通りに、

　さらには近くの公園、遠くの御崎神じん社じや、旧依よ田だデパート近辺から、御崎アトリウム・アーチのある駅の反対側のオフィス街まで、どんどんと〝徒ともがら〟による炎が広がっていく。

　日常が丸ごと浸しん食しよくされる、光景だった。

（みんな、すぐそこに来ているものへの喜びに弾はずんでる）

　吉よし田だは、住民に一定の安全を保ほ障しようされたためか、場に満ちる無む邪じや気きな熱気に当てられたためか、恐きよう怖ふを確かに覚えつつも、その反対側がわに同どう等とうの大きさの、感かん嘆たんをも抱かされていた。

「まるで、お祭り……」

　知らず、零こぼれていた呟つぶやきに、答えが。

《まさに、そういうことだ》

「!?」

　驚いた吉田は、思わず辺りを見回したが、神しん殿でんを囲む踏み台の上には、三度目の宣せん布ぷを終えて彫ちよう像ぞうのように動かなくなったヘカテーがあるのみ。頭上の悠ゆう二じにも蛇じや身しんにも、特とく段だんの動きは見られない。先の『真しん宰さい社しや』への変へん形けいを知らせてきた素すっ頓とん狂きような声とは、明らかに違う。

（声……そうだ）

　聞く者に、歳さい月げつの積み重ねによる安心を齎もたらす、渋く嗄かれた声だった。

　記き憶おくの中、吉田はとある人物に思い当たる。

（もしかして）

　一年近く前、まだ〝紅ぐ世ぜ〟についてなにも知らなかった頃──思っただけで気が遠くなるような、それは遠い過去だった──に出会った、老ろう人じんの姿すがたをした〝徒ともがら〟に。ずっと後になってから聞かされたその名を、おずおずと口にする。

「ラミーさん、ですか？」

《名を聞かされていたか。その通りだ》

　少しだけ意い外がいそうな声が返ってきた。

　思えば一度だけ、美術館かんを巡りお茶を飲んだだけの間あいだ柄がらだったが、それでも吉よし田だには懐なつかしく親しみ深かった。ふと、その思いが、老人本ほん人にんに対するものというより、無む知ちに支えられた無む邪じや気きな日々への愛あい惜せきであることに気付き、消え入らんばかりに身を縮める。ようやく紡つむぎ出せた言葉は、自分でも嫌いやになるほど、平へい凡ぼんだった。

「ご無ぶ沙さ汰た、してます」

《こちらこそ。お互い、元気かどうかを尋たずね合う、時と場合でないのは残念だが》

　ラミーの方はそれに気付いたのかどうか、軽い冗じよう談だんを交えて再会を喜ぶ。

《ともあれ、久しぶりに君と話す機会ではあったから、作業の一つを買って出たのだ。君も、先の〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟とやりとりするのは疲れるだろう？》

「は、はい」

　タンタンなんとかとは、恐らく『真しん宰さい社しや』を作る直前に響ひびき渡った素すっ頓とん狂きような声の〝徒ともがら〟のことだろう、と吉田は当たりを付けた。今さらながら、その名に聞き覚えがあることも思い出す。一いち連れんの［仮装舞踏会バル・マスケ］が巡らせている企くわだてにおいて、主に技術的な面で深く関わっているとの説明を、シャナやヴィルヘルミナから受けていた。同時に、

（たしか、駅が壊こわれた時の──）

　自分がそうして、すぐ〝徒ともがら〟についての情報を思い出せるほど深く関わっていること、自らも遭そう遇ぐうした機会を持っていることに、先の愛惜と裏うら返がえしの苦く痛つうを覚える。その苦痛を覚えた、という事実に対して新たな自省をする中で、やっと気付く。

「──あの、買って出たって、なにをですか？」

《逆転印章アンチシールの起き動どうだよ》

　挨あい拶さつと全く同じ口ぶりで、ラミーは遠くから『玻は璃り壇だん』に新たな映えい像ぞうを投とう影えいした。

　それは、吉田も見み慣なれた自じ在ざい式しきの表ひよう示じだったが、

「！」

　今という時、初めてという悪あく夢むの様よう相そうを、露あらわにする。

　即すなわち、〝徒ともがら〟であることを示す灯とう火かが無む数すう、御み崎さき市し中ちゆうへと散ってゆく、たった今、自分の目で見ていた光景の完全な俯ふ瞰かん図ずなのだった。彼らが手に手に炎ほのおを点ともしているため、全ぜん軍ぐんの配置が一いち目もく瞭りよう然ぜんとなっている。よく知る道に、家並みに、店に、ビルに、灯火が取り付き、陣じん地ちとしてゆく。数を集中させた場所から少数が散って、中には封ふう絶ぜつから出る者もあった。

（止めて）

　と言って相手が止めてくれたら、どれほど世界は簡かん単たんだろう。

　為なす術すべのない自分の無む力りよくさを改めて痛つう感かんした彼女は、

（あっ）

　とある輝きに目を留める。

　御み崎さき市しの各所に光っている、明らかに〝徒ともがら〟たちのそれとは違う自じ在ざい法ほうの、輝き。

　表ひよう示じされたものの意味を、吉よし田だは把は握あくしていた。

（カムシンさんが街に刻んだ、マーキングだ）

　いつかの実感を、調ちよう律りつの協力者として、確かに。

　と、不ふ意いに輝きが溢あふれて、黒い起き伏ふくからなる御崎市を埋めてゆく。

「！」

　吉田はそれが自分の視し覚かくではない、別の感覚による錯さく語ごだと理解した。気付けば、繭まゆとも思える深緑色の光に包まれ、自身の意識が水すい槽そうの魚のように漂っている。

（そうか、これは『カデシュの心しん室しつ』を再さい現げんしたものなんだ）

　フレイムヘイズ『儀ぎ装そうの駆かり手』カムシンの使っていた、歪ゆがんだ世界を調律する司し令れい塔とうとなる自在法。再びその調ちよう和わした光景、自分の故こ郷きようの形の中に漂いつつ、

《では、起き動どうする》

（起動……逆転アンチ、印章シール──？）

　不ふ吉きつな予よ感かんが、心を過よぎる。

　そして、過ぎった予感、そのままに、

　故郷の形が、揺らぎ、崩くずれ、解けた。




　家族が友達が部屋が家が道が学校が教室が街が公園が橋が河川敷が駅が──御崎市が、




　調和と真ま逆ぎやくの混こん沌とんへと、変じてゆく。

　繫つながらず、縒より合わさらず、離れる。

　予感の実現に、心が絶ぜつ叫きようする。

（あ、ああっ──!!）

《落ち着きなさい》

　咄とつ嗟さにラミーが声をかけてくれなければ、

《現実には、なにも壊こわれてなどいない。感覚に引きずり込まれるな》

　心の絶叫は体へと達していたかもしれなかった。

「……あ、あ」

　ほとんど嗚お咽えつのような吐と息いきを漏もらして初めて、吉田は自分の体がまだ絶叫していなかったことを認にん識しきした。覚めれば、なにも変わっていない『玻は璃り壇だん』の表ひよう示じが足あし下もとにある。

《まさか、あれほど急きゆう激げきに作用するとは思わなくてね……済まないことをした》

　詫わびるラミーに、吉よし田だは弱く首を振って見せた。

「いえ……逆ぎやく向むきになった力が強かったのは、私の思いが強かったから、ですし」

　せめての自じ負ふを零こぼす口くち元もとに、搾しぼり出した力による無む理り矢や理りな笑えみが浮かぶ。その失うせない内にと、感覚を意識的に遮しや断だんして肉にく眼がんで、塔とうの頂いただきから御み崎さき市しを遠く大きく、眺ながめ遣やった。

「……」

　一ひと目めでは、なんの変わりもないように見える。

　しかし、注ちゆう視しする内に、違い和わ感かんが湧わいてくる。

　調ちよう律りつで霧む散さんしたはずの、そうだったろうかという違和感が。

　嬉うれしさと切なさを合わせたような安らぎも、搔かき消えていた。

　たった今まで故こ郷きようであったものの変へん質しつが、まずは感覚から得られ、

「……あっ？」

　次に、現実の光こう景けいとして、目に入ってきた。

　中ちゆう空くうをたゆたう虚きよ無むとも暗がりとも付かない陽炎かげろうの波、という形で。

　また、それは偶ぐう然ぜん、目に入ったのでもない。

　どこを追えば、その波が渡っているかを、察することができている。

　彼女の眺ちよう望ぼうは、今や一いつ変ぺんしてしまっていた。

　街まち全体に無む数すうの皹ひびが走り、大きな隙すき間まを開ひらいた、不ふ安定なものへと。

　これぞまさに、悠ゆう二じの言った、目の粗あらい網あみ。

（私が街全体を感じられるのは、編あみ目めを開いた当とう人にんだから？　一時的なもので、儀ぎ式しきが終われば元に戻る、って坂さか井い君は言ってたから……逆転印章アンチシールで無理矢理開ひらいただけなのかな）

《体に異常はないかね》

　ラミーに言われて、吉田はようやく浸ひたっていた思し索さくから目を覚ました。異常、というわけではないだろう感覚のことは言わず、尋たずね返す。

「は、はい。これで私の役割は、終わりでしょうか」

《儀式の下した準備は、完了だろうな。私も君も、後できることは、待つ、それだけだ》

「そう、ですか」

　待つ、と改めて言われて、吉田は零れい時じまでの、なにもできないだろう数すう時間を思った。せめて会話を続けようと、ラミーに、先から気になっていたことを質問する。

「あの、ラミーさん」

《なにかな、お嬢じようさん》

　向こうも同どう様ようの気持ちからか、ともにお茶を飲んだ時のように気き安やすく応じた。

　その気安さに乗じてよいレベルの質問か、少しだけ躊ちゆう躇ちよしてから、吉田は口を開く。

「ラミーさんは、どうして、その……［仮装舞踏会バル・マスケ］に協力を？　やっぱり、楽らく園えんに行きたいから、ですか？」

《ふむ》

　問われたラミーは一いつ旦たん、言葉を切って、答えてよいレベルの質問かを心しん中ちゆうで吟ぎん味みした。とりあえずの探りを入れようと、尋たずね返す。

《私のことは、どの程てい度ど聞いたのかな？》

「お名前の他は……すごい自じ在ざい師しさんで、大切な望みを果たすためにトーチから少しずつ〝存在の力〟を集めている、くらいしか」

《なるほど。しかし、それだけ情報が揃そろっていれば、もう答えは半分、出ているも同どう然ぜんではないかな？》

「えっ？」

　唐とう突とつな課題を示され、吉よし田だは未いまだ混乱収おさまらない頭を必ひつ死しで巡らせ始めた。

　その様さまに、どうやってか見ているらしいラミーが苦く笑しようして、話を進める。

《楽らく園えん創そう造ぞうが成れば、恐らくほぼ全ての〝徒ともがら〟は、この世から出て行ってしまうだろう？　これまででさえ、探すのにそれなりの苦労を要した、摘つんでも誰だれの害にもならない弱ったトーチは、さらに激げき減げんすることになる》

「あっ」

《本来なら、あと数百年、千年かけて集めようとも思っていたが、加速した現実がそれを許さなくなってしまったのだよ》

「でも、それじゃ、今まで集めたものは」

　軽けい率そつな弱気には、しかし、断だん固こたる否定の声が飛んだ。

《無む駄だにはしない。今までそうしてきた労ろう苦くも、私の望みの一部なのだから》

「はい……」

　己おのれの不ふ用意さを反省する少女に、ラミーは言い聞かせるでもなく、淡たん々たんと声を届ける。

《だから、楽園に走り安あん易いな実現をするのではなく、［仮装舞踏会バル・マスケ］に協力するという労苦を以て、果たすのだよ。既すでに聞いているだろうが、全ての〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟は、この世から出て行くに際し〝存在の力〟を置き捨ててゆく。私の受け取る報ほう酬しゆうは、その莫ばく大だいな力の一部だ》

　聞き終えた、と確かめる間を置いた吉田は、

「……じゃあ、これから」

　慎しん重ちように言葉を選んで、恐れていることを、問いかけた。

「シャナちゃんたちが来たら、ラミーさんは？」

《私は……》

　今度は向こうが間を置いて、

《……ここで自分に課された任にん務むを果たすのでせいぜいだ。少々自在法を使えるといっても、元来が小さな〝徒ともがら〟に過ぎないから、戦いには向いていないのだよ。誰であれ、脅おどされれば従うしかない。ここにいることも、ここにいながら虎とらの巻まきを渡したことも、そうだ》

「？」

　言葉に混じった不ふ分ぶん明めいな部分を尋たずねようとした吉よし田だは、

「──ッ!?」

　御み崎さき市し全ぜん域いきに広がっていた、感覚の側の目を見み張はった。

　事じ態たいには、退たい屈くつさせる余よ地ちなど一切なかった。

　これから、次々と矢や継つぎ早に、急きゆう転てんし続けてゆく。

　今、彼女に衝しよう撃げきを与えたのは、その最初の一つ。

　軍ぐん勢ぜいではない、多数の〝徒ともがら〟の来らい着ちやくだった。







　機上、シャナ一いつ派ぱは最後の作さく戦せん会議を終えつつあった。

　彼女らが囲んで立つ机き状じようの平面モニターには、チューリヒから送られてくる最新の情報が更こう新しんされ続けている。そこに表ひよう示じされる矢や印じるしも数すう値ちも項こう目もくも、明らかに大きな二つの流れを示していた。

　一つは言うまでもなく、創そう造ぞう神しんの宣せん布ぷに導かれた〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟による日本列れつ島とう大侵しん攻こうの様さまであり、もう一つも、言うまでもない。

「これで、最後ですね。フランソワさんの追つい伸しんは──『宜よろしく頼みます』──です」

　もうすぐ別行動を取る予定の佐さ藤とうが、手て元もとの携けい帯たいメールから協力者の言葉を伝えた。

　キアラは、齎もたらされた情報から、計画のタイムスケジュールを素早く計算する。

「でも、もうウーハンの方には、間に合いませんね」

「ま、別に一いつ緒しよでなきゃいけないわけでもなし、好きにやればいいんじゃないの？」

「あははっ！　せっかく息を潜ひそめることでできた小しよう康こう状態も台だい無なしってわけね」

　暢のん気きに騒さわぐウートレンニャヤとヴェチェールニャヤに、サーレは呆あきれ顔を作った。

「笑ってる場合か。多少は楽になるだろうが、こっちのタイミングに上う手まく合うかどうか」

「僕らは援えん護ごされる側、今いま以上を望むのは贅ぜい沢たくってものさ。せいぜい最さい善ぜんを尽くそう」

　ギゾーの飄ひよう々ひようとした言葉を、カムシンとベヘモットが受ける。

「ああ、その通り。この情じよう勢せい下、仕し掛かけるという時点で十分に無む謀ぼうなのですから」

「ふむ、当面の手当ては儂わしらじゃが、切きり札ふだは間違いなくお主ぬしらじゃ、頼むぞ」

　マージョリーが、言われて仕し様ようがなく、を装よそおって笑い、

「はーいはいはい。何度念ねんを押したら気が済むのよ。私って、そんなに信用ないわけ？」

「そーりゃ普ふ段だんが普段だからな。たまにゃ悪あく評ひようを払ふつ拭しよくするために頑がん張ばんのも悪かねブッ！」

　マルコシアスを叩たたいて黙だまらせた。

　このいつものやりとりと大きな音で僅わずか、場に静せい寂じやくが訪れる。

　機体の震えと鈍いエンジン音、機械の作さ動どう音おんに、また新たな声を加えたのは、

「主せん導どう者しやの一人として、我より最後に、言っておきたいことがある」

　意い外がいにも、アラストール。

「皆も知っての通り、我は天てん罰ばつ神しん……世の理ことわりを守る存在という、自じ負ふを持っている」

　全員が、シャナの胸に下がるペンダント〝コキュートス〟を注ちゆう視しした。

「だが、此度の大乱の中、この世におけるそれは、『変容の可能性』なる未み曾ぞ有うの大波に晒さらされたことで、悪あつ計けいを阻はばまば片付く、単純なものではなくなった。然しかして、この天罰神は一体、なにを以て、なにを為なすべきか──我われは自らに問い、そして、答えを得た」

　腕組みをするイーストエッジを中心に、隠れるようにおどおどするウェストショア、興味深げに笑って見返すサウスバレイら『大地の三さん神しん』への誓いとしても、彼は断言する。

「我は、我が身の真像と、契約者の志し慮りよの元──自らの見と識に拠よりて審さだめ判はんじた世の理ことわりを以もつて、彼奴きやつらの黒業を罰ばつし罪根を断ずる。即ち、本作戦をこそ、我は最善と信ずる」

　神という高きに在る者として保証するのではなく、一個の戦士として信ずる、という自身の立場を表明することで、彼はこの戦いの意義を一同に再確認させたのだった。そうして、決して大きくも強くもない、重く低い響きを持った遠えん雷らいのような声で、締めの言葉を結ぶ。

「この同行と共きよう闘とうに、心より感謝する」

「他人行ぎよう儀ぎ」

「いかにも。何百年、一いつ緒しよにやってきたと思っているのでありますか。それに、この場に在る一同にとっても、礼など今さらのこと。既すでに、誰だれの心も決まっているのであります」

　ティアマトーとヴィルヘルミナが、その真意を汲みつつも、殊こと更さらに軽く返した。

　シャナは逆に、生き真ま面じ目めな彼に、生真面目に言う。

「そう。心に決まっている。誰もやらないのだから、私たちがやるだけ、と」

　似たもの親子の強つよ気き発言に、マージョリーは思わず吹き出した。佐さ藤とうも困った風ふうに笑い、カムシンは麦わら帽ぼう子しを伏せて表情を隠す。サーレとキアラも可お笑かしそうに互いを見交わし、『大だい地ちの三さん神しん』らも愉ゆ快かいげな視線を送った。

　どこまでも生真面目に、あくまでも強気に、シャナは宣せん言げんする。

「ここまで来たら、もう遅れてきた誰にも、文もん句くは言わせない。先に辿たどり着く私たちが、私たちのやりたいように、やる。意い思しを持って、力を尽くして、策さくを巡らせ、結果を摑つかむ」

　誰一人ひとりとして、言葉による返事をしなかった。

　誰の心も、そう、決まり切っていたのだから。







　軍ぐん勢ぜいが展開して最初に、封ふう絶ぜつの外へと出て行った［仮装舞踏会バル・マスケ］の兵へい卒そつらは、襲しゆう撃げき者への警戒だけを目的としていたのではない。同等、あるいはそれ以上の比率で、最後の宣せん布ぷに惹ひかれ集つどってくるだろう同どう胞ほうの整理と誘ゆう導どうを行うことが、彼らの任にん務むなのだった。

　そんな彼らの導いた第一陣じんが、封ふう絶ぜつに包まれた御み崎さき市しに足を踏み入れている。

　すぐにでも楽らく園えんに旅立とうと構えていた者は、その階きざはしすらないことに露ろ骨こつな落らく胆たんを見せ、

　好こう奇き心しん旺おう盛せいな者は、これからどのような儀ぎ式しきを経るのか、誘ゆう導どうする兵へい卒そつにしつこく尋たずね、

　状況それ自体に舞い上がっている者は、誘導も無む視しして好き放ほう題だいに街の各所を駆かけ回り、

　臆おく病びような者は、少しでも誘導から外れれば楽園から排はい除じよされる、という思い込みで緊きん張ちようし、

　闘とう争そう心しんに溢あふれた者は、中ちゆう途と自分で集めたフレイムヘイズらの動きを兵卒に詳しく説明し、

　計けい算さん高い者は、今からでも組織の構こう成せい員いんになれるのか、上級幹かん部ぶに確かく認にんするよう要よう請せいし、

　信しん心じん深い者は、市の中ちゆう天てんに遊ゆう弋よくする黒い蛇じや身しんを見た途と端たん、滂ぼう沱だの涙を滝たきと流して平へい伏ふくし、

　封ふう絶ぜつの外から飛ひ来らいした慌あわて者は、創そう造ぞう神しんに近付こうとしたところを護ご衛えいに押し止められ、

　陽よう気きな者は、歌か叫びかも分からない大声を張り上げて、自らの喜びを封ふう絶ぜつ内に響ひびかせ、

　さらにさらに、続々の表現どおりに、切れ目ない列を成していた。

　誘導に従う者も従わない者も、道に溢れて建物の上に登り、地に溢れて宙に飛ぶ。それら集つどった〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟は、創造神を広大無む辺へんの輪として緩ゆるやかに包み込まんとしていた。

　この光景に息を吞んだのは、唯ゆい一いつの人間・吉よし田だ一かず美みだけではない。巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』を中心に、各所で防ぼう御ぎよ陣じん地ちを構えていた［仮装舞踏会バル・マスケ］の将しよう帥すいらも同どう様ようだった。

　塔とうの外、

　西せい部ぶ住じゆう宅たく地ちの主要陣地となった御崎高校、その屋上に在る〝煬よう煽せん〟ハボリムが、双そう頭とうのガスマスクを、それぞれ感かん嘆たんと苦く慮りよの動どう作さとして小さく振る。

「想そう定てい通りとはいえ、実じつ見けんすると空そら恐おそろしくすらある……陣を吞まれぬよう注意せねば」

　一方、東とう部ぶ市街地の主要陣地となった御崎市駅えき舎の屋上では、〝驀ばく地ち祲しん〟リベザルと〝蠱こ溺できの杯はい〟ピルソインが、あくまで前ぜん線せん指し揮き官かんとして、呆あきれ顔になっていた。

「やれやれ、なんて人ひと雪崩なだれだ。こりゃ、敵てき襲しゆうを受けたらパニックを引き起こしかねんぞ」

「まさか僕らの方が数の暴ぼう力りよくに晒さらされるなんてね。これでも姫ひめ様さまは……来るんだろうなあ」

　さらに真ま名な川がわの北、井い之の上うえ原はら田だ鉄てつ橋きように陣じん取どっている〝獰どう暴ぼうの鞍くら〟オロバスと〝朧ろう光こうの衣きぬ〟レライエが、山を越え川を走り押し寄せる同どう胞ほうらを対たい照しよう的な表情で見つめる。

「ははっ！　大たい命めいへと全てが集い来る、これほど素晴らしい光景があるか、レライエ!?」

「まだ外では散さん発ぱつ的てきな襲しゆう撃げきが続いてる、か……この期ごに及んで、道具どももしつこいこと」

　これらに真南川の南、鉄てつ道どう橋きように在る〝翻ほん移いの面めん紗さ〟オセと〝化か転てんの藩はん障しよう〟バルマの陣地を加えて、［仮装舞踏会バル・マスケ］全軍は『真しん宰さい社しや』を四し方ほうから守る態勢を取っていた。

　塔の内、

　中央制せい御ぎよ室しつでは、監かん視し設備に映し出された、大だい組織たる彼らを以てしても捌さばき切れるかどうか、という同胞の濁だく流りゆうを、〝逆ぎやく理りの裁さい者しや〟ベルペオルが三さん眼がんを細め見上げている。

「嬉うれしい悲鳴、というやつを上げたくなる、まったく豪ごう勢せいな眺ながめじゃあないか……三千年、待ったよ、この日を……さあ、上に『そろそろ始める頃合い』との報を入れておくれな」

「は、直ちに。生せい者じやにとっても死し者しやにとっても、佳よき日となるでしょう」

　彼女の傍かたわらで映えい像ぞうを見上げていた〝冀き求きゆうの金きん掌しよう〟マモンが、長い犬けん歯しを覗のぞかせつつも穏おだやかに微笑ほほえみ、恭うやうやしく答える。

　その背後、同じ物を見ていながら、指先だけを別の生き物のように激しく動かして機き材ざいのキーを叩たたく〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟ダンタリオン教きよう授じゆが、歓かん喜きを体で表すべく背せ筋すじを海え老び反ぞらせた。

「なぁーんというェエーキサイティングなシィーッチュエイション!!　こぉーれで後は『真しん宰さい社しや』の防ぼう衛えい機き構こうを思─っう存ぞんっ分ぶんっ！　使うことがでぇーっきれば、こぉーの世界での活動もグゥーランドフィッナ──レ!!　を迎えることがでぇーっきるというものです!!」

「これは……できることなら使わない方がいいと思うんでございますけほどひいはたひいひいはたひい！」

　その隣となりで計器類の調ちよう整せいを行っている、助手の〝燐りん子ね〟『我が学がくの結けつ晶しようエクセレント28−カンターテ・ドミノ』が、例によって頰ほおをマジックハンド化した教授の手で抓つねられる。

　塔とうの頂いただき、

　唯ゆい一いつの例外として、微び動どうだにしない〝頂いただきの座くら〟ヘカテーと向き合う神しん殿でんの踏み台に、銀ぎん色いろの粒つぶを撒まいて〝千せん変ぺん〟シュドナイが現れた。彼はサングラスを上げ、まさに圧あつ巻かんという眼がん下かを一いち望ぼうし、自身にとっての感かん服ぷくの表現として、大いに笑う。

「三千年前とは比べものにならんな。我々が持っているものも、渡り来た同どう胞ほうらの数も……これら全ては、時に実った果実というわけだ」

　常からの癖くせ、相手にされない呟つぶやきを、同じ場に在って聞いていた吉よし田だが、

（わ、私に言ったのかな……なにか、答えた方がいいのかな……？）

　と戸と惑まどう様さまを、可お笑かしくも済まなく思った彼は、しかし苦く笑しようしただけで無む視しした。

　そこに、中央制せい御ぎよ室しつのマモンから声がかかる。

《大おお御み巫かんなぎ。時、至りましてございます。どうぞ、御み座くらにお進みを》

　同じく聞いたシュドナイが、

「……」

　サングラスを戻す表情の内に、明らかに喜びではない異い物ぶつを過よぎらせたのを、吉田は見た気がした。ハッキリと確かく認にんする前に彼は、サングラスとともに平へい静せいの面めんを被かぶっている。

　代わりに素直な喜びを面に表し答えたのは、

「分かりました」

　今までピクリとも動かなかったヘカテーである。

　言う間に、踏み台から白いマントをはためかせて、浮かび上がる。

　行く先は神しん殿でんの中ちゆう空くう、今は蛇じや身しんとともに在る代だい行こう体たいが空けた、石いし造づくりの玉ぎよく座ざ。

　そこに座らず前に立った彼女は、小さな、しかし神殿に響ひびく声を放り落とす。

「──これより大たい命めい第三段だん階かい、楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創そう造ぞうのため『大たい命めい詩し篇へん』の全面稼か働どう、および儀ぎ式しきの祈りを始めます。同時に、バックアップ機き能のうを『吟詠炉コンクロイム』に移行──」

　声は巨きよ塔とうの奧おく深ふかく、『星せい黎れい殿でん』から移い設せつされた機き関かん大だい底てい部ぶへと届いていた。

　そこに設置された、全『大たい命めい詩し篇へん』を滾たぎらせる坩る堝つぼ『吟詠炉コンクロイム』の前、式の監かん視し役として配されたラミーが返信を送ってくる。

《バックアップ機能、移い行こうを確かく認にんした》

　ヘカテーは頷うなずき、手にある大だい杖じよう『トライゴン』で玉ぎよく座ざを、軽く叩たたいた。

　途と端たん、玉座は浮ふ力りよくを失って落下する。

「！」

　吉よし田だは思わず身み構がまえたが、玉座は落らく着ちやくの瞬しゆん間かん、まるで羽う毛もうのように留まると、波は紋もんも見せず音も立てず、床ゆか面めんへと沈んでいった。そして、沈む最後の一点から、黒が広がる。黒い水すい晶しようとして、反はん転てんさせた姿すがたを映していた神しん殿でんの床を、何物をも塗り潰つぶす黒が浸しん食しよくしてゆく。

「あっ!?」

　その床面を起き伏ふくさせた箱はこ庭にわの中に在った吉田は、逃げる間もなくこの浸食を受けた。

　ガッ、

　と周囲の空気が軋きしみの音を立て、物質なのかどうかすら疑いたくなるほどの、全くの黒くろ一いつ色しよくの中に、彼女は立たされる。身動きをしようとして、

（なに──こ、れ──？）

　叫ぼうとしても唇くちびるが、身を竦すくませようとしても肩が、しゃがもうとしても膝ひざが、重くて動かないことに気付いた。深い水底で溺おぼれているような恐きよう怖ふが湧わいてくる。

　気け配はいから察してか、

「おまえに害はない。すぐ選別される」

　シュドナイが声をかけてきた。同じ状況下かに置かれているはずの彼は、その挙きよ措そに一切の影えい響きようを感じさせない。ただ、上空にある少女の姿をした〝王〟を見上げている。

　やがて、というほども経たたない数秒後ご、神殿に在る三人の足あし下もと、床面に黒を破るような銀の輝きが浮かび上がった。色こそ違えど、それは影。黒い世界に浮かび上がった、影だった。

　と、唐とう突とつに空間の重さが消えて、吉田は思わず荒い息を吐く。

　揺れる視し界かいに、彼女と同じ銀の影が二つ、輝いて見えた。踏み台に立つシュドナイのものと、上空に浮かぶヘカテーのものである。この内、ヘカテーの影は、まるで床の上に立っているようにクッキリと大きく映る、不ふ自然な様態をなしていた。

　それを見るでもなく見ていた吉田は、さらなる不自然に気付く。

「？」

　ヘカテーの影の輪りん郭かくだけが、密みつ度どの違う液えき体たいの境きよう界かいのように黒と銀、双そう方ほうが澱よどみ混ざり合っている。なにかの拍ひよう子しで黒に吞まれて消え果ててしまいそうな、頼りない影だった。

　同じものを見たシュドナイは、あくまで軽く、言葉を放り投げる。

「じゃあ、な。俺おれの可愛かわいい〝頂いただきの座くら〟ヘカテー」

「はい。また、会いましょう、〝千せん変ぺん〟シュドナイ」

　笑いの一ひと欠かけ片らもなくヘカテーは答えて、さらなる空へ舞い上がる。

　シャーン、という透すき通った錫しやく杖じようの音ね色いろを、後に残して。

　舞い上がる内に、一転、面おもてに喜びが満ち溢あふれる。

　創そう造ぞう神しんの巫み女こたるの、大いなる喜びが。

　応こたえて、塔とうの上空に遊ゆう弋よくしていた創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟が動き出す。

　歓かん声せいを上げる無む数すうの同どう胞ほうたちを、下か方ほう全域の光景として。

　黒く巨きよ大だいな蛇じや身しんが、封ふう絶ぜつの空で大きな輪を描く。

　尾の先の寸すん前ぜんまで頭を近づける、輪を。

　莫ばく大だいな質しつ量りよう感かんを伴う創造神の挙きよ動どうは、全ての視線を釘くぎ付づけにする。

　緩ゆるやかな満まん潮ちようを迎えるように、誰だれの中にも、予よ感かんが湧わく。

　まさに今、楽らく園えんの創造が始まる、という予感が。

　巫み女こヘカテーが、輪の中心へと、入る。




　瞬しゆん間かん、銀ぎん光こうが爆はぜた。




　黒い蛇身の中心で、彼女は銀色の自じ在ざい式しきに包まれていた。
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　他に類るいを見ない、紋もん様ようの判はん別べつに目を凝こらさねばならないほど緻ち密みつな式は、まず蛇身と平行した輪として彼女の周りに浮かび、すぐ上下に積み重なって、小さな球きゆう体たいを構こう築ちくする。

　完成と見るや、その上に薄く一ひと重え、新たな自じ在ざい式しきの輪が現れ、またこれが積み重なって球体を構築した。終わるともう一重、続いてその上にもう一重、さらにその上にもう一重……自在式の展開する毎に、球体は大きくなって行く。

　それはまるで、すくすくと育ってゆく、世界の卵。

　見上げる〝徒ともがら〟らは、誰から説明されるでもなく、感じ取る。

　あの小さな世界の卵が、巨大な親おや蛇へびとして抱く創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟の輪に触れるほど大きく育った時、彼らの楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』が孵かえるのだ、と。

　圧あつ倒とうされる頭ず上じようの光景に同じ感想を抱かされ、言い知れない焦あせりを抱いた吉よし田だは、思わず目を逸そらした。と、そこにまだ残っているものを見つける。

「影、が……？」

　もう一度、上を見る。

　頭上で膨ふくらみ、また自ら輝く自在式の中に隠かくされて、ヘカテーの姿すがたは一いつ切さい見えない。それでもなお彼女の、頼りない輪りん郭かくを黒と澱よどみ混ぜる銀の影が、同じ場所に残っていた。

「不ふ思し議ぎか？」

「えっ」

　踏み台の上に在るシュドナイが、意い外がいな声を放る。

「この真まっ黒くろな領りよう域いきは、黒き御み簾すだれといってな。創造神の神しん威い召しよう還かんにおける最後の手て順じゆんだ。そこに在る銀色のものは影ではなく、領域内ないに在る者の存在の投とう射しや、揺らいでいるのは──」

　見上げる表情は、彫りの陰いん影えいとサングラスの内に隠かくれて見えない。

「召還に必要な、生いけ贄にえとして選ばれたからだ」

「生、贄？」

　普通に生きていれば決して聞くことはないだろう、古めかしくも恐ろしい語ご感かんに、吉田は当とう惑わくの声を零こぼした。三柱臣トリニテイが［仮装舞踏会バル・マスケ］の最高幹かん部ぶであることくらいは、彼女も最さい低てい限げんの知識として聞かされている。いかに楽園創造のためとはいえ、そんな人物（？）を盟めい主しゆの生贄として捧ささげるというのは、彼女の理解の範はん疇ちゆうを超えていた。

　同じ三柱臣トリニテイであるシュドナイは、少なくとも表面上は平へい静せいに続ける。

「それが、創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟の巫み女ことしての役割だからな。もっとも、ここで生贄として消しよう滅めつしても、彼女はいずれ生まれ変わる」

　まるで離れた隙すき間まを、残された者同どう士しの会話で埋めるように、彼は饒じよう舌ぜつだった。

「神威召還された創造神は、叶かなえて後、願いの大きさ相応の長い眠りにつく。そして、召還の度に生贄として捧げられ消滅する彼女は、神の眠る間に、同どう胞ほうの新たな願いを構こう成せい要よう素そとして生まれ出で、神の次なる目覚めを待つ。そういうシステムなんだよ」

「……」

　吉よし田だは、まさか「そうですか」と言うわけにも行かず、ただ聞いている。

「つまり彼女は同どう胞ほうらにとって、自分たちの願いと祈りが、神を呼ぶほどに成せい熟じゆくした時に降こう臨りんする、新たな実現の先さき触ぶれ……ゆえに絶ぜつ大だいな敬けい意いを払われる神しん使しというわけだ」

　大おお仰ぎように、しかしどこか空々しく褒ほめそやしたシュドナイは、手て遊すさびに胸ポケットから煙草たばこの箱を取り出しかけて──結局、止めた。溜ため息いきを隠かくした深い慨がい嘆たんが、漏もれる。

「今度は、なにせ世界一つだ。または、いつになるか……」

　彼ら三柱臣トリニテイの複雑な事情心しん情じように、図らずも触れることになった吉田は、その中から自分に関係のある事こと柄がらを拾い出していた。

（創そう造ぞうが終わって、神かみ様さまが眠りについたら……坂さか井い君は一体、どうなるんだろう？）

　抜ぬけ目のない坂井悠ゆう二じが、この手の穴を見み逃のがすはずもない。

（こういうことも考えた上で、坂井君は今後の計画を立ててるに違いないんだ……私って、なんて間が抜けてるんだろう……坂井君が楽らく園えん創造の後、どうするのか、どうなるのか、なに一つ聞いてなかったなんて）

　諸もろ々もろ、答えを聞かされたことで、新たに湧わいた深しん刻こくな疑問に、吉田は頭を悩ませる。

　と、そんな頭の、

（あれ？）

　思し考こうとは別の場所にある感覚の部分が、異い変へんを捉とらえた。

（なにか、違う人が、来た）

　まず、そう感じて、次に思考が、消しよう去きよ法ほうで回答を示す。

（そうだ、フレイムヘイズ）

　回答の意味を状況に照らし合わせるまで、さらに数秒。

（フレイムヘイズが、来た）

　そうして結論が、歓かん喜きと共に溢あふれ出た。

（シャナちゃんたち、だ!!）







　その男は、あまりに平へい然ぜんと、封ふう絶ぜつの東側から中へと入ってきた。

　岩になめし革がわを被かぶせたような厳いかつい面めん相そうに、頑がん健けんそのものという中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいのアメリカ・インディアン。肩からかけた毛け織おりのマントには、星を象かたどった留とめ具ぐが鈍く光っていた。

　彼に気付いた〝徒ともがら〟らは、狐きつねに摘つままれたような気分だった。

　ようやく勘かん所どころを摑つかんだ誘ゆう導どうの兵へい卒そつらが、大きな道みち沿ぞいに続々、封ふう絶ぜつへと入れていた人ひと波なみが唐とう突とつに途と切ぎれて、数分も経たったかどうかという時間を空あけて、その男が現れたのである。

　封ふう絶ぜつの外がい壁へきである、様々な色の炎ほのお過よぎる陽炎かげろう──発はつ動どうはベルペオルが行ったが、維い持じは他ほか複ふく数すうの構こう成せい員いんに任せている──を背に、ゆっくり歩を進めてくる姿すがたには、尋じん常じようならざる存在感かんが漲みなぎっている。一ひと目めでフレイムヘイズと分かる、戦いの場に慣なれた勇ゆう者しやの風ふう格かくがあった。

「あ、あれはまさか──!?」

　この危き険けん人物の出現を［仮装舞踏会バル・マスケ］は当然予よ測そくし、人にん相そう風ふう体ていを構成員に布ふ達たつしている。第一発見者となった兵へい卒そつは急ぎ遠えん話わの自じ在ざい法ほうで、この方面の守備隊たい長ちようへと報告を飛ばした。

　理解する時間だけを置いて、返答が御み崎さき市し駅えき舎しや屋上から、直接の大だい音おん声じようで響き渡る。

《散さん開かいしろッ!!　然しかる後、全力で頭ず上じようを防ぼう御ぎよだあ!!》

　構こう成せい員いんらは尻しりに火が付いたような勢いで指し示じに従ったが、集まってきた他の〝徒ともがら〟らには意味が分からない。そうでなくとも相手は一人、こちらは無む数すうなのである。自分たちの晴れの門かど出でに追いすがってきた哀あわれな討とう滅めつの道具を一ひと息いきに始し末まつせんと、数人どころか数十人が、勢い込んで大通りの真まん中なかを歩いてくる男に飛びかかる。

「今さらなんの用だ!?」「くたばれ邪じや魔ま者ものが!!」「お呼びじゃねえんだよ!!」

　対する男は、それら見み慣なれた光こう景けいに表情も心も動かさず、ただ上を見やった。巨きよ大だいな封ふう絶ぜつに包まれた、陽炎かげろうによるドームを。最さい低てい限げん、唇くちびるを震わすように呟つぶやく。

「つまらん空だ」

　刹せつ那な、東とう部ぶ上空の光景が一いつ変ぺんし、満まん天てんの星が現れた。

　封ふう絶ぜつが破れたと錯さつ覚かくさせるこれは、実際には一定の空間内ないに存在する光を凝ぎよう縮しゆくさせたものである。凝縮された光は中心で眩まばゆい星の如ごとき光点となる。それら生まれ出た星空が、

「流れ給たまえ」

　再びの呟きで、一いつ斉せいに流れる。

　飛びかかった者らは元より、遠とお巻まきに見ていた者、異い変へんに気付かなかった者、全てに向かって平等に、星が流れ落ちた。命めい中ちゆうと同時に凝縮された光を開放する、爆ばく砕さいの力として。

　一いち撃げき、

　流りゆう星せい群ぐんの落らつ下かした全ての領りよう域いきで光が瞬またたき、建造物ぶつの上部が吹き飛んだ。

　御崎市駅から東側のオフィス街は、このたった一撃で上部を半はん壊かいさせている。

　無む論ろん、そこかしこに満ち満ちていた〝徒ともがら〟たちも同どう様ようである。歓かん声せいは今や阿あ鼻び叫きよう喚かんへと変わり、敵の姿を探す者、身も世もなく逃げ出す者、早とちりして同どう胞ほうに打ちかかる者、果ては他に踏み潰つぶされる者まで、様々な形での恐きよう慌こうが発はつ生せいしていた。必ひつ死しに事じ態たいの収しゆう拾しゆうを図ろうとする［仮装舞踏会バル・マスケ］の兵卒らも、人数が多すぎて、とても手が回らない。

　今や、恐れ惑まどう誰だれもが理解していた。

　唐とう突とつに人ひと波なみが途と切ぎれたのは、この封ふう絶ぜつの外で、男が力を振るったからだと。

　それらに一切の気を払うことなく、やはり平へい然ぜんと、男は歩いて行く。寸すん前ぜんまで何者かがいたはずの、砕くだけた路ろ面めんと燃え盛る残り火を平然と踏んで。

「我ら星なり、歌う星なり」

　いつしか呟つぶやきは、小さな歌になっていた。

　腰に下げられた石のメダルが、答えて朗々と歌う。

「輝く光で、歌う、星なり」

「我ら鳥なり、火を放つ鳥なり」

　男も答えて歌い、残り火を踏み越える。

　メダルもまた答えて、残り火に石たる自身を焼く。

「天の世界を、縦じゆう横おうに飛び渡り」

　彼らの周りで燃える火は全て、各おの々おの〝徒ともがら〟の宿していたはずの色いろ合あいではなく、青せい磁じ一色となっていた。彼かの星に討うたれた者は皆、強きよう制せい的に燃やされる。ただ火の粉と散り果てることを許されず、火へと変へん換かんされ、尽きるまで燃やされ、この世へと還かん元げんされてゆく。

「斯かくして我ら、星と鳥は」

「輝き燃える、銀ぎん河がとなる」

　その恐るべき一人の歩み、彼らに向かって歩いてくる歩みを、やはり半はん壊かいし、所々崩ほう落らくさえした御み崎さき市し駅えきの屋上から〝驀ばく地ち祲しん〟リベザルと〝蠱こ溺できの杯はい〟ピルソインが眺ながめている。

「くそっ！　『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がん』の野ろ……いや、姫ひめ様さまは」

　とわざわざ言い直してから、リベザルは毒づいた。

「やはり最初に『四し神しん』の化ばけ物ものどもをぶつけて来やがったか。空に張った警けい戒かい網もうも、あれじゃズタズタだ。よりにもよって三人の内のアレが俺おれたちの前に来るとはな」

　彼の下に潜もぐり込んで難なんを逃れていたピルソインは、身を這はい出させつつ、襲しゆう撃げき者にではなく周囲一いつ帯たいの惨さん状じように、フードの下で冷ひや汗あせをかく。

「再会を喜べる相手じゃないね。にしても、同どう胞ほうの混こん乱らんに守備隊たいを巻き込む作戦か。この数が集まってて、さらに増えるんだ、分かってて防げないのは指し揮き側がわとしちゃたまんないね」

　全く同どう感かんながら、それを認めるわけにも行かないリベザルは、防ぼう御ぎよ態勢にあった配はい下かの守備隊に手を振って、出しゆつ撃げきを指し示じした。

「だからって止めるわけにもいかんだろ、行くぞ！」

「はいはい、ちゃんと守ってよ。僕はああいう一いち撃げき必ひつ殺さつのタイプに弱いんだからさ」

　彼ら東部の守備隊は、周囲の混こん沌とんをかき分けて、道を歩いてくる男、『大だい地ちの四し神しん』の一人たる『星せい河がの喚よび手』イーストエッジとの交こう戦せんに入る。







　北方、井い之の上うえ原はら田だ鉄てつ橋きようで、河かわ面もすら道にしてやって来る同胞らの整理に大わらわとなっていた〝獰どう暴ぼうの鞍くら〟オロバスと〝朧ろう光こうの衣きぬ〟レライエは、封ふう絶ぜつの外で起きた襲撃を事じ前ぜんに、身も蓋ふたもない形で知ることができた。

　即すなわち、封ふう絶ぜつの壁を抜けて続々と押し寄せる、ではない、雪崩なだれを打って逃げてくる同胞らに、出くわしたのである。ただでさえ扱いかねる大おお人数に混乱まで加えられては、指し揮き統とう率そつに定てい評ひようのある新しん鋭えい二人といえども手に余った。

　それでもオロバスは敵てき襲しゆうらしい、というだけで心を燃やす。

「来たな！　天てん路ろ少しよう艾がいに強つわ者ものを乗っけての速そつ攻こうか!?」

「それなら『真しん宰さい社しや』でマモン様がなんとかされるわ。私たちの担たん当とうは、それ以外よ」

　いつものこととレライエは窘たしなめつつ、追い散らされてくる同どう胞ほうらの彼方かなたを見やった。

（封ふう絶ぜつの周りにあった索さく敵てき網もうも全ぜん滅めつしたのかしら？　まあ、相手には『四し神しん』の残りも加わったって言うし、不ふ思し議ぎじゃな──）

　その見つめる先、封ふう絶ぜつの壁を潜くぐって、一人の女性がおっかなびっくり入ってくる。

「──なっ!?」

「あれは！」

　レライエもオロバスも、ギョッとなった。構こう成せい員いんに布ふ達たつされていた風ふう体てい人相に、完全に合がつ致ちする、超ちようの付く危き険けん人物の、実に冴さえない登場だった。

　どこか野や暮ぼったい雰ふん囲い気きとチグハグな、愁うれいを漂ただよわせる麗れい容よう。纏まとめた豊かな黒くろ髪かみを一ひと房ふさ、後ろに垂らし、不ふ思し議ぎな模も様ようで埋うめ尽くされた上うわ掛がけを羽は織おっていた。

　女性は流れの止まった河かわ面もに波は紋もんを残して、少し楽しげにはしゃぎながら、しかし厳げん然ぜんと南に……つまり巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の方に向かってくる。その出現に逃げ惑まどう、周りの情じよう景けいと合わせて、なんとも不ぶ気き味みな眺ながめだった。

　あどけなく遊ぶ女性の姿すがたに秘められた大きさを感じたオロバスは、徐おもむろに傍かたわらに立てかけていた長なが柄えの斧おのを取り上げると、自分にも言い聞かせるように、隣となりへと呟つぶやく。

「……油ゆ断だんするな」

「するわけないでしょう。それより周りの連れん中ちゆうが──っ!?」

　レライエが言い切る前に、左右の土手の陰まで逃れた〝徒ともがら〟らが、逆ぎやく襲しゆうの炎えん弾だんを次々と撃うち放っていた。並の数ではない。まるで車しや軸じくに向かう輻スポークのような集中放ほう火かが、女性を襲おそう。

　と、

　女性が水面みなもでクルリと踊った。

　その回転に誘われて、河面から彼女を守る竜たつ巻まきのように、なにかが舞い上がった。

　水で形かたち作づくられたそれは、数十ものアザラシ。

　群れは全ての炎弾を、爆ばく発はつさせず水の体にめり込ませると、それらを腹ふく中ちゆうに抱いたまま竜巻の頂ちよう点てんで八はつ方ぽうに弾はじけ、曲きよく芸げいのように鮮あざやかに、再び水面へと飛び込んだ。

　炎弾を放った者らが啞あ然ぜんとなり、レライエが密ひそかに見み惚とれたほどの妙みよう技ぎの中心で、しかし女性自じ身しんは、ホロホロと泣いている。

「う、うう……こ、怖こわかった……いきなり、撃ってくるなんて……」

　どうも、高こう尚しような悲ひ哀あいや慨がい嘆たんではなく、単純に怖かったためらしい。

　思わず脱だつ力りよくしかけたレライエは、しかし次の瞬しゆん間かん、驚きよう愕がくに凍り付く。

　女性の足あし下もと、無む数すうの炎えん弾だんを吞み込んだまま遊ゆう泳えいしていたアザラシたちが、

「皆さん、どうして私の言うことを……」

　炎弾を構成していた〝存在の力〟を変へん換かん・還かん元げんした水として体積を一いつ挙きよに増し、獣けものの形を弾はじけさせて混ざり、見る間に一つの、河かわ面もから高く盛り上がる水の山となった。

　圧あつ倒とう的な、膨ぼう張ちようした水の頂いただきで、

「聞いては、くださらないんですか……」

　女性が泣きながら踊っている。

　その腕の振りが、東の堤てい防ぼう側を指した。

　と見るや、水の山は白しら波なみを立てる大おお津つ波なみとなって、降りかかる。

　驚きよう愕がく絶ぜつ叫きよう逃とう走そう抵てい抗こう、全てを、吞み込んで叩たたき潰つぶして引きずり倒して押し流す。

　まさしく怒ど濤とうの威力で旧きゆう住宅地の西側ごと〝徒ともがら〟を粉こな微み塵じんに砕いた……わけではない。

　呆ぼう然ぜんとなったオロバスとレライエが、気付く。

　一いつ旦たんの広がりから、また山として盛り上がった水中、先の炎弾のように、生き残った〝徒ともがら〟らが閉じ込められていた。誰だれもが藻も搔がき暴あばれているが、水は搔かいても搔いても上にも下にも体を進ませず、炎弾や自じ在ざい法ほうを発はつ動どうさせようとしても、全てが水に変換される。

　全くの、虜とりこになっていた。

　そんな彼らの上から、女性が泣き声をホロホロと零す。

「もう、戦いは止めて……〝紅ぐ世ぜ〟に帰って下さい……お願いですから……」

　なにもできない状況へと追い込まれた彼らは、歯嚙みの末に一つ、また一つ、やがては連れん鎖さして次々と、消えていった。楽らく園えんを目前にして、嵐あらしの境きよう界かいを渡り、また〝紅ぐ世ぜ〟へと。

　ようやくの喜びに、今度は嬉うれし涙を流す女性、

「よかった──」

「──ッグアアオアオオオオオオ!!」

　その背後から、人じん化かの自在法を解き巨きよ大だい化かすることで水を脱した蜥蜴とかげが、襲おそいかかる。

　鋭い牙きばが迫るのを、またクルリと踊ることで振り向いた女性は、そのまま一いつ回転した。

　回転に連れ、今度は波の頂いただきから、水で形作られた鮭さけが無む数すう、砲ほう弾だんの雨として放たれる。

　大おお蜥蜴は、残った体積の方が、空いた穴のそれより少ないほどにぶち貫つらぬかれ、消えた。

　周囲から見上げる者を遍あまねく恐きよう怖ふさせる女性は、息も乱さず、ただ涙を流す。

「だから……どうして……」

　これらを遠くと言うには近くに見るオロバスとレライエは、覚かく悟ごを決めた。

「やるぞ、レライエ」

「そうするしか、ないものね」

　彼ら北部の守備隊たいは、怒濤を崩くずし去って、再び河面を歩いてくる女性、『大だい地ちの四し神しん』の一人たる『滄そう波はの振ふり手て』ウェストショアとの交こう戦せんに入る。







　封ふう絶ぜつの西側は、軍ぐん勢ぜいによる侵しん攻こうに晒さらされていた。

　シャナ一いつ派ぱによる強ごう引いんな突とつ撃げきがあったわけではない。

　フレイムヘイズらが残ざん兵ぺいを揃そろえて襲しゆう来らいしたわけでもない。

　一人の少年が、恐きよう怖ふに崩くずれ立つ〝徒ともがら〟らを追って、入ってきたのである。

　少年自じ身しんは歩いていない。黄金の輿こしに据すえられた椅い子すで、足を組んで座っている。

　軍勢を成して〝徒ともがら〟を追っているのも、少年を乗せた輿を担かついでいるのも、彼の力の現れたる黄おう金ごんの仮か面めんを被かぶった土つち人にん形ぎようだった。人ひと型がただけではなく、ジャガーやリャマなども交える混こん沌とんとしたそれらは、整せい然ぜんたる隊たい伍ごを組んで精せい緻ちな集しゆう団だん行動を取っているわけではない。

　逃げる〝徒ともがら〟らに地じ獄ごくの亡もう者じやのように追いすがっては、

「うぎゃあああ！」「くっ、くるな、くるなあ!!」「ひいいい!?　や、やめ──」

　叫ぶ彼らに、大おお作づくりな土の体で摑つかみ掛かり、黄金の仮面の口を開いて、ガブリ、と食らい付く。ただそれだけの、ひたすらに捕ほ食しよくするモノどもの群れなのだった。

　これらが喰らった箇か所しよは、まるで〝徒ともがら〟の方こそが土でできた人形のように、歯は形がたを残して凹くぼむ。土人形は喰らった分だけ肥こえ太り、一定の太さを超えると、仮面から体から真まっ二ぷたつに裂さけ、増えた。喰らって得た〝存在の力〟を、土と黄金に変へん換かん・還かん元げんしているのである。

　一いつ旦たん捕まれば、群がり立って食い散らかされ、その中から新たな亡者が生まれ、また追ってくる……追われる〝徒ともがら〟のほぼ全てが立ち向かう意い思しを持てず、ただ逃げ惑まどっているのは、初めて感じさせられる『喰われる』という、生き物としての根こん源げん的な恐きよう怖ふがゆえだった。

　そのこけつまろびつの様さまを、少年が輿の上で、皺しわを深め牙きばを晒さらして大おお笑わらいしている。

「ははははは！　いいぞ、もっと喰らえ、喰らって増えろ、私の可愛かわいい亡者ども!!」

「如い何かにも如何にも！　今こ宵よいはまさしく宴うたげの日、喰らい放ほう題だいの火と血なる宴の日!!」

　腰のメダルともども叫んで、住宅地ちの中心を貫つらぬく大通りを、手にした黄金の杖つえで指した。

　その先に繫つながるのは、言うまでもなく御み崎さき大おお橋はし、すぐ横に立つ巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』である。

　混沌たる亡者の群れが命に従い、蠢うごめき奔はしる方角を微び妙みように変え、道に沿って進み始める。あらゆる場所に満ちる〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟を喰らって、膨ふくらみながら──と、

「ん？」

　まさにその進む方向から、違う膨らみが伸びてくる。

　地面に広がる、楝おうち色いろの影として。

　遠く御崎高校の屋上に立つ、この方面の守備隊たい長ちようによる自じ在ざい法ほう『熒けい燎りよう原げん』だった。

　これに触れた〝徒ともがら〟らは唐とう突とつに錯さく乱らんから覚まされ、体に力が満ちていく快感に一いつ瞬しゆん、浸ひたる。現実の脅きよう威いを背にしているため、逃げることは止められなかったが、精神に僅わずか、視し野や狭きよう窄さくから抜け出たことによる余よ裕ゆうができていた。

　まさにそこへと、

《逃れよ、我が兵の示す退たい路ろへ。ただ走れ、目に見えた通りに》

　救いの手のような言葉が齎もたらされた。

　気付けば、大おお通どおりの脇わき道みちへと逸それる各所に［仮装舞踏会バル・マスケ］の兵へい卒そつらが立って、大きな身み振ぶりで行く先を教えてくれている。自分で考えることもできず、反はん射しや的てき行動として逃げるしかなかった〝徒ともがら〟らは各おの々おの、縋すがるようにこれへと従った。

　見る間に少年の前方、大通りの見通しが開けてゆく。

　その開いて現れた前方を塞ふさぐ形で、道路沿ぞいのビルを引き倒した陣じん地ちが構こう築ちくされていた。立て籠こもっているのは、言うまでもなく［仮装舞踏会バル・マスケ］の西せい部ぶ守備隊たいである。

　逃げ散る〝徒ともがら〟には構わず亡もう者じやの群れを進めていた少年は、杖つえを振り上げた。

「止まれ、者ども。ようやく、私は戸口に立ったらしいな」

　どすん、と空気と地面を震わせて、土の足が一いつ斉せいに止まる。

「やあやあ！　我ら、創そう造ぞう神しんへの強ごう訴そを試みる者！　道をば開けてもらおうか!!」

　メダルが叫んだ正面、やや遠く、楝おうち色いろに燃える地面から、案か山か子しにも似た双そう頭とうのシルエットが幽ゆう霊れいのように出現した。炎ほのおに襤ぼ褸ろのマントを緩ゆるく揺らす〝煬よう煽せん〟ハボリムである。

　少年は凶きよう悪あくな笑えみの中で牙きばを剝むき、問いかける。

「眩まばゆい炎から聞いたぞ、悪あく霊りようの将よ。私たちと違って、戦いくさが好きでも得とく意いでもない『雨と渡り行く男』を、思う様さまいたぶり、挙あげ句くに殺してくれたそうだな？」

「私自じ身しんは、あの戦せん場じようで痛い目を見ている。勝利は、盟めい主しゆと将しよう軍ぐんよりの賜たま物ものだ」

　ハボリムは特とく段だんの感情を込めるでもなく返した。

　少年の笑いは、皺しわの影とともに深くなる。

「まあ、それならそれでいい。悪霊どもを殺して殺して殺して殺し尽くせば、いずれ仇かたきにも巡り会う。復ふつ仇きゆうのために来たのではないが、それくらいの楽しみが戦にもなくてはな」

　言いつつ、少年の感覚は陣じん地ちの陰でうごめく軍ぐん勢ぜいの規き模ぼを計はかっていた。

　どうも、先に逃がした〝徒ともがら〟らを退たい避ひのための誘ゆう導どうから一いつ転てん、陣地の背後へと集しゆう結けつさせているらしい。恐きよう怖ふの対たい象しようから引き離した疾しつ走そうの間に、地面を燃やす自じ在ざい法ほうで士し気きを回復させ、なし崩くずしに予よ備び兵へい力りよくとして利用するつもりなのは明らかだった。

　少年は、山やま高たか帽ぼうを放り捨て、長い髪かみを払う。

「面白い……戦を知っている奴やつがいるじゃないか？」

　加えて、メダルが改めての挨あい拶さつとして、怒ど号ごうを放る。

「それでは！　お互い存ぞん念ねんを力に変えて、ぶつけ合うとしよう!!」

「お相手しよう、我が兵らと、全力で」

　受けて、ハボリムは『熒けい燎りよう原げん』へと沈んでゆく。

　彼ら西部の守備隊たいは、亡もう者じやの群れを前ぜん進しんさせる少年、『大だい地ちの四し神しん』の一人たる『群ぐん魔まの召めし手て』サウスバレイとの交こう戦せんに入る。







　そして、南なん方ぽう。

　守備隊を率ひきい、鉄てつ道どう橋きように設けた主要陣じん地ちで警けい戒かいに当たっていた〝翻ほん移いの面めん紗さ〟オセと〝化か転てんの藩はん障しよう〟バルマは、他ほか三さん方ぽうからの敵しゆう襲げきの報ほうを受け、改めて部ぶ下かに命じる。

「空中の警けい戒かいを密みつにしろ！　本ほん命めいはこちらを通ってくる可能性が高いぞ！」

「誘ゆう導どうの人員は、一いつ旦たん同どう胞ほうらに足を止めさせるのだ！　伝でん令れいも今すぐ外に出せ！」

　言いつつ、しかし彼らは腑ふに落ちないものを感じていた。

　人ひと型がたの仮か面めんを付けた巨きよ大だいな豹ひようと見えるオセが、それを声に変える。

「バルマ殿どのは、どう思われる」

「どう、とは？」

　様々な配はい色しよくの糸で織おり成された象ぞうたるバルマも、自身の疑問と照合すべく、尋たずね返した。

　オセは表情のない顔から、考え考え声を放る。

「我らの守る南方へと本当に攻め寄せて来るかどうかはともかく……『大だい地ちの四し神しん』らの襲しゆう撃げきがほぼ同時だったというのに、なぜ本命であるはずの姫ひめ様さまの方が、このように間を置いているのか、ということだ。天てん路ろ少しよう艾がいによる速そつ攻こうを加えるとしても、他の方面で戦せん端たんが開かれ、完全な警けい戒かいが『真しん宰さい社しや』で敷しかれてしまえば、奇き襲しゆうの意味などなくなるではないか」

「まさか我々が、他の三さん方ぽうに守備兵へい力りよくを割さく愚ぐを犯すと期待しているわけでも、あるまいな」

　バルマは答えて、同どう輩はいにやっていた目め線せんを自分たちの守る方角、南へと向けた。

「時間差さが攻め手の不ふ手て際ぎわでないとすれば、この混こん乱らんを利用するのが狙ねらいだろう。進しん撃げき路が空くう中ちゆうばかりとは思っていては、足あし下もとをすくわれるかも知れんぞ」

「たしかに──」

　頷うなずいたオセは目め線せんを同じくして、お手て上あげ、という言葉こそ相応ふさわしい光景を見やる。

　彼らの正面には、他の方ほう面めん以上に……否、他の方面とは比べものにならない数の〝徒ともがら〟らが押し寄せ詰めかけていた。理由は無む論ろん、恐ろしい敵が現れたことが封ふう絶ぜつの外で広まり、その方角を避けようという動きが出始めたためである。まさに立りつ錐すいの余よ地ちもない、という密みつ度どで彼らは押し寄せているが、現在のところ［仮装舞踏会バル・マスケ］の側に取り得る抜ばつ本ぽん的な対策はない。

　なにせ、彼らが赴おもむくべき楽らく園えんは、まだ作られていないのだから。

　巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の上で、創そう造ぞう神しんに抱かれた世界の卵たる『大たい命めい詩し篇へん』は着々と膨ふくらみ続けているが、今すぐ完成、という段階で流石さすがになかった。当面はこの状況に耐えるしかない。

「──まず受け止めるのが作戦とはいえ、実行はなかなかに難しい」

　溜ため息いき混まじりの呟つぶやきの中で、彼は全く不ふ意いに、紅ぐ蓮れんを見ていた。




　誰だれよりも眩まばゆく激しい、紅ぐ蓮れんを。




　封ふう絶ぜつを成す外がい壁へきの一点に、

　赫かく然ぜんと点ともった、それは、

　瞬しゆん時じに、奔ほん流りゆうとなる。

（まさか）

　真ま正しよう面めん、だった。

（本当に）

　オセとバルマが思う、

　その間に頭ず上じようを抜けて、

　炎ほのおの刃やいばが一いつ閃せん、空を貫つらぬく。




　誰よりも速い、極きよつ光こうを連れて。




　紅蓮の炎が巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の外がい壁へきに命めい中ちゆうせんとした──瞬しゆん間かん、周囲の河かわ床どこに散らばり沈んでいた『星せい黎れい殿でん』の残ざん骸がいが水みず煙けむりを上げて浮き上がり、使い捨ての防ぼう盾じゆんとして粉ふん砕さいされた。

　手て抜ぬかりをフォローされたことを恥はじつつも歓かん声せいを上げるオセに、

「おおっ!?」

「来るぞ！」

　バルマが活かつを入れる。

　前方から突っ込んでくるのは、予想通どおりすぎる敵の一いち団だん。

　鏃やじり型がたの神じん器ぎを駆かり、極光を引いて高速で飛ひ来らいする『極きよつ光こうの射い手て』キアラ・トスカナ、

　それに摑つかまり、十じゆう字じ操そう具ぐ型がた神器を構える『鬼き功こうの繰くり手』サーレ・ハビヒツブルグ、

　同じく仮か面めんを被かぶりリボンの鬣たてがみを靡なびかせる『万ばん条じようの仕し手て』ヴィルヘルミナ・カルメル、

　そして、紅ぐ蓮れんの炎えん髪ぱつと灼しやく眼がんを煌きらめかせる魔ま神じんの契けい約やく者しや『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナ、

　四名からなる、創そう造ぞう神しんへの反はん抗こうを企くわだてるフレイムヘイズ。

　迎げい撃げきのため市の南部各かく所しよに伏せられていた、飛行を得意とする〝徒ともがら〟や捕ほ獲かくの自じ在ざい法ほう、さらには兵へい卒そつの放つ無む数すうの炎えん弾だんが、凄すさまじい密みつ度どで空に可か視し不ふ可視の柵さくを張り巡らせる。

　が、空をも燃やさんとする炎の嵐あらしの中を、極光を引いたキアラの神器〝ゾリャー〟は縦じゆう横おうに駆け巡り、己おのれを遮さえぎるものの悉ことごとくをかわしてゆく。

「突とつ破ぱできるラインを探します！　それまで振り落とされないでください!!」

「キアラ、前よ!!」

「ッキャー！　それ撃うてぇ!!」

　軌き道どうを邪じや魔まするだけの火力密みつ度どが前面を塞ふさいだ時は、自らの極きよう光こうを弾だん丸がんに変えた『グリペンの咆ほう』と『ドラケンの吼こう』が迸ほとばしり、一いつ挙きよに消し飛ばす。

　その爆ばく炎えんを突とつ破ぱした先に、自じ在ざい法ほうから成る物理的な壁が浮ふ遊ゆうしていた。

　摑つかまるサーレが素早く操そう具ぐを繰くって、激げき突とつに先んじてこれに糸を張り付ける。

「ちっ、流石さすがに一気に辿たどり着くのは無む理りか！」

「はっは、おおよそ数えて一分経たった。賭かけは僕の勝ちだな」

　相棒の言に再び舌した打うちしつつ、彼は操具を捻り、壁の角度を自在師しの意に拠よらず変えた。

　四人を乗せた鏃やじりは、角度を浅くに傾けた壁の上を、摩ま擦さつによる火ひ花ばなを撒まき散らしながらカタパルトのように滑すべって、さらなる上空へと飛び上がる。

　その空くう域いきへと、飛ひ竜りゆうや有ゆう翼よく獣じゆう、球きゆう体たいの〝徒ともがら〟が群がり立って襲おそいかかった。

　反対側がわに摑まるヴィルヘルミナが、パートナーともども短く。

「お任せを」

「迅じん速そく突とつ破ぱ」

　言うや彼女の鬣たてがみからリボンが八はつ方ぽうへと弾はじけ、飛びかかった〝徒ともがら〟の全てを捉とらえ、微かすかにも力をかけずベクトルを操作して、宙で互いに激げき突とつ、あるいは高速回かい転てんさせて追い散らす。

　そうして開けた空の前に、浮かんでいるものが、一つ。

「──行かせん!!」

　オセの仮か面めんである。

　体はどこにも見えないが、浅あさ緑みどり色の火ひの粉こが一いつ帯たいの空に渦うず巻まき始める。その輝きの中、いつの間にか仮面は幾いく十じゆう幾いく百ひやくにも増え、高速で飛ぶ鏃やじりに追つい随ずいし始めた。やがて、火の粉の外の景色が搔かき消え、仮面と火の粉だけが世界の全てと化し、飛行する方角も速度も、実感を奪うばわれ──たかに思えた、その時、

「──『審しん判ぱん』──」

　シャナが一ひと言こと、後こう背はいに紅ぐ蓮れんの眼めを燃え上がらせ、自在法を構成する力の流れを看かん破ぱした。同時に、手にある大おお太だ刀ち『贄にえ殿とのの遮しや那な』へと、今いま一度、力を伝わせる。

「構っている暇ひまはない。道みち標しるべを優ゆう先せんだ」

「うん」

　アラストールの言葉に頷うなずくと、キアラの飛行経けい路ろから、目的地ちたる『真しん宰さい社しや』と看破した敵本ほん体たいの位置を同時に狙ねらえるか、最低でも攻こう撃げきに巻き込めないか、計って数秒、

「──『断だん罪ざい』──!!」

　最適のタイミングで、再び巨きよ大だいな炎ほのおの刃やいばを生み出した。

　幻げん術じゆつを一いち撃げきで吹き払い、術じゆつ者しやの体を半分から削けずって、紅蓮の熱ねつ塊かいが空を貫つらぬき飛ぶ。

　間かん髪はつ入いれずシャナは叫び、

「キアラ・トスカナ！」

「はいっ!!」

　答えたキアラは、アラストールの言葉通どおりに自じ在ざい法ほう『断だん罪ざい』の開けた道へと飛び込んだ。砕くだけ散る仮か面めんと消し飛ばされる浅あさ緑みどり色の火ひの粉こを突き抜け、再び封ふう絶ぜつの空へと脱する。

　正面、シャナの『審しん判ぱん』の睨にらんだとおり、巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』が聳そびえている。攻こう撃げき自体は先と同どう様ように、浮かび上がった『星せい黎れい殿でん』の瓦が礫れきが身代わりに砕けていたが、その距離は、近い。

　彼女らの飛び過ぎた背後、

「オセ!!」

「ぐ、うう……」

　黒くろ焦こげの上じよう半はん身しんのみとなって落ちてきたオセを、体を解いた糸として受け止めたバルマの許もとに、遠えん話わによる将しよう軍ぐんの声が届く。

《突とつ破ぱされたのなら、守備隊たいの出で番ばんは終わりだ。追つい撃げきは要いらんから、後方で陣じんを固めて態勢を整え直せ。奴やつらだけじゃない、後こう続ぞくの突とつ入にゆうもあり得るぞ》

　二人は無む念ねんのほぞを嚙かみつつ、

「了りよう、解かい……」

「了解、しました」

　各おの々おのできる限りの強さで復ふく命めいした。

　突破したシャナらの方は、もはや『真しん宰さい社しや』の至し近きんまで迫っている。

「中心に〝頂いただきの座くら〟がいる。蛇へび自身は動けるのかな？」

　頭ず上じよう、巨きよ大だいな蛇じや身しんが抱く世界の卵の内部を『審しん判ぱん』で見通したシャナ、

「儀ぎ式しきの最さい中ちゆうは動かぬはずだが、用心はしておけ。創造の中核たる巫み女こを自在式で囲っているのは、三千年前まえの儀式において標ひよう的てきにされた、という弱点への対策だろう」

　答えたアラストール、二人に向かって、

「前です!!」

　キアラが叫んだ。

（いけない、なにに付けても見通しが良すぎるせいで、その対たい象しようへと気を取られて他が疎おろそかになってしまうのは、この『審しん判ぱん』の弱点かも、──!?）

　反省しつつ目を落としたシャナは、驚きよう愕がくする。

　彼女の『断だん罪ざい』を『真しん宰さい社しや』に代わって受け止めた『星せい黎れい殿でん』の瓦が礫れきが、今度は幾いく百ひやくもの岩がん塊かいとして浮かび上がり、巨塔を守る障壁、または衛えい星せいのように、周りを巡り始めていた。

　そしてそこに、無む駄だに大きな、できるなら聞きたくなかった声が響ひびき渡る。

《んんーっふふふふ!!　どぉーうです、こぉーの防ぼう衛えい機き構こうの出来映ばえ見み映ばえ化け粧しよう映ばえ！　『星せい黎れい殿でん』のぉー残ざん骸がいを用いた、無むぅー駄だのないっ超ちよう・仕し・様よう!!　こぉーれぞ組織と私に優しいェエークセレントな！　リィーサイクル・ェアァーンド・エェーッコロジー!!》

　例によっての無駄なハイテンション……〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟ダンタリオン教きよう授じゆのものだった。

「出たか、親おや父じ殿どの。変わりがなさ過ぎてウンザリするぜ──っとは!?」

　言葉とは裏うら腹はらに苦く笑しようするサーレが、急きゆう制せい動どうをかけた鏃やじりから危うく振り落とされそうになる。キアラへと首を振り向ける中、急制動の張本人を、巨きよ塔とうを巡る岩がん塊かい上じように見つけた。

　暗あん灰かい色しよくのトップハットとテールコートにマント、という古ふる写真から抜け出したような、怪あやしい紳しん士し。身み形なりに浮き上がるような老ろう若にやく判はん別べつの付かない白はく皙せきの美び貌ぼうが、穏おだやかに笑っていた。

〝冀き求きゆうの金きん掌しよう〟マモンである。

　その差し出された掌てのひらには、意い中ちゆうのものを思うが儘ままに引き寄せ摑つかみ、また押しのけ払う欲よく得とくの自じ在ざい法ほう『貪どん恣し掌しよう』が、輝く入れ墨ずみのように黄き蘗はだ色いろの自在法として点ともっていた。

　引き留とめる力を振り切らんとするキアラが、シャナらに決けつ行こうを求める。

「そろそろ、行きます！」

「たしかに、続ぞく々ぞく登場の案あん配ばいだものね」

「これ以上ややこしくならない内に、やっちゃいなよ！」

　ウートレンニャヤとヴェチェールニャヤも言って促うながし、

「良かろう、敵本ほん拠きよも近い」

「じゃあ、ここで」

　アラストールとシャナが、

「二ふた手てに分かれるのであります」

「武ぶ運うん長ちよう久きゆう」

　ヴィルヘルミナとティアマトーが言って、別れた。

　二人にして四人は鏃から飛び降り、舞い上がる。

　のみならず、自在式らしきものが同時に数百、雨のように一いつ帯たいへと降り撒まかれた。

　怪け訝げんに思ったマモンは、

「ふむ、これは……？」

　もう一方の掌で、この一つを捉とらえ、眼がん前ぜんへと引き寄せる。

　攻こう撃げきのためのものではない、隠いん蔽ぺいやらなにやら、雑ざつ多たに混ざっている。

　輝く色は、シャナやキアラのものではない、彼には見み覚おぼえのある褐色……彼女らと行動を共にしているはずの、要よう注意人じん物ぶつたるフレイムヘイズのものである。

（調ちよう律りつ師しのご老ろう体たい二人に関わるもの、でしょうか？）

　ふと、マモンは、そのフレイムヘイズが三千年前まえの儀ぎ式しきに列れつ席せき・反はん逆ぎやく（彼の目め線せんからは当然そうなる）していたことを思い出し、不ふ穏おんな予よ感かんに駆かられた。

（全て回かい収しゆうした方が良かったでしょうか、ね）

　危険物ぶつと思い、一つだけしか捕らえなかった自分の掌の小ささを、やや悔くやむ。

（まあ、それよりも）

　彼の顔を照らす極きよつ光こうへと、鏃を捕らえていた掌を向けた。

　ドン、と空気を震わす衝しよう撃げきを撒まき散らして、キアラの放っていた『グリペンの咆ほう』と『ドラケンの吼こう』が、拒きよ絶ぜつの力を受けて飛ひ散さんする。

　その向こうから飛ばされる繰くりの糸をもかわし、

（まずは当面、生き残らねば）

　マモンはマントをはためかせて岩の間に逃れた。

　自由を再び得たキアラは、素早く『貪どん恣し掌しよう』の死し角かくに入るよう鏃やじりを、塔とうの周りを巡る岩がん塊かいの間へと入れる。幸い『星せい黎れい殿でん』の瓦が礫れきは巨きよ大だいで、身を隠かくすにも密ひそかに移動するにも、もってこいの環かん境きようだった。上う手まくやれば十分、あの厄やつ介かいな〝王〟と戦える、と心を強く持つ。

（もっとも、師し匠しようがこれの制せい御ぎよを乗っ取ることができれば、だけど）

　残った同どう乗じよう者しやであるサーレが、彼女の隣となりで、操そう具ぐから幾いく十じゆうと糸を伸ばしていた。今すぐマモンに挑いどむ、という風ふうでもない。作業の傍かたわら、ぼそりと文もん句くが出る。

「ここで親おや父じ殿どのが、大人おとなしく引っ込んで、多少でも時間をくれたら楽が──」

《ッサアアアアアアア──ッレ・ハビヒツブルグ!!》

「ははは、やっぱりね」

　全く予想どうりの展開、大だい音量の大だい絶ぜつ叫きように、ギゾーが笑った。

　呼ばれたサーレは当然、笑えない。

「はははじゃねーだろ」

《今きよぉー日うという今日─っこそは！　私の雄ゆう図とをさぁーんざん阻はばみまくってくれた、お返し総そう決算大だい感謝祭さいにしぃーって見せますよぉー！　覚かく悟ごを決めて討うぅーったれなさい!!》

　フレイムヘイズとしての生みの親の勝かつ手てな言い分ぶんに、思わず苦く笑しようが漏もれる。

「総そう決算にしたいってのは同どう感かんなんだがね」

「どっちの収しゆう支しが黒くろ字じになるか、ここからが勝負のしどころって奴やつかな」

　ギゾーの軽かる口くちに答えようとしたサーレは、岩塊の回り巡る軌き道どうの内側、巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の壁へき面めんが、重おも々おもしく観かん音のん開きに開き始めたことに気が付いた。

「なんだ？」

「一つじゃありません！」

　前を見るキアラの言うとおり、円えん筒とう形けいをした塔の壁の全ぜん方向が、同どう様ように開いている。その内部、巻き起こる蒸じよう気きの中から、巨大な鉄の手がヌウッと伸びて、開いたハッチを摑つかんだ。重々しい駆く動どう音おんともに、体を乗り出し、足を踏み出す。

「はあ？」「へえ？」

　サーレとギゾー、

「なっ!?」「ちょっ」「バッカじゃないの」

　キアラとウートレンニャヤ、ヴェチェールニャヤが各おの々おのの感想を一ひと声こえで表したモノが、塔の側面から幾いく十じつ体たいも姿すがたを現していた。

　それは、ブリキ人形をそのままサイズアップさせたような、単純なフォルムの鉄てつ巨きよ人じん。

　色も付けない金属の剝むき身で、関かん節せつは蛇じや腹ばら、各所は溶よう接せつではなく鋲びようで留とめてある。おまけに三角帽ぼう子しのような頭に開あいた丸い両目は、サーチライトになっていた。カッ、と馬ば鹿かのように白けた緑色に目を点ともらせたそれらは、悪あく夢むと言うよりは冗じよう談だんの住人として動き出す。

《すごぉぉぉーい！　おおきぃぃぃーいっ！　かぁぁぁーっこいいいいいいいい──!!》

　教きよう授じゆ一人が悦えつに入る絶ぜつ叫きようの下もと、

「せめて、気が抜けた隙すきを突かれんようにしなきゃな」

「なら、マモンへの対たい処しよに気を払えばいいんじゃないですか？」

　サーレとキアラは、岩がん塊かいの間を潜くぐりながら、自分たちの役割を心に捉とらえ直した。

　そこから、遙か上の二人、

　紅ぐ蓮れんの双そう翼よくを、全ぜん開かいの噴ふん射しやで上じよう昇しようしていたシャナは、その頂いただきの端はしを見つける。

「ヴィルヘルミナ！」

　指し示じを送ることも、指示を問いかけることもなく、一ひと声こえで分かり合う。

「了りよう解かいであります」

　少女の手首にリボンを巻いて追つい随ずいしていたヴィルヘルミナは小さく頷うなずくや、上昇軌き道どうの斜め上、塔とうの外がい壁へきへと硬こう化かさせたリボンを、アンカーとして打ち込んだ。

　その決して切れないリボンに引かれ、上昇の速度を落とさないまま、二人は巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の屋上へと、足音も強く着ちやく地ちする。何者をも映さず、ただ銀色の影だけを落とす神しん殿でんへと。

　遂ついに立ったその場所で、二人の人物が彼女らを待っていた。

「シャナちゃん!!」

　箱はこ庭にわ『玻は璃り壇だん』の中心に立ち、涙なみだ声ごえで叫ぶ吉よし田だ一かず美みと、

「やれやれ、教授め。肝かん心じん要かなめの二人を放ほう置ちとは、まったく毎まい度ど毎度……」

　呆あきれつつも笑って、剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』を肩に担かつぐ〝千せん変ぺん〟シュドナイである。

　双そう方ほう、対たい峙じする。




　今、そこは間違いなく、世界の中心だった。




　フレイムヘイズ二人と、

　御み崎さき市し全ぜん域いきを覆おおう巨きよ大だいな封ふう絶ぜつ、

　中天に輪を描く、創そう造ぞう神しんの黒い蛇じや身しん、

　その内で巫み女こを抱き、着々と育つ世界の卵、

　直ちよつ下かに傲ごう然ぜんと聳そびえる、全ての企くわだての中ちゆう枢すうたる巨塔、

　楽らく園えん創造の一いち部品として、自ら囚とらわれの身となった少女、

　何者の邪じや魔ま立だてをも阻はばむ、最強の敵てき手しゆとして立ちはだかる将しよう軍ぐん、

　そして、

　黒い蛇じや身しんと世界の卵を背に降り立った、緋ひ色いろの凱がい甲こうと黒い竜りゆう尾びで装よそおう、少年。

　創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟の代だい行こう体たい・坂さか井い悠ゆう二じ。

　シュドナイの傍かたわら、抑えるように僅わずか前に立った彼は、素直に笑いかける。

　その正面で向き合い、ヴィルヘルミナを抑えるように立つシャナも、笑う。

「悠二」

　それだけを、言い、

「シャナ」

　それだけを、返す。
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　二人は、互いのかける、次の言葉を知っていた。

　少女の手には、身の丈たけほどもある大おお太だ刀ちが握られ、

　少年の手には、片手持もちで幅はば広ひろの大たい剣けんが握られる。

　図らず、計らず、声が重なる。

「「──決けつ着ちやくを──」」







　あらゆる状況を監かん視しする中央制せい御ぎよ室しつで、ベルペオルが口くち元もとを掌てのひらで覆おおう。

（あれだけ、か？）

　彼女は、この戦いで現れるだろう最悪の不ふ確かく定てい要素『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナと共に現れるフレイムヘイズを、最大で軍ぐん団だん規き模ぼ、最小で九人と想そう定ていしていた。

　最大のものは、『震しん威いの結ゆい手』が決戦場じようで敗はい退たいした残ざん兵ぺいを束たばね、『昏こん鴉あの御ぎよし手』が西部防ぼう衛えい線せんの主力軍ぐんを率ひきいて……というケースだったが、こちらに実現の可能性がないことは、決けつ起き前の襲しゆう撃げきと現在の情報収しゆう集しゆう、双そう方ほうを照しよう合ごうさせた結果としてハッキリしている。

　従来の指し導どう部ぶを瓦が解かいさせ、急きゆう造ぞうされた指導者しやの威い信しんを失しつ墜ついさせた外界宿アウトローは、その巨きよ大だいな図ずう体たいを統一的な意い思しの許もとで動かし得ていない。数個・別べつ途との筋すじからの情報によると、指導部は未いまだチューリヒで愚ぐにも付かない小お田だ原わら評ひよう定じようを続けているという。

　仮にそれらがやって来たところで、［仮装舞踏会バル・マスケ］には、先の大おお戦いくさから保ほ持じされている兵へい力りよくだけで十分以い上じようの優ゆう位いがあり、なにより集つどい来る同どう胞ほうらを合わせることで圧あつ倒とう的……否いな、フレイムヘイズらにとって絶ぜつ望ぼう的な兵力差さを獲得しつつある。なんの心配もなかった。

　ゆえに、ベルペオルの警けい戒かいは、あるいは大たい軍ぐんよりよほど厄やつ介かいだろう最小のものの方、実現する可能性の高いケースにこそ向けられていた。が、

（だとしても、少なすぎる）

　その実現した今の情じよう勢せいに、ベルペオルは不ふ審しんを抱く。

　彼女は『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』個人が糾きゆう合ごうし得る面子めんつ……つまり『万ばん条じようの仕し手て』、『弔ちよう詞しの詠よみ手』、『儀ぎ装そうの駆かり手』、『輝き爍しやくの撒まき手』、『鬼き功こうの繰くり手』、『極きよつ光こうの射い手て』、加えて『大だい地ちの三さん神しん』らの出しゆつ現げんを覚かく悟ごしていたのというのに、実際の数は、これら九人にすら足りていない。

　確かに、大おお暴あばれしていることに違いはないものの、確かく認にんされた襲撃者は六人だけで、『弔ちよう詞しの詠よみ手』、『儀ぎ装そうの駆かり手』、『輝き爍しやくの撒まき手』が欠けている。

（共きよう闘とうの多かった『弔ちよう詞しの詠よみ手』、それに『詣けい道どう』にまで追ってきた『儀ぎ装そうの駆かり手』と『輝き爍しやくの撒まき手』が、今さら離り脱だつするとも考えにくい）

　三者いずれも一ひと筋すじ縄なわではいかない曲くせ者もの、どのような奇き策さくを弄ろうするか知れたものではない。

　そうでなくとも、先の大おお戦いくさでは不ふ在ざい中に『星せい黎れい殿でん』内部をいいように引っかき回され、まんまと『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』の救きゆう出しゆつ、得え難がたい将しよう帥すいたちの戦せん死し、という非常の事じ態たいを引き起こされてしまっている。最後の一手となるこの戦いで、足あし下もとを掬われるわけにはいかなかった。

　周囲に積まれた報告書しよの束を、額ひたいの目だけで見る。

（半はん日にち前まえの武ぶ漢かんでの事件も聞いたが……あれだけの戦せん力りよく、三者を全て回すものかね？）

　たった今、マモンから連れん絡らくの入った、褐かつ色しよくの自じ在ざい法ほう散さん布ぷという行為も、彼女の三さん眼がんには、わざとらしい欺ぎ瞞まんと映っている。しかし、だとしても、分からない。

（なにか仕掛けている、まだ予よ備び兵力を隠かくしている、というポーズを取ったとして、連れん中ちゆうに一体なんの得とくがあるのか……どうにも、腑ふに落ちない）

　連れん中ちゆうが取り得る妨ぼう害がい工こう作さくとして最も確かく率りつが高かったものは、『大だい地ちの三さん神しん』による陽よう動どう攻こう撃げきの陰で、密ひそかに封ふう絶ぜつ内へと潜せん入にゆうし──仮に以前のような秘ひ密みつの抜け道が他にあったとして、今や本来の『星せい黎れい殿でん』を形作っていた部品の全ては『真しん宰さい者しや』への移い行こうとともに崩ほう壊かいしている──盟めい主しゆに対する直接の奇き襲しゆうを行うことだったろうが、実際の『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』は小こ細ざい工くなしに真まっ正しよう面めんから突とつ入にゆうしてきた。

　結果としては、ほぼ想そう定てい通り。奇襲しても同どう様ようの戦せん況きようになったはず、という彼女ら［仮装舞踏会バル・マスケ］にとっては満足すべき結果が出ているのだが、だからこそ気味が悪い。

（あの魔ま神じんの契けい約やく者が、そこまで無む策さくなわけもなし）

　煌きらめく炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの豪ごう壮そうな姿すがた、危険な存在と確かく信しんした時の脅きよう威いが、古ふる傷きずのように疼うずく。

　フレイムヘイズ『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナは、力押しを好む。好むが、それは単に個人としての嗜し好こうであって、目的達たつ成せいに必要ならば、それを容た易やすく脇わきに置いて、幾いくらでも権けん謀ぼう術じゆつ数すうを巡らせ、不ふ意いを突き奇き策さくを弄ろうすることも厭いとわない、最も面めん倒どうなタイプの討ち手である。

　彼女は短い接せつ触しよく期間で、そう鑑かん定ていしていた。

（現に、こんな真ま似ねをしでかしているわけだし、ね……）

　報告書しよの、別の束たばを取り上げる。

　ほんの数十分前まえに届いた、封ふう絶ぜつ外部との定てい時じ通信だった。

　報告書の内容は、

　かの『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』は御み崎さき市しへの突入の直前、

　全ぜん世界へ向け天てん罰ばつ神しん〝天てん壌じようの劫ごう火か〟の契約者として、

　人間の通信機き器きを用いた、彼女自じ身しんの宣せん布ぷを発した、

　というものである。

　世界中に発せられた宣布は、

《天罰神と共に起たつ者は来よ。座して他者に世界の在り様ようを委ゆだねる気のない者は集つどえ》

　という、いわば檄げき文ぶんだった。

　創そう造ぞう神しんと対たい抗こうする心の支えとするに、最高の大たい義ぎ名めい分ぶんではある。

　それ以前の段階から、多くて十人単たん位いという小しよう集団ながら、世界各かく地ちから集い来る同どう胞ほうらに対する散さん発ぱつ的な襲しゆう撃げきは続いている。盟主の宣布を聞いてなお心挫くじけない者らによる幾いくらかの勢せい力りよく形けい成せいは、受じゆ容ようせざるを得ない。外界宿アウトローの指し導どう部ぶを散さん々ざんに叩たたくことで、組織としての統とう率そつや連れん携けいの余よ地ちを奪うばったはずだったが、どこにでも往おう生じよう際ぎわの悪い者はいるものである。

（しかしまさか、ここに来て、あの天罰神が出しゃばってくるとはね）

　武ぶ漢かんでの事件も、その兵へい力りよく再結けつ集しゆう計画の一いつ環かんなのだろう。フレイムヘイズらに余よ計けいな行動のベクトルが加えられた今、別個独自の行動が結び合って、何らかの障しよう害がいとなる流れが起きないとも限らない。もちろん、今さら盤ばん石じやくを期した大たい勢せいが覆くつがえることはないだろうが、制せい御ぎよに与あずからない流れの存在は、やはり危険だった。

（となると、ここに姿の見えない連れん中ちゆうは、その再さい結けつ集しゆうを取りまとめる要よう員いんとして各地に派は遣けんされた、ということか……やはり、決けつ戦せん場じようを置いてまでやることとは思えないのだが）

　いずれにせよ、その決戦場たる御み崎さき市しでの戦いをこそ、彼女は注ちゆう視しする。

　三千年前まえの反省を生かし、『大たい命めい詩し篇へん』が完全稼か働どう状態に入った今、創そう造ぞう神しんの本体と巫み女こを容いれた世界の卵は、完全一いつ式しきの応用による防ぼう御ぎよ壁へきで守られており、何者にも侵おかせない。

　各かく守備隊たいと交こう戦せんする『大だい地ちの四し神しん』たちの強さは、やはり端たん倪げいすべからざるものだったが、それももうすぐ、代行体の宣せん布ぷが引き起こす、二段目の効果によって片付くだろう。

（時を経へるに従い、この地に集う同胞の数は爆発的に増えてゆく……むしろ我らこそ、そちらとの接触によって起きるだろう混乱に気を払わねばなるまいの）

　自じ在ざい法ほうによって落ちる砂すな時計に目をやる。

　決けつ行こうの時じ限げんである午前零れい時じまでには、ややの間があった。

（まったく……最後の最後まで、ままならぬ）

　薄く笑えみを浮かべる彼女の背後では、教きよう授じゆが手だの首だのをクルクル回しつつ、

「んんーっふふふふ、そぉーろそろ『真しん宰さい社しや』の機きぃー能のうと連れん動どう連れん結けつした、あの秘ひぃー密みつ兵へいっ器き!!　の試しぃー用よう実験に入ぃーりますよぉー、ドォーミノォー!?」

「だからアレは、周りの御おん〝徒ともがら〟にも、かなり危き険けんだから止めた方がよひいはたはたはた!!」

「……『秘密』と『兵器』……二つ合わせて、秘・密・兵・器!!　こぉーの絶ぜぇーっ対たい魅み惑わくな浪漫ロマンの響ひびきを解かぃーさないとは、そぉーれでも私の助じよ手しゆですか、ドォーミノォー!?」

　叫んで抓つねって操あやつってと、全く忙せわしげに立ち働いている。













　巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の頂いただき、銀の影を足あし下もとへと映す神しん殿でんで、

　シャナと、その傍かたわらに立つヴィルヘルミナが、

　悠ゆう二じと、その傍らに立つシュドナイが、

　吉よし田だを傍らに置いて、睨にらみ合う。

　身じろき一つで発はつ火かせんばかりに昂たかぶる空気の中、最初に口を開いたのは、悠二。

「できれば、吉田さんは狙ねらわないで欲しいな。彼女を排はい除じよしても、些さ細さいな手て間まを一つ増やすだけで、大命阻そ止しには繫つながらないから、さ」

　それは全く、彼らしい気き遣づかいの前置きだった。

　対するシャナは、両の灼しやく眼がんを常つね以上に煌かがやき燃え上がらせて、厳きびしい声をぶつける。

「念を押されなくても、分かってる。一かず美みを狙って無む効こう化かできるのなら、こんな無む防ぼう備びな形で配はい置ちしてるわけがない……でも」

　一いつ瞬しゆん、間を置いて、厳きびしさに険けわしさを加えた。

「些細な手間を省はぶく程てい度どの理由で、一美をここに連れてきたのは、許せない」

　心しん底そこ困った風ふうに、悠二は弁べん解かいする。

「言葉が足りなかったかな。省しよう力りよく化かってのは周りを説せつ得とくするための口こう実じつで、本当の理由は他にあるよ。吉よし田ださんにも言ったけど、大たい命めい以外の……坂さか井い悠ゆう二じ自身の理由があるんだ」

　弁べん解かいして、しかしシャナの端たん的てきな問いかけにも、

「それは」

「うん、言えない。言い方は悪いけど、大命には直接関かん係けいない、ついでのことなんだ」

　柔やわらかな物もの言いいで、明確に回答を拒こばんだ。

　シャナも、無む駄だに食い下がったりはしない。

「そう。無む関係って事が、一かず美みの安全を保ほ証しようするのなら、いい」

　ただ堂どう々どうと、一切の妥だ協きようなく、文字通りに立ち向かい、黒こく衣い『夜よ笠がさ』を払う。

「私は、創そう造ぞう神しんに断だん固こたる一いち撃げきを加える。だから、戦う。それだけ」

　少女の変わらぬ姿すがたに笑いかけようとした悠二は、

（!!）

　その中ちゆう途とで、密ひそかに、不ふ意い打うちとしての衝しよう撃げきを受けていた。

　シャナは黒衣の内に、御み崎さき高校の制服を纏まとっていたのである。

　深ふか緑みどりのセーラー服は、かつての、彼がよく知る『シャナの姿』──。

　ただそれだけのことに来した、予想外がいの動どう揺ようを隠かくそうと、口を開いた彼は、

「では、余よは断固として楽らく園えんの創造を行い、その障しよう害がいを打ち払おう」

　創造神に言葉を委ゆだねていた。

「今こん度どこそ、余よ計けいな邪じや魔ま立だてはさせぬ……そのためにこそ代だい行こう体たい・坂井悠二の協力を得、我が将しよう軍ぐんを自由にする儀ぎ式しき形けい態たいを定めたのだからな」

　どちらの意い思しか、大たい剣けん『吸血鬼ブルートザオガー』を差し向けた手に、力が入る。

　その背後でシュドナイが、蝙こう蝠もりの翼つばさ、鬣たてがみと角つの、鷲わしの足、蛇へびの尻しつ尾ぽを備える虎とらに、変化する。

　応こたえて、シャナも大おお太だ刀ち『贄にえ殿とのの遮しや那な』を構え、剣けん尖せんを突き出す。

　同じく傍かたわら、ヴィルヘルミナも仮か面めんから延びた無む数すうのリボンの内に、ふわりと浮き上がる。

　さらに凝ぎよう縮しゆくされてゆく高こう密みつ度どの戦せん意いと戦せん機きに晒さらされて、

「っ──」

　双そう方ほうを『玻は璃り壇だん』の内から傍ぼう観かんする吉田は、思わず顔の前に掌てのひらをかざした。

　と、その、指と指の間、

（大だい丈じよう夫ぶ）

（待ってて）

　彼女は、向けられた視線と、微かすかな唇くちびるの動きから、二人の言葉と、秘めたる辛さを感じる。感じて、そのどちらに対しても、同じく視線と唇だけで答えられたはずの彼女は、

（──あ）

　何な故ぜか、二人の姿に衝しよう撃げきを受け、答えることができなかった。

　ただ、自分の得た、不ふ分ぶん明めいでありながら強い衝しよう撃げきに打たれ、立ち尽くす。

　か細い息を零し、服の内に隠かくされた物を、再び押さえながら。

　その見つめる先で、少年と少女の、戦いが始まる。

　シャナが、滑すべるように神しん殿でんの床を踏み込んで、前に跳んだ。

　悠ゆう二じは、付つけ焼やき刃ばの技ぎ巧こうでは対たい抗こうできないと分かっている。その場に踏ん張って大たい剣けんの刀とう身しんに空あいた手を添え、体に満ちる剛ごう力りきで真まっ正しよう面めんから受け止めた。

「っはあ！」

　大剣の刀身に、刃やいばを触れ合わせる者を傷つける血ち色いろの波は紋もんが揺れる、

「──っ！」

　寸すんでの前に、シャナは大おお太だ刀ちを押し込んだ反はん動どうを使って、体を離している。即そく座ざに紅ぐ蓮れんの双そう翼よくを背で噴ふん射しやして、今度こそ床を滑って飛び、間ま合あいを取った。

　その翼つばさの紅蓮に目を焼かれた悠二の、不ふ用意に前に伸ばされていた手首に、いつの間にか間合いを詰めていたヴィルヘルミナのリボンが巻き付く。

　彼女の短い気き合あい一いつ声せい、

「ふっ!!」

　悠二の、床に踏ん張っていた力、振り解こうという体重移い動どう、剣で切り払おうとする動どう作さ、全てにリボンの僅わずかな一ひと押おしが加えられることで、超ちよう高速の転てん倒とうが引き起こされた。

　が、転倒は、意い図とされた床ゆか面めんへの激げき突とつを起こさない。

　宙ちゆうへと放り出された足の裏うらと床面の間を、まるで水面下かから引きずり出された蛇へびのように伸びた歪いびつな鎧よろいや機き械かいの部品からなる銀の影が、激突の寸すん前ぜんで静せい止しさせていたのである。自ら逆さ吊づりになった、その頰ほおをかすめて、

「ゴアアアアアアッ!!」

　濁にごった紫むらさき色の炎えん弾だんが走る。言うまでもない、魔ま獣じゆうとなったシュドナイの咆ほう吼こうとともに放たれた、高こう密みつ度どの炎弾だった。

　並のフレイムヘイズでは受けとめた防ぼう盾じゆんごと打ち砕くだかれるこの攻こう撃げきを、しかしヴィルヘルミナはリボンを自身の周りに渦うず巻まかせ、触ふれた微かすかな反はん発ぱつを加えることで大きく跳ね飛ぶ。悠二に行った投げを己おのれに打つ、強大な攻撃力りよくを躱かわす跳ちよう躍やくに変へん換かんする、極きよく限げんの防ぼう御ぎよ法ほうだった。

　さらに、ヴィルヘルミナが攻撃を引き受ける間に距離を取ったシャナが、神殿の端はしから悠二を指さす。その指ゆび先さきから溢あふれ出す紅蓮の炎を媒ばい介かいとする実じつ体たい化か、自じ在ざい法ほう『真しん紅く』によって現れたのは、鋭い爪つめを備えた魔ま神じんの指。

　直ちよつ径けいだけで大人おとなの背せ丈たけほどもあるそれは、現れただけではなく、高速で伸びる。

　砲ほう弾だんどころではない質しつ量りようの驀ばく進しんに直面する悠二は、

「──」

　言葉を作る暇ひまもなく宙で身を翻ひるがえし、外側に銀の影を固めた壁を、内側に後こう頭とうの竜りゆう尾びで自らを幾いく重えにも巻き覆おおった殻からを、それぞれ作った。

　が、魔ま神じんの指は、

「──ぐ、ごはぁ!?」

　銀の壁を紙のように打ち抜き、黒い殻を軟なん球きゆうのように拉ひしやげさせ、中身ごと吹っ飛ばす。

　そんな彼を、大きくした掌てのひらで受け取ったシュドナイは、文字通り掌しよう中ちゆうの玉たまのように己おのが身で隠かくし、その動どう作さの端はし、振るった腕で剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』を巨きよ大だい化かさせた。

「っふん!!」

　受けた一いち撃げきの進しん路ろを正確に遡さかのぼり、同どう等とうの威い力りよくで逆ぎやく襲しゆうする。

　シャナは悠ゆう二じのように、正面から受け止めようとはしない。紅ぐ蓮れんの双そう翼よくの全力噴ふん射しやで離り脱だつする。手首にはヴィルヘルミナのリボンが絡からんで、より迅じん速そくな退たい避ひを助けていた。

　その離脱を、悠二を抱えたシュドナイも追い、神しん殿でんには再び静せい寂じやくが戻る。

　ほんの数十秒という強つわ者もの同どう士しによる戦いの間、止まる寸すん前ぜんにまで細めていた息を、

「──ふ、ぅ──」

　ようやく深々と吐いた吉よし田だだけが、『玻は璃り壇だん』の中に一人、取り残されていた。

　追つい跡せきの中、竜尾の殻を解いた悠二は、シュドナイの背に乗る傍かたわら、

「効きいた……やっぱりセンスも経験値ちも違うな」

　未いまだ視し界かいの揺れる頭を振る。

　魔ま獣じゆうの顔でも分かる、しかし含みのない笑えみを、シュドナイは浮かべた。

「なに、盟めい主しゆ殿どのも小さき身で過ごされた日数にしては、なかなか」

「そうかい？　じゃあ、自分でも納なつ得とくできるよう、もう少し頑がん張ばってみるよ」

　笑い返して、再び身の内に力を充じゆう溢いつさせる。

　やや上じよう方ほう、恐らくは遠とお回まわりに創そう造ぞう神しんの蛇じや身しんと世界の卵への攻こう撃げきを試みるつもりなのだろう、シャナとヴィルヘルミナ（攻撃は通用しない、という敵の言い分を鵜う吞のみにせず、とりあえず実じつ証しようしてみる性格であることは分かっている）が見えた。

　追って風を切る彼も、付つけ焼やき刃ばは付け焼き刃なりに、試みる。

「代だい行こう体たいになってすぐ、在り様ように即そくした『坂さか井い悠二独どく自じの自じ在ざい法ほう』でも使えていれば、シャナも見直してくれたんだろうけどな」

　言う間に、凱がい甲こうや竜尾の端はし々ばしから、黒い火ひの粉こが弾はじけるように舞い落ち始めた。

　シュドナイの笑いに、今度は困った色いろ合あいが混じる。

「くくっ、教きよう授じゆから竜尾と『暴君』をせしめておいて、そりゃあ贅ぜい沢たくというものでしょう。名うての〝王〟でも、独自の自在法を会え得とくするには長ちよう短たんの個人差さがあるんですから」

「たしか──に!!」

　笑いの最後、点てん火かするような大おお声ごえを受けて、周囲に散っていた無む数すうの火の粉が、漆しつ黒こくの炎えん弾だんとして膨ふくれあがった。視し界かいの欠けつ落らくを錯さつ覚かくさせる黒い奔ほん流りゆうが、紅ぐ蓮れんの双そう翼よくで上方を飛ぶシャナ、その手首にリボンを巻いて引かれるヴィルヘルミナ、二人を狙ねらって舞い上がる。

　気付いたシャナは、

「ヴィルヘルミナ！」

「気き遣づかい無む用よう、お好きに飛ばれるがよろしいのであります！」

　ヴィルヘルミナとともに、無む秩ちつ序じよに乱れ舞う炎えん弾だんの中を華か麗れいに搔かい潜くぐり、躱かわしては上に、避よけては近く、創そう造ぞう神しんの蛇じや身しんと世界の卵へと近づいていった。

　が、やがて、

（!!）（む、そうか）

（食えない奴やつであります）（向むか腹ばら）

　アラストールやティアマトーともども気付く。

　悠ゆう二じの炎弾が、彼女らが目め指ざす先にこそ、向けられたものだったことに。

　黒い炎弾の奔ほん流りゆうは、シャナらに回かい避ひされてなお突き進み、上空に浮かぶ蛇身と卵に命めい中ちゆう、大だい爆ばく発はつを起こしていた。無む論ろん、そのどちらも、かすり傷どころか揺らぎさえしない。狙ねらっても無む駄だだと、自らの攻こう撃げきによって証しよう明めいして見せ、同時に彼女らの頭を押さえたのだった。

　証明がなされ、上昇を遮った頃ころ合あいを見み計はからってか、突とつ如じよ、無秩序に立ち上っていた無む数すうの黒い炎弾が、彼女らの周囲で一いつ斉せいに弾はじける。

　空間を塗り潰つぶす黒い炎ほのおが満ちる前にと、

「はっ！」

　ヴィルヘルミナが防ぼう御ぎよの繭まゆを作ろうとリボンを周囲に巡らせた刹せつ那な、

「待って!!」

　シャナが叫びつつ、両腕を左右一いち文もん字じに広げた。動どう作さの勢いに乗って大量の炎が噴ふん出しゆつし、再び具ぐ現げん化かの自じ在ざい法ほう『真しん紅く』が発はつ現げんする。今こん度どは広げられた両腕そのままの形で。その魔ま神じんの両腕が間かん一いつ髪ぱつ、左右から閉じられつつあった巨きよ大だいな獣けものの顎あごをガッシリと受け止めた。

「ヴィルヘルミナ！」

「了りよう解かいであります!!」

　失しつ策さくへの気き後おくれを微み塵じんも動どう作さに表さず、ヴィルヘルミナは黒い爆ばく炎えんを煙えん幕まくに攻撃を仕掛けてきた巨大な獣の顎──シュドナイであることは言うまでもない──に無数生はえている牙きばへとリボンを絡からめ、簡かん素そな一ひと声こえ。

「どうぞ」

「ん！」

　答えてシャナは『真しん紅く』を解く。

　不ふ意いに支えを失った顎が閉じる、その双そう方向から迫るベクトルをヴィルヘルミナのリボンが微び妙みようにずらし、顎の根ね本もとを引き千ち切ぎらんばかりに左右の嚙かみ合わせを、さらにはその全体をも渦うず巻まき状に捻ねじって、本ほん体たいごと一気に地面へと叩たたき付ける。

　鈍い地じ響ひびきと濛もう々もうたる土つち煙けむり、さらには地に満ち満ちていた無む数すうの〝徒ともがら〟に下した敷じきの断だん末まつ魔まを上げさせる、まさに戦せん技ぎ無む双そうの名に相応ふさわしい超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうの投げ技だった。

　それでも、投げられた当のシュドナイは、ダメージを表すでもなく人ひと型がたに戻り、

「並なみ外はずれた力と技にこうまで嚙かみ合われては、攻めるに攻め切れんな」

「いいじゃないか。戦い続けてくれさえすれば、いずれ時が満ちて、こっちが勝つ」

　その一歩前まえには悠ゆう二じも、やはり平へい然ぜんと立っている。

　二人が賞しよう賛さんするほど戦せん況きようが有利でないことは、戦うシャナらの方がよく分かっていた。今さら気を緩めるはずもなく、巨きよ大だいな顎あごの間だった場所、シュドナイが人型に戻ったため、微び妙みように開けた空間になったそこに立って、周りの様よう子すを注意深ぶかく窺うかがう。

　彼女らが落ちたのは、真ま南な川がわの河か川せん敷しきだった。

　グラウンドや駐ちゆう車しや場じようなどがある広いそこは今、堤てい防ぼうの斜しや面めんや上までも、無数の……まさに無数の、という表現こそ相応しい数の〝徒ともがら〟によって埋うめ尽くされている。

　もちろんそれらは、凶きよう悪あくな力を振るうフレイムヘイズに襲おそいかかったりはしない、ただ集まってきただけ、雑ざつ然ぜんと居い並ならんでいるだけ、という全くの烏う合ごうの衆しゆうだったが、それでも先の大おお戦いくさなど問題にならない異常な数が視し界かいを埋め尽くす様さまは、圧あつ巻かんとしか言いようがなかった。

　軽く口くち笛ぶえを吹く真ま似ねをして見せたシュドナイのように、同どう胞ほうとしての感かん嘆たんも抱けないフレイムヘイズには、見み渡わたす限り敵というこの光こう景けいは、発はつ狂きようさえ誘さそう視し覚かく的てき圧力が備わっている。

　これを背景に、創そう造ぞう神しんの代だい行こう体たいとして、悠二は言う。

「いつか言ったよね。フレイムヘイズは絶対に大たい命めいを支し持じしない、って。あの時は口で言っても無む駄だだと思ったから言わなかったけど……今なら分かってもらえるかな」

「……」

「！」

　また揺さぶりか、と彼の口こう撃げきによる度たび重かさなる前ぜん科か、あるいは多た大だいなる戦せん果かから警けい戒かいするシャナとヴィルヘルミナは、精神的な防ぼう壁へきをあらかじめ築きずいて、耳を傾けた。

　悠二の方は気にせず語り続ける。

「楽らく園えんの仕組みとか、この世の状況とか、大だい災さい厄やくの危き機きとか……その手の理り屈くつも、たしかにある程てい度どの理由にはなってるんだろう。でも、本当はそういうことじゃないんだ」

　言って、大たい剣けんを持たない方の腕を、大きく後ろに払った。

　そこにいるのは〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟……数え切れない人ひと喰くいの異い世界人じんたち。

　そこにいること自体に違い和わ感かんを抱かせる、この世への侵しん入にゆう者しや。

　そこにいることが、既すでに誰だれかを喰らった証あかしたる存在。

　それらが歓かん喜きと興こう奮ふんに満ちて、そこにいた。

　悠二は、光景で示し、事実を語る。

「本当の理由は単たん純じゆん明めい快かい──フレイムヘイズは本質的に〝徒〟を許せない。個人で交流のある者も、浅からぬ因いん縁ねんで好こう悪おの感情を抱く者も、復ふく讐しゆうを果たし終えた者も……何な故ぜなら」

　気付けば、悠ゆう二じの顔から笑えみが消えていた。

「それは、この世の異い物ぶつに対して、この世の生物として抱く、拒きよ絶ぜつ反応だからだ。異物が、この世を模もした世界をもう一つ作り、そこでさらなる勝かつ手て放ほう題だいすることを、この世の抗こう体たいとして選ばれた彼らは許せない。許さないんじゃなく、存在の在り様ようとして、許せないんだ」

　代わりに表れているものは、無む上じようの真しん摯しさ。

「ただ、それを現実の行動に移すかどうかは、それこそ個々人の信しん条じようや状況がものを言う。今こうして、戦って在り様の本ほん分ぶんを示す者と、戦わないで妥だ協きようする者とが分かれたように」

　悠二ではない、もう一人のそれも、同時に。

「この話をしたのは、だからそっち側じゃない、こっち側のことが言いたかったからさ。拒絶反応云うん々ぬんは空くう論ろんじゃない、フレイムヘイズのシステムを参考に、こいつを──」

　言って、足あし下もとの銀ぎん色いろの影から歪いびつな鎧よろいを、かつて創そう造ぞう神しんの代だい行こう体たいとする予定だった『暴ぼう君くん』を呼び出し、頭とう頂ちようを掌てのひらで受け止めると、また押し込めるように戻した。

「仮か想そう意い思し総そう体たいとして操あやつること、両りよう界かいの狭はざ間まに在る神しん体たいと交こう信しんすること、双そう方ほうの研究の過か程ていで得られた、厳げん然ぜんたる事実だ。我ら〝徒ともがら〟は、この世に在っては、許されざる過か客きやく──」

　後ろと言わず前と言わず、集まっている〝徒ともがら〟たちを仰あおぎ見る内、

「ゆえにこそ」

　声に、少年のものではない響ひびきが強くなる。

「余は、この楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創造を行う」

　いつしか語る相手は、シャナらではなくなっていた。

　まるで、受け入れるという行為を、仕し草ぐさで表すかのように、

　創造神の代行体は、大たい剣けんを持った方も加えて、大きく両腕を広げた。

「余は、〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟の欲する世界を、〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟のための楽園を、創造神として与える」

　そして、周囲一いつ体たいの〝徒ともがら〟らが耳を傾け注ちゆう視しする中、

「そのとき初めて〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟は、故こ郷きようでも得られなかった充じゆう足そくと安あん息そくを得──」

　ゆっくり大剣を、上へと掲かかげてゆく。




「望み望まれた世界に生きる、真の実じつ存ぞんと成るだろう」




　それが、頂ちよう点てんに差し上げられてから、

「……」

　響いた声の余よ韻いんまでも喰らい尽くす間を幾いく秒びようか置いて、

「……我らが創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟──万ばん歳ざいっ!!」

　誰だれからともなく一いつ斉せいに、〝徒ともがら〟らは自らの肯こう定てい者たる神に対する、歓かん呼この叫びを上げた。

　言葉として纏まとまった最初の一ひと声こえを過ぎると、もはや後は纏まとまるどころか感情を声にしただけの絶ぜつ叫きようへと変わる。誰だれもが熱ねつ狂きようを姿すがたにまで表し、炎ほのおを吐き、火ひの粉こを散らし、狂きよう騒そうの場はとりどりの色、とりどりの声、とりどりの形で埋うまってゆく。

　それら欲よく望ぼうの宴うたげを逆ぎやつ光こうと背負い、自らは漆しつ黒こくの影となる代だい行こう体たいが、口を開いた。

「余よが与え叶かなえることの意い義ぎを理解した上は、今さらの邪じや魔ま立てなど、してくれるな」

　が、

「……」

　真ま正しよう面めん、紅ぐ蓮れんの煌きらめきを放って立つ少女には、妥だ協きようの緩みなど微み塵じんも見えない。一歩後うしろに控えるヴィルヘルミナともども、同どう胞ほうに甘い神との今さらの問もん答どうさえ、拒こばんでいた。

　創そう造ぞう神しんにとっては大いなる不満、代行体にとっては全くの当然、という彼女の反応を受け、後者が当然と感じた理解の内から、働きかける方ほう策さくを繰くり出す。影から抜けるように、軽く巡らせた目に周囲の炎を映し、

「まるで、花はな火びだね」

　少年として懐かい旧きゆうの声を放る、という形で。

「ここでのお祭りが、懐なつかしいな」

「……！」

　それだけのことにシャナは、ぴくり、と反応する。

　悠ゆう二じは、彼女が自分の言葉に乗ってきたことを成功と見て、彼女を僅わずかでもこちらに引き寄せる、あるいは単純に午前零れい時じまでの時間を稼かせぐ、その行為として話を続け、

「よく人が思い出を『昨日きのうのことのようだ』って言うけど、羨うらやましいよ。もう手も声も届かない、遙かな昔に思える……シャナとは、あの時少しケンカもしたっけ」

「──　　」

「えっ？」

　彼女の不ふ意いな唇くちびるの動きに、刺し激げき物ぶつとして入れようとした話題を中ちゆう断だんさせられた。

　シャナは、先と変わらない炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんを煌かせる姿で、しかしどこか切実な色いろ合あいを加えた面おも持もちで、今度はほんの少し声を大きくして、先と同じ言葉を、呟つぶやく。

「──手紙」

「手、紙？」

　悠二は、その単たん語ごと自分の話との関連性せいについて考え、

　シャナは彼の、考えた、という行為だけで、理解した。

　彼が、とある手紙のことを、忘れてしまっている、と。

　彼にとってはメモ程度の置き手紙、忘れて当とう然ぜんのなんでもない物……そう、自分でも納なつ得とくしていたというのに、心を傾けい斜しやさせていた切実さが、懸かけていた想いの分だけ、無む闇やみに大きく、やたらと強く、それまでの気持ちを逆ぎやく転てんさせて一つの力に変える。

「──」

「シャナ？」

　思わず悠ゆう二じが考えを中ちゆう断だんしたほど一いち目もく瞭りよう然ぜんに、

「────」

　全ぜん身しんで、シャナは怒りを表していた……否いな、

「────悠二の」

　まさに全身全ぜん霊れいでムカっ腹を立てていた。

　所を同じくして、またもこんな気持ちにさせられるという理り不ふ尽じんに。

　遠くばかり見て近くに気を払わない少年の、あるいは男の在り様ように。

　胸むな元もとのアラストールが薄うす々うす察し、傍かたわらのヴィルヘルミナとティアマトーが仮か面めん越ごしに困惑を見せたほどの、それはあからさまな、そしてあまりに純じゆん粋すいな、怒ど気きの放出だった。

　決けつ壊かいするように、

「バカああ──!!」

　フレイムヘイズ『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』らしからぬ叫び声が形となったかのように、振り向けられた腕の流れに乗った、強力極きわまる高こう圧あつの炎ほのおからなる自じ在ざい法ほう『飛ひ焰えん』が、迸ほとばしる。

　悠二はなにを思うより前に、

「っ!!」

　まず跳ちよう躍やくして躱かわし、そして眼がん前ぜん、

「っは!?」

「バカああ──!!」

　既すでに飛び上がっていたシャナの二に撃げき目、巨きよ大だいな拳こぶしを形かたち作づくった『真しん紅く』によって、脳のう天てんから殴なぐり飛ばされ、直ちよつ下かで燃え盛る『飛ひ焰えん』の炎の中に叩たたき込まれた。

　さらに加えて、

「バカああああああああああ──!!」

　とどめたる巨きよ大だいな炎の大たい剣けん『断だん罪ざい』を、シャナは遠えん慮りよ容よう赦しや無しに振り下ろす。

　とんでもない熱ねつ量りようが地面に激げき突とつして爆はぜ、一いつ帯たいに詰めかけていた〝徒ともがら〟らを、一いち撃げき目の『飛ひ焰えん』の衝しよう撃げきをさらに超える紅ぐ蓮れんの爆ばく炎えんで、押し流し焼き尽くし消しよう滅めつさせた。

　戦せん果かは確かく認にんせず、シャナはそっぽを向くように紅蓮の双そう翼よくで反はん転てん、上じよう昇しようする。手首に絡からんだリボンで後方に引かれる──どうにも理解が及ばない、しかし尋たずねてよいのか迷う──ヴィルヘルミナに、荒い息を吐きつつも、

「そろそろ、あれを仕掛ける!!」

　あくまで計画を遂すい行こうする戦せん士しとしての意い思しを表ひよう明めいした。

　ヴィルヘルミナも、分からないものはとりあえず措おいて、答える。

「りょ、了りよう解かいであります──む!?」

「二時方ほう向こう」

　ティアマトーの示した方角、やや下か方ほうに、巨きよ大だいな竜りゆうの首が伸び上がっていた。その体中、シャナの攻こう撃げきで焼かれたものらしい綻ほころびから吹き出ている炎ほのおは、濁にごった紫むらさき。

　と、すぐさま綻びも塞ふさがり炎消きえる中から、身を伏せて摑つかまる悠ゆう二じが現れる。炎の中に叩たたき落とされ『断だん罪ざい』の一いち撃げきを受けた、と見えた彼は、その内に潜ひそみ、強きよう固こな甲こう羅らの塊かたまりと化していたシュドナイに吞み込まれることで、危うく難なんを逃れたのである。その礼を率そつ直ちよくに述べる。

「ありがとう、助かったよ」

「人の世に暮らした盟めい主しゆ殿どのが、あれほど女の扱いに疎うといとは思いませんでしたな」

　シュドナイは自身の役目と流し、軽くからかった。

　悠二も気き遣づかいに、九割本ほん気きの冗じよう談だんで返す。

「そっちでも、こういうのは苦にが手てだったんだ。よければ数千年分ぶんの教きよう示じを願いたいくらいさ」

「あいにくと、俺おれもそういうのは不ぶ器き用ような方でし、て──!!」

　言う間に竜の首が中ちゆう途とから千ち切ぎれ、先せん端たんが変へん異いして再び魔ま獣じゆうの姿すがたを取った。蝙こう蝠もりの翼つばさを大きく一ひと打うち、シャナらを追って、猛もう烈れつな速度で舞い上がる。

　彼女らは後こう方ほうには目もくれず、ひたすら一いつ直線に上じよう昇しようを続けていた。

　その目め指ざす先は、見れば分かる、先と同じ創そう造ぞう神しんの蛇じや身しんと世界の繭まゆ。

　悠二は訝いぶかしみ、

（攻こう撃げきが通つう用ようしないと証しよう明めいしたはずの『大たい命めい詩し篇へん』を、なぜ目指す──いや、違う！）

　次いで気付いた。

（さっき見せた通常の攻撃じゃない、別の有効な手て立だてを、彼女らは持ってるんだ!!）

　単なる直ちよつ感かんである。

（互いに戦いの流れで落下しただけ……正面から挑いどんできた本当の狙ねらいは、それか？）

　が、半なかば確かく信しんしていた。

（まさか『贄にえ殿とのの遮しや那な』……あれはなんでも斬きれるわけじゃないけど、自じ在ざい法ほうを無──）

　思し索さくを連ね、目を凝こらす中、

「!?」

　ほんの小さな挙きよ動どうに、目を留とめる。

　先せん行こうするシャナが、空あいた方の手を強く握っている。自在法が発はつ動どうする気け配はいとも違う、その些さ細さいな変化を意識した瞬しゆん間かん、悠二は危き機き感かんのまま叫んでいた。

「余よを投げろ!!」

「!!」

　危機感を察さつ知ちしたシュドナイは、主しゆ命めいを全くの反射だけで果たす。悠二を乗せていた魔獣の背が、屈くつ強きような腕へと変化し、ノーモーションで投とう射しやしていた。

　凄すさまじい速度を、自身による飛ひ行こうの自じ在ざい法ほうでさらに加速させ、シャナが掌てのひらを開く寸すん前ぜんに、前へと立ち塞ふさがることに辛かろうじて成功する。手にある大たい剣けん『吸血鬼ブルートザオガー』を、刃やいばではなく刀とう身しんの平ひらを前に向けて振るい、シャナの掌てのひらから飛んだものを、打ち落とす。

　バキィン!!

　と金属同どう士しの衝しよう突とつ音おんが耳を劈つんざき、紅ぐ蓮れんの欠かけ片らが火ひ花ばなに混じって弾はじける。

「一いち撃げきでの達たつ成せいは、やっぱり無む理りか」

「焦あせらず取りかかればよろしいのであります」

　衝突と同時に、残念そうに言うシャナ、平へい淡たんな声を零こぼすヴィルヘルミナは、宙ちゆうで停まった。

　一方の悠ゆう二じは、軽かる口くちで返すどころではない。

　たった今、危き機き感かんのまま阻そ止しした証あかしとして、散り果てる紅蓮の欠片に混じる見み慣なれた紋もん様よう、それが意味するシャナらの思おも惑わくに気付き、戦せん慄りつしていた。

「……『大たい命めい詩し篇へん』！」

　頭ず上じよう、創そう造ぞう神しんと巫み女こが営えい々えいと構こう築ちくしているものと同どう種しゆの、門もん外がい不ふ出しゆつにして容よう易いな扱いを受け付けないはずの自じ在ざい式しき。それを、自在法に疎うといはずのシャナが放った──否いな、

「宝ほう具ぐか」

　紅蓮の火ひの粉こを撒まきながら宙を回り、シャナが鋭く摑つかみ直したそれは、指ゆび輪わ。

「そう。名前は『コルデー』。自在式を込めて放てる、便利な指輪。ずっと持ってたけど、私はこういうのが苦にが手てだったから、使う機会がなかった」

「自在式を込める、ね」

　言いつつ悠二は、危機感の正しよう体たいを確認するように、心中で繰り返す。

（よりにもよって『大たい命めい詩し篇へん』とは！）

　まさか自身の企くわだての核かくを悪用されるとは創造神も代だい行こう体たいも、想そう像ぞうすらしていなかった。他のなにが盗まれようと、これだけは決して盗まれてはならない、最さい重要機き密みつなのである。認めがたい最さい悪あくな漏ろう洩えいを、しかし二人は事実として苦にがく吞み込む。

（現に在る脅きよう威いだ……認め、対たい処しよせずばなるまい）

　いかに完全一いつ式しきといえど、同じ詩し篇へん同どう士しとなれば干かん渉しようや影えい響きようは止め得ない。元より易やす々やすと改かい変へんを許すものではないが、既すでに展開された式に微かすかでも阻そ害がいを受ければ、細さい密みつ極まる構こう造ぞう、厳げん格かくに定められた進行、という縛しばりを持つ儀ぎ式しきの致ち命めい傷しようになりかねない。

（さすが、シャナ……血けつ気きに逸はやって突っ込んでくるだけの、無む謀ぼうな真ま似ねは絶対にしないと思ってたけど……まさか『大たい命めい詩し篇へん』を使った妨ぼう害がいを試みるとはね）

　最後に一人、悠二は惚の気ろけつつ、宙に静せい止ししたフレイムヘイズ二人より高くに滞たい空くうするよう位置を調ちよう整せいした。背後にシュドナイが追いついてくる数秒を、会話することで持たせる。

「その式、仮にも最重要機密のはずだけど、一体どこから？」

　シャナらは気にしない。

　ただし、答えもしない。

　ただ、不ふ敵てきに言い返す。

「さっき、悠ゆう二じが放った炎えん弾だん」

「……？」

　後ろに付いたシュドナイともども、悠二は怪け訝げんの色を顔に浮かべた。

　その眼がん下かで、シャナは黒こく衣い『夜よ笠がさ』を大きく広げて、言う。

「まだ精せい密みつな誘ゆう導どうができないから、数を飛ばしたんでしょ」

「!!」

　全くの図ず星ぼしに、悠二は返す言葉をなくした。

　相手の弱点を指し摘てきすることを憚はばからず、指摘自体による動どう揺ようを誘さそい、さらには躊ちゆう躇ちよなく弱点も突く。悠二が悠二ならシャナもシャナで、全く互いに容よう赦しやがない。

　隙すき、と見たシャナは、ゆえに当然、次なる不ふ意い打うち、隠かくしていた切り札を放つ。

　広げた『夜よ笠がさ』の中から数十、紅ぐ蓮れんの煌きらめきを帯おびて飛ぶ、それら。

　ほんの半はん拍ぱく、反応のタイミングを外された悠二が気付かされたそれらは、先と同じ……否いな、自じ在ざい法ほうを込めた数十全すべての指ゆび輪わを総そう称しようして『コルデー』という、宝ほう具ぐ。

　叫ぶ間も惜おしんで大たい剣けんを、後こう頭とうの竜りゆう尾びを振るって、

（しまっ、た──!!）

　全ての指輪を打ち落とそうとした悠二は、再びの驚きよう愕がくに襲おそわれる。

　宝具を放ったシャナの肩へと手をかけ、優ゆう雅がに軽やかに身を舞わせたヴィルヘルミナが、彼女だからこそ言える、決して無む謀ぼうではない接せつ近きん戦せんを挑いどんできたのである。

（頭を押さえられたように見せて、実はこっちが近づかされていたのか!?）

　未いまだ経験浅あさい戦闘の機き微びを思い知る悠二の大たい剣けんと竜尾に、同じく変化して指輪を叩たたき落とそうとしていたシュドナイの各所に、無む数すうのリボンが絡からみつく。

　そのまま二人は、強きよう制せいではない誘ゆう導どうで、体を引かれ武ぶ器きを流され、踏ん張る足のない空くう中ちゆうを、最初は小さく、やがて大きく、渦うずを巻かされ、それぞれ真ま反対に投げ飛ばされる。

　そうして、

「「成せい敗ばい!!」」

　ヴィルヘルミナとティアマトーが声を合わせた瞬しゆん間かん、悠二とシュドナイの体に絡んだまま、投げの勢いに引きちぎれていたリボンに自在法が点ともり、爆ばく発はつした。

　この間にも、数すう十じゆうもの宝具『コルデー』は、中ちゆう天てんに浮かぶ巨きよ大だいな的まとへと突とつ進しんしている。紅蓮の煌きらめきを帯びて飛びゆく光こう景けいはまるで、巨大な蛇へびと生まれつつある世界に立ち向かう、今の彼女らの在り様ようそのものに見えた。

（当たれ──当たれば、そこで──!!）

　シャナが念じて制せい御ぎよする指輪が、当たる。

　当たって、紅ぐ蓮れんの輝きを撒まき散らして、爆はぜた。

　が、

　当たっただけ、爆はぜただけ、だった。

　世界の繭まゆにはなんらの影えい響きようも与えられてはいない。

　シャナは、その光こう景けいの理由たる存在に驚き、灼しやく眼がんを見み張はる。

「なっ!?」

　爆ばく発はつの瞬しゆん間かん、繭の表面におぞましいモノどもが湧わき上がり、双そう方ほうの接せつ触しよくへと割って入っていたのである。バラバラと部品を撒き散らしては燃え尽きてゆく、おぞましいモノども……歪いびつな銀ぎん色いろの鎧よろい『暴ぼう君くん』だった。壊こわれては消え、残っては掠かすれ、数秒で繭は元の姿すがたを取り戻す。

「幾いくら固いと分かってても、重要な物に違いはない。防ぼう御ぎよ機き能のうの一つ二つは付いてるさ」

　爆発の炎ほのおの中から、声がかかった。

「それに、そっちにばかり切り札があるんじゃ戦いも盛り上がらない、だろう？」

　煤すすの汚よごれをせいぜいの影えい響きようと残す、坂さか井い悠ゆう二じである。身に宿した膨ぼう大だいな〝存在の力〟は、怪かい力りきだけではなく頑がん丈じようさにも遺い憾かんなく発はつ揮きされているらしい。

　無む論ろん、反対側がわにあるシュドナイも、同どう様ように健けん在ざい。

　挟まれた形となり、背中を合わせるシャナとヴィルヘルミナに、悠二は先の戦いでのしくじり、そこから得られた自分なりの分ぶん析せきを披ひ露ろうしてみせる。

「シャナ、さっき攻こう撃げきをカルメルさんに任せて、自分が加わらなかったのは」

　着々と強くなっていく自分を、少女へと誇こ示じするように。

「君も、まだあの『コルデー』って宝ほう具ぐを精せい密みつに誘ゆう導どうできないから、なんだろう？」

「……っ」

　言い返されて、シャナはムッとなった。なって、それでも戦いについては冷れい静せいに、己おのが内の一人、背中を合わせる二人と、声なき声で図る。

（あんな機き能のうがあるんじゃ、遠くからは通らない）

（うむ、こうなれば、可能な限り接せつ近きんして直接打うち込むしかない、な）

（ある程てい度どは予想通どおり……いずれにせよ、ここでの役割に全力を尽くすのみであります）

（断だん行こう不ふ変へん）

　そんな二人にして四人を見つめる悠二も、

（さて、次はどうしようか……）

　反対側にいるシュドナイと目を合わせ、新たな戦いの手て順じゆんを練り始める。どうしようもなく辛つらく苦しい戦いであるというのに、どこまでも楽しく面白くてたまらなかった。

　彼らの頭ず上じようでは、変わらぬ速度で、世界の繭が育っている。













　巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の周囲は、混こん沌とんという言葉そのままの無む茶ちや苦く茶ちやな状況となっていた。

　数時間前まで『星せい黎れい殿でん』であった岩がん塊かい群ぐんが、宙ちゆうや真ま南な川がわに立体的な迷めい宮きゆうを形かたち作づくり、

　それを搔かき分け踏み砕くだきながら、玩具おもちやのような造ぞう型けいの鉄てつ巨きよ人じんが数十暴あばれ回り、

　巨人の目から照しよう射しやされる緑色のサーチライトを搔い潜くぐってサーレが走り、

　これをマモンの『貪どん恣し掌しよう』を躱かわして疾しつ駆くするキアラがフォローする。

　しかも、彼らの戦う様さまを［仮装舞踏会バル・マスケ］の構こう成せい員いんではない、集つどい来た〝徒ともがら〟らが遠とお巻まきに見守っている──どちらの有利不ふ利りを見ても、楽園に行きたいというだけの自らは、戦いに加わったはりしない──という、まこと異い様ような光こう景けいが現出していたのだった。

　これに気付いたサーレは、帽ぼう子しの鍔つばの下で苦く笑しようする。

「加か勢せいなしと喜ぶべきか、遠とお回まわしに嬲なぶられていると怒るべきか、判はん断だんの難しいところだな」

「いいじゃないか。オーディエンス付きの戦いなんて滅めつ多たに体験できるもんじゃない」

　ギゾーの軽かる口くちへと返す前に、前方の岩いわ陰かげから現れた鉄てつ巨人が、彼をサーチライトに捉とらえた。その光が徐じよ々じよに絞しぼられ、緑が白っぽく変化するとともに照射熱ねつが急きゆう激げきに上じよう昇しようする。

　極きよく限げんにまで集しゆう束そくされれば岩にも穴を穿うがつ熱ねつ線せんとなるこの中を、しかし先んじて繰くり糸が貫つらぬき伸びる。サーレ左右の手にある神じん器ぎ〝レンゲ〟と〝ザイテ〟から瞬しゆん速そく、伸ばされたそれは、針のように照射部ぶの目から内部へと貫き通された。

「よし、入った！」

「さーて、今度こそ制せい御ぎよを乗っ取れるかな？」

　二人が言う間にも、繰り糸に繫つながれた鉄巨人は、サーチライトを消して停止する。

　が、構こう造ぞうを把は握あくし制御を乗っ取る作業にかかる、一秒にも満たぬ間で、

　バスン、ブルルル、

　と古い自動車のエンジンがかかるような音ともに再さい起き動どうし、サーチライトにも明かりが点ともった。唐とう突とつな照射に眼めを細めたサーレに、巨腕で摑つかみ掛かる。

「ちっ！」

　舌した打うちして、彼はサーチライトにくっついていた繰り糸を、ただ単に引いた。

　鉄巨人はつんのめって重々しく河面へと倒れ込む。

　その頭を踏んで背後に走り抜けた彼は、周囲を見回した。

　倒れた鉄巨人の他は、流れを止めた真南川と、そこに没する、あるいは宙に浮いている無数の岩塊ばかり。ところどころに、別の鉄巨人によるサーチライトが見え隠かくれしていた。

（キアラの奴やつも、手こずってるようだな）

　目に入る場所にキアラがいれば、倒れた鉄巨人を破は壊かいしてほしかったところだが、向こうは向こうでマモンと戦っている。そう易やす々やすと援えん護ごは頼めなかった。

　ならば自分たちでなんとかしよう、と考えた二人が、

「どうにも今回はやりにくいな。そこいらの岩もガラクタ巨人も、俺おれの繰りを受け付けないような仕掛けを、親おや父じ殿どのが施ほどこしでもしたのか？」

「ふーむ、ここに来て我らが好こう敵てき手しゆも本ほん気きを出してきたかな」

　などと、わざわざ声に出しての挑ちよう発はつを行うや、

《──ん誰だれがオォーヤジでコォーッテキシュですってぇ──!?》

　案あんの定じよう、というにも早い素すっ頓とん狂きような返答が、どこぞの拡かく声せい器きから即そく座ざにやって来た。

《０・４秒ごとにリィーッセット・アェーンド・リスタァーット！　を繰くぅーり返す並列制せい御ぎよシステム程てい度どが！　私の本─っ気と思われては、まぁーさしく名な折おれ骨ほね折おり高たか転ころび!!》

　今までも度たび々たび、教きよう授じゆの企たくらみを阻はばんできた二人の定じよう石せき、狙ねらい通りの反応である。会話できる状況なら、求めれば向こうが勝かつ手てにベラベラと、今やっていることの解説をしてくれる。

《本─っ気の本気は！　こぉーれからイィーヤでも見せてあぁーげますよぉー！　ドォーミノォー！　まぁーだ稼か働どうさぁーせられないのでぇーすかぁー!?》

《だから後ほんの少しで準備は終わるから、それまで待って通信した方が絶対かっこいい、って言ったのにひいはたはたはたはた》

　この手のやりとりも、毎まい度どのこと。

《はあっつ──稼働領りよう域いきに達した全ぜん機き関かんの出力調ちよう整せい完了！　デバイスとのリンクエラーなし！　教授、行けるんでございますです！》

《ェエーックセレントッ!!　そぉーれでは、欠けつ陥かん落らく伍ごの失しぃーっ敗ぱい作さくに見ぃーせてあげましょう！　研究観かん察さつ実験解かい明めい、積んで重ねて織おって成す、そぉーの名を、集しゆう・大たい・成せい!!》

（相変わらず前まえ口こう上じようが長いな）

（綿めん密みつな情報収しゆう集しゆうと思えば──ん？）

　気持ちよく喋しやべる教授を邪じや魔ましないよう、声なき声を交わしていた二人は、後こう方ほうでうずくまっていた鉄てつ巨きよ人じんが、再び身を起こしたと気付き、警けい戒かいする。言げん動どうが珍ちん妙みようであっても、彼ら自身をも作った〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟ダンタリオンは正しよう真しん正しよう銘めいの天てん才さいなのである。

《まぁーっさに必ひつ殺さつ！　こぉーっれぞ究きゆう極きよく！　『我が学がくの結けつ晶しようエェ──ックセレント─２５２５８０　揮き拳けんのぉーっ圏けん套とう』!!　っっっっっ起きぃ──っ動どう!!》

　珍ちん妙みような、あるいは天才の叫び（とボタンの音）を受けて、他ほか幾いく体たいか姿すがたを岩いわ間まに見せる鉄巨人が、揃そろって両腕うでを天に差し上げる。何なん体たいかは浮いている岩に拳こぶしをぶつけ、押し退のけていた。

　と、

　それら乗用車を一ひと摑つかみにできるほど大きな鉄巨人の拳が歪ゆがんで、消しよう滅めつする。正確には、拳の周りの光こう景けいが渦うず状じように歪み、すぐ巻き込まれて、なにも見えなくなった。

　サーレとギゾーは、その内の一いつ体たいに目を留とめ、驚きよう愕がくする。

（ギゾー……見たか、あれ）

（そりゃあ、見えるだろう、あれは）

　彼らの視線の先、鉄巨人の両りよう拳に押し退けられていた岩塊が、ごっそり抉えぐれていた。拳の渦うずにやや余す程てい度どの周囲が、破は壊かいによる騒そう音おんも物体を砕くだく抵てい抗こうも一いつ切さい表さず、ただ抉えぐり取られ、消しよう失しつさせられている。

《さぁぁーあ！　〝絢あやの羂けん挂けい〟！　サァァーレ・ハビヒツブルグ！　ん今こそあぁーなたたちをっ！　消ぇーして無くして笑う時！　マシィィィィーン・ゴォォォォ──!!》

　教きよう授じゆの感かん極きわまる絶ぜつ叫きように応こたえ、ビガン、と鉄てつ巨きよ人じんたちの両りよう目めの光が輝いた。最初はぎこちなく、やがてはしなやかに──大きさ相そう応おうに鈍どん重じゆうではあるが──サーレ目め掛け突とつ進しんしてくる。

　そのブンブン振り回される拳こぶしの及ぼす効果を目にしたサーレとギゾーは、

「こりゃあ……ヤバいか」

「本ほん気きで危ないね、うん」

　先に目もく撃げきした光こう景けいの真しん価かを悟さとり、互いに声を掛け合うことで気を引き締める。

　鉄巨人の両りよう拳こぶしに宿った見えない渦は、触ふれる物全すべてを、その軌き道どう丸ごとの形で消しよう滅めつさせていた。岩なら岩、鉄てつ壁ぺきなら鉄壁、水なら水、おそらくは見えていないだけで空気をも。流石さすがに必ひつ殺さつだの究きゆう極きよくだの自じ賛さんするだけのことはある、恐るべき威い力りよくだった。

　サーレは前後から迫る巨人の内、近い方へと岩を飛び移って近付き、

「そら、よっと！」

　その攻こう撃げきが届く範はん囲いギリギリで、頭ず上じように浮いた岩がん塊かいへと繰くり糸を伸ばす。本来なら、これの制せい御ぎよを乗っ取り、上から一いち撃げき見み舞まっているところだが、あいにくと今日きようは本ほん腰ごしを入れているらしい教授の邪じや魔まで、上う手まくいかない。とりあえず、一ひと息いきに鉄巨人を飛び越えてから糸を切り離し、その背後に着ちやく地ちすると、

（じゃあ、いつもの、やるか）

（了りよう解かい、せいぜい迫はく真しんの演えん技ぎでね）

　二人は脅きよう威いが極めて大であるという認にん識しきから恥はじも外がい聞ぶんもなく、

「うわあーやられそうだー！」

「なんてすごいはつめいだー！」

　棒ぼう読よみの大おお声ごえを張り上げて、発明者しやの解説を求めた。

　そして当然、回答が来る。

《んんーっふふふ!!　我わぁーが『揮き拳けんの圏けん套とう』の恐ろしさによぉーうやく気ぃー付いたようでぇーすねぇー？　冥めい─っ土どの土産みやげに、そぉーの機き能のうを説明してあぁーげましょう!!》

　もちろん、語りが入る間も、鉄巨人たちはサーレを追いかけ回している。

《この圧あぁーっ倒とう的てきな破は壊かい力りよくは！　削けずっているわぁーけでも焼いているわぁーけでも切っているわぁーけでも、ありません！　言ぃーってみれば押し出しているのぉーっです！　この意味が分ぁーかりますかぁー？　分ぁーっからないでしょうねえぇー？》

「こまったぞ、ぜんぜんわからない！」

「これはいったいなんだー！」

　それこそ出来の悪い人形のように、サーレは首をがくんと傾かしげて見せた。

　教きよう授じゆはその様さまにご満まん悦えつとなり、より高らかに浮き浮きと語りだす。

《知ぃーらずば言ぃーって聞ぃーかせましょう！　『揮き拳けんの圏けん套とう』とは！　『真しん宰さい社しや』で稼か働どうするそぉーれと同どう調ちようさせた、超ちよう！　超々！　小ぉー型の逆転印章アンチシールによって局きよく所しよ的な世界の歪ゆがみを発はつ生せいさせ効こう果か範はん囲いにある物体を問もん答どう無む用ようで両りよう界かいの狭はざ間まへと放ほう擲てきするシステム!!》

　早はや口くち言葉のようになった語ご句くの羅ら列れつを数秒遅おくれて理解した二人は、

「ん、そりゃあ、まさか……」

「……『久く遠おんの陥かん穽せい』……！」

　今こん度どこそ本当に、顔にも僅わずか表情が溢あふれるほど、驚きよう愕がくした。

　教授だけが変わらず、誇らかに自信作を歌い上げている。

《そぉーっのとおぉーり！　こぉーの『揮き拳けんの圏けん套とう』は、超ちよう！　超々！　小ぉー型の『久く遠おんの陥かん穽せい』なのです!!　かぁーつての敵が使った神かみ殺ごろしの秘ひ法ほうを、お手て軽がる気き楽らくリィーッズナブルに活用する!!　研究観かん察さつ実験解かい明めい！　それが生み出す進歩と利り便べん!!　こぉーれぞまさしく命を賭かける、ェエーキサイティングなマイロォォォォォーッド!!》

《わー！　教授かっこいいんでございますです!!》

　金属による拍はく手しゆらしい音がスピーカーからカチャカチャと聞こえきた。

（そこまでは付き合ってられん）

（まーね）

　聞きたいことを聞き終えたサーレらは、さっさと会話を切り上げて逃げにかかる。そこここに在る岩の、最も間かん隔かくの狭い場所を選んで、巨きよ塔とうをぐるりと沿う形で。

　それをサーチライトの目でめいめい照らして追いかける鉄てつ巨きよ人じんは、進しん路ろ上じようにある岩という岩を、まるで泡あわの塊かたまりのよう搔かいては刮こそぎ、払っては抜け、と物ぶつ質しつの在ることが錯さつ覚かくと思わせるほどの暴ぼう威いを振るう。止め得る物は存在しない、というより、させなかった。

　この完全消しよう滅めつの対たい象しようには当然、サーレの操あやつる不ふ可か視しの繰くり糸も含まれるので、生なま中なかな反はん撃げきを試みるわけにもいかない。岩や鉄巨人が操そう作さを受け付けないことといい、教きよう授じゆは完全にサーレに対策の照しよう準じゆんを合わせているらしかった。とはいえ、

（手て管くだを出し尽くさせて後続を楽にする作戦、俺おれのノルマはこんなとこか）

（これ以上がある！　とか言われたら、もう手に余ってしまうレベルだけど）

　現在の危き機きも元より織り込み済み、というより覚かく悟ごの上である。世界中じゆうから押し寄せてくる無む数すうの〝徒ともがら〟と［仮装舞踏会バル・マスケ］の軍勢が入り交じり、情じよう勢せいを把は握あくできないままなし崩くずしの消しよう耗もう戦せんになる、という予測された内で最悪のケースにならなかっただけでも十分だった。

　もっとも、常のように操ることのできない障しよう害がい物ぶつだらけの戦せん場じようで、必ひつ殺さつの拳こぶしを振るう鉄巨人に囲まれる、というのも、最悪より一寸ちよつとマシなだけの苦く境きようではあるのだが、

（その、以上にならん内に音ねを上げるわけにはいかんな）

（乱らん戦せんの苦労を引き受けてくれてる『三さん神しん』のお歴れき々れきに顔かお向むけできなからね）

　二人で一人の『鬼き功こうの繰くり手』は、覚悟したからには気にしない。元より、最悪の一寸あるなしにかかわらず、死力を尽くさねばならないことは分かり切っている。この戦いに参加したフレイムヘイズは、皆そうだった。

　その一人が、鉄巨人から逃げる彼の正面、つまりは塔とうに沿った反対回まわりでやってくる。

　どんな戦場でも一ひと目めで見分けられる、美しく揺れる極きよつ光こうを放って。

　と、不ふ意いに、未いまだ遠くも眩まばゆい輝きが収しゆう縮しゆくして、

「ん？」「おや」

　彼の方へと撃うち放たれた。数十もの光こう条じように分かれ、曲きよく線せん軌き道どうを描いて飛んでくる。

「うおわっと!?」

　サーレは帽ぼう子しを押さえるや、足あし場ばにしていた浮かぶ岩がん塊かいへと繰り糸を付け、危うく身を伏せた。その頭上を抜けて極光の一いち弾だんが飛び、後こう背はいの鉄巨人を狙ねらう。本来であれば、眩い輝きが弾はじけて、鉄巨人たちの体には大おお穴あなが開あいているはずだった。

　が、絶対の攻こう撃げき力りよくは同時に、完全な防ぼう御ぎよ力りよくともなる。

　鉄巨人たちは、拳に宿っていた見えない渦うずを広げ、二つの大きな円えん形けいに変えた。まるで、というより、まさしく盾たて。彼らを破は壊かいするため降り注そそいだ数十個この極光は悉ことごとく、この内に吞み込まれ、撃ち抜くどころか爆はぜる輝きすら見せることができず、ただ消えた。

「やれやれ、こいつは厄やつ介かい──！」

　サーレは感かん嘆たんする間も僅わずか、傍かたわらを過ぎる神じん器ぎ〝ゾリャー〟へと、双そう方ほうの速度差さを思わせない慣なれた動どう作さで飛び乗った。小型の戦せん闘とう機きとも見える鏃やじりを操そう縦じゆうする少女に声をかける。

「マモンの野や郎ろうは？」

　この簡かん潔けつな疑問に、

「今は、彼の死し角かくで加速しただけなので、すぐ追いついてきます。周りに浮いてる岩が全部、彼の武ぶ器きに……たぶん教きよう授じゆは、そのためにも浮かべたんだと思います」

　キアラによる冷静な状況報ほう告こくに加えて、

「大変だったのよ、こっちは。あの強ごう引いん紳しん士しからの直接のお誘さそいを蹴ける以外にも、ハエみたいにプチッと潰つぶされちゃいそうな場面が一つ二つじゃなかったんだから」

　ウートレンニャヤによる恨うらみがましい感想と、

「守ってくれるはずの恋人さんは、塔とうを挟んでお義父様とじゃれ合うのに忙いそがしくて、こっちから会いに行かなきゃいけないし、私たちのキアラも苦労が絶えないわよねー」

　ヴェチェールニャヤによる遠とお回まわしな不ふ平へいとが、立て続けに降りかかってきた。

　言葉に押されたように体を傾けたサーレは、とりあえず最後の不平にだけ反はん論ろんする。

「バカ、今の見ただろ。こっちはこっちで酷ひどい目に遭あってたんだぞ」

「はい、私たちの方でも、同じことが！」

　キアラが短く鋭く答えて、〝ゾリャー〟を急きゆう転てん回かいさせた。先から、岩と岩の間をグネグネと蛇だ行こうするように飛んでいる。これは、彼女らを囲む鉄てつ巨きよ人じんの攻こう撃げきを回かい避ひするためだけではなく、程ほどなく追いついてくるだろうマモンの自じ在ざい法ほう『貪どん恣し掌しよう』への対策だった。

　そっちはそっちとして発せられた、

「それよりお二人とも、南側、気付いてますか？」

　彼女の大きな視し野やでの話に、先の会話を引きずらず、サーレとギゾーも返す。

「ああ。ここに来た時点での見立てより遙かに早い」

「詰めかける数が、僕らの想そう像ぞう以上に多いってことか……こりゃ、ゾッとしないな」

　巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の南、彼らが突とつ入にゆうしてきた方面には『三さん神しん』のように押し止める障しよう壁へきが存在しない。自然、他と比べものにならない勢いで〝徒ともがら〟が流りゆう入にゆうし、今やその人ひと波なみの先せん端たんは塔の間ま近ぢかにまで到達しようとしていた。岩がん塊かいの狭はざ間まから彼らが見たのは、その御み崎さき市し南部一いつ帯たいを覆おおい尽くすほどの〝徒ともがら〟の群れ、という絶ぜつ望ぼう的な光こう景けいなのだった。

　ただ彼らは、無む闇やみな落胆に捉とらわれず、見るべきものの方をこそを見ている。

「塔に近づけないよう、［仮装舞踏会バル・マスケ］の構こう成せい員いんが最さい低てい限げんの整理はしているようだし、こっちに手は出してこないだろう。不幸中ちゆうの幸い……にしちゃ幸いの割合が低すぎる気もするが」

「ベルペオルも、この儀ぎ式しきだけはムチャクチャにされたくないだろうしね──っと!?」

　ガクン、と〝ゾリャー〟が唐とう突とつな急きゆう制せい動どうをかけられた。

　既すでに先せん刻こく、同じ状況を経ていたサーレは動じない。

「来たか！」

　これがなにかと考える、まして力の源げん泉せんに振り返るまでもない、後方の岩がん塊かい上に、入いれ墨ずみのような黄き蘗はだ色いろの自じ在ざい式しきを浮かべる掌てのひらを差し出す紳しん士し、マモンが現れている。

「サーレさん！」

　キアラのかけ声を受け、サーレは下か方ほうの岩塊に繰くり糸を結ゆわえた。

　鈍どん重じゆうながら必ひつ殺さつの威い力りよくを以もつて追いかけていた鉄てつ巨きよ人じんらが、この自在法ほう『貪どん恣し掌しよう』によって制せい止しされた〝ゾリャー〟を乗り手ごと消し去らんと、まさしく死の殺さつ到とうとして襲おそいかかる。

　が、

「さて」

　サーレは慌あわてず騒さわがず結わえた糸を牽けん引いんし、キアラも同どう方向へと全力で推すい進しんさせた。

　瞬しゆん間かん的に『貪どん恣し掌しよう』の威力を超えた〝ゾリャー〟は急きゆう発はつ進しんし、鉄巨人らの足あし下もと、真ま南な川がわの水面を蹴け立たてて滑かつ走そうする。極きよつ光こうに彩いろどられて輝き、鏃やじりに切り裂さかれて広がる水面は、幽ゆう玄げんな水みず鳥とりの羽ばたきとも見えた。

　が、

「よいせ、っと」

　その幻げん想そう的な光こう景けいを、サーレが遠えん慮りよなく、水面に渡した繰り糸で壊こわす。離り脱だつの傍かたわら、広がった水で腕を形かたち作づくり、鉄巨人らの足を摑つかみ、払い、引っかけていったのである。

　仇きゆう敵てきを一いち網もう打だ尽じんに屠ほふらんと密みつ集しゆうしていた鉄巨人らは、一いつ斉せいにもんどり打って倒れ、その拍ひよう子しに互いにもたれ合い、縋すがり付いた。

　そしてもちろん、

　必殺の兵へい器きは、同どう士し討うちにも発はつ揮きされる。腕に足、頭にどてっ腹と、見えない渦うずの触ふれた部分が、破は損そんの実感すらなくスカスカと欠け落ち消しよう滅めつした。いっそ清すが々すがしほどに、威い容ようを誇ほこった巨人らが消えて倒れて水面下かに没ぼつする。

《ノオオオオオオオオオオオ──!!　なぁーにをやっていぃーるんですかぁぁ──!?》

　教きよう授じゆの絶ぜつ叫きようを余よ所そに〝ゾリャー〟はマモンと反対側の岩いわ陰かげへと離脱していた。

　その機き上じよう、神じん器ぎ〝レンゲ〟と〝ザイテ〟をクルクル掌てのひらで回しながら、サーレは軽く笑う。

「矛む盾じゆんの例たとえ……とはちと違うが、まあ、やりようは色々あるってことだ」

「私の方に出た奴やつらも、アレ使う前の、腕上げてる間に三さん体たいほど壊こわしましたしね」

　キアラの台詞せりふに、なぜかドミノが反応する。

《あっ、せっかく機き嫌げんがよかったから秘ひ密みつにしてたのにひいはたひいひいはたひい》

《ぅおーのれぇ！　悪あく辣らつなりサァァァーレ・ハビヒツブルグ!!　仕しぃー様ようがありません、スペックの限界値ち計けい測そくはまぁーた次回です！　さぁーっさかちゃっちゃか予備機きを出しゆつ撃げきさぁーせなさい！　衝しよう突とつ回かい避ひリミッターも忘れず起きぃー動どうさせるんでぇーすよぉ!?》

　一いつ転てんして怒り狂う教授に、遠く岩塊の上に佇たたずんだまま動かないマモンが尋たずねる。

「流石さすがにあれを食らって無ぶ事じでいられる自信はありませんね。大たい命めい成じよう就じゆを目もく前ぜんに同どう士し討うちで果てる、という喜き劇げきの演えん者じやにされるのは勘かん弁べんしてもらたいところですが」

《心しんんーっ配ぱい無む用ようです!!》

　教きよう授じゆはまた一いつ転てん、得とく意い満まん面めんの顔が見えるほど誇ほこらしげに請うけ合った。

《なぁーんと！　衝しよう突とつ回かい避ひリィーミッターには、出しゆつ撃げきしぃーている将しよう帥すいまでも！　識しき別べつ・攻こう撃げきを回かぃー避ひさせるおぉーっ得にして安んっ全な副ふく次じ機き能のうが備わっていぃーるのですっ!!》

「……つまり、さっきまでは無む差さ別べつに消しよう滅めつさせる設定になっていた、と？」

　マモンは改めて、この組織の客きやく分ぶんについての認にん識しきを、危険の方向へと修しゆう正せいし直す。







　何処いずこかで密ひそかに歩くマージョリーが、相あい棒ぼうにウンザリ気ぎ味みの声で呟つぶやく。

「今、結けつ構こう揺れたわね。外でなにやってんのかしら」

「ナニカもナニも、派は手でにやんなきゃブラフになんねーだろがよ」

　マルコシアスの常じよう識しき的な指し摘てきにも、いつからか表していた不ふ満まん顔がおは消えない。

「そーいう意味じゃなくって、どーいう戦いやってんのかなーってこと」

　どうやら彼女は、潜せん入にゆう来らい溜ため込んでいたフラストレーションを、文もん句くの形で吐き出したくなっているらしい。それにしても珍めずらしい、とマルコシアスは思う。

（はて、我が生きつ粋すいの戦せん士し、マージョリー・ドーは、分ぶん担たんが性しように合わなかろうと気に食わなかろうと、いざ戦いとなりゃ冷れい静せいに自分のやるべきことをやるはずなんだが……どーも軽かる口くち以上のモンが籠こもってやがるな？）

　しくじりを許されない正しよう念ねん場ばで、この手の不ふ安定さは危険である。とりあえず話を続けることで、そうなった理由を探ってみるか、と長年の相棒として算さん段だんを立てる。

「それこそ、俺おれに訊きかれても答えられるわけねーだろがよ。なんなら窓でも探すか？」

「なんなら開けてもいいけど？」

「よせやい。せっかくの隠おん密みつ行動をワヤにしちまう気かよ」

　冗じよう談だんを野や暮ぼな常じよう識しき論ろんで制さねばならないほどに、マージョリーの不満には投げやりの色が濃く、冗談を今にも実行しかねない危なっかしさが滲にじんでいた。

（暗さがねえのは救いだが、浮うわついてんのは頂いただけねえな）

　当とう惑わくさえ覚えるマルコシアスを余よ所そに、歩きつつ漏もれる不満の声は止まらない。

「あーもー、なんでアイツらが派手に大おお暴あばれしてんのに、この私がコソコソ隠かくれてなきゃなんないのよ？　どいつもこいつも、私がブチ殺してやろうと狙ねらってた奴やつばっかなのに」

（まさか、単たん独どく行動にされたのを僻ひがんでるわけでもねーだろうに）

　マルコシアスは戦いに際しては命いのち取とりにもなりかねない、彼女の不安定な態度の理由を探るため、作戦の基本から確かく認にんし直してみる。

「そりゃ、嬢じようちゃんたちの方はドンパチできて派は手でに見えんだろうが、あっちは囮おとり。こっちは本ほん命めい受け持ってんだ、文もん句く言うのは贅ぜい沢たくってモンだろーぜ」

「まーね。外の戦いは基本、なにかあるんじゃ、って当然の疑問に誤ご答とうを与え続ける、底そこ意い地じの悪─い欺ぎ瞞まんに過ぎないんだし。なんだかんだでチビジャリもユージにお似に合あいよねー」

　明確かつ端たん的てきな解かい釈しやくには、やはり論ろん理りの淀よどみは見られない。

　ついでに発せられた、冗じよう談だんだか嫌いや味みだかも、いつもの通り。

　であればなおさら、彼女が不満を抱く理由がマルコシアスには分からなかった。

「分かってんじゃねえか。じゃあ、なんでそこまでブーたれてんだ？」

「そっちこそ分かってんでしょ、理解と納なつ得とくは別べつ物もの──」

「戦せん闘とう警けい戒かい中ちゆうだぞ、なにを騒さわいで──」

　角かどでバッタリと、哨しよう戒かい中の衛えい兵へいに出くわす。

「あ」

　っと、その直立する馬うま形がたの〝徒ともがら〟が言う間に、

「ガアッ!!」

　瞬しゆん時じに戦いの衣ころも『トーガ』を纏まとい、群ぐん青じようの炎ほのおからなる猛もう獣じゆうと化したマージョリーが、その大きく開いた口で丸まる囓かじりにしていた。両りよう足首だけを床に残して吞み込んだ〝徒ともがら〟を、騒ぎにならないよう密ひそかに始し末まつ……具体的には炎の獣けものの腹を一いつ瞬しゆん膨ふくらませて、爆ばく殺さつする。

「やっぱ、視し覚かくの方も偽ぎ装そうしといた方が良かったんじゃないかしら」

　げっぷのように火ひの粉こを吐いて、また瞬時にトーガを解いた。

　マルコシアスは当惑を通り越して、心配すら抱き始める。

「周囲への警戒も鈍にぶるから、隠いん蔽ぺいは気け配はいだけ厳げん重じゆうに隠かくして余よ計けいな小細さい工くはしない、って言ったのはおめーだろうが。それで気が散ってこのザマじゃあ、本ほん末まつ転てん倒とうだ。言っちゃあなんだが、さっきから全くらしくねーぞ」

「あー、……」

　遂ついに発せられた、直接の指し摘てきに答えるまで数秒、

「……なんだか窮きゆう屈くつなのよ、ここが」

　つまんなさそうに言う彼女の立ち止まるそこ……〝徒ともがら〟の火の粉が消え、完全な闇やみに閉ざされた『真しん宰さい社しや』内の廊下に、マージョリーの感情を押し殺した声が響ひびいた。

「私自じ身しんが戦せん場じようにいたら、なにが起きていようと自分の手の届く限りは、なんでもできるじゃない。でも、そっちを他人に任せて、こういうことをしてるのは……たまらなく、窮屈」

「でけえ戦いを他人に任せるのが、そんなに嫌いやってか？　つい先日の大おお戦いくさでも、ほとんどそんなモンだったじゃねえか」

　マルコシアスの妥だ当とうな反はん論ろんにも、マージョリーの不満は和やわらがない。

「あの時は、最後の最後で〝千せん変ぺん〟って大物とやり合う機会が用意されてたじゃない。それに撤てつ退たい戦の手て管くだ自体、私が一いち翼よくを担になってたわけだし」

　マルコシアスは一いつ瞬しゆん、言葉のどの部分にか、彼女の気分の端はしが掠かすった気がした。

（いつもの、戦わせろ、ってのとはチト違うな）

　そういう凶きよう悪あくな衝しよう動どうではない。

（といって、焦あせってる、ってわけでもねえし）

　切せつ羽ぱ詰つまった苛いら立だちでもない。

（もどかしさ……なのか？　いや、待てよ）

　考えのまとまらないマルコシアスに、マージョリーが最後の解を、知らず与える。

「でも、今度は最後まで上う手まくいったら、私の出で番ばんはないわけでしょ？　上じゃ、連中が命を晒して戦ってるってのに……ホント、気に食わないったらないわ」

　マルコシアスが察せなかった理由は、簡かん単たん至し極ごく。

（ん？）

　戦いにおける、ドライでもクールでもないもの。

（ああ、つまり）

　数百年の付き合いでも例のない感情だったため。

（なんてこった）

　そう思いつつも、愉ゆ快かいに笑いながら、口に出す。

「なーんでえ。要するに、自分が戦せん場じように不ふ在ざいじゃ助けられねえ、ってことかよ」

「っ、ぇ？」

　饒じよう舌ぜつだったマージョリーが、舌したを嚙かみそうなほど唐とう突とつに黙だまった。

（なんてまあ、簡単で陳ちん腐ぷな理由だ）

　そう表現しつつも、マルコシアスは自分が決して悪い気分ではないことを分かっている。

「ヒーッヒッヒ！　ま、そーいうことなら、今のポジションが不満なのも仕し様ようがねえわな」

「そ、そういう、って、違うわよ、私は、私が戦いたくて」

　しどろもどろな相あい棒ぼうの様よう子すを、マルコシアスは呆あきれ半分、喜び半分で見やる。

（嬢じようちゃんやケーサク、それにユージのせい……いや、おかげ、ってか？）

　かつては殺し屋、戦せん闘とう狂きようと呼ばれたフレイムヘイズが、変われば変わるものだった。これまでの数百年でも、狂きよう騒そうから倦けん怠たいというテンションの波はあったが、今度の変へん質しつは根こん本ぽんから違っている。復ふく讐しゆうという陰いん鬱うつな存在意い義ぎから解放された彼女は今、無む自覚なまま正面へと向き直って生きようとしているのである。

　人じん道どうやら倫りん理りやらの善よし悪あしは、マルコシアス個人としては知ったことではない。ただ、マージョリー・ドーがより率そつ直ちよくに楽しく生き始めている、それは相棒としては大いに喜ばしい話だった──が、それはそれとして、彼も『弔ちよう詞しの詠よみ手』の片かた割われとして、

（締しめるべきは締めにゃ、そうした全てはフイになっちまう）

　そう、現実の行動に必要な結けつ論ろんを出し、厳きびしく言う。

「助けたいって思うんなら、慣なれねー義ぎ俠きよう心しんでソワソワするより、なおさら今やるべきことをキッチリやんねえと、な。なんせ連れん中ちゆう、おめーにしかできねーって見込んで、本ほん命めいのここを任せてくれたんだからよ」

　先からの、有う無むを言わせない相あい棒ぼうによる己おのれの心への追つい認にんと助じよ言げんに、マージョリーは満足な反はん駁ばくの言葉を紡つむげない。小さな声で、せいぜいの憎にくまれ口を叩たたく。

「そりゃ、やるだけは、やるけど……本当に間に合うのかしら」

　叩きつつ、実に素直に、彼女は気を引き締しめた。







　開かい戦せんから僅わずかな時を経て、代だい行こう体たい・坂さか井い悠ゆう二じの講じた二段目めの罠わなが、効果を現していた。

　その、本来は戦いを挑いどんできた全てのフレイムヘイズを押し包むための罠は今、御み崎さき市しへと圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう力りよくを以もつて攻め寄せた『大だい地ちの三さん神しん』らを、後こう背はいから襲おそっている。

　即すなわち、新たな、そして開戦時よりさらに多数という〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟の流りゆう入にゆうだった。

　罠と言いつつも、悠二が実際に行ったのは、時間差さを付けた三度目の宣せん布ぷのみである。

　楽らく園えん創そう造ぞうについて、二度目で詳しよう細さいな時間と場所を伏せられた〝徒ともがら〟らは、曖あい昧まいながら極きよく東とうの島しま国ぐにを目め指ざし、三度目でようやく、それらを知らされた。

　結果、一つの大きな流れが、新たに生じる。

　巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』展開直ちよく後ごに御崎市を覆おおう封ふう絶ぜつへと入ってきたのは、三度目の宣布を聞いて、すぐ集まり得る近きん傍ぼうの地に在った者ら──たまたまから首しゆ都と圏けんだろうと山を張った者まで理由は様さま々ざま──であり、その流れは大量ながら全ての〝徒ともがら〟らの先触れに過ぎなかった。

　しかし今、新たに、より多く、流入を開始したのは、それ以上の広こう範はん囲いに所しよ在ざいなく溜たまっていた者ら、次の宣布があるまで日本へと近づかなかった者らであり、外界宿アウトローが大だい侵しん攻こうの名で警けい戒かいしていた、全ぜん世界から明確な情報を元に集しゆう結けつを始めた、莫ばく大だいな洪水の本ほん流りゆうなのだった。

　その人ひと波なみの域いきを超えた氾はん濫らんは、当初の流入を超えるどころか、まさに御崎市を丸ごと吞み込まんとするかのような、目で見ても信じられないほどの数に及んでいる。

　そして、その氾濫の一いつ滴てき一滴を成す〝徒ともがら〟らは、狂きよう熱ねつに駆かられていた。

　無む数すうの……実際に見れば虚きよ構こうとは言い切れない光こう景けい、まさに『無数』の同どう胞ほうと、御崎市に続く道、街、平へい野や、山、川、全てを埋うめ尽くす勢いの流れに、自らも加わったがために。

　誰だれも見たことのないだろう光景に加わることで、全員が特別な……これから全く特別な、素晴らしいことが始まる、という煮え滾たぎる確かく信しんを抱かされ、前へ前へと突き進まされる。

　そんな彼らが、御崎市の近きん隣りんで［仮装舞踏会バル・マスケ］の兵へい卒そつから聞かされたのである。

「封ふう絶ぜつ内で、未いまだ抗こうするフレイムヘイズあり」

　と。

　もはや己おのれの強きよう弱じやくなど誰だれも気にしない。数を頼むという打だ算さんも持たない。ただ、この流れのままに、往おう生じよう際ぎわ悪く邪じや魔ま立だてする討とう滅めつの道具を押し流せ、という勢いができあがっていた。

　御み崎さき市し外部から侵しん攻こうしてきた『大だい地ちの三さん神しん』は、この勢いに駆かられた〝徒ともがら〟の洪こう水ずいを、進しん撃げきしていた後こう背はいから、まともに受け止めることとなったのである。

　御崎市西せい部ぶ住宅地ち。

　その中なか程ほどで［仮装舞踏会バル・マスケ］の守備隊たいがバリケードとして築いた横よこ倒だおしのビルを、今まさに踏み越え登っていた（本人は歩いていないが）サウスバレイとテスカトリポカは、自身の力を以もつてしても捌さばき切れない数の敵と、初めて対たい峙じしていた。

「ほう……私の可愛かわいい亡もう者しやたちが満まん腹ぷくになるほどの数、か。なるほど、全ぜん世界の〝徒ともがら〟というのも、あながち噓うそではなさそうだな。神は存ぞん外がい、正直だ」

「うむ!!　無む造ぞう作さな大たい挙きよ、容よう赦しやのない悪あく意い、滑こつ稽けいなほどの正直さ、まったく神らしい!!」

　輿こしの上から振り返った背後の光こう景けいは、あまりに異い様ような、まさに地じ獄ごく絵え図ずとして目に広がる。

　黄おう金ごんの仮か面めんを付けた土つち人形が、喰らっても喰らっても襲おそってくる〝徒ともがら〟に、足を止められている。増えても増えても、それをさらに超える数が、また現れる。

　亡者を今さら恐れる者はいない。恐れていた者らは、後ろから押されて喰われて、とうに全ぜん滅めつしている。今や、なにも知らず狂きよう熱ねつに駆かられて溢あふれ返る者らが、ただただ続々やってくるだけ、たただ続々喰くわれてゆくだけだった。

　激げき流りゆうに孤こ立りつした中なか州すのように、亡者の軍ぐん勢ぜいは徐じよ々じよに削けずられつつある。

　特とく段だん焦あせるでもなく、これらをバリケード上の高所から見ているサウスバレイに、

「飽ほう和わ攻こう撃げき、という手法だ」

　近きん隣りんのビル壁へき面めんに立ち、襤ぼ褸ろのマントを揺らすハボリムが告げた。

「標ひよう的てきが圧あつ倒とう的な攻撃力りよくを持つのであれば、それを凌りよう駕がするだけの物ぶつ量りようをぶつければよい」

「ははははは！　おまえたちの盟めい主しゆとやらも、楽らく園えんへの代だい償しように命を求める手合いか。興きよう醒ざめだが、これを見る限り、有効と評ひよう価かするしかないようだな」

　サウスバレイの、挑ちよう発はつではない率そつ直ちよくな賞しよう賛さんに、しかし双そう頭とうのガスマスクは内の表情を見せない。代わりに、激流に浮かぶ強きよう固こな岩の中州を打ち砕くだかんと、これまで温おん存ぞんしていたモノへと遠く、まさにここぞという命めい令れいを伝達する。

「撃うて」

　遠く、真ま南な川がわの河か川せん敷しきに敷しかれていた〝燐りん子ね〟砲ほう兵へいの陣じん地ちから、遠く輝きを放ち、また遅れて轟ごう音おんを届ける一いつ斉せい砲ほう撃げきが加えられた。

　その大だい破は壊かい力りよくの到とう来らいを、サウスバレイは不ふ敵てきな笑えみで迎える。

　他方、御崎市北ほく部ぶの河上。

　次々現あらわれる〝徒ともがら〟らを、見た目にはさほどの労ろうを要さず押し流していたウェストショアも、今や後こう方ほうへの対たい処しよにかかり切りになっていた。

　あまりにも数が多すぎるため、既すでに先せん刻こくから、飛びかかる〝徒ともがら〟の集団を片かたっ端ぱしから波に吞み込んでは説せつ得とくし、駄だ目めなら水へと変える、という従来の手しゆ法ほうを取っていない。代わりに、水中に留とどめ、身動きを封ふうじ、自発的な退去を促うながし、抱え込めなくなった時点で津つ波なみとして崩くずし、水に変へん換かんしてまた次の集団を吞み込む、という暫ざん時じの手法で対している。

　真ま南な川がわで不ふ自然に盛り上がる大おお波なみに、孤こ影えいを立たせるウェストショアは、

「皆さん……声を聞くどころでは、なくなっているのですね……」

「士し気きが最高潮ちようを迎える以上、必ずそうなる……覚かく悟ごの上の出しゆつ陣じんだったはずですよ？」

　チャルチウィトリクエと分かり切った言葉を、今また交わしていた。

　その足あし下もと、波の中から、彼女の制せい御ぎよによらない影が差す。

「!?」

　咄とつ嗟さにくるりと舞って躱かわした刹せつ那なの後、寸前まで彼女の立っていた場所を真ま下したから、鋭い円えん錐すい状じようの物体が貫いた。それは空中で渦うず状じように解け、布ぬのになる──と、

「はいやぁ!!」

　解けた布の間から、気き合あいとともに長なが柄えの斧おのが繰り出される。

「!!」

　ウェストショアは咄嗟に、周囲で散っていた水すい滴てきを小こ魚ざかなの群れに変え、斧の平ひらの部分へと打ち込んだ。その衝しよう撃げきで斧の軌き道どうが逸それ、持ち主はあらぬ方向へと吹っ飛ばされる。

「ちいっ、この距離で外した!?」

　舌した打うちしたのはオロバス、その彼を解いた布で引いて離り脱だつするのはレライエである。

　レライエの自じ在ざい法ほう〝ニムロデの綺き羅ら〟をオロバスが強化することで波からの干かん渉しようを遮しや断だんし、使い手の死し角かくとなる水中直ちよつ下かから奇き襲しゆうを加える、という二人の合わせ技に、ウェストショアは目を見張り、しかし対たい処しよして、ついでに見張った目を潤うるませた。

　対する二人は、無む鉄てつ砲ぽうな若さに任せて、

「無む茶ちやさせるわね、まったく」

「付き合っておいて言うな、まったく可愛かわいくない」

　見かけによらない強きよう大だいな敵へと、果か敢かんに立ち向かう。

　また他方、御み崎さき市し東部市し街がい地ち。

　もはやそこは廃はい墟きよと化している。

　何十回と続いた流りゆう星せい群ぐんの落らく着ちやくは、止まった街と言わず人と言わず、全てを粉こな々ごなに打ち砕くだいて従来の形を留とどめ得さしめていない。その威い力りよくは、新しん築ちくなったばかりの御崎市駅えきの駅えき舎しやにまで及び、今やそこは他となんら変わらない瓦が礫れきの山である。

　同所を本ほん陣じんとしていた［仮装舞踏会バル・マスケ］の守備隊たいは方々に散り、淡たん々たんと歩いてくる男に向けて雪な崩だれ込んでくる同どう胞ほうらを誘ゆう導どうすることに専せん念ねんしていた。

　その男、イーストエッジが、歌う。

「飛び交う真白い炎ほのおの生き物よ」

「さまよう小さな炎の生き物よ」

　男と契けい約やくした〝紅ぐ世ぜの王〟、ケツアルコアトルも、歌う。

　またも、上空の光こう景けいが凝ぎよう縮しゆくして豪ごう勢せいな星ほし空ぞらを成し、一いつ斉せいに落らく着ちやくした。群がり立って襲おそいかかる多数の〝徒ともがら〟諸もろ共とも、辺り一いつ帯たいを砕くだき尽くし、青せい磁じ色いろに燃え上がらせる。

　が、それでも〝徒ともがら〟たちは怯ひるまない。死も消しよう滅めつも狂きよう熱ねつで忘れ、無む我が夢む中ちゆうで目の前にいる邪じや魔ま者もの目め指ざし駆かけてくる。もはや忘ぼう我がの境きよう地ち、己おのれがなにを目指していたのか、なにを望んでいたのか、なにもかも、未み曾ぞ有うの人ひと波なみの中に吞み込まれることで欠けつ落らくさせていた。

　新たな一いち団だんをできるだけ効率よく片付けようと、ギリギリ接近するまで荒こう野やの中心で歩き続けるイーストエッジは、人にん形ぎよう異い形ぎよう入り交じる群ぐん衆しゆうの中に、一ひと際きわ明確で強力な力を感じた。急ぐでもなく自然に掌てのひらを、その方向へと振り向ける。

　ズン!!

　と巨きよ大だいなカブトムシの角つのが計ったように、空気を震わす衝しよう撃げきとともに受け止められた。

「ふん、ここまで反はん復ぷく攻こう撃げきさせた後の不ふ意い打うちで、毛ほどの油ゆ断だんもなしか！」

　言ったリベザルに、イーストエッジは唇くちびるを最さい低てい限げん動かして、返す。

「賢けん明めいな鎧よろい、おまえがいるということは、忍しのび寄る毒どくも何処いずこかに隠かくれているのだな」

「不ふ用意に、秘ひ密みつを明かす、おまえではない。なにか企たくらみでも、あるのか？」

　ケツアルコアトルの奇き妙みように区切る問いに、リベザルは答えて、答えない。

「言葉で聞き出すほど鈍にぶってもいないだろう？　せいぜい戦って、思い知るがいいさ」

　いつしか御み崎さき市は、戦って死に、戦って死に、戦って死に、なお生きている〝徒ともがら〟が、なお生きるべき楽らく園えんを求め、世界中じゆうから集まってくる──まさに『闘とう争そうの渦うず』と化していた。







　声ではない声で、カムシンとベヘモットは語り合う。

（ああ、なるほど……何な故ぜ、二度に分けて宣せん布ぷしたのか、ようやく分かりました）

（ふむ、まったく、同どう胞ほうまで……いや、彼にとって同胞では、ない、か）

　カムシンが、最後のマーキングを刻きざみ終えた石組みの床から、鉄てつ棒ぼう『メケスト』を引き抜いた。外がい周しゆう部ぶの廊下に小さく開く、古こ風ふうな矢や狭はざ間まらしき穴からの光に、それは鈍く輝く。

（使えるものなら、フレイムヘイズも〝徒ともがら〟も人間も遠えん慮りよなく使う、というわけですね）

（ほとほと、恐ろしい男よの……取り逃がした大たい魚ぎよを再び摑つかもうと『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』が頑がん張ばっている気持ちが、少しは理解できそうじゃよ）

　相あい方かたの思わぬ冗じよう談だんに、カムシンはほんの微かすかに笑い、続ける。

（密ひそかな潜せん入にゆうに作さく戦せんを切り替えることができたのは幸いでした……もし真まっ向こうから攻め込んでいたら、我々のほどんどが、あの大たい軍ぐん……いえ、大たい群ぐんに吞まれていたでしょう）

（ふむ、お陰で儂らも、こうして偽の本命として中核を引っかき回すことができる……彼奴きやつららを遣つかわした〝彩さい飄ひよう〟には、改めて感謝すべきかの）

　鉄てつ棒ぼうが肩に背負いなおされず、一いつ回転してもう一度、床に打ち付けられた。これは、その持ち主の秘ひそかな怒りを最さい大だい限げんに表す仕し草ぐさである。

「ああ、潜入の手段を送ってくれたことには、感謝すべきでしょう」

　カムシンは、あえて声に出した。

「この作業は、創そう造ぞう神しんや［仮装舞踏会バル・マスケ］に与える誤ご答とうの一つですが、成功すれば、それはそれで有ゆう用よう。でなければ、偽ぎ装そうたるの価か値ちを持ち得ません」

「ふむ。とはいえ、彼女が上にいる、という想そう定ていは流石さすがになかったわけじゃが……」

　ベヘモットには、分かっていた。

　情じよう感かんに乏しい相あい方かたが、声のない声で語らなかったのは、今から行うことに巻き込むに違いない少女に対して、今さら自分たちが怒ってやれる資し格かくなどない、と態度で示すため。明確に、声に出して自分たちの酷むごい行いを、自分たちで認め合うためであると。

「今のおまえさんを動かしているものは、調ちよう律りつをこんな形で使われたことへの報ほう復ふくでも、吉よし田だ一かず美み嬢じようにあんなものを渡した〝彩さい飄ひよう〟フィレスへの憤ふん怒ぬでもない、というわけじゃな？」

「ええ」

　素そっ気けなさを殊こと更さら表す答えに、ベヘモットは切り捨てさせるための確認をする。

「吉田一美嬢は、大だい丈じよう夫ぶかの？」

「連れん中ちゆうに必要な手て駒ごまであれば、意い地じでも守るでしょう」

　カムシンも、あえて非ひ情じような言葉を使って返した。そのまま、余よ計けいな会話を断ち切ろうとするかのように、彼らの戦いの始まりを、一ひと言ことで告げる。

「カデシュの血けつ印いん、起き動どう」

　ボッ、と先せん刻こく打ち込んだばかりの自じ在ざい式しきが、床に点ともった。もちろんここだけではない、とある意図に基づき、秘ひそかに『真しん宰さい社しや』内部に配はい置ちしておいた式全すべてが、一いつ斉せいに点っている。

　カムシン自身は、既すでに褐かつ色しよくの炎ほのおに包み込まれ、操そう縦じゆう室しつたる『カデシュの心しん室しつ』の内に浮かび上がっている。その中で、鉄棒を前に突き出した。続くベヘモットの一言で、

「自在式、カデシュの血けつ脈みやくを形けい成せい」

　塔とう内ないに刻まれていた数十の自在式から、猛もう烈れつな炎ほのおからなる太い綱つなが無む数すう、噴ふき出す。それらは次々と繫つながっては強まり、強まっては引き合っていった。次のカムシンの声で、

「展開」

　塔内下か方ほうに満ちた炎の綱が縒より合わされ、全体に軋きしみを及ぼす。塔に在る誰だれもが異い変へんに気付くほどに。しかし、もはや対たい処しよの間など彼らは与えなかった。最後、ベヘモットの声で、

「自在式、カデシュの血脈に同どう調ちよう」

　塔を軋きしませていた炎の綱が『カデシュの心しん室しつ』と結けつ合ごうする。

　瞬しゆん間かん、

　彼ら以外の誰だれもを驚きよう愕がくさせる自体が、唐とう突とつに起きた。

　巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の根ね本もとが、濛もう々もうたる粉ふん塵じんをあげて砕くだけ、そこから、ゆっくりと、巨きよ大だいな影が立ち上がったのである。褐かつ色しよくの炎ほのおを体の各所に吹き上げる、それは瓦が礫れきの巨きよ人じん。

　よりにもよって、『真しん宰さい社しや』の構こう造ぞう材ざいを以もつて組み上げられた、巨人だった。

　しかも、その出しゆつ現げんは、単なる戦せん闘とう力りよくに対する驚きよう異いだけでは終わらない。

　巨人を形かたち作づくる構造材は、とある意図に基づいて、抉えぐり取られていた。

　その意い図ととは、まるで切り株かぶを倒すような、巨大な切れ目の、形。

　その光こう景けいを見た誰もが、気付いた。




（──巨人が、楽らく園えんを創そう造ぞうする儀ぎ式しきの中心たる塔を、引き倒そうとしている!!──）




　気付いて、しかしなにもできない。

　塔が傾き倒れるのは、無む数すうの〝徒ともがら〟らが至し近きんに詰めかけている、南側。

　咄とつ嗟さに動けたとして、あの大だい重量を、どうやって支えるのか。

　集まるにしても、塔の周りは激はげしい戦せん闘とう状態にある。

　自じ在ざい法ほうでなんとかできるレベルではない。

　塔が、傾かしいで、揺らぐ。

　悠ゆう二じも、ベルペオルも、教きよう授じゆも、気付いた瞬しゆん間かんには既すでに遅かった。

　塔が、傾きを、強める。

　創そう造ぞう神しんの蛇じや身しんは動けず、教授の鉄巨人たちにさえ、荷が勝ちすぎる。

　塔が、傾いて、倒れる、




「　　ベルペオル、身を守れェ!!　　」




　と見えた瞬間──絶ぜつ大だいな咆ほう号ごうが巨塔『真しん宰さい社しや』一いつ帯たいに轟とどろき渡った。

　渡った、と思われた瞬間、塔の頂ちよう点てんを目掛け、槍やりが突き込まれている。

　傾きつつあった巨大な塔を、刺さし貫つらぬき支え得るほどの、特とく大だいの芯しん柱ばしらとして。

　剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』を巨大化か・伸しん長ちよう化かさせた、将しよう軍ぐん〝千せん変ぺん〟シュドナイによって。

　空気を震わす凄せい絶ぜつな破は壊かい音が奔はしり、そこからは誰もが、結果を待って静まり返った。

　塔は、

　粉ふん塵じん薄れ耳から音の消えた後、

　銀の影を点ともした神しん殿でんを頂点に、

　確かに揺らがず、立っていた。

　将しよう軍ぐんによって守られた楽らく園えんへの階きざはしを見た無む数すうの〝徒ともがら〟が、歓かん呼この声を爆ばく発はつさせた。







　この騒さわぎの中、神しん殿でんの中心たる祭さい壇だんの前に在った吉よし田だ一かず美みは、

「う……、……」

　至し近きんで衝しよう撃げきを受けて、『玻は璃り壇だん』から遠く、弾はじき飛ばされていた。

　打だ撲ぼくの鈍にぶい痛みや耳の痺しびれはあったが、重じゆう傷しようといえるほどの流りゆう血けつは感じない。

　これは、強力かつ正確無む比ひなシュドナイの刺し突とつが、貫つらぬき通す力を、塔とうの中心から地面深ふかくを打ち抜く方向へと完全に流し、神殿の損そん害がいを祭壇部ぶ分ぶんのみに留とどめたためだったが、もちろん彼女には、そんなことは分からない。

　ただ、朦もう朧ろうとした意識の中で、薄く思っている。

（しぬの、かな）

　思って、そうなるのかと一度目めを閉じるが、

（ここで、終わるのなら、それも──）

　やはり、闇へと逃げず、また開いてしまう。

（──ううん、違う）

　応えるように、視し界かいが開けていた。

（ここで終わるだけなら、ここに来た価か値ちは、ない）

　神殿は砕くだかれ、寸すん前ぜんまで祭壇のあった場所に、巨きよ大だいな芯しん柱ばしらとなった『神しん鉄てつ如によ意い』が突き立っている。瓦が礫れきが辺り一面に散らばり『玻は璃り壇だん』も真まん中なかからひび割れていた。

　なにがどんな被ひ害がいを受けたのか、門もん外がい漢かんの彼女には分からない。ただ、自分の下にあるものと、ヘカテーのもの……銀ぎん色いろの影だけが、変わらずそこに在ることだけは、見えた。

（ヘカテー、さん）

　自分に課せられた役割を凛りん然ぜんと果たす少女の姿すがたが、浮かぶ。

（生いけ贄にえになる、って、シュドナイさんが言ってた）

　少女を想いつつも動じることのなかった男の姿も、浮かぶ。

（どうして、嫌いやだって分かってて、それでも）

　生まれ変わるにしても、一体いつ再会できるか分からない、そんな別れを前にしてなお、互いに一切の揺るぎがなかった。あの姿に、なぜか憧あこがれを感じる。

（愛情、はあった）

　ただそれだけが、この変わり果てた世界の中で、無む力りよくな一人の少女である自分に把は握あくできることだった。別れの言葉を告げたシュドナイに。最後の言葉を贈ったヘカテーに。

（愛、情）

　今なお戦っている悠ゆう二じとシャナも、そう。

（坂さか井い君は、シャナちゃんのために……それは間違いない）

　シャナが拒こばんでも、彼は、

（シャナちゃんも、本ほん気きで……坂井君を、倒そうとしてる）

　悠ゆう二じが拒んでも、彼女は、

（相手を、好きだっていう……気持ちなのに、どうして？）

　相手を確かに、誰よりも想っている。

（あ、れ）

　ちくり、と胸の奥で、なにかが刺ささった。

（なん、だっけ）

　いつか誰だれかに、同じことを言われた気がした。

（望まないものを、受け入れて）

　シュドナイは、ヘカテーが行くことを望まなくとも、見送った。ヘカテーは、シュドナイの言葉に応えて、それでも躊躇ためらいを見せることなく、自分の役割を果たすために、行った。

（望まないものを、ぶつけ合う）

　悠二は、拒まれると分かっていて、なお自分の望むシャナの運うん命めいを作り出そうとしている。シャナは、拒まれると分かっていて、なお自分の力でその運命の先を切り拓ひらこうとしている。

（自分が望まないこと……相手が望まないこと……このすれ違いも、愛──）

　全く不ふ意いに、

（──「怪かい物ぶつは王おう子じが、王子は怪物が、大好きなままでした」──）

　恐ろしく鮮あざやかに、

（──「愛を持つ者にとって、逆さからい、怒り、罵ののしり、戦い、殺すことは、その否定にはならないのです。どころか、強すぎる愛は、逆にそれらを加速さえさせる」──）

　一人のフレイムヘイズの言葉が、脳のう裏りの内に蘇よみがえった。

「あ、っ……」

　声に出して、自分が見つけたもの……理解ではなく、感かん得とくしたものを、呟つぶやく。

「望まないことも……みんな、みんな、そうなんだ」

　先の言葉を聞いたときに覚えた、自分の周りが広がった錯さつ覚かくの、真実を識る。

　広がった、と感じるのではなく、広かったのだ、と改めて認にん識しきし直していた。

　認識に連れて、全てが胸の内で解けていく。

（坂井君が来る前の連れん絡らくで、シャナちゃんは、フィレスさんがなぜか協力してくれた、って言ってた……何な故ぜ彼女自じ身しんがすぐに現れて協力しないのか意味が分からない、ってことも）

　今なら、答えが分かる。

（フィレスさんは、ヨーハン……さんの、望まないことをしている）

　全てが、繫つながっていく。

（ヨーハンさんの方も、フィレスさんに、なにかさせようとしていて……それは、フィレスさんの望まないことだったんだ……恋人なのに、間違いなく、愛からの行為として）

　繫つながり、織り上げられてゆく。

（だからフィレスさんは、ヨーハンさんのために動いて、でも自分は来ないんだ）

　織り上げられたものは、広がり、辿たどり着く。

（だからフィレスさんは、私にこの、無む理りな条件を付けた召しよう還かんの宝ほう具ぐを渡したんだ……本当は呼んで欲しくないから、ヨーハンさんの望まないことを……愛からの行為として）

　自分の胸に在るペンダント『ヒラルダ』に。

（だから……そう、だから最後のスイッチを、あの時あの場で一番、行く道の険しい愛を抱いていた、私に預けたんだ……愛が、そこまでの奇跡を起こせるのか、試すために）

　まだ粉ふん塵じんが一帯に薄うすく漂う中、ゆっくりと身を起こしてゆく。

（なら……私は、やるべきだ……険しさを越えて、奇跡を起こすんだ）

　痛みを押して、首から『ヒラルダ』を外し、手の中に握り直す。

（フィレスさんが来れば、坂井君の『零時迷子』に、なにかが起きる）

　自分という存在を消し去り、代わりにフィレスを召還する宝具を。

　その強さの中に、ふと、彼女にとって表裏一体である優しさが差し、

（ごめんなさい……でも、今しか、私にしか、この奇跡は起こせない）

　両親や弟、友達や知り合い、残す人々に、ここでこうなった自分──否いな、ここでこうする自分のことを秘かに謝らせ、そして越えさせ、『ヒラルダ』を、固く、固く、握らせる。

（私は絶対に、今の二人を……あの『互いに望まない形』から、変えたいの）

　悠二の宿す『零時迷子』の中に在るヨーハン、彼の思惑のために動いているフィレス、二人を呼ぶことで、悠二とシャナの今ある形は、確実に、決定的に、変わる。

（私が消えて、私という存在でなにかをしようとしていた坂井君は、困るだろうな）

　しかし、

（私が余計なことをしたせいで、シャナちゃんの計画が狂ってしまうかもしれない）

　それでも、

（二人に、辛い思いをさせることになっても、私は、今の二人の形を……変えよう）

　よかれと思うことを、吉田一美はまた選ぶ。

（二人が思いもしないことを起こして、そこで一つの……愛の奇跡を見てもらおう）

　これこそ、自分がここにいた価値と信じて。

（二人ならそこから、奇跡の意味を、互いの新しい形を、見出せる……他の誰でもない、この私だから、信じることができる……そのためにこそ、私は命を捨て──ううん、違う）

　決意を形にするように、思いを言葉に変える。

「捨てるんじゃない。生かすんだ」

　立ち上がって首を振り、何処いずこかへ問いかける。

「ラミーさん、無事ですか」

　数秒の空白を開けて、やっと声が返ってきた。

《　　──　　そっちこそ……この部屋は幸い、中心から外れていたようだ》

　吉田は、安堵とともに頷いて、痛みをこらえて毅き然ぜんと、相手に分からないことを言う。

「私、まだ坂井君を好きなんです」

　ラミーは、また数秒の空白を開けて、声を返してくる。

《……そう、か……割り切ることは、できないのか》

「坂井君が去った直後は、そうしよう、と思っていました。でも、いろんな事を教えてもらって、いろんな人たちを見て、でもやっぱり、無理だったんです」

　もう、ラミーには分かっていた。

　遺ゆ言ごんが、自分に託されていると。

「私は、だから、ずっと考えてました」

　言う彼女の感覚は、別の場所に在る人々を、愛おしげに捉とらえてゆく。

「なんだ、ここも戦場なんじゃない」「キィーッヒヒヒ！　燃えてきた、ってか!?」

　塔の瓦が礫れきの中で笑っている、マージョリーとマルコシアス。

「私は、なにをしたかったのか。少し前に、坂井君と再会してからは、もっと」

　また、塔の根本、

「ああ、この対処は、全く予想外でしたね」「ふむ、だがまあ、これで良かろう？」

　迫る無数の〝徒ともがら〟に対するカムシンとベヘモット。

「ここに来てからは、坂井君に協力したかったのか」

　さらに、塔の傍かたわらら、

「爺さんたちも、やっと参戦か」「少しは楽になるかな？」「望みは薄いですね」「そりゃ、儀式の邪魔者って認識されちゃあ……」「周りで静観してた連中も飛びかかってくるわよね」

　鉄巨人やマモンと追いつ追われつ、岩塊の間を飛び回っているサーレとギゾー、そしてキアラとウートレンニャヤ、ヴェチェールニャヤ。

「それとも、シャナちゃんを助けるために潜り込んだのか、考えて、悩んでました」

　そして、遠く御み崎さき市の三方、

「流れ給たまえ」「うう……こ、怖い……」「ははははは！　さあ、来い来い、どんどん来い！」

　無数の〝徒ともがら〟を向こうに回し奮戦している『大地の三神』たち。

「でも結局、私は最初からこうなると、どこかで思ってたんだと思います。逃げる、って選択肢を、最初から考えてなかったんですから」

《……そう、か》

　頷く気配だけで返した彼女は、御崎市の全てを見渡すや、頭上を振り仰あおいで、叫ぶ。

「シャナちゃん!!」

　肺も破れんばかりの、実際に痛みも伴う絶ぜつ叫きように応えて、紅ぐ蓮れんの輝きが舞い降りてくる。

（きれい）

　その輝きの主、恋のライバルだった少女『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナに向かって、吉よし田だは自分の首にかかって外せない、最後の枷かせである宝ほう具ぐ『タルタロス』を引っ張って、示す。

「これを、切って!!」

「！」

　シャナは、まさしく友達に課せられた枷と見た、これを一閃で、斬きる。

　吉田の叫びという思わぬ事態に、一いつ瞬しゆん、追つい跡せきの出で足あしを遅らせた悠ゆう二じが、

　剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』を手放し、空に足止めを食らっていたシュドナイが

　その足止めとして彼と激突していたヴィルヘルミナとティアマトーが、

　驚き見やった先で、

「ありがとう、シャナちゃん」

　吉田が、その全員、誰だれ一人例れい外がいのない全員に、最上の微笑ほほえみを見せていた。

　なにからか、尋常ならぬ覚悟を察したシャナが叫ぶ眼がん前ぜんで、

「一かず美み!?」

「私──やってみるね」

　ペンダント『ヒラルダ』が、起き動どうした。

　琥こ珀はく色いろの風が、戦せん場じように吹く。










　　　　エピローグ







　僕は、フィレスが必ずしも僕の言ったとおりにしてくれるとは思っていなかった。

　あの宝具を吉田一美さんに渡していたことからも、彼女の忌き避ひ感かんは明らかだった。

　でも僕は失望どころか、やっぱりフィレスは僕のことが好きなんだ、と喜んだよ。

　僕を失いたくないあまり、過酷な条件を、少女に課してしまっているのだからね。

　一方で、現状での待機は、賭けでもあった。空しく果てるだけ、という運命への。

　そう、僕はもう、破滅の袋小路に入ってしまっている。

　僕らの『零れい時じ迷まい子ご』に打ち込まれた『大たい命めい詩し篇へん』は、僕を完全に変異させていた。

　当初は、彼女と再会するまでの数年、数十年で解決策を見出そう、と思っていた。

　残った自我の断片を繫ぎ止めて、変異の根源である『大たい命めい詩し篇へん』を、弄いじり続けた。

　でも、あの緊急避難から、ほんの一年足らず……運命の酷ひどい速さが、僕を捕えた。

　捕えて、創造神の復活、大命の遂行、という最期まで、僕を押し流してしまった。

　微わずかな希望、か細い目論見は、あっさりと、破は綻たんした。

　転移した少年の中で同居する羽目になった奇怪な怪物の吸収能力を作動・改変しつつ、回復する力の一部で走査と探索の網を常時展開する回路を形成、内向きには深層に在る僕の『大たい命めい詩し篇へん』研究と解析に使い、外向きには宿主に〝徒ともがら〟の存在を知覚させるのに使う。

　宿主は、意味不明な感知能力の赴くまま、近隣の封絶や〝徒ともがら〟へと自ら近づき、封絶の中を動き回り、さらには〝徒ともがら〟に対し何らかのアクションも起こすだろう。この『零れい時じ迷まい子ご』は、なかなか貴重だから、それなりに物の分かる奴なら、欲して手を伸ばすことになる。

　そうして、作動する創造神の『戒かい禁きん』を利用して〝存在の力〟を宿主へと吸収、僕が復活する糧とする（もちろん僕の統とう御ぎよし得る分だけ）か、奪わせた〝徒〟に自由に活用させるかして日々をやり過ごし、いつか膨大な『大たい命めい詩し篇へん』の全てを読み解き、解決策を見出す。

　創造神の『戒かい禁きん』は誰彼問わず食い付くし、解析が及んでいない部分が多すぎる、なにより僕の自我が曖昧なのが問題だったけど、フィレスは僕を『風かぜの転てん輪りん』で探索するはず。傀く儡ぐつが喰われることで、その意味に気付いて、慎重に僕をサルベージしてくれるだろう……。

　そんな甘い希望、気楽な目もく論ろ見みは、あっさりと、破綻した。

　どういう偶然、あるいは必然か、宿主・坂さか井い悠ゆう二じは一人の少女と出会ってしまった。フレイムヘイズ『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手て』……かの天罰神〝天てん壌じようの劫ごう火か〟アラストールの契約者と。

　そうして生き延び、学び、成長した彼は、よりにもよって、僕をこんな目に遭わせた［仮装舞踏会バル・マスケ］の将軍と遭遇してしまった。運命は既に、どうしようもない加速を始めていた。

　時が決定的に足りなかった。

　もう、復活は諦めるしかない。

　だから、フィレスに言ったんだ。




「　　　　　　　　　　」




　と。

　フィレスが嫌がることは分かっていた。

　一緒に死にたい、とすら彼女は言った。

　でも、それだけは絶対に認められない。

　これは、僕からの愛であり……エゴだ。

　彼女も同じく、愛とエゴで、抵抗した。

　あの宝具……『ヒラルダ』という形で。

　彼女は、彼女に可能な限り、僕の願いを叶えるために頑張ってくれた。

　僕も、僕に可能な限り努力して、解析の虎の巻を〝屍しかばね拾ひろい〟に託した。

　だけど最終的に、決行のスイッチは、少女の気持ちに委ねられていた。

　その気持ちは、言うまでもない……愛。

　僕らを繫ぐものと同じ、愛だけが奇跡を起こすことができた。

　そして今、破滅を前にした僕に、琥こ珀はく色の風が吹く。

　ああ、ああ、僕の愛する〝彩さい飄ひよう〟フィレス。

　運命に勝って、君は来てくれたね。

　今こそ、僕は──
















　時が来る。

　世界の理ことわりを選ぶ、時が。

　誰もが燃える戦場に……時が、来る。













　二学期終しゆう業ぎよう式しきからの帰り道、

　緒お方がたさんが、ハンカチを風に攫さらわれた。

　冴さえ渡った青い空の中に、その白いハンカチは吸い込まれるように、飛んでいった。

　強く冷たい冬の風を受け、どこまでも遠くに、軽やかに飛んでいって、なくなった。

　目の前の信号は、赤だった。

　なのに、みんなは動かず、その飛び行く様さまを見送っていた。

　大おお通どおりに、車は疎まばらだった。

　シャナも他の皆と同じように、ただ、それを見送っていた。

　異い能のうの力を、使うことなく。

　彼女なら造ぞう作さもない些さ事じだったはずの行為を、しなかった。

　彼女はそこに留とどまっていた……自分自じ身しんの意志で、そこに。

　その、日々に留まることを望んだ横よこ顔がおを見て、思った。

　きっと君に、この手で、と。







　　　　あとがき







　はじめての方、はじめまして。

　久ひさしぶりの方、お久しぶりです。

　高たか橋はし弥や七しち郎ろうです。

　また皆様のお目にかかることができました。ありがたいことです。




　さて本ほん作さくは、痛つう快かい娯ご楽らくアクション小説です。今回は、シャナと悠ゆう二じの最終決けつ戦せん。互いに引けない、ゆえの激げき突とつが描かれます。次回は、最終章しようの後こう編へんです。どうぞ、お見届けください。

　テーマは、描びよう写しや的には「集しゆう束そくと勝負」、内容的には「ひかず」です。始まりの地にして終わりの地である御み崎さき市しにおいて、誰だれも彼かれもを巻き込んでゆく、最後の戦いが始まります。

　担たん当とうの三み木きさんは、読者の味み方かたです。明確な読者視し線せんで、不足しているもの強きよう調ちようすべきものを指し導どうして頂いただいてます。今回も、シャナの可愛かわいさ増ぞう量りようを賭かけ、馬ば上じよう槍やりを削けずり合（以下略）。

　挿さし絵えのいとうのいぢさんは、臨りん場じよう感かんのある絵を描かれる方です。前ぜん巻かんは、カラー口くち絵えのみならず挿絵でも、描かれた場面外への広がりが見えるようでした。ご多た忙ぼうの中、この度たびも拙せつ作さくへの甚じん大だいなる御ご助じよ力りよくを頂けたことに、深く深く感謝いたします。

　県・地ち名めい五十音順じゆんに、愛あい知ちのＫ柳さん（おめでとうございます）、青森のＳ藤さん、御お名前不ふ明めいの方、秋あき田たのＦ垣さん、茨いばら城きのＵ野さん（おめでとうございます）、大おお分いたのＴ島さん（ありがとうございます）、大おお阪さかのＨ比野さん、鹿か児ご島しまのＫ玉さん、岐ぎ阜ふのＫ藤（タニグチ）さん、群ぐん馬まのＫ林さん、埼さい玉たまのＳ藤さん、千ち葉ばのＭ原さん、東とう京きようのＫ原さん、Ｋ野さん（ありがとうございます）、Ｎ沢さん、Ｓ木さん、Ｓ路さん（頑がん張ばってください）、Ｙ山さん（こちらこそ）、奈な良らのＯ村さん、兵ひよう庫ごのＭ下さん、Ｓ本さん、山やま口ぐちのＹ中さん（了りよう解かいしました）、いつも送ってくださる方、初めて送ってくださった方、いずれも大変励はげみにさせて頂いております。どうもありがとうございます。アルファベット一ひと文字は苗みよう字じ一文字の方で、県・地が同じ場合はアルファベット順になっています。

　当とう方ほう、いささか事情あって、返信ができません。お手紙をしっかり読ませてもらっていることを右に示すことで、これに代えさせて頂きたいと思います。




　それでは、今回はこのあたりで。

　この本を手に取ってくれた読者の皆様に、無む上じようの感謝を、変わらず。

　また皆様のお目にかかれる日がありますように。





二〇一〇年九月　　　高橋弥七郎









[image: ]







高たか橋はし弥や七しち郎ろう

書いてる間は東京人な大阪人。豆知識その21ー。

各作家さんで違ってる背表紙の色やけど、あれはＣＭＹＫ（シアン、マゼンダ、イエロー、ブラック）の色を10％ずつ区切ったバリエーションから選ばれてるんよー。ちなみに、高橋のはＣ60％、Ｍ30％なんやってー。
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舐めた真似をする作者




いとうのいぢ

こんにちは、のいぢです。最近、迷いインコを保護した後、引き取ることになりました。インコとの共同生活、かなり癒されます。籠から出してやるとお腹がすくまで我が物顔で遊びまくる困ったやつですが。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「高橋弥七郎先生」係

「いとうのいぢ先生」係
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灼しゃく眼がんのシャナ[image: 21]








高たか橋はし弥や七しち郎ろう
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※2010年11月4日発行の電撃文庫『灼眼のシャナ[image: 21]』初版に基づき制作
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